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高崎貝塚全景



自然に触れ,親しみ,楽しみながら地球の生い立ちや自然の仕組

み,人間と環境を学ぶことを目的として,茨城県は,岩井市大字大

崎に「茨城県自然博物館 (仮称 )」 の建設を計画しました。その建設

予定地内には,埋蔵文化財包蔵地である原口遺跡,北前遺跡及び高

崎貝塚が確認されております。

財団法人茨城県教育財団は,茨城県教育委員会と埋蔵文化財発掘

調査事業について委託契約を結び,平成 2年 4月から平成 4年 3月

まで埋蔵文化財の発掘調査を実施してまいりました。

本書は,平成 3年度に調査を行った高崎貝塚の調査成果を収録し

たものであります。本書が,研究の資料としてはもとより,郷上の

歴史への理解を深め,ひいては,教育・文化の向上の一助として,

広く活用されますことを希望いたします。

なお,発掘調査及び報告書の刊行にあたり,委託者である茨城県

教育委員会をはじめ,岩井市,岩井市教育委員会等関係機関及び関

係各位から御指導・御協力を賜りましたことに対し,衷心より感謝

の意を表します。

平成 6年 3月
財団法人 茨城県教育財団
理事長 T義 田  勇
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3 本書に使用した記号等については,第 4章「遺構 。遺物の記載方法」の項を参照されたい。

4 本書の作成にあたり,遺構・遺物について国立歴史民俗博物館西本豊弘氏,栃木県立博物館

橋本澄朗氏,茨城県立歴史館斎藤弘道氏に御指導いただいた。

5 貝の成長線及び獣魚骨の分析については埼玉大学の小池裕子氏に,ま た戊化材の樹種同定等

についてはパリノ・サーヴェイ株式会社に依頼した。分析結果については付章として報告する。

6 発掘調査及び整理に際して御指導 。御協力をいただいた関係諸機関並びに関係各位に対し,

深く感謝の意を表します。

7 遺跡の概略

遺 跡 名 高崎貝塚

フリガナ タカサキカイヅカ

副  題 茨城県自然博物館 (仮称)建設用地内埋蔵文化財調査報告書H

シリーズ 茨城県教育財団文化財調査報告第88集

著  者 鶴見 貞雄

編集機関 財団法人 茨城県教育財団

発行機関 財団法人 茨城県教育財団

住  所 〒310茨城県水戸市見和 1丁目356番地の 2

発 行 日 1994(平成 6)年 3月 31日

所収遺跡 市 町 村 |コ ー ド 1北  緯 1東  経 1標  高

高崎貝塚 岩  井  市 108218-   1 35° 59′56〃  1 139° 55′ 54〃  1  17.8m

所収遺跡 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物

高崎貝塚

縄 文 時 代 早 期

〃  前 期
〃  中 期
〃  後 期

弥 生 時 代 後 期

古 墳 時 代 前 期

〃  中 期
中
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不

住居跡 7軒,土坑25基

〃 10軒, 〃 4基
〃 10軒, 〃 3基
〃 14軒, 〃 1基
〃 4軒
〃 11軒

〃 3軒

土坑126基,瀾条,井戸6基

土器,石鏃,礫石斧,敲石,貝など

土器,磨製石斧,石皿,石匙,貝など

土器,上製円板,(打製 。磨製)石斧など

土器,土器片錘,石鏃,貝 ,獣魚骨など

土器,上製紡錘車,砥石など

上器,上玉,剣形模造品など

土器,砥石,剣形慎造品など

土器,古銭
土器,石斧,石皿,石鏃,敲石,磨石など
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37号住居跡出土貝類,第10号土坑出土貝類

P L76 第17・ 57・ 144号土坑出土貝類

P L77 第34号住居跡貯蔵穴出土果実の種子,第 15

号住居跡炉出土 くるみ,第 17号土坑 (5層

中)出土 ドングリ,第 26号住居跡出土甕(31

内面概痕,第34号住居跡出土カヤ

P L78 炭化材の顕微鏡写真



第 1章 調査経緯

第 1節 調査に至る経過

茨城県教育委員会は,自然環境に恵まれ,緑豊かな菅生沼西岸台地の岩井市大字大崎に「茨城

県自然博物館 (仮称)」 の建設を計画した。自然博物館は,児童,生徒をはじめ多くの人々が自然

界の仕組みや茨城の自然の特色などを楽しく学び,自然を愛する豊かな人間性及び科学する心を

養える博物館として計画されたものである。

この建設事業に先立ち,茨城県教育庁文化課自然博物館建設準備室は,茨城県教育委員会へ建

設予定地内における埋蔵文化財の有無について照会した。これに対し,茨城県教育委員会は,現

地調査を実施し,建設予定地内に原口遺跡,北前遺跡及び高崎貝塚の 3遺跡が所在することを回

答した。平成 2年 2月 に,茨城県教育委員会は,茨城県教育庁文化課自然博物館建設準備室と文

化財保護の立場から,埋蔵文化財の取り扱いについて協議を重ねた。

その結果,現状保存が困難であることから,記録保存の処置を講じることとなり,調査機関と

して財団法人茨城県教育財団が紹介された。茨城県教育財団は,茨城県教育庁文化課自然博物館

建設準備室と埋蔵文化財発掘調査に関する業務委託契約を締結し,平成 3年 7月 1日から高崎貝

塚の調査を実施することとなった。

第 2節 調査経過

高崎貝塚の発掘調査は,平成 3年 7月 1日 から平成 4年 3月 31日 までの9か月にわたって実施さ

れた。以下,調査の経過について,その概要を月ごとに記述する。

7 月 2日から現場倉庫等の設置,調査器材搬入などの諸準備を行った。調査区は第 4図に示

したようにA・ BoCの 3区に区分し,諸準備と併行してA区の小調査区の試掘調査を開

始した。縄文時代から古墳時代にかけての多量の上器片とともに住居跡・土坑等の遺構が

確認されたため, 8日 から重機による表土除去に入り,同時に遺構の範囲確認作業を行っ

た。古墳時代の遺構は谷津に面して,東側に片寄って見られた。23日 から遺構調査を開始

した。

8 月 A地区の遺構調査を継続して行った。古墳時代の遺構調査はほぼ終了し,A地区西側の

弥生時代・縄文時代の遺構調査に入った。

9 月 中旬ごろは雨天日が多く,調査はやや遅れ気味であった。縄文時代前期の上器片が多い

調査区北西部は,住居跡の壁の確認が難しく時間がかかつた。12日からB地区の除草作業

を開始し,25日 から小調査区の試掘調査に入った。30日 からはC地区の試掘調査に入った。
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両地区では多量の縄文式土器片とともに,住居跡 。上坑等の遺構が確認された。

月 A地区は第18号住居跡まで調査を終了し,第 19～24号住居跡及び第47号土坑までの調査

を継続して行った。B地区は22日 から,C地区は28日 から重機による表土除去に入り,並

行して遺構確認作業を行った。

月 引き続きBoC地区の遺構確認作業を行う。その結果,竪穴住居跡30軒・土坑100基・溝

4条を確認した。18日からC地区の遺構確認作業に入る。A地区南半は遺構の確認がしづ

らかったので,2× 2mの調査区を組み,掘 り下げを行った。26日 ,栃木県立博物館の橋本

澄朗氏を迎え,班内研修を行った。

月 A地区は第57号土坑内貝塚の貝の取り上げ及び補足調査を行った。C地区は第26～42号

住居跡及び第72～ 119号土坑の遺構調査を進めた。27日から翌月 5日 まで年末。年始の休業

に入った。

月 6日 から調査を開始した。30日 までに竪穴住居跡37軒・土坑114基・溝 2条・井戸 1基の

調査を終了した。

月 2日 に降雪, 3日 は一日中除雪に追われる。 4日 から作業員を 2班に分け,BoC地 区

の併行調査となる。19日 には委託者並びに岩井市教育委員会に対して,報告会を実施した。

また,29日 には現地説明会を実施し,約250名の参加者があった。

月 17日 までに遺構調査を終了し,19日 には航空写真撮影を実施した。事務所では諸帳簿の

点検,調査区では安全対策を行い,26日 に現場事務所を開鎖した。

黒憩麟七∴ユ11と漱感

鞠 永

一Ⅷ

除雪作業
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第 2章 位置と環境

第 1節 地理的環境

高崎貝塚は,茨城県岩井市大字大崎に所在し,岩井市役所の南南東約5.6kmに位置している。岩

井市は,茨城県の南西端に位置し,市域は南北にやや長く,東西約12km。 南北約16輸,面積は

91.46km2でぁる。北は猿島町,東は水海道市,西は境町,南は利根川を挟んで千葉県野田市に接し

ている。当市は東京都心から45km,常磐自動車道の谷和原 ICから約15分 という近距離にあり,

市の中心部を国道357号,県道古河岩井線 。結城岩井線が通り,県西と県南地域,茨城県と千葉

県を結ぶ交通の要衝である。さらに,市の北部を首都圏中央連絡自動車道 (圏央道)が横断する

計画もある。

岩井市域は猿島台地の南東部に位置し,洪積台地と利根川・飯沼川・東仁連川やその支流によ

って形成された沖積低地から成り立っている。猿島台地は北西から南東方向へ延びており,標高

15～20mで ,利根川をはじめ飯沼川 。東仁連川支流の小河川により開析された谷津が樹枝状に入り

込み,複雑な地形を呈している。

猿島台地の基部を構成する地層は,貝化石を含む成田層 (見和層)である。この貝化石を含む

地層には小形有孔虫の化石も入っており,この有孔虫を調べることにより,古鬼怒湾時代の気候

や植生などの古環境を復元することができる。さらに,成田層の上に責褐色砂や黄褐色粗砂を含

む竜ケ崎砂礫層,その上に灰白色の粘上層である常総粘土層,そ して,表上の下を厚く覆う赤褐

色の関東ローム層となっている。菅生沼は,かつて東京湾に流入していた利根川による砂質堆積

物によって,支流の谷口が閉塞されて出現した湖沼である。同様の水海沼 。長井戸沼などは現在

干拓され,水田となってしまった。

現在,菅生沼の面積はおよそ2.3km2で ぁるが,低湿地化がかなり進んでいる。沼の両岸台地は,

小さな谷によって複雑に開析されており,往時の沼の周囲の複雑な地形を紡彿させる。

高崎貝塚は菅生沼の西岸の北側と南側を谷津に狭まれた,小さく東に延びる舌状台地上に所在

し,標高はおよそ17～19mで,沖積低地との比高はおよそ 9mである。遺跡の所在する台地は畑地

として利用されおり,そ れを囲む台地縁辺部には落葉樹・常緑樹の混合林が発達している。さら

に当遺跡の南 2肺には,利根川によって形成された沖積低地が広がっている。
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第 2節 歴史的環境

猿島台地の南東部に位置する岩井市には,『茨城県遺跡地図,!に よれば,数多くの遺跡が分布し

ている。しかし,現在までのところ,岩井市内の遺跡発掘調査例は極めて少ない。昭和50年に,

岩井市教育委員会が上出島古墳群の発掘調査を行ったのが最初の例である。

1990年代には,岩井市史編さん事業に伴い市史編さん室の自然考古部会によって,拾ニゴゼ貝

塚・駒寄遺跡 。高山古墳 〈9〉 などの調査が実施されている。ここでは,岩井市及びその周辺の

遺跡について,時代を追って概観することにする。

旧石器時代の遺跡としては,北前遺跡 (2〉・篠山南 遺跡 (23〉 があげられる。平成 3年に調

査された北前遺跡では,調査区内から安山岩・頁岩製のスクレイパー及び多量の剣片が出上して

Lに位置する水海道市篠山南遺跡では頁岩製のスクレイパーが採いる。また,菅生沼の東側台地_

集されている。

縄文時代の遺跡は,市内とその周辺に多く分布するようになる。飯沼川から菅生沼及び鬼怒川

流域は,台地上に貝塚が数多く見られ,貝塚の形成と海進 。海退による汀線の変動の研究には重

要な地域である。水海道市北部に位置する縄文時代早期の花島貝塚 (貝柄山貝塚)は ,昭和16年

に江坂輝弥らによって調査が行われ,サルボウ,マガキ,ハマグリ,オキシジミ等の貝を含んだ

貝層から条痕文系の上器片及び石器類が出上している。また,菅生沼の南東台地上に位置する水

海道市の奥山C遺跡 〈33〉・奥山下根遺跡 〈37〉 では,撚糸文系・沈線文系。押型文系・条痕文系

土器などの良好な資料が出上している。前期の遺跡は,岩井市内では高崎貝塚 〈5〉 と北前遺跡

などがある。北前遺跡は平成 2・ 3年に茨城県教育財団によって調査された遺跡で,黒浜式期の

住居跡 4軒が地点貝塚とともに調査されている。同時期の遺跡として,水海道市大生郷遺跡があ

り,大生郷遺跡調査会によって10軒の住居跡が調査されている。中期から後期にかけての遺跡は,

矢萩貝塚 〈6〉・法師貝塚 。宝光院貝塚 〈16〉 などがある。これらの遺跡からは,カロ曽利E式期か

ら加曽利B式期にかけての上器片が採集されているが,現在は湮滅した遺跡も多い。後期の遺跡

は南境木遺跡 〈20〉・内守谷本郷遺跡 〈29〉 。東浦遺跡 (17〉 。原口遺跡 (1〉 などがある。南境木

遺跡からは堀之内式期の上器片が採集されている。また,原口遺跡は平成 2年に茨城県教育財団

によって発掘調査が実施され,堀之内式 。加曽利 B式期の住居跡11軒にともなって多量の遺物が

出上している。後期から晩期の遺跡は,内守谷館の台遺跡 く30〉・拾ニゴゼ貝塚などがある。捨二

ゴゼ貝塚は,利根ナIIの氾濫原に西面する台地端のゆるい傾斜地上に位置しており,後期後半が中

心の汽水系貝塚 (ヤマトシジミ主体)であるが,晩期安行Ⅲ式期の上器も出上している。

弥生時代の遺跡は,大崎遺跡 (3〉・本郷南志辺遺跡 〈27〉・貝置前沼遺跡 〈21〉 などが確認さ

れているが,当市も含め,周辺の市町村での調査例は少なく不明な部分が多い。



第 1図 高崎貝塚週辺遺跡分布図
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表 1 高崎貝塚周辺遺跡一覧表

番号 名   称
時   代

番号 名   称
時   代

日石器 縄文 弥生 古墳 基 I)!際 旧石器 縄文 弥生 古墳 条以路

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

■

１２

‐３

・４

・５

‐６

・７

・８

・９

原 口 遺 跡

北 前 遺 跡

大 崎 遺 跡

高崎台地遺跡

高 崎 貝 塚

矢 作 貝 塚

辺 田古墳 群

矢作 古墳群

高 山 古 墳

上神田山古墳群

榊 山古墳 群

下神田山古墳群

浅間塚古墳群

香取神社脇只塚

稲荷 塚 古墳

宝光 院貝 嫁

東 浦 遺 跡

大 塚 戸城 跡

菅 生 城 跡

○

○

○

　

Ｏ

Ｏ

Ｏ

○

　

○

○

○

　

○

○

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

○

○

○

○

２０

２．

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３．

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

南境 木遺 跡

見置前沼遺跡

向 山 遺 跡

篠 山南遺 跡

大 並 遺 跡

上 野 古 墳

上 野 A遺 跡
本郷南志辺遺跡

向 地 遺 跡

内守谷本郷遺跡

内守谷館の台遺跡

内守谷向地遺跡

奥 山 A遺 跡
奥 山 C遺 跡
西 原 遺 跡

坂手日之王神遺跡

坂手萱場貝塚

奥山下根遺跡

大塚戸篠山古墳群

○

O

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

　

Ｏ

　

　

Ｏ

Ｏ

○

○

○

古墳時代の遺跡は数多く確認されている。縄文時代と複合する北前遺跡では,古墳時代前 。中

期の住居跡33軒が調査されており,高崎貝塚の該期の集落との関連性が注目される。また,水海

道市奥山A遺跡 〈32〉 では前期の住居跡 3軒,駒寄遺跡・水海道市大並遺跡 〈24〉 及び西原遺跡

(34〉 では中期の住居跡が合わせて18軒調査されている。古墳は,茨城県立岩井西高等学校建設

に伴い発掘調査をした上出島古墳群をあげることができる。 3基の古墳のうち,第 2号墳は全長

56mの前方後円墳であり,そ の後円部墳頂と墳丘の裾部から壷形埴輪の配列が検出されている。さ

らに,後円部に設けられた粘土榔からは,滑石製勾玉・管玉 。鉄剣 。鉄鏃・鉄斧 。鉄針が出上し

ており,出土遺物から築造年代は 5世紀の前半頃に比定されている。当遺跡の北約6.5血に所在す

る高山古墳は,岩井市を代表する円墳であるが,明治45年に上取りにより破壊されてしまった。

その際出上した直刀 。金環などは東京国立博物館に収蔵されている。平成 2年,筑波大学により

再調査されたが遺存状況が悪く,墳形・規模を確認することができなかった。主体部は,雲母片

岩 (筑波石)を使用した横穴式石室である。高山古墳の南には辺田古墳群 〈7〉・矢作古墳群 〈8〉

などが所在する。菅生沼の東側台地上に所在する大塚戸篠山古墳群 〈38〉 では, 9基の古墳が現

存している。その中で,平成 2年水海道市教育委員会によって調査された 5号墳は周溝を持つ墳

丘径15mの 円墳で,出上した土器から7世紀中頃に比定されている。下神田山古墳群 〈12〉 には,

径約20mの坊地塚古墳 (円墳)や前方後円墳が数基残っている。

律令制以後,岩井市は下総国相馬郡に属した。承平 5年 (935)に 始まった平将門の乱では岩井
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市が表舞台となっている。中世の城館跡 としては,大塚戸城跡 (18〉 ,菅生城跡 〈19〉 があり,菅

生城には,そ の城にまつわる民話が今に伝えられている。江戸時代に入ると,飯沼を中心に新田

開発が積極的に行われていった。

※遺跡名の次の く 〉内の数字は,表 1・ 第 1図の該当遺跡番号 と同じである。
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低)茨城県教育財団  「水海道都市計画事業・内守谷土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書 2

奥山A遺跡・奥山C遺跡 。西原遺跡」 『茨城県教育財団文化財調査報告』 第31集 1986年

16)斎藤弘道  『県内貝塚における動物遺存体の研究(1池  茨城県歴史館 1978年

檸)茨城県教育委員会  『重要遺跡調査報告書 1』  1982年

18)今井隆助  『北下総地方史』 絡書房 1974年

0)茨城県『土地分類基本調査 水海道』 1984年

10 水海道市史編さん委員会  『水海道市史 (上巻)』  1983年

10 茨城県教育委員会  『重要遺跡調査報告書H(城館跡)』  1985年

1か 茨城県教育財団「茨城県自然博物館 (仮称)建設用地内埋蔵文化財調査報告書 I

原口遺跡・北前遺跡」『茨城県教育財団文化財調査報告』 第83集 1993年

10 岩井市史編さん委員会「岩井市の遺跡」『岩井市史遺跡調査報告書』第 1集 1992年

はつ 茨城県教育財団「水海道都市計画事業・内守谷土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書 1

奥山B遺跡。奥山下根遺跡」 『茨城県教育財団文化財調査報告』 第29集 1985年

19 水海道市教育委員会「大塚戸篠山古墳群第 5号墳発掘調査報告」 『水海道市埋蔵文化財調査報告』

第 2集 1993年

10 茨城県教育財団「大生郷工業団地内埋蔵文化財調査報告書 大生郷遺跡」『茨城県教育財団文化財調査

報告�』 1981年

10 岩井市教育委員会  『岩井の民話』 1988年
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第 3章 調査方法

第 1節 地区設定

高崎貝塚の発掘調査を実施するにあたり,

遺跡及び遺構の位置を明確にするために調

査区を設定した。

調査区の設定は,日本平面直角座標第Ⅸ

系のX軸 (南北)+320m,Y軸 (東西)十

7,200mの交点を基準として40m方眼を設定

し,こ の40m四方の区画を大調査区とした。

さらに,こ の大調査区を東西,南北にそれ

ぞれ10等分して,4m四方の小調査区を設定

した。調査区の名称は,アルファベットと

算用数字を用いて表記した。大調査区は,

北から南へA,B,C・ ……・・,西から東へ

1, 2, 3…………とし,「Al区」,「 B2区」

南へa,b,C・………j,西から東へ 1,2,

冠し,「Aldi」「B2e2」 のように呼称した。

第 2節 基本層序の検討

1 高崎貝塚
高崎貝塚においては,調査区域にテストピットを設

定し,第 3図に示すような土層の堆積状況を確認した。

第 1層は暗褐色の表土層 (耕作土)であり,厚さは

20～25cmを測る。第 2層 は30～40cmの厚さの明褐色土

で炭化粒子・焼土粒子を少量含む。 1・ 2層 とも遺物

包含層である。第 3層 は35～40cmの厚さのソフトロー

ム層で,明褐色を呈している。第 4層 は25～30cmの厚

さの漸移層で,炭化粒子を含み褐色を呈する。第 5層

はにぶい褐色のブラックバンド層で,炭化粒子・焼土

なお,基準点の杭打ち測量は,財団法人茨城県建設技術公社に委託した。

第 2図 調査区呼称方法概念図

のように呼称した。大調査区内の小調査区は,北から

………・0と し,小調査区の名称は,大調査区の名称を

lS.O――
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粒子を含み,厚さは30～40cmで ある。第 6層は170cmの厚さのハードローム層で,橙色を呈しわず

かに焼土粒子が混じる。第 7層 は灰褐色の粘土層で,火山性の砂粒を多量に含む。

第 3節 遺構確認

高崎貝塚の調査前の状況は畑地であり,縄文式上器・土師器片が採集できることから,該期の

遺構の存在が予想された。しかし,貝塚については貝の散布は見られなかったので,湮滅もしく

はエリア外の雑木林の中に存在するものと考えられた。

遺構確認は次のような方法で実施した。まず,A地区に小調査区を設定し,調査面積の16分の

1,次いで 8分の 1の割合で試掘調査を行い,遺構の確認を試みた。その結果,縄文式上器・弥

生式土器・土師器の破片とともに,住居跡や土坑・清と思われる遺構が確認された。 B・ C地区

においても小調査区の試掘調査を行い,遺構の存在が認められた。表上の厚さも30～40C mである

ことが判明したので,こ の試掘調査の結果をふまえ,調査区域全面にわたり重機による表土除去

を実施した。その後,遺構確認作業を行い,A・ BoC区 を併せて,住居跡59軒・土坑159基や井

戸 6基,溝 6条を確認した。

第 4節 遺構調査

高崎貝塚における遺構の調査は,次のように実施した。

住居跡の調査は,長軸方向とそれに直交する方向に上層観察用ベルトを設定し,四分割して掘

り込む「四分割法」を基本とし,地区の名称は,北から時計回りに 1～ 4区 とした。重複してい

る場合には,新旧関係が把握できるような位置にベルトを設定した。上坑の調査は,長径方向で

三分して掘り込む「三分割法」で実施した。清の調査は,適宜な位置に上層観察用ベルトを設定

し,掘 り込みを実施した。

土層観察は,色調・含有物・混入物の種類や量及び粘性。締まり具合等を観察し,分類の基準とした。

色調の判定は,『新版標準土色帖』 1/Jヽ山正忠・竹原秀雄編著 日本色研事業株式会社)を使用した。

遺構や遺物の平面実測は,水糸方眼地張り測量で実施した。

また,土層断面や遺構断面の実測は,遺跡内の水準点を基準とし,標高を測って水平にセット

した水糸を基準にして実測した。遺物は,原位置で遺物番号・出上位置及びレベル等を遺物出土

状況図や遺物台帳に記録して収納した。

調査の記録は,土層断面写真撮影→土層断面図作成→遺物出土状況写真撮影→遺物出土状況平

面図作成→遺構平面写真撮影→遺構断面図作成→遺構平面図作成の順で行うことを基本とした。

図面や写真に記録できない事項に関しては,そのつど野帳に記録し,こ れを調査記録カードや遺

構カードに整理した。
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住居跡発掘作業風景

作業風景
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第 4章 遺構・遺物の記載方法

第 1節 遺構の記載方法

本書における遺構の記載方法は,下記の要領で統一した。

1 使用記号

名称 住居跡 土坑 濤 井戸
卜
跡ピッ鰯
その他

記号 SI SK SD SE Pl・・ SX

2 遺構の実測図中の表示

□
炉
囲

魁
圏

駆
翻

縦

上端

下端

3 遺構番号

遺構番号については,調査の過程において遺構の種別ごと,調査順に付したが,整理の段階で

遺構でないと判断したものは欠番とした。

4 土層の分類

土層観察の結果は,図版実測図中に記載した。撹乱層については「K」 と表記した。

5 遺構実測図の作成方法と掲載方法

ハ
）
　
　
ト

端
　
　
ピッノゃ

踊̈

―
「

1岨

―

く上坑〉 く井戸〉        く濤〉

(1)各遺構の実測図は,縮尺20分の1の原図を60分の1の縮尺にした。

り)溝は,縮尺100分の1の原図を200分の1の縮尺にした。

13)実測図中のレベルは標高であり,印単位で表示した。また同一図中で同一標高の場合に限り,

一つの記載で表し,標高が異なる場合は各々表示した。

は)本文中の記載について

①  「位置」は,遺構が占める面積の割合が最も大きい小調査区名をもって表示した。
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② 「重複関係」は,他の遺構との切り合い関係を記述した。

③ 「平面形」は,現存している形状の上端部で判断し,方形。長方形。円形及び楕円形の

場合は下記の分類基準を設け,そのいずれかを粥記した。なお,[ ]を付したものは推定

形を表す。

方形,円形…・…………短軸 〔径〕:長軸 〔径〕=1:1.1未満

長方形,楕円形………短軸 〔径〕:長軸 〔径〕=1:1.1以上

また,形の整わない遺構については,不整○○○形と表示した。

④ 「規模」は,平面形の上端部の計測値であり,長軸 〔径〕,短軸 〔径〕をm単位で表記し

た。なお,( )を付したものは現存値を表し,[ ]を付したものは推定値を表す。

⑤ 「主軸方向」は,炉を通る線を主軸とし,その主軸が座標北からみて,東 (E)・西 (W)
に何度ぶれているかを角度で表示した。なお,[ ]を付したものは推定を表す。

【例】N-10°一E  [N-25° W]

⑥ 「壁」は,床面からの立ち上がり角度が81°～90°を垂直,65°～80°を外傾,65°未満を緩斜,
さらに90°以上を内傾とした。壁高は,残存壁高の計測値である。

⑦ 「壁溝」は,その形状や規模を記述した。規模は床面からの計測値とした。

③ 「床」は凹凸や平坦等の様子を示し,床質等は解説の中で述べた。

③ 「ピット」は,その住居跡に伴うと考えられるピットをPょ・P2で表示し,さ らに,ピ ッ

トの直径と深さを記述した。

⑩ 「貯蔵穴」は,その形状を記述し,数字は長径,短径及び深さを示した。

① 「覆土」は,堆積状態の特徴などを記述した。

⑫ 「遺物」は,主な遺物の種類や出上位置,出土状態を記述した。また,遺構の平面図中
に第2節 1に示した記号を用い,出上位置をドットで表示し,接合できたものは実線で結

んだ。出土遺物に付した番号は,遺物実測図及び拓影図の番号と符合する。

① 「所見」は,当該住居跡についての時期やその他特記すべき事項を記述した。
6 -覧表の見方について

(1)住居跡一覧表

① 床面は,凹凸,平坦及び緩い起伏等の様子を示し,締まり等は解説の項で記述した。

② ピット数は主柱穴・入口も含め,住居跡に伴うと考えられる総数を表示した。

〔径〕×〔径〕
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③ 炉及び貯蔵穴はその数を記し,検出されない住居跡については「/」 とした。

④ 覆土は,堆積状態の「自然」。「人為」を表示した。

⑤ 出土遺物は,その種類を記した。

⑥ 備考は,は じめに時代 (縄文・弥生。古墳),つぎに重複関係や特徴等を記述した。

⑦ その他の項目については,第 4章第1節 5の記載方法に準じた。

(2)土坑一覧表

① 深さは,遺構確認面から坑底の最も深い部分までの計測値 (cm)で表した。

② 壁面は,坑底からの立ち上がりの状態を下記の基準で分類し表示した。

81°～90°の傾き   65°～80°の傾き   65°未満の傾き

垂直       外傾       緩斜

③ 底面は,下記の基準で分類し表示した。

平坦    皿状    凹凸

④ その他の項目については,住居跡一覧表の記載方法に準じた。

第 2節 遺物の記載方法

本書における遺物の記載方法は,下記の要領で統一した。また,遺跡から出上した遺物につい

ては,実測図,拓影図,写真等により掲載した。

1 使用記号

土器 土製品 石器 。石製品 金属製品 骨 拓本土器

P DP Q M B TP

● 土器  ○ 赤彩土器  ★ 上製品  △ 石器・石製品

▲  骨  ■ 自然遺物

遺物実測図の作成方法と掲載方法

□ 金属製品

(1)土器の実測は四分割法を用い,中心線の左側に外面,右側に内面及び断面を示した。

(2)上器拓影図は,右側に断面図を示した。

(3)石器 。石製品及び上製品は,展開図法を基本とした。

●)実測図中の表示方法

躙
朧 斬 D

(m)× 短径(m)

霊霊臣璽赤彩
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脩)遺物は,原貝」として実測図を3分の 1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もあ

る。それらについては、個々にS=/4等と表示した。

脩)各部位の名称と法量表現

―

A―

T
B

I

トーーA―  トーー A―引

卜 A―

卜c引

ト ー A

卜 D引

―

A―

Ｔ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｂ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

上

Ｔ

Ｉ

Ｉ

Ｂ

Ｉ

Ｉ

上

　

　

　

　

　

下

Ｉ

Ｂ

Ｉ

上

下
―
―
Ｉ
Ｉ

Ｂ

Ｉ

Ｉ

上

トーA引

最
大
厚

」１
聞
Ａ
川
Ｗ
Ｙ
，

四　　勘日ハ離州四

す
最
大
長
エ

A    口 径
B  器 高
C  底 径
D  台部径
脚部径

E  台部高
脚部高

―。~ 磨 りの範囲
―口→  敲きの範囲

P)遺物に付した番号は,土器,土製品,石器・石製品,金属製品ごとに通し番号をつけ,遺

構実測図,図版,写真及び一覧表の備考欄に記した。

3 出土遺物観察表について

(1)上器観察表

ア 縄文式上器・弥生式土器

Ｉ
Ｌ

卜cl

胎土・色調 。焼成

イ 土師器
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① 図版番号は,実測図中の番号である。写真図版の番号にも用いた。以下,鬱 )・ 13)。他)も同

様である。

② 法量は,A一口径。B…器高・C…底径とする。なお,( )を付したものは現存値を表

し,[ ]を付したものは復元推定値を表す。

③ 器形の特徴は,底部 。体部等の各部位について記した。

④ 手法の特徴は,土器の成形・整形について記した。

⑤ 色調は「新版標準土色帖」を使用した。焼成については,「良好」。「普通」。「不良」に分

類し,硬 く焼き締まっているものは良好,焼きがあまく器面が剣離しやすいものは不良と

し,その中間のものを普通とした。

⑥ 備考は,上器の残存率 。実測 (P)番号,その他必要と思われる事項を記した。

鬱)土製品一覧表

① 重量の欄で,( )

② 備考の欄は,実測

は)石器・石製品

を付した数値は,一部を欠損しているものの現存値である。

(DP)番号,出上位置,その他必要と思われる事項を記した。

重量 (g)

① 備考の欄は,実測 (Q)番号,その他必要と思われる事項を記した。

は)古銭

① 備考の欄は,出上位置,その他必要と思われる事項を記した。
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第 5章 遺跡及び遺構 と遺物

第 1節 遺跡の概要

高崎貝塚は岩井市の南東部,大崎地区の標高17～19mの菅生沼を東側に望む台地上に所在してい

る。台地には谷津が樹枝状に入り込み,複雑な地形を呈している。畑地として利用されている台

地平坦部からは縄文式上器・弥生式上器・土節器片が採取でき,縄文時代から古墳時代にかけて

の複合遺跡であると考えられた。

調査は調査区をA～ C区に区分して実施し,確認された遺構は竪穴住居跡59軒・土坑159基 。溝

6条 。井戸 6基である。

縄文時代の遺構は,早期から後期にかけての住居跡41軒が調査区全域にみられる。また,早期

の炉穴跡24基,早 。前 。後期の貝を含む土坑 4基など,土坑も多くみられた。特に,C地区にお

いては早期の住居跡 。炉穴 。貝を含む土元が近接した位置でみられている。

弥生時代の遺構は,後期に編年される住居跡がA・ C地区においてそれぞれ 2軒ずつ確認され

たが,遺物は少ない。

古墳時代の住居跡は,A・ C地区で合わせて14軒確認された。いずれも前 。中期の時期で,形

状は方形が多い。溝 。井戸及び一部の土坑は近世以降のものと思われる。

遺物は,遺物収納箱で126箱ほどである。遺構外からも多量の縄文式上器片が出土している。住

居跡からは縄文時代の深鉢,弥生時代の壷,古墳時代の壷や甕 。高不 。増 。器台など,ま た,磨

製石斧・打製石斧 。石鏃・石錐などの各種の石器 。石製品,上錘・上製紡錘車・土玉などが出土

している。また,縄文時代の住居跡内地点貝塚からは内湾砂泥性の各種の貝,土坑内貝塚からも

汽水性の貝や獣骨 。魚骨類が出上している。

第 2節 遺構と遺物

1 竪穴住居跡
当遺跡からは59軒 (縄文時代41軒・弥生時代 4軒・古墳時代14軒)の住居跡が確認されている。

同じ舌状台地に設定されたA・ B地区においては,縄文時代の住居跡 (24軒)が調査区のほぼ全

域に見られる。弥生時代の住居跡 (2軒)は A地区の中央部に,古墳時代の住居跡 (7軒)はA

地区の東側に片寄って見られる。谷津を挟んで東側の台地に設定されたC地区においては,縄文

時代の住居跡 (17軒)が調査区の中央部を除く全域で,弥生時代の住居跡 (2軒)が調査区の北

西部で,古墳時代の住居跡 (7軒)が台地の縁から離れて東側に見られた。これらのうち,縄文・

弥生 。古墳時代の住居跡17軒が 2～ 3軒ずつ重複していた。また,縄文時代早 。前期の住居跡は

-17-
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第 5図 A地区遺構配置図
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台地の北西縁辺部に片寄って見られたが,遺存状態は悪い。

以下,確認された住居跡の特徴や出土遺物について,各地区ごと時代順に記載していくことに

する。

(A地区)縄文時代

第11号住居跡 (第 6図 )

位置 JlIO区。

規模と平面形 長径4.05m・ 短径3.80mの 不整円形。

重複関係 北西側を,第10号住居跡によって掘り込まれている。

壁 壁高20～29cmで ,外傾して立ち上がっている。

床 平坦である。踏み締まり部分は見られない。

「
＝
Ш
¶
＝
劃

す

れ

‐Ｉ

Ｈ

浮

か

／

‐

Ｉ

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｅ
Ｎ
．Ｐ

ｗｌ

01

0              2m

SI一 日 土層解説

1 極暗褐色 焼土粒子・焼土ブロック・ ローム粒子中量

2 暗 褐 色 焼土粒子・ ローム粒子少量

3 褐  色 焼上粒子・ ロームプロック少量

4 褐  色  ロームプロック中量

SI― ‖ 炉土層解説
1 暗赤褐色 焼土粒子・焼土小プロック多量

2 赤 褐 色 焼上粒子多量,焼土小プロック・ ロームブ

ロック少量

3 暗赤褐色 焼土粒子・ 焼土小プロック中量

q監
/Qq酬

⌒O Rこメ|
こ9静//:厩
O/。
1/

第 6図 第 11号住居Ltl実測図
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ピット 10か所。P2・ P4・ P7～POは径18～30clnの ほぼ円形で深さは 9～43cmと ややばらつきがあ

るが,配列から主柱穴と考えられる。P5° P10は径20cm程の円形で深さが25～32cmあ り,位置から

補助柱穴と考えられる。Pl・ P3・ P6は性格不明である。

炉 ほぼ中央部に付設されている。長径78c14・ 短径60cmで,床を10cm程掘りくばめて地床炉 とし

ている。炉床は熱を受けて赤くなっているが,あ まり硬 くはない。

覆± 4層に分層される。壁際にローム小ブロック・焼土粒子を含む 3層,焼土粒子をわずかに

含む 2層が堆積してのち, 1層の暗褐色上が全体を覆うように入っている。 4層は全くしまりが

なく,後世の掘り込みであろう。

遺物 炉の周りの 1層中から縄文時代前期前半 (関山式・黒浜式)の上器片が多く出上している。

器形の分かる土器はなく,すべて破片である。 1の深鉢は炉の北西側 1層中の出上である。

所見 床上出土資料がほとんどなく, 1層中からの出上が大半である。覆上下層の上器が縄文時

代前期前半 (黒浜式期)に比定できることから,本跡の時期も該期と考えられる。

麟 習 .

第 7図 第11号住居跡出土遺物実測・拓影図
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第■号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

第 7図

1

深  鉢
縄文武土器

Ｂ

Ｃ

底部から胴部にかけての破片。底部は上げ底でミガキが

施されている。胴部は底部から外傾して立ち上がる。胴

部には縄文 (単節LRの横回転)を施文しているが,節
はやや不鮮明である。内外面に繊維脱痕有り。

細砂粒,スコリア

繊維多量

浅黄橙色

普通

PL34５２

％

Ｐ

ｌ０
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第 7図 2～ 9は覆土中から出上した縄文式上器片である。2は口縁部片で口唇部が肥厚外反し,

口唇上に縄文が施文されている。 3は 2と胎土・色調が同じで,縄文も同種であり同一個体であ

ろう。早期前葉 (井草式)の時期である。 4はループ文が多段に施されている。 5・ 6は同一個

体であろう。直前段合撚の縄文が施文されており, 5にはコンパス文が巡る。 7は組紐文が施文

されている。 4～ 7はいずれも胴部片で,前期前半 (関山式)の時期である。 8・ 9は 1と とも

に本跡に伴うものと考える。 8は縄文地文に半我竹管による鋸歯文が施された胴部片である。 9

は第10号住居跡の■の上器片と同一個体であろう。

第20号住居跡 (第 8図 )

位置 Jllg5区。

A

ロ

―

移

付

＝

＝

＝

――

膿

＝

‐――

‐――

脚

Ｕ

日

精

μ

ｌ

０

Ｂ
一

。1 可
A18.8m                                

――

0              2m

SI-20 上層解説
1 褐 色 焼土粒子微量,炭化粒子少量,ロ ーム小プロック多量

第 8図 第20号住居 Ltl実測図

2 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
3 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
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規模と平面形 長軸4.93m・ 短軸4.79mの不整方形。

長車由方向 N-8°一W。

壁 壁高 4～ 8 cmで ,緩やかに立ち上がっている。

床 平坦である。踏み締められた部分は見られない。

ビット 20か所。Pl～ P4・ P9～ Pll・ P15は径30～40cmの不整円形で深さが16～90cmあ り,配列及

び規模から判断して主柱穴と考えられる。P5～P8は径30cm程の円形で深さも23～28cmで あるが,

性格は不明である。P12～ P14・ P18～P20は近接した位置にあるが,配列及び規模に規則性がなく,

性格は不明である。

炉 長軸線上北寄りに付設されている。長径68cm・ 短径56cmの不整楕円形で,床を 8 cm程掘り窪

めた地床炉である。

覆上 3層に分層される。覆土は薄くしまっている。 3層が壁際に堆積してのち, 2層がブロッ

ク状に入り,その上を 1層が覆うように堆積している。いずれも焼土粒子・炭化粒子をごく少量

含む褐色上で,ローム上の入り具合で分層している。

遺物  1・ 2層中から縄文式上器片が出土している。すべて破片で,器形の分かるものはない。

住居廃絶後の自然堆積に伴う流れ込みと考えられる。 1の深鉢は 1層中からの出上である。

所見 覆上が褐色で,壁の確認しづらい住居跡であった。本跡の時期は,土器が縄文時代早期末

～前期前半に限られ,大半が前期前半 (黒浜式期)であることから,該期と考えられる。

翻 3鮎習5 0              10Cm

司

鰯

叱

第 9図 第20号住居FTI出 土遣物実測・拓影図

第20号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備   考

第 9図
1

深  鉢
縄文式土器

Ａ

Ｂ

胴上半部から口縁部にかけての破片。胴部から口縁部に

かけて外傾して立ち上がる。器面全体に縄文 (単節LR
の横回転)が施され,胴部中位に半載竹管状工具による

横位の沈線が見られる。

白色細砂粒,ス コリア,

繊維少量

明赤褐色

普通

６６

％

Ｐ

ｌ０
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第 9図 2～ 5は覆土中から出上した縄文式上器片である。 2は早期末 (茅山式)の波状口縁部

片で,日唇上にキザミが施されている。 3～ 5は 1と ともに本跡に伴うものと考えられる。 3・

4は口縁部片で単節縄文LRが横回転で施文され, 4は さらに縄文を地文に半我竹管による山形

文が上下に施されている。 5は無文地に半我竹管による肋骨文が施された胴部片である。

第21号住居跡 (第10図 )

位置 Jll13区 。

重複関係 第■号土坑によって,西壁の一部が掘り込まれている。また,第34号土坑 (炉穴)を
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SI-21 土層解説
1 暗褐色 焼土粒子少量,炭化粒子・焼土小プロック微量,ロ ーム粒

子中量

2 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量,ロ ームプロック少量

3 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量,ロ ーム粒子中量

第10図 第21号住居Ltl実測図

SI-21 炉上層解説

1 明赤褐色 焼土粒子・ ローム小プロック中量

2 赤 褐 色 焼土ブロック多量
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本跡が掘り込んでいる。

規模と平面形 長軸5.13m・ 短軸4.20mの不整方形。

長軸方向 N-23° 一E。

壁高 14cm～ 17cmで ,外傾して立ち上がっている。

床 平坦である。踏み締まり部分は見られない。

ピット 21か所。規模にややばらつきがあるが,配列からPl～P6が主柱穴と考えられる。P2・ P4

は長径58～ 64cm。 短径50cmの楕円形で深さが54～63cmあ り,Pl・ P3・ P5～P6は長径30～ 44cm。 短径

20～32cmの楕円形で深さ14～ 28clnである。他のピットについては配列に規則性が認められず,性

格は不明である。P21は炉を掘り込んでおり,本跡に伴うピットではないと考えられる。

炉 長軸線上北壁寄りに付設されている。径46cmTfの 円形で,床を 6 cm皿状に掘りくばめて地床

炉としている。炉床は熱を受けて赤くなっている。

覆± 3層に分層される。 2・ 3層の褐色上が壁際から床全体に薄く堆積してのち,皿状の窪地

に締まりのある 1層の暗褐色上が堆積している。いずれにも炭化粒子 。焼土粒子がわずかずつ含

まれている。

遺物 中央の覆土中から,やや東西に広がるように縄文時代早期から前期,弥生時代後期の上器

片が出上している。西壁側は 2・ 3層中及び床上から多く出上し,東壁側は 1層中から多く出土

している。いずれも破片で, 1・ 2・ 3の深鉢底部は覆土中の出上である。

所見 縄文式上器片に混じって,弥生式上器が数片 1層中から出土している。自然堆積に伴う周

囲からの流れ込みと考えられる。土器はいずれも破片で,器形の分かるものはない。本跡の時期

は,床上出上の上器も含め大半の上器が縄文時代前期前半 (黒浜式期)であることから,該期と

考えられる。

第21号住居跡出土遺物観察表

器  種 法量 lcm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

第■図

1

深  鉢
縄文式土器

B (15)
C[120]

やや上げ底気味の底部片。底部外面はミガキが施されて

いる。胴部下端に,ヘラ状工具による格子状の沈線が施

されている。内外面に織維脱痕あり。

白色綱砂粒,ス コリア,

繊維多量

橙色

普通

６７

％

Ｐ

ｌ０

2 深  鉢
縄文式上器

(26)

100

Ｂ

Ｃ

底部から胴下半部にかけての破片。底部は平底でミガキ

が施されている。胴部は底部から外傾して立ち上がる。

縄文が雑に施文されている。絡条体と思われる。

石英,長石
にぶい橙色

普通

６８

％

Ｐ

ｌ０

3 深  鉢
縄文式土器

B (43) 尖底部の破片で,直線的に外傾して立ち上がる。施文な
し。

長石,ス コリア

にぶい橙色

普通

６９

％

Ｐ

ｌ０
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第■図 第21号住居跡出土遺物実測・拓影図

第11図 4～21は床上及び覆土中から出上した縄文式上器片である。 4～ 6は早期前葉 (井草式)

の時期で,縄文が縦走する。4の口縁部片は口唇部が肥厚外反し,口唇上にも縄文が施文される。

7は早期後葉 (鵜ヶ島台式)で区画文の交点に円形刺突文が施された口縁部片である。 3も 早期

の時期の尖底部片である。 8～ 17は 1と ともに本跡に伴うものと考えられる。 8・ 9は軸縄が不

鮮明な付加条縄文で,同一個体であろう。10は口唇部にキザミが施され,日縁部は単節縄文LRで

ある。mは縄文地文に半我竹管による沈線が施されている。12は口縁部に縦長の貼瘤を持つ。13～ 17

は半我竹管による肋骨文である。15に は円形竹管文も見える。17は底部にかけての破片である。

18～21は前後後半 (浮島・諸磯式)の時期である。18は 口縁部片で,縄文地文に半載竹管による

ゆるい波状文が施されている。19～21は無文地に弧線や押引き爪形文の施されたグループである。

19・ 20も 口縁部片である。22～24は弥生式上器の胴部片で,後期の時期であろう。
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第24号住居跡 (第12図 )

位置 Lllb4区。

規模と平面形 長軸 [5.88m]・ 短軸 [4.50m]の [長方形]で,拡張した住居跡である。

長軸方向 N-37°一 E。

壁 東壁残存部で壁高18cln,外傾して立ち上がっている。

床 平坦である。南東壁際のP17と P2Sの間は踏み締められている。

ビット 29か所。Pl～Psは規模及び配列から,拡張前の住居の主柱穴であろう。Pl～ P5・ P7・ PB

は径24～40cmの ほば円形で深さ14～24cmである。P6は径44clnの ほぼ円形で深さ22cmと やや小さい。

P9～P15は配列が主柱穴に沿っており,補助柱穴と考えられる。P16～P18は住居南側部分の拡張に

伴う柱穴と考えられる。幾分規模が大きく,径 42～90cmの ほぼ円形で深さは■～17cllaである。P20・

P21は補助柱穴と考えられる。P19は規模の小さい炉を掘り込んでおり,深さ70cmである。また,P19

埋没後,そ の上に貝がブロック状に堆積している。P22～P27は 3か所の炉に囲まれるように位置し

ており,規模は径26～50c14の ほぼ円形で深さが 9～59clnである。P28・ P29は性格不明である。

炉 3か所。炉 1は北壁際に存在し,長径■Ocln・ 短径73cmの楕円形で床を14cmT■掘り窪めた地床

炉である。炉床は焼けて赤 くなっている。炉 2は中央からやや東側で長径76cln。 短径50cmの精円

形で,床を30c14程掘りくばめた地床炉である。炉床は焼けて赤くなっている。炉 3は P19に よって

大半を掘り抜かれているが,南西部が一部残っており,床が10c14の深さまでよく焼けている。

覆± 11層に分層される。 5・ 10層の褐色上が壁際に堆積してから,焼土小ブロック・炭化粒子

などを含む暗褐色の 3層が北壁側を除いて,床を広く覆う。北壁側からは 7・ 8層が流れ込んで

いる。 4。 9層 と3層はロームブロックの多少で分層しており,し まりのよい暗褐色上である。

皿状の窪地にさらに 1・ 2層が流れ込んでいる。

遺物 南西壁側及び炉の周辺から北側にかけての覆上下層及び床上から1の浅鉢など,縄文時代

前期の上器片が多く出土している。また,覆土上層からは他時期の上器片も前期の上器片に混じ

って出上している。 2の深鉢は南西壁際から横位の状態で出上している。 4・ 6の底部片は南コ

ーナー寄りの床上, 3の底部は西壁寄り貝ブロックの端から出土している。 5の底部は2層中で

ある。
′
また,37の磨製石斧・ 36と 38の石皿片が覆土中から出上している。

所見 本跡は住居跡内に 2か所の貝ブロック (1・ 2ブロック)を伴っている。オキシジミ・カ

キ・ハマグリなどがわずかの炭化物や灰を混じえて,層をなしていた。貝層は覆上の 2・ 3層中

からで,住居廃絶後の投棄と考えられる。本跡の時期は,出土遺物から縄文時代前期前半 (黒浜

式期)と考えられる。平面形及び規模の数値は拡張後のものである。貝以外の獣骨魚骨等は検出

されなかった。なお,貝はすべて取り上げ,それぞれの総重量と組成比は表 2に ,ま た, 1ブロ

ックの計測可能な104個のハマグリについては殻長 。殻高をグラフ (第16図)で示した。
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(

B

SI-24 土層解説
1 極暗褐色 焼上粒子・炭化粒子・ ローム粒子・ ローム小プロック

量,焼土小プロック少量

2 暗 褐 色 ローム小ブロック・ ローム粒子多量,焼土小ブロック・

炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム小ブロック・焼上小プロック・ 炭化粒子中量
4 暗 褐 色 焼土小プロック・炭化粒子少量,ロ ームプロック多量
5 褐  色 炭化粒子・焼上粒子・焼土小プロック微量,ロ ーム小ブ

ロック多量

6 黒 褐 色 焼土粒子・焼上小プロック多量,ロ ームブロック少量
7 暗赤褐色 ローム粒子多量,焼土粒子中量,焼土小ブロック・炭化

粒子少量,ロ ームブロック微量

8 褐  色 ローム粒子・ ロームオヽプロック中量,焼土小プロック・

炭化粒子微量

9 暗 褐 色 焼上粒子・炭化粒子・ ロームブロック微量
10 褐  色 ローム粒子・ロームプロック中量,焼土粒子・炭化粒子微量
n 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子多量,ロ ーム粒子中量

第12図 第24号住居跡実測図

o               2m

SI-24 炉 2上層解説
1 極 暗赤 褐色 焼土粒子・焼土小プロック少量
2 赤  褐  色 焼土ブロック・ 焼土粒子多量
3 にぶい赤褐色 焼上小ブロック・焼土粒子中量
4 暗 赤 褐 色 焼土粒子・焼土小プロック多量

SI-24 貝 (1ブロ)上層解説
1 混上貝層 カキ主体でハマグリ・ ウミニナ類などに灰・炭化物少量

2 混土貝層 カキ主体でウミニナ類・ハマグリなどに灰・炭化物少量
3 混貝土層 カキ主体でハマグリなどに灰・焼土小プロック・ 炭化粒

子少量

弱
―
―
―
―
▲
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第24号住居跡出土遺物観察表

第13・ 14図 7～34は床上及

び覆土中から出上した縄文式

上器片で, 1～ 6と ともに本

跡に伴うものである。 7・ 8

は単節縄文 RLの 口縁部片

で, 7は羽状である。 9。 10  第15図 第24号住居FV/1出土遺物実測図(3)

は絡条体の縄文を施文した口縁部片である。■は胴部片で付加条一種付加 2条の縄文であろう。

12～14は同一個体である。13は付加条一種付加 1条の縄文地文に,半我竹管による平行線文が口

縁部に施されている。14の下段には単節縄文RLが施文されている。15は 口縁部片で,単節縄文
LR地文に半哉竹管による平行線文が施されている。16は 口縁部に半我竹管による爪形文を巡ら

し,胴部は単節縄文LRである。17は縄文地文で,口縁部に押引き爪形文が施されている。18は

波状口縁部片で,縄文地文に半我竹管による斜線文が描かれている。19～31は地文に縄文を持た

ない。19は押引き爪形文でモチーフを描いている。20は平行沈線間に曲線文を描いている。21・

22は雑な格子目文,23は上下で単線と竹管を使い分け,雑な格子目文を描いている。24は雑なコ

ンパス文である。25～30は肋骨文や斜線文であるが,26のみ 2単位の縦集合沈線がアクセントと

なっている。31は条線文である。32～34は第 1貝ブロック出上である。35は前期後半 (諸磯 a式 )

の口縁部片で,単節縄文RL地文に半我竹管による 3本の押引き爪形文で文様帯を分けている。
さらに波頂部から垂下する押引き爪形文を中心に菱形状に押引き爪形文が施されている。

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎上 。色調・焼成 備   考
図‐３

１

浅  鉢
縄文式土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

16 7

72
91

胴部は一部欠損。底部は上げ底状で,外面に繊維脱痕が
見られる。胴部から口縁部にかけて,外傾して立ち上が
る。施文はなく,繊維脱痕が多い。内面はミガキが施さ
れている。

細砂粒,繊維
にぶい褐色

普通

PL34８０

％

Ｐ

８０

2 深  鉢
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(174)

11 6

底部から胴部中位にかけての破片。底部は平底で,胴部
は直立して立ち上がり,下半で外傾する。縄文は絡条体
で菱形構成で施文している。

細砂粒 ,ス コリア

繊維 ,に ぶい赤褐色

普通

観

％

Ｐ

３０

PL34

3 鉢
齢式
深
敏

Ｂ

Ｃ

(44)

[124]

底部から胴の立ち上がりにかけての破片。張り出し気味

の底部は平底でミガキが施されている。胴部は外傾して

立ち上がる。雑な縄文が施文されているが,原体は不明。

内面に繊維脱痕あり。

白色細砂粒,繊維
にぶい橙色

普通

８２

％

4 深  鉢
縄文式土器

Ｂ

Ｃ

(28)

[110]

底部から胴の立ち上がりにかけての破片。上げ底状の底

部は平底で, ミガキが施されている。胴下半部には半載

竹管状工具による斜位の沈線が見える。内面に繊維脱痕

あり。

白色細砂粒,繊維
にぶい橙色

普通

８３

％

5 深  鉢
縄文式上器

B (28)
C[110〕

底部から胴下半部にかけての故片。底部は平底でミガキ

が施されている。胴部は底部から内彎気味に外傾して立

ち上がる。胴部の縄文は無節の横回転である。

砂粒,繊維多量

明赤褐色

普通

８４

％

Ｐ

５

6 鉢

縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(23)

150
底部片。やや上げ底気味の底部で,内外面繊維脱痕が多 長石,雲母,ス コリア

明黄褐色   普通
８５

％

Ｐ

ｌ０
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第24号住居跡出土石製品一覧表

図版番号 器  種
法 量

石  質 備   考
長 さ (clm) 幅 (cm) 厚 さ (cln) 重量 (g)

第14図  36 石 皿 安 山 岩 Q41, 1層中,破片

第 15図 38 石 Ill (1155) 安 山 岩 Q42,破片,北壁寄り2層中

磨 製 石 斧 (52) (12) 角 閃 岩 Q43,破片,覆土中 PL67

表 2 第24号住居内貝塚動植物遺存体組成表

貝 種  名

1プロック 2プロック

総重量(g) 翻  (%) 総重量(g) 組成比(%)

オオ ノガイ 024

シ オ フ キ

ヤマトシジミ ○ ○

オ キシジ ミ

ハ マ グ リ 11138

ア サ  リ 450 2

サ ル ボ ウ 0 08 / /

カ      キ 1251040 63 14

ウ ミ ニ ナ 類 76 5

カキ付ウミウナ 224 5

巻     貝 / /

ア カ ニ シ / /

炭  化  物 ○ ○ ○ ○

合    計 1293326 1000

第18図 第 1貝ブロックハマグリ殻長・殻高分布図

第25号住居跡 (第 17図 )

位置 K■ j5区。

重複関係 第 8号住居跡によって,北半部が掘り込まれている。

規模と平面形 長軸 [4.34m卜 短軸 [3.22m]の [長方形]。

長軸方向 [N-9° Wl。

壁 南西部の壁が一部残存しており,壁高は12cmである。

床 やや凹凸がある。南東部・北西部に踏み締まり部分がある。

ビット 17か所。Pl・ P2・ P6は長径38～ 46cm・ 短径23～ 28clnの 精円形で深さ34～ 43cln,P3～P5は

径20～ 33clnの ほぼ円形で深さ14～38cmで ある。規模にややばらつきがあるが,配列から主柱穴と

考えられる。P7・ P8・ P10～P12は位置から補助柱穴と考えられる。P13は長径54cm。 短径20cmの細

長い楕円形で深さ1lclnである。南壁寄りの中央に位置するP14・ P15と ともに,性格は不明である。

P17は径80cmの円形で深さが24cmあ り,P6の上部を掘り込んでいる。PIsは径78cmT■の不整円形で,

深さ10cmで ある。P18は炉のすぐ南西側に位置しており,径38cm程の不整円形で深さ12cmである。

口 裁高

o段 長
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いずれも性格不明である。

炉 長軸線上やや北寄りに付設されている。第 8号住居跡によって削られているが,残存部は長

径58cm・ 短径40cmの不整楕円形である。

覆± 6層に分層される。壁際に 3・ 4層が堆積してのち,ロ ーム小プロックを含む 2層が床全

体に薄く入り,その上に 1層が堆積している。 2・ 3層中に後世の掘り込みがあり, 6層が堆積

している。貝ブロックは 2層上であり, 2層の堆積後投棄されたものであろう。上に乗っている

5層には炭化材細片 。焼土粒子が含まれており,締まりのない上である。

遺物 南西半部の覆土及び床上から多量の縄文式上器片が出上している。P4° PiO上からは5の深

鉢が横位でつぶれた状態で出上した。 2～ 4の深鉢底部と27の打製石斧・ 29の砥石は 1層中から

の出上である。 1の深鉢は第 8号住居跡の南西壁から,28の石皿は覆土中からの出上である。P9

～Pllの間に堆積している只プロックは,カ キの層とハマグリ・サルボウの層がはつきり分かれる。

表 3 第25号住居内貝塚動植物遺存体組成表

貝 種 名

1プロック 2プロック 3プロック 4プロック 5ブロック 6プロック

総重量 (g)

組成比 (%)

総重量 (g)

組成比 (%)

総重量 (g)

組成比 (%)

総重量 (g) 総重量 (g)

組成比 (%)組成比 (%)

シオ フ キ / 88.ユ /

/ /

ヤマトシジミ / 2.6

05

/ /
// /

オキンジミ 47

4.3

59.7

10,7

/ /
/3.2 /

ハマグリ 291.6 ○

37 9 52.2 〇

ア サ リ 232 8 ○

○

サ ル ボ フ 165.4

20 1

1388 2 O /
/〇

カ    キ 52.4

47.7

226.9 22 0

3.4

O ○

○16.8 ○

ウミニナ類 〇 /

/○

ア カ ニ シ / / / / /
// / / /

合   計

822.0

100

4990.5 560.5

100

第18図 第 3貝プロックハマグリ穀

長・穀高分布図

所見 壁の立ち上がりが後世の掘

り込みなどによって,はっきりと

らえられない。また第 8号住居跡

に掘り込まれていることもあり,

平面形は床質及び遺物の広がりか

らの推定である。西壁側で住居跡

内から貝プロックが 6か所(1～ 6

ブロック)確認されている。表 3

で示したように2-4ブロックは
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やや大きく, 5・ 6ブロック

は極めて小さい。貝層中及び

床上出上の上器が縄文時代前

期前半 (黒浜式期)に比定で

29 きることから,貝の投棄は住
0              10Cm

居廃絶後ほどなく行われたも

第21図 第25号住居跡出土遺物実測図(3) のと考えられる。本跡の時期

は,出土遺物から縄文時代前期前半 (黒浜式期)と考えられる。貝以外の獣骨魚骨等は検出され

なかった。なお,貝 はすべて取り上げ,それぞれの総重量と組成比は表 3に ,ま た, 3ブロック

のハマグリについて,計測可能な63個の殻長・殻高をグラフ (第 18図)で示した。

第25号住居跡出上石製品一覧表

第25号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・ 色調・ 焼戌 備  考

1 縄文式上器

B (59)
C 96

底部から胴下半部にかけての破片。底部はやや上げ底気味で,外

面は良 く磨かれている。胴部は縄文 (単節 RLの横回転 )で,底
部からの立ち上が り部 も縄文の上から磨かれている。内面も磨か

れている
^

髄

普通

15%

縄文式上器 C

(16 3)

102
属部から胴部中位にかけての破片。底部は上げ底状 ,外面は良 く

磨かれている。底部から直線的に立ち上がった胴部はやや内彎気

味に外傾 して胴部中位に至る。胴部全体に縄文 (無節 L)を やや

不規則に羽状構成で施文している。下半に半載竹管状工具による

刺突状の短沈線を 1条巡 らせているハ

にぶい褐色

普通

50%

縄文式上器 C 102
層部から胴部甲位にかけての破片。底部は上イテ属状,外面は良 く

磨かれている。底部から直線的に立ち上がった月同部はやや内彎気

味に外傾 して胴部中位に至る。胴部全体に縄文 (無節 L)を やや

不規則に羽状構成で施文 している。下半に半載竹管状工具による

斎陸を状の節流綿夕 1婆訳 ら,て いる^

自色細 F17粒 , 繊維

にぶい褐色

普通

50%

3 深   鉢
縄文式上器 C [76]

底部から胴の豆ち上がりにかけての硬片。やや張 9出 し気R/kの層

部は平底。胴部の立ち上がりは無文。 にぶい褐色

P88

5%

縄文式上器

C 87 底部片。やや上げ属状であ り,外面は磨かれている。肉面は繊維

脱痕が甚だしい。 明赤掲色

普 i膏

5%

5

縄文式上器

鉢深

B(202)
胴 ドキ部を欠槻。器向全体に縄文 (無節 R・ との積回転)を施 し,

地文 としている。口縁部はガヽ波状で,波状口縁下 と頸部に半載竹

管状工具による押 し引き文をそれぞれ 1条巡らし,文様帯を三分

している。押 し引き文間には同一工具による格子目文を施す。施

支は綴支→押 し弓|き 支→格子日支のlEで あるへ内面緒ナデ^

褐色

普通

40%

図版番号 器  種
量法

石   質 備 考
長 さ (cln) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 (g)

第21図 29 砥 石 388 5 砂 岩 Q44, 1層中    PL68
第20図 27 打 製 石 斧 57 164 8 凝 灰 岩 Q45,綾型, 1層中  PL67

石 皿 (76) (77) (1429) 安 山 岩 Q46,破片,覆土中  PL68
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第19・ 20図 6～25は床上及び覆土中出上の縄文式上器片で, 1～ 5と ともに本跡に伴うもので

ある。 6～ 9は口縁部片で縄文のみの施文である。 7は付加条縄文と前々段多条の縄文の羽状構

成である。10～ 14は縄文のみの胴部片である。11は付加条一種付加 1条の縄文を羽状に施してい

る:ヤ 12は単節縄文RLの横回転で,口唇上面にキザミが施されている。13・ 14は前々段多条の横

回転,15は単節縄文LR地文で,日縁部に半載竹管による爪形文が巡る。16は無節縄文,17は絡

条体の縄文を雑に施文した】E部片である。18・ 19は同一個体の口縁部片であり,無節縄文地文に

半載竹管に|る やや長めの押引き文を負列巡らして
いる。20は口唇部が内彎し,半我竹管による

平行線文とコンパス文を施している。21は胴部片で無文地に肋骨文である。22は口縁部に補修孔

があり,雑な条線文が縦位に施されている。23～25は無文地にアナグラ属の貝殻腹縁文が施され

ている。26も貝殻腹縁文であるが,胎上に繊維は含まれていない。前期後半 (浮島H式)の時期

であろう。

第12号住居跡 (第22図 )

位置 Jlh8区。

規模と平面形 長径 [4.49m]・ 短径 [4.12m]の [円形]。 炉・ピットを掘りあげた段階で,ピ ッ

トの内外での床質から規模と平面形を判断した。

重複関係 第70号土坑を掘り込んでいる。

壁 覆上の撹乱が甚だしく,壁の立ち上がりを掘り込み段階では確認できなかった。

床 平坦である。踏み締まり部分は見られない。

ピット 24か所。Pl・ P3～ P5・ P7～PO・ P12・ P13は径20～26cm(Psのみ長径70cm・ 短径50c14)・ 深

さ11～40cmで,ややばらつきがあるが,位置関係から主柱穴と考えられる。主柱穴の近くのピッ

トは補助柱穴とも考えられるが,性格不明である。

炉 中央部からやや北寄りに付設されている。径52cmeの不整円形で,床を18cm掘 りくばめて地

床炉としている。炉床は熱を受けて赤くなっているが,硬 くはなっていない。

覆土 当初,遺物包含層として小調査区を設け掘り下げたため,住居跡にかかる土層を観察する

ことができなかった。小調査区のセクシヨンも撹乱が甚だしく複雑になっている。覆土は 3層に

分層される。 3層は鈍い褐色上で,ロ ームブロックが多く含まれ,し まりのある上である。 2層

はソフトロームブロックがまだら状に多く含まれている褐色上で, 1層の暗褐色土とはロームブ

ロックの有無で分層した。いずれの上層にも焼土粒子・炭化粒子がわずかに含まれている。

遺物 炉の北側から東側にかけての 1・ 3層中から縄文式上器片が多く出上している。 1・ 2の

深鉢は 1層中からの出上である。3の深鉢は炉のすぐ南側床上から出上している。26の磨製石斧
。

27の磨石は覆土中層からの出上である。
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Sl-2 土層解説
1 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子 。ローム粒子少量
2 褐   色 焼土粒子・炭化粒子・ ロームブロック少量
3 にぶい褐色 焼土粒子・炭化粒子少量,ロ ームプロック多量

第22図 第12号住居FFl実測図

SI-2 炉土層解説
1 暗赤褐色 焼土粒子少量,ロ ームJヽプロック多量
2 暗赤褐色 焼土粒子・焼土プロック多量

所見 壁の立ち上がりがとらえられなかったため,ピ ットの配列から住居跡プランを推定してい

る。床上出上の上器片は少ないが,縄文時代前期前半から後半 (浮島 。諸磯・興津式期)及び前

期末の上器片が混在しており,本跡の廃絶時期を前期後半から末と考えておきたい。

t__
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第24図 第12号住居跡出土遺物実測図(2)

第12号住居跡出土遺物観察表

第23図 4～23は床上及び覆土中から出上した縄文式上器片である。 4は縄文地文上に瘤状突起

が付いた口縁部片で,口唇上面にキザミが施されている。 5は結節した縄で押圧した縄文で,前

期前半 (関山式)の時期である。 6は 口縁部片で絡条体の縄文を粗く施文し,その上に円形の刺

突文を縦に施している。 7は巻きのゆるい絡条体の縄文を施した胴部片である。 8。 9は 口縁部

片で,単節縄文RLが施文されている。10。 11は縄文地文に竹管文 。沈線文・押引き爪形文が施さ

れた胴部片である。12は 口縁部片で前々段多条の縄文地文に 2列の円形刺突文が巡る。13は無文

地に格子目文が施された口縁部片,14。 15は肋骨文の施された胴部片である。 6～15は 1～ 3と

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備   考

第23図

1

鉢
器式
深
緻
B (92)
C[56]

底部から胴部にかけての破片。底部は平底。胴部は底部

から内彎気味に外傾して立ち上がる。胴部には縄文 (単

節RLの横回転)を施文している。内面に繊維脱痕が多

長石,砂粒多量,チ
ヤ~ト

スコリア,繊維
明赤褐色

普通

PL3塑５３

％

Ｐ

４０

2 深  鉢
縄文式上器

A
B

底部から胴部の立ち上がりにかけての破片。底部は張り

出しのの強い平底でミガキが施されている。立ち上がり

部に施文は見られない。

細砂粒,ス コリア,
繊維多量

赤褐色

普通

５４

％

Ｐ

Ю

3 鉢
鍔式
深
緻
B(61)
C[100]

底部から胴部にかけての破片。底部は平底。胴部は底部

から外傾して立ち上がり,竹管状工具による肋骨文が施
されている。施文は浅い。外面に繊維脱痕が少しある。

長石,石英,スコリア,

繊維少量

明赤褐色

普通

５５

％

Ｐ

Ю

第12号住居跡出土石製品一覧表

図版番号 器  種
法 量

石  質 備   考
長 さ (cln) 幅 (cln) 厚 さ (ctn) 重量 (g)

第24図 26 磨 製 石 斧 蛇 紋 岩 Q22,一部欠損,中層  PL67
磨 石 砂   岩 Q21,敲きも兼用,被熱,中層
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ともに前期前半 (黒浜式)の時期である。16～23が本跡に伴うものと考える。16は無文地に竹管

文 。押引き爪形文・弧線文が施された胴部片である。17は口縁部に 2列の押引き爪形文が巡り,

胴部は単節縄文 (RLの横回転)である。18も 17同様で,さ らに円形竹管文列が縦位に施されてい

る。19は輪積み痕を残した口縁部片で,口縁直下に斜位のキザミを施し,さ らに輪積み痕にも縦

の沈線を施している。20は撚糸文地文に沈線によるモチーフを,21も無文地に沈線によるモチー

フを描いた口縁部である。22は回縁直下に短沈線,口縁部に太目の爪形文が巡っている。23は変

形爪形文が口縁部に数段施されている。22・ 23は前期末 (十三菩提式)の時期であろう。24・ 25

は弥生時代後期の胴部片であろう。24は前々段多条の縄文か。25は付加条一種付加 2条の縄文が

施文されている。

第12号住居跡
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第14号住居跡 (第25図 )

位置 Jllgl区。

規模と平面形 長軸 [3.84m]・ 短軸 [3.38m]の [隅丸方形]。

長軸方向 N-42°一 E。

壁 】ヒ壁・西壁の立ち上がりを確認した。壁高は21clnで,外傾して立ち上がっている。

床 平坦である。踏み締まり部分は見られない。

ビット 15か所。Pl・ P4・ P13・ P14は径28～32cmの ほぼ円形で深さが14～ 20clnあ り,規模及び配

列から主柱穴 と考えられる。P2・ P4・ P12・ PlSは径22cm4の円形で深さが12～21cmであり,位置

関係から判断して補助柱穴と考えられる。他は性格不明である。

炉 確認できなかった。

覆上 3層に分層される。ハードローム小ブロックを含む橙色上の 3層が壁際に,ソ フトローム

ブロック。焼土粒子をわずかに含む 2層が床上に薄く凹凸をなして堆積している。土器片を多く

含む 1層は暗褐色で,焼土粒子の他に炭化粒子もわずかに含む。

遺物 土器片が 1層中から多く出上している。器形の分かるものはなく,細片ばかりである。

② l

咄」課
弔⑤Ｌ＆
．引

一ヽ

SI-14 土層解説

1 暗褐色 焼土粒子・ 炭化粒子少量 ,明偶色土ブロック多量

2 明褐色 焼土粒子 。ロームブロック少量
3 橙 色 ロームプロック少量

第25図 第14号住居跡実測図

0              2m
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第26図 第14号住居跡出土遺物実測・拓影図

所見 壁のはっきりしないところが多く,特に東側から南側にかけては推定である。エリア外の

包含層からの遺物の出土も多く,さ らに住居跡が広がる可台蟄l■ も否定できない。出上した土器は

縄文時代前期前半 (黒浜式期)から後半 (浮島・諸磯式期)が混在しており,住居廃絶時期は前

期後半と考えておきたい。

第26図 1～ 7は覆土中出上の縄文式上器片である。 1は無文の口縁部片で,国唇部が肥厚外反

しており,早期前葉の時期であろう。 2は付加条縄文, 3・ 4は無文地に半載竹管による肋骨文

が施されており,前期前半 (黒浜式)の時期であろう。 5は口縁部片で,縄文 (単節RLの横回転)

地文上に半載竹管による沈線文と円形竹管文が施されている。 6も 口縁部片で無文地に押引き爪

形文が, 7は アナグラ属の只殻腹縁による波状文が施された胴部片である。 5～ 7が本跡に伴う

ものであろう。

第18号住居跡 (第27図 )

位置 Jllc6区。

規模と平面形 長軸4.62m・ 短軸4.00mの 隅丸長方形。

長軸方向 N-114°一Ec

壁 壁高30～38cmで ,外傾して立ち上がっている。

床 平坦である。踏み締まり部分は見られない。

ビット 9か所。Pl～P4は長径23～50cm・ 短径20～30cmで深さが10～32cmあ り,配列及び規模か

ら主柱穴と考えられる。P8は長径26cm。 短径20clnの楕円形で深さが1lcmあ り,位置的に出入り口

施設に伴うピットとも考えられる。P5～P7・ P9については,性格不明である。

炉 中央からやや北寄りに付設されている。長径40cm・ 短径30cmの楕円形で,床を10cm程皿状に

掘りくばめて地床炉としている。中央部は赤くなって,ブロック状に硬くなっている。 Pl・ P2間に

７
１１

Ｌ
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SI-18 土層解説
1 暗褐色 ローム粒子少量,焼上粒子・炭化粒子微量

2 暗褐色 焼土粒子・炭化粒子少量 ,ロ ームプロック・ローム粒子中量

3 明褐色 焼土粒子・ 炭化粒子微量

4 褐 色 炭化粒子少量,焼土粒子微量

第27図 第18号住居跡実測図

0               2m

SI-18 炉上層解説
1 明赤褐色 焼土プロック
2 暗 褐 色 焼土粒子多量,焼土小プロック少量,炭化粒子微量
3 褐  色 焼土粒子・炭化粒子少量

径約45cmの ほぼ円形の薄い焼上の広がりが見られるが,床は焼けてなく,炉ではない。

覆± 4層に分層される。ロームブロックを含む 3層 。ローム質の 4層が壁際に堆積してから,

2層の暗褐色土が広くかつ薄く床全体を覆うように堆積している。さらに,皿状の窪地に暗褐色

の 1層が流れ込んでいる。各層には焼土粒子・炭化粒子が含まれるが, 2層中が最も多い。

遺物 2層中・ 1層の下層から多くの縄文式上器片が出上している。器形の分かるものはほとん

どない。27の敲石 ,20・ 21の石匙は炉の周りの 2層からの出上である。

所見 縄文式上器片は 1・ 2層の覆土中からの出上がほとんどであるが,一括投棄 という状態で

はない。住居廃絶後,ほ どなぐ埋土といっしょに流れ込んだものであろう。土器は縄文時代早期
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第28図 第18号住居跡出土遺物実測・拓影図
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中葉から前期後半 (浮島 I・ II式期,諸磯 a式期)が混在しており,住居廃絶の時期は前期後半と

考えられる。

第28図 1～19は覆土中から出上した縄文式上器片である。 1は外削状の回縁部片で,口唇上に

は細い撚紐の絡条体圧痕が施されている。口縁部以下は擦痕文で微隆線によって文様帯が三分さ

れており,早期中葉 (子母口式)の時期である。 2はルー/文が多段に施される口縁部片で,前

期前半 (関山式)の時期であろう。 3～ 10は前期前半 (黒浜式)の時期である。 3は外反する国

縁部片で,絡条体による縄文が施され, 4は絡条体を地文にコンパス文 。円形竹管文が施されて

いる。 5は縄文 (前々段多条か)施文のみの口縁部片, 6・ 7は無文地に半我竹管による肋骨文で

ある。 8も 肋骨文であるが,施文は雑である。 9は無文地に押引き爪形文が施されている。10は

前々段多条を施文した底部にかけての破片である。H～19は本跡に伴うものと考えられる。11は

口縁部片で単節縄文RLが施文されている。12も 口縁部片で単節縄文LR地文に半我竹管による

押引き爪形文が施されている。13は押引き爪形文による区画内に斜線文が充填されている。14・

15も 押引き爪形文及び沈線文によってモチーフが描かれている。16は貝殻腹縁による波状文の胴

部片,17は 口唇部に斜位の短沈線で輪積み痕には押圧を施している。18は 口唇上から口縁直下に

かけてキザミを施し,胴部は無文である。19はやや張り出し気味の底部片で無文である。

第 9号住居跡 (第29図 )

位置 K12d2区。

規模と平面形 長径4.20m・ 短径3.80mの不整円形。

壁 壁高10～15cmで ,緩 く外傾して立ち上がっている。

床 平坦である。炉の南側がよく踏み締められている。

ビット 確認されなかった。

炉 やや北寄りに付設されている。長径80cm・ 短径56cmの楕円形で,床を15cmTE掘 り込み地床炉

としている。熱を受けての硬化部分は見られない。

覆± 4層に分層される。 3・ 4層はソフトロームブロックをまだら状に含む土層で,覆上の大

半を占める。その後,窪地に 1・ 2層が流れ込んでいる。 2層中には炭化材細片・焼土粒子が多

く含まれる。 1層中にはさらに焼土ブロックも含まれ,赤褐色をしている土層である。

第18号住居跡出土石製品一覧表

図版番号 器  種
法 量

石  質 備    考
長さ(cln) 幅 (an) 厚さ (an) 重量 (g)

第28図 20 石 匙 チャー ト Q30, 2層中      PL66
敲 石 砂   岩 Q31,礫器状である。2層中 PL69

石 匙 11 黒 曜 石 Q173,一部欠損,2層中  PL66

-46-



② ¶
＝
ｕ
¶
＝
劃

Ｉ

Ｋ

膨

卜

‐
＼

Al弱 m                           ――

■    ―

第29図 第 9号住居跡実測図
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sI-9 炉土層解説

1 暗赤褐色 焼土粒子・炭化粒子多

量

2 明 褐 色 焼土粒子・炭化粒子中

量

Si-9 土層解説

1 赤 褐 色 焼土粒子 。炭化粒子・焼土ブロック多量

2 極暗褐色 焼土粒子・ 炭化材細片多量

3 褐  色 焼土粒子・ 炭化粒子極少量

4 暗 褐 色 ロームプロック中量

o              2m

第 9号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

30図

1

深  鉢
縄文式上器 B(267)

A 」4 胴部から口縁部にかけての破片。胴部には縄文 (単節R
L縦回転)地文に太めの沈線による区画文を施す。沈線

間は磨消し,広の磨消帯に上端が弧を描く懸垂文が垂下

する。平縁の口縁部との境には浅く太い沈線が 1条巡り,

幅の狭い口縁部は無文である。

日色 /tH紗種

橙色

普通

P48

80%

2 深  鉢
縄文式土器

A[458]
B(254)

胴部から口縁部にかけての破片。胴部は2本の沈線によ

る幅の直線的磨消帯が垂下する。磨消帯間には縄文 (単

節LRの縦転)を施す。日縁部は平縁で, 2種の太い沈
線による楕円形区画に縄文 (単節LRの横回転)を施す。

自色細砂粒

橙色

普通

P49

40%

3 深  鉢
縄文式上器

B (47)
C 74

平底の底部片。胴部は底部から外傾して立ち上がり, 2

本の沈線による直線的磨消帯が垂下している。縄文の有

無は不明である.胴部下半には縦位のミガキを施している。

白色細砂粒

橙色

普通

P50

5°/O

遺物 炉の直上とその周辺及び 4層下の床上から縄文式上器片が集中して出上している。 1～ 3

の深鉢はいずれも集中地点からの出土である。 8の磨製石斧も炉の縁の床上から, 9と 10の磨石
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第30図 第 9号住居跡出土遺物実測・拓影図
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が炉の周りの 3層中から出上している。11の敲石と12の打製石斧は覆土中からの出上である。

所見 完形になる土器はなく,住居廃絶後の一括投棄であろう。本跡の時期は,出土遺物から縄

文時代中期後半 (力日曽利 EⅢ式期)と考えられる。

第30図 4～ 7は床上及び覆土中から出上した縄文式上器片である。 4はほぼ等間隔で縦に沈線

が施された胴部片であり,前期後半の時期であろう。 5～ 7は 1～ 3と ともに本跡に伴うもので

ある。 5は縄文 (単節LR)地文上に懸垂文が施されている。 6・ 7は縦に条線文が施されており,

いずれも胴部片である。

第 9号住居跡出上石製品一覧表

第16号住居跡 (第31図 )

位置 Jlli7区 。

重複関係 第32号土坑によって,北側部分を掘り込まれている。

規模と平面形 長径4.35m・ 短径4.30mの ほぼ円形。

壁 壁高 6～ 14cmで ,ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦である。全体的に踏み締められている。

ピット 22か所。規模にばらつきがあるが,配列から判断してP2(径20cmの円形で深さ18cm)・ P3

(長径22cmの楕円形で深さ40cm)。 P12(径40cmの 円形で深さ35cm)は 主柱穴であろう。位置的に,

第32号土坑によって主柱穴 1か所が掘り抜かれていると考えられる。P14は炉に掘り抜かれており,

住居構築以前のピットと考えられるが,性格は不明である。住居跡内の他のピット(Pl・ P3～ P7・

P9～ Pll・ P13)は ほぼ同規模であるが,性格は不明である。壁外のピット (P15～ P22)は壁からの

距離と規模 (径20～26clnのほば円形で深さ7～36cm)か ら判断して,住居跡に伴うものと思われ

る。なお,P15・ P21,P16・ P18は対になる位置関係である。

炉 ほぼ中央部に付設されている。長径80cm・ 短径64cmの楕円形の地床炉で,床を18cm掘 りくば

めている。炉内覆上に焼土ブロック・焼土粒子を含むが,炉床は硬 くない。

覆± 4層 に分層される。壁際からの一般的な堆積状況は見られない。ローム小ブロックをまだ

ら状に含む褐色の 2層が堆積してのち,焼土粒子・炭化粒子をわずかに含む暗褐色の 1層が広く

覆っている。 3・ 4層は褐色上で,大きな起伏のある 1層上に堆積している。

図版番号 器  種
法 量

石  質 備   考
長 さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cln) 重量 債)

第 30図 8 磨 製 石 斧 11 蛇 紋 岩 Q17,小型で定角式,床上  PL67

9 磨 石 (3697) 安 山 岩 Q18,一部欠損, 3層中   PL68

磨 石 (1386) 安 山 岩 Q19,一部欠損, 3層中   PL67

11 敲 石 (2318) 安 山 岩 Q169,一部欠損,覆土中

打 製 石 斧 12 ホルンフェルス Q170,分銅型,覆土中  PL67
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SI-16 上層解説 SI-6 炉土層解説

1 暗褐色 ローム粒子多量,焼土粒子・炭化粒子・ロームブロック少量    1 暗赤褐色 焼土粒子中量,炭化粒子・焼土ガヽプロック少量

2 褐 色 焼土紘子・炭化粒子微量,ロ ームブロック少量

3 褐 色 焼土粒子微量,炭化粒子少量
4 褐 色 褐色上プロック中量,炭化粒子少量

第31図 第16号住居跡実測図

遺物  1・ 2層中から縄文式上器片が多く出上している。特に炉上の 1層中からは,一括投棄を

思わせる状況で出上している。3の深鉢は炉と南壁の間から,上器片が床上に散在して出上した。

2の深鉢は床に近い 1層中の出上である。 4の深鉢は炉の西側, 5の深鉢は炉上の 1層中, 6の

深鉢は炉内覆土からの出上である。 1の深鉢は上器片が炉及びその南東側に広く散在していたも

のである。 7の深鉢は南壁際床上, 8の壺は 1層中からの出上である。また,32の石錐がP9上か

ら,33の打製石斧・ 34の石鏃・ 35の磨石・ 36の軽石が覆土中から出上している。

所見 住居廃絶後, 1層中に縄文時代中期後半 (加曽利EⅢ式期)の土器を一括投棄したものと

考えられる。また, 1・ 2・ 3層中には縄文時代早 。前期の上器片も含まれており,それらは周

辺からの流れ込みであろう。本跡の時期は,土器が一括投棄された中期後半 (カロ曽利EⅢ式期)

頃と考えられる。

(渡蒼錫◎P6
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第32図 第16号住居跡出土遺物実測・拓影図(1)
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第33図 第16号住居跡出土遣物実測 。拓影図(2)
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

第32図

1

深  鉢
縄文式上器

A 390
B(183)

胴部から口縁部にかけての破片。胴部は縄文 (単節RL
縦回転)地文に3本の太めの沈線による直線及び 2本の
曲線を組み合わせた意匠文を施しており,沈線間は磨消
している。日縁部は平縁で断面三角形の隆帯による惰円

形区画文間に縄文 (単節RLの横回転)を充壊している。

細砂粒,ス コリア
浅責橙色

普通

P59        PL35
40%

2 深  鉢
縄文式上器

A E45 8]

B(254)
胴上半部以下を欠損する。胴上半部は断面蒲鉾形の隆帯

による長楕円形の区画文で,縄文 (RLの前々段多条の

横回転)を充壊している。日縁部は直立気味に立ち上が

り,幅の広い無文帯である。

長石,チャート
スコリア

橙色

普通

P58        PL35
40%

深  鉢
縄文式上器

A[338]
B(259)

胴下半部を欠損する。口縁部から胴部にかけて 2本の沈

線によって「U」字状の意匠文を構成する。 2本の沈線間
は磨消帯で,逆「U」字状の沈線間に上端が弧を描く懸垂
文が施されている。縄文は日縁部のみ単節Rとの横回転
で,以下は縦回転である。

白色細砂粒,ス コリア

橙色

普通

P57        PL35
80%

4 深  鉢
縄文式上器

B(115)
C 84

底部から胴下半部にかけての破片。底部は平底でミガキ

が施されている。胴部は底部から外傾して立ち上がり,

2本の沈線による直線的磨消帯が垂下する。縄文は単節

LRの横回転である。

細砂粒,ス コリア

橙色

普通

P60         PL35
20%

深  鉢
縄文式土器

B (74)
C [44]

底部から胴下半部にかけての破片。平底で,底部から強
く内彎気味に外傾して立ち上がる。胴部には2本の沈線
による直線的磨消帯が垂下する。縄文は単節RLの縦回
転である。

細砂粒,ス コリア
にぶい橙色

普通

P61

10%

鉢

縄文式上器

B(12)
C 48

底部から胴下半部にかけての破片。平底で,胴部は強く
外傾して立ち上がる。胴部の施文は不明。器壁は薄い。

砂粒多量,石英,
長石多量

髄

普通

P62
10%

7 深  鉢
縄文式土器

B (23)
C 40

底部から胴上半部にかけての破片。わずかに膨らみを持

った平底。胴部は底部から外傾して立ち上がる。胴部に

は磨消帯が垂下し,磨消帯間には縄文 (単節RLの縦回
転)が施文されている。

細砂粒,ス コリア

橙色

普通

P63
10%

8 重

縄文式上器

A E10 8]

B (34)
胴上半部から口縁部にかけての破片。胴部から口縁部に

内傾して立ち上がる。胴部は無文。日縁部には有孔の鍔

がめぐる。鍔のまわりに赤彩痕が残る。

白色細砂粒,ス コリア

褐色

普通

P64
10%

第16号住居跡出土遺物観察表

第32・ 33図 9～16は床上及び覆土中出上の縄文式上器片である。 9は横位細沈線の施された胴

部片で早期中葉 (田戸下層式)の時期である。10は単節縄文地文に半我竹管による押引き爪形文

が口縁部に巡っている。■は口縁部片で撚糸文地文に半我竹管による木葉文が施されている。12～ 14

は貝殻腹縁による波状文の胴部片,15は無文地に半載竹管による沈線と円形竹管文の口縁部片で

ある。16は胴部片で縄文地文に矢羽状のキザミが施された浮線が貼付されている。17は口唇部が

外反し,弧状の条線が施されている。18～20は貝殻腹縁文を沈線によって区画している。10～20

は前期後半 (浮島・諸磯・興津式)の時期である。21～31が 1～ 8と ともに本跡に伴うものであ

る。21・ 22は口縁部片で隆帯区画内に単節縄文RLが充填されている。23・ 24は同一個体であろ

う。口縁部は沈線によって区画され無文で,沈線下に縦位条線が施されている。25も 曲線化した

条線が施されている。26・ 27は胴部片で沈線間を磨消した懸垂文が施されている。28～31は口縁

部片で,28・ 29は単節縄文RL地文 (口縁部横回転 。胴部縦回転)に沈線によるモチーフが描か

れ,沈線間は磨消されている。30は単節縄文RL地文で口縁直下に沈線が巡り,胴部は 2本単位
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の沈線による曲線文であろう。31は口縁内面が肥厚する。口縁直下は無文で,以下に沈線による

楕円区画文を描き,縄文を充填している。

第16号住居跡出土石製品一覧表

第19号住居跡 (第34図 )

位置 Klla9区。

規模と平面形 長径 [4。 45m]・ 短径3.95mの楕円形で,出入り口施設をもつ。広義の柄鏡形住居跡で

ある。柄部の掘り込み溝は住居跡内で,柄部の住居跡外にあたるところにやや大きめの上坑状の

ピット (径62cm。 深さ13cmの不整円形)が位置する。

主軸方向 N-17°  W

壁 壁高17～30cmで,壁残存部は外傾して立ち上がっている。柄部側では壁の確認ができなかっ

た。

床 平坦である。炉を中心に柱穴で囲まれた範囲はよく踏み締められている。

ビット 12か所。Pl～P7は径16～ 26clnの ほぼ円形で深さが10～16cmあ り,規模及び配列から主柱

穴と考えられる。Psは径36cmの ほぼ円形で深さが36cmあ り,炉と溝の間に位置するが,性格は不

明である。P9～Pllは柄部左側の溝にあるピットで,柄部の施設に伴うものであろう。柄部右側で

ははっきりとピットを確認することができなかった。

炉 中央部に付設されている。径46clnの 円形で,床を逆台形状に50cm4掘 りくばめて地床炉とし

ている。中心部は硬 くなっていないが焼上が多量に詰まっており,周囲は硬 くなっている。

覆± 4層に分層される。ソフトロームブロックを含む 3・ 4層が壁際に堆積してのち,わずか

に焼土粒子を含む褐色の 2層が床を広く覆う。さらに暗褐色の 1層が 2層を覆っている。

遺物  1・ 2層中から縄文式上器片がわずかに出上している。器形の分かるものはない。

所見 「八」字状の掘り込みのある柄部の壁の立ち上がりがはっきりしないため,柄部の壁外の伸

び方も不明である。「八」字状の溝の南側のP12は,位置関係から柄部に伴うものと考えられる。ピ

ット内からの遺物の出土はない。覆土中からは縄文時代前期後半と中期後半の上器綱片が出上し

ているが,多 くはない。床上出上の上器もない。住居廃絶後,遺物の投棄もなく,上器片の流れ

込みも少なく,自然堆積したものであろう。本跡の時期は,遺物の流れ込みから判断して縄文時

代中期後半以降である。

図版番号 器   種
法 量

石   質 備   考
長 さ (cln) 幅 (cln) 厚さ (cln) 重量 (g)

第33図 32 石 錐 チャー ト Q25,錐部欠損,P。上  PL66
打 製 石 斧 砂   岩 Q26,撥型, 1層中   PL67
石 鏃 チャー ト Q27,一部欠損,覆土中  PL66
磨 石 砂   岩 Q28, 3層 中      PL69
不 明 石 製 品 流 紋 岩 Q171,軽石, 1層中   PL69
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SI一 19 上層解説

1 暗褐色 焼土粒子少量

2 褐 色 焼土粒子少量,ロ ームブロック中量

3 明褐色 ロームブロック・ ローム粒子中量

4 明褐色  ロームプロック多量

第34図 第19号住居跡実測図

SI-19 炉土層解説
1 明 赤 褐 色 焼土プロック

2 暗  褐  色 焼土小ブロック多量

3 にぶい赤褐色 焼土粒子・焼上小ブロック多量

第15号住居跡 (第35図 )

位置 K■f9区。

規模と平面形 長径4.16m。 短径3.34m,柄部長2.4m・ 幅0.5mの柄鏡形。

主軸方向 N-2°一 E。

壁 壁高38cmで ,ほぼ垂直に立ち上がっている。ローム質の壁でしっかりしている。

床 炉を中心に柱穴の内側と柄部がよく踏み締められている。柄部は16°の緩やかな傾斜を持つス

ロープで,床に続いている。床は平坦である。
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S十 -5 上層解説
1 にぶい褐色 ローム小ブロック多量,炭化粒子少量
2 褐   色 焼土粒子少量,炭化粒子・ ローム粒子中量

3 褐   色 ローム粒子多量,炭化粒子微量

4 明 褐 色 褐色土ブロック中量,炭化粒子少量
5 暗 赤 褐 色 焼上粒子・焼土ブロック多量,炭化粒子・炭化材細片中量

6 暗 褐 色 極暗褐色上プロック・炭化粒子中量
7 明 褐 色 焼土粒子少量
8 極 暗 褐 色 ローム粒子少量

第35図 第15号住居跡実測図

0              2m

SI-15 炉土層解説
1 暗 褐 色 ロームプロック多量,焼土粒子・焼土」ヽプロック・炭

化粒子中量

2 暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化材細片多量

3 橙   色 焼土小プロック・焼土粒子多量,炭化粒子中量

4 極暗赤褐色 炭化材細片・炭化粒子多量,灰・焼土粒子少量

P4   1
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ビット 23か所。Pl・ P5～PSは径約20clnで深さが 9～20cm,P2～ P4は長径30～ 42clnの 不整楕円形

で深さが■～20cmあ り,規模及び配列から主柱穴と考えられる。P。は補助柱穴と考えられる。PЮ

は深さ84clnで住居跡の中心に位置する。柱穴とするには炉に近接しており,性格は不明である。

Pll～P16は柄部の両脇に 3対で掘り込まれており,径約10cmの円形
。深さも10cmTRで,柄部 (出入

り口部)の施設に伴うピットである。P17～P24は柄部 (溝を有する部分)を通る主軸から20°折れ

曲がって,P17と P18・ P20と P22が対に,P21はその中間に掘り込まれている。径は約20cmの
ほぼ円

形で深さは■～16cmである。P23も やや離れた位置に掘り込まれた土坑状のピットである
が,位置

関係から柄部の出入り口施設に伴うピットと考えられる。

炉 中央部からやや南寄りに付設されている。径約52cmの円形で70cln程床を掘り込んでおり,あ

たかも土器埋設炉の掘り方のような地床炉である。 4層に分層される炉内覆上の中・下層には,

炭化材細片 。やや大きめの焼土粒子・灰も多い。炭化した胡桃片もわずかに見られ
た。炉床は熱

を受けて赤くなっている。

覆上 7層に分層される。焼土粒子や炭化粒子を含む 4・ 5。 7層が壁際に堆積し,さ らにロー

ム質の 8層が流れ込んでいる。 5層は壁際から床中央まで広く覆っており,暗褐色の 6層 ととも

に起伏のある土層となっている。褐色の 3・ 2層は焼土粒子の有無で分層した。やや起伏のあ
る

皿状の窪地に 1層が厚く堆積している。

遺物 炉の周辺の床上から縄文式上器片が10数片出上しているが,いずれも小破片で器形の分か

る土器はない。多くは 1・ 2層中から出上しているが,後期前半の上器片に混じつて早
。前期の

上器片も見られる。

所見 柄鏡形住居跡の柄部は,ピ ットの配列から判断して途中で折れ曲がった逆T字型が考えら

れる。また,柄部の入り口に当たる部分に,長径65cm。 短径50cmの楕円形をした浅い土坑状のピ

ットが位置しており,住居に伴う施設と考えられる。本跡の時期は,住居の形態及び出土遺物か

ら縄文時代後期前半 (堀之内 1式期)である。

第36図 1～14は床上及び覆土中から出上した縄文式上器片である。 1～ 3はアナグラ属の貝殻

腹縁文で, 3は 日唇上にも半我竹管による刺突文が巡つている。 4は無文地に沈線文と竹管文
が

施されている。いずれも前期後半 (浮島 I～ H式)の時期である。 5・ 6は中期後半 (加曽利E

Ⅱ～Ⅲ式)の胴部片で,懸垂文が施されている。 7～ 14は本跡に伴うものである。 7は口縁部片

で単節縄文LR地文に,口縁下に 1条の沈線が巡る。 8～ 10は肥厚した口縁直下に沈線が巡るグ

ループである。10は沈線上に 8字状の貼付文がある。■は胴部片で縄文地文に 3～ 4本単位の沈

線によるモチーフが描かれている。12は胴部下半の破片で,や はり縄文地文に沈線が垂下する。

13・ 14も 胴部片で縄文地文に蕨手文・蛇行沈線が垂下する。
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第36図 第15号住居LTI出土遺物実測・拓影図

第22号住居跡 (第37図 )

位置 L12c2区。

重複関係 第40号土坑によって北側部分が掘り込まれている。

規模と平面形 長径 [6.54cm]・ 短径 [5,90cm]の [楕円形]。

壁 南東部及び西部の一部を除いて,立ち上がりは確認できなかった。壁高は残存部で10～18cm

で,緩く外傾して立ち上がっている。

床 平坦である。南東部と北西部の壁際に踏み締められた部分がある。

ビット 19か所。Pェ～P6° P8～PiOは径23～ 40clnの ほぼ円形・深さ11～60cmで,規模及び配列から

主柱穴と考えられる。位置関係から第40号土坑によって掘りこまれた部分にも柱穴があった可能

性がある。Pll～P14は炉を囲むように掘られたピットで,長径28～ 52cm・ 短径26～38cmで深さが39～40

cmあ り,柱穴と考えられる。P17・ P18は住居の南東部壁際でP7を挟んで対称の位置にある。長径52～60

cm・ 短径46～50cmの楕円形で深さ100～ 114cmで ある。P7は長径130cm・ 短径66cmの楕円形で,中に

爛
劇
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SI-22 上層解説
1 暗褐色 焼上粒子・炭化粒子。ローム粒子少量,焼上小ブロック微量

2 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量

第37図 第22号住居跡実測図

D              2m

1 極 暗 褐 色 焼土粒子・ 焼土ブロック・ ローム粒子中量

2 暗 褐 色 焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・ ローム小プロ

ック中量

3 暗 褐 色 焼上粒子・ 炭化粒子中量

4 褐   色 焼土粒子・ ローム粒子少量

5 極暗赤褐色 焼上プロック・焼上粒子・炭化粒子多量

6 暗 赤 褐 色 焼土プロック・焼土粒子多量

F
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第38図 第22号住居跡出土遣物実測・拓影図(1)
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第39図 第22号住居跡出土遺物実測図(2)

小ピットが 4か所あり,】ヒ狽Iの 1か所は位置から主柱穴とも考えられる。

炉 土器片囲い炉で,中央に付設されている。長径128cm・ 短径92cmの不整楕円形で,床を30cm程

皿状に掘りくばめている。炉内の南東部に,土器片が炉を囲うように半周分埋め込まれている。

土器内面は二次焼成が甚だしい。炉床は焼けて赤 くなっているが,硬 くはない。

覆± 3層に分層される。 2・ 3層の褐色土が壁際から床全体に薄く堆積してのち, 1層 の暗褐

色上が堆積している。 3層中にはロームブロックがまだら状に含まれており, 2層 との分層の判

断基準にした。

遺物 炉に 1の深鉢片が炉体土器として使用されていた。3の ミニチュア土器はP夕の覆土中から,

また 4の ミニチュア土器はP13の覆土中から出上している。2の深鉢は欠損品であるが,北壁寄り

から正位の状態で出上した。炉の南西側床上からは16の打製石斧が,ま た,17と 18の磨石が覆土

中から出上している。

所見 本跡の時期は,炉の上器から判断して縄文時代後期前半 (堀之内 1式期)である。P7を袂

むようにピットが 2か所あり,出入り口施設に伴うものとも考えられる。そうであるとすれば,

壁が下端のみで,立ち上がり部分が不明であるが,柄鏡形になる可能性も考えられる。

第22号住居跡出上遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎上・色調・焼成 備  考

３ ８

‐

第 深  鉢
縄文式上器

A[290]
B(283)

胴部中位から口縁部にかけての破片。頸部からやや球胴

形の胴部には,縄文 (単節LRの横回転)地文に力強い

沈線によつて蕨手文が描かれている。蕨手文はモチーフ

の違う2種が交互に展開するものである。日縁部は無文

で,断面三角形の隆帯によって区画されている。国縁部

には小突起が付くと思われる。

白色綱砂粒,ス コリア,

織維

橙色

普通

P70        PL35
20%

土器片囲い炉

2 深  鉢
縄文式土器

[258]

(194)

Ａ
一

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。胴部から外傾して立ち

上がる。全面に縄文 (単節LRの横回転)を維に施文し

ている。日縁部には雑なナデが施されている。内面は丁

寧なミガキである。

長石,ス コリア

にぶい橙色

普通

７．

％

Ｐ

２０

ミニチュア

齢

縄文式土器

Ａ

Ｂ

一Ｃ

ぐい飲み型の完形ミニチュア土器。平底で底部外面が一

部磨かれている。底部から内傾気味に立ち上がる。胴部

下半に最大径を持ち,全面に縄文 (単節LRの横回転)

が施されている。口唇部は面取りされている。

細砂粒少量,ス コリア

明赤褐色

普通

P72        PL35
100%

内面黒色

4 ミニチュア

土器

縄文式上器

A 21
B 36
C 20

3に比べ小型のミニチュア土器。底部と胴部の境ははっ

きりしない。底部から内傾気味に立ち上がり,胴部下半

に最大径を持つ。施文はない。

白色細砂粒,ス コリア

にぶい黄橙色

普通

３

％

Ｐ

ｌ０

PL35

-61-



第38図 5～ 15は床上及び覆土中から出上した縄文式上器片である。 5は前期末 (粟島台式)の

時期で,縄文地文に結節文が施された胴部片である。 6～ 15は 1～ 4と ともに本跡に伴うもので

ある。 6は回縁部片で縄文地文に沈線が口縁部に巡る。 7～ 12も 口縁部片である。 7は口縁直下

に円形押圧文が巡り,胴部は縦位の条線文である。 8は小波状の口縁部に2個 1対の円形刺突文

が施されている。 9も 小波状で口縁直下に太めの凹線が巡り,波頂下の円形押圧文から単節縄文

LR地文上に 2本単位の沈線が弧状に垂下する。10も 同様である。11・ 12は 口縁直下に細い凹線

が巡る。13は外反する口縁部片で,無文の口縁部は沈線によって区画されている。沈線上の円形

刺突文下に蕨手文が垂下する。地文は単節縄文 LRである。14・ 15は胴部片で,14は縄文地文に

蛇行沈線,15も蛇行沈線と斜位の沈線が施されている。

第22号住居跡出上石製品一覧表

図版番号

Q33,東壁際 2層中  PL69

第23号住居跡 (第40図 )

位置 K■,7区。

重複関係 第71号土坑 (炉穴)が床面に確認されている。

規模と平面形 長径5。 28m。 短径4.96m,住居跡外に70cmTE柄部が延びる柄鏡形。柄部は「八」字

形の浦によって区画される。その先端中央にピットが位置する。

主軸方向 N-16°一 E。

壁 壁高 9～ 14cmで ,外傾して立ち上がっている。北東壁の一部は立ち上がりが確認できなかった。

床 平坦である。炉の北西に,踏み締められた部分がある。その上を灰白色粘上が少し覆ってい

た。

ビット 30か所。Pl～ Pl。は径20～30cmの ほぼ円形で深さが10～41clnであり,規模及び配列から壁

際に巡る主柱穴と考えられる。Pll～ P14・ P18～ P20も径20～38cmの 円形及び不整楕円形で,深さも

■～58cmと規模にばらつきがあるが,主柱穴の周囲の小ピットであり,補助柱穴と考えられる。

P16・ P17は径30～38cmの不整円形で深さが17～27cmあ り,炉に近接した位置であるが性格は不明で

ある。P21は左側柄部の溝と炉の間に位置し,長径78cm・ 短径52clnの 楕円形で深さ12clnであるが ,

性格は不明である。柄部の「八」字形の溝底には,P22～ P26・ P27～P29の小ピットが掘られている。

出入り口施設に伴う柱穴と考えられる。P30は径62cmの ほぼ円形で深さが28clnあ り,位置関係から

柄音円の出入り口施設に伴うものと考えられる。
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SI-23 土層解説
1 暗 褐 色 炭化粒子・ ローム粒子中量,焼土粒子少量
2 褐  色 焼土粒子・炭化粒子 。ローム粒子少量
3 暗赤褐色 焼土粒子・焼土小プロック多量,炭化粒子少量
4 明 褐 色 焼土粒子・炭化絃子少量,ロ ームブロック微量
5 暗 褐 色 炭化粒子・炭化材細片多量,焼土粒子・ ローム粒子少量

第40図 第23号住居跡実測図

01

o               2m

SI-23 炉土層解脱
1 極 暗赤褐 色 焼土粒子多量,焼土小ブロック・炭化粒子微量

2 暗 赤 褐 色 焼土小プロック少量,焼土粒子多量,炭化粒子微量

3 赤  褐  色 焼土ブロック・焼上粒子多量

4 にぶい赤褐色 焼土粒子・焼土小プロック・ ロームブロック中量

5 にぶい赤褐色 焼土プロック中量,焼上粒子多量

6 にぶい赤褐色 焼土粒子少量

℃
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炉 中央からやや柄部寄りに付設されている。長径84cm。 短径68cmの楕円形で,床を28側程皿状

に掘りくばめて地床炉としている。炉床は熱を受けて赤くなっている。

覆上 5層に分層される。炭化材細片・炭化粒子を多く含む 5層が壁際に堆積し,さ らにローム

ブロックを含む 4層が入っている。 3層 は炉上の上層で,焼土粒子・焼土ブロックが多く含まれ

る。その上に 1・ 2層が流れ込んでいる。

遺物 各層から多量の縄文式上器片が出上している。 1層中からは縄文時代前期後半の上器片も

出上しているが, 1層から床上にかけての大半は縄文時代後期前半の上器である。 1の深鉢は 2

層中 。2～ 6の底部は 1層中からの出土である。また,覆土中から31の石鏃,32～35の磨石・37

の凹石,36の磨製石斧も出上している。

所見 「八」字形に開く柄部を持つ柄鏡形住居跡で,平面形は第15号住居跡に類似する。炉の位置

関係も同様である。しかし,柄部のピット列は本跡には見られない。本跡の時期は,住居の形態

及び出土遺物から縄文時代後期前半 (堀之内 1式期)と考えられる。

第41・ 42図 7～30は床上及び覆土中から出上した縄文式上器片である。 7は縄文地文にキザミ

が施された浮線が貼付されており, 8は無文地に貝殻波状文が施されている。いずれも胴部片で

前期後半 (諸磯 b・ 浮島H式)の時期である。 9～30が 1～ 6と ともに本跡に伴うものと考えら

れる。 9。 10は無文地に口縁部を巡る沈線が垂下し,沈線間には刺突列点文が施されている。10

は口唇上にも刺突文が見える。11は沈線で区画された口縁部に円形押圧文が巡 り,胴部は縦位の

第23号住居跡出上遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎上・色調・焼成 備  考

第41図

1

深  鉢
縄文式上器

21 6

30 6

103

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部から口縁部にかけて半分欠けている。底部は平底。

胴部は底部から外傾して立ち上がり,胴上半部から口縁
部にかけて内彎する。胴部には縄文 (単節LRの横回転)
地文に,3本及び2本の沈線による5単位構成の蕨手文・

矢印状文が施されている。胴下半部は無文。幅の狭い口

縁部は無文帯で,横に3個 1単位の円形刺突文をつなぐ
ように,直下に1条の沈線を巡らす。

長石,雲母
にぶい橙色

普通

７４

％

Ｐ

５０

PL36

2 深  鉢
縄文式上器

(158)

96

Ｂ

Ｃ

底部から胴下半部にかけての破片。平底。胴部は底部か

ら外傾して立ち上がる。胴下半部は縄文施文後のナデで

無文,上半に縄文 (単節RLの横回転)を施文している。

石

色

通

長

橙

普

スコリア ７５

％

Ｐ

４０

PL35

3 深  鉢
縄文式上器

(95)

[106]

Ｂ

Ｃ

底部から胴上半部にかけての破片。平底で,胴部は底部
から外傾して立ち上がる。胴部は縦位のナデで施文は見

られない。

白色細砂粒,ス コリア

明赤褐色

普通

７６

％

Ｐ

２０

PL35

4 深  鉢
縄文式上器

(40)

[110]

Ｂ

Ｃ

底部から胴の立ち上がりにかけての破片。底部はやや張

り出す平底で,胴部は外傾して立ち上がる。施文は見ら
れない。

母と
若
英石

，
色

石

褐

通

長

赤

普

P77

10%

砂粒は山砂か

5 深  鉢
縄文式上器

(25)

98

Ｂ

Ｃ

底部から胴の立ち上がりにかけての破片。底部は平底で,

胴部は外傾して立ち上がる。施文は見られない。

粒砂

色

細

橙

スコリア

普通

７８

％

6 深  鉢
縄文式土器

(33)

[80]

Ｂ

Ｃ

底部から胴の立ち上がりにかけての破片。底部は平底で,

胴部は外傾して立ち上がる。施文は見られない。

白色細砂粒多量

橙色

普通

７９

％
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第 42図 第 23号住居 ltl出 土遣物実測 。拓影図(2)
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条線文である。12も 縦位の条線文が施された胴部片である。13は縄文地文に斜位に条線が施され

た口縁部片である。14は単節縄文LRのみの施文である。15は縄文 (前々段多条)地文に,口縁

直下に 1本の沈線が巡る。16・ 17は 口縁直下に 2本の沈線が巡る。18は 円形刺突が施された隆線

によって幅広の回縁部が区画されている。隆線下は単節縄文LRである。19は沈線によって無文

の口縁部が区画されており,胴部は単節縄文LRである。20は口縁部に 2本の太沈線が巡る。胴

部は縄文地文に沈線によるモチーフが描かれている。21も 同様である。22～24は波頂部に円孔と,

それを挟むように口縁直下に巡る沈線に円形刺突文が見られる。22に はキザミの付いた隆帯が垂

下する。23は単節縄文RLに沈線によるモチーフが描かれている。25は口縁直下に沈線が巡り,

その上に「 8」 字状貼付文があり,沈線区画内は縄文である。26も 口縁直下に沈線が巡り,胴部

は縄文地文に沈線によるモチーフが描かれている。27は小波状の口縁部に円孔があり,それを囲

むように逆C字文が描かれている。日縁部には円形押圧文が巡り,胴部は単節縄文LRである。

28・ 29は縄文地文に沈線によってモチーフが描かれている。30は 3本単位の沈線によって蔓状の

モチーフが描かれている。沈線内は無文であり,綱取式の影響がうかがえる。

0           10cm

第43図 第23号住居跡出土遺物実測図(3)
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第23号住居跡出土石製品一覧表

図版番号 器  種
法 量

石  質 備   考
長さ (cln) 幅 (cln) 厚 さ (cln) 重量 ljr)

第42図 31 石 鏃 黒 曜 石 Q35, 1層中      PL66
磨 石 安 山 岩 Q36, 1層中     PL69
磨 石 (1444) 安 山 岩 Q37,一部欠損, 1層 中

磨 石 (102) (4110) 安 山 岩
凹石兼用,一部欠損  PL69
中

第43図 36 磨 製 石 斧 (2809) 凝 灰 岩 Q39, 破片, 覆土中

凹 石 (225) (55470) 安 山 岩 Q40,石皿兼用,一部欠損  PL68

暦 石 41 安 山 岩 Q191, 1層中

第37号住居跡 (第44図 )

位置 Kll15区。

重複関係 第 8号住居跡によって南部を掘りこまれている。また,第58・ 59・ 60・ 62・ 68号土坑

の掘り込みが住居跡内に認められる。

規模と平面形 長径 [6.38m卜 短径 [5.66m]の [不整楕円形]。

壁 立ち上がりを確認することができなかった。当初,褐色の確認面は遺物包含層と理解し,土

坑調査後,包含層遺物の取り上げを目的に掘り下げた。ピット群・炉跡 。小さな貝プロックの存

在から住居跡と判断した。しかし,既に土層セクションは取れる状態ではなく,ま た,床も軟弱

で住居跡外の上との判別が難しかつた。

床 平坦であるが,軟弱である。

ビット 26か所。そのうち,P19は第60号土瓦によって途中まで掘り込まれている。P22・ P23は土

坑状の不整形なピットで,さ らに中に小ピットがある。Pisの長径80cm・ 短径62cmの ピット中にも

小ピットがあ
｀
る。P4・ P14も 長径40cm・ 短径35cm程の楕円形ピットで,中に小ピットが見られる。

規模及び配列からPl～P12が主柱穴と考えられる。径は26～43cmの不整円形で,深さは22～ 59cllaで

ある。P14～P17は位置関係から補助柱穴と考えられる。P18～P26は炉を囲むように位置しているが,

性格は不明である。

炉 ほぼ中央に付設されている。長径94cm。 短径72cmの楕円形で,床を15cm掘 り込んで地床炉と

している。炉床は火熱で硬くなっている。

遺物 炉の南西部にヤマトシジミを主体にハマグリ・サルボウ・アカニシなどをわずかに含む混

土貝層の小ブロックが,床から15cm程浮いた状態で確認された。貝層中に縄文式上器細片 (堀之

内式)が 2点含まれていた。上器片はそれほど多くはなく,炉の西側及びP12・ P13の周辺を中心

に床上から出土している。 1の深鉢は一部欠損しているが,P5の北東側からつぶれた状態で出土

している。 2～ 4の深鉢,13の石錐と14の磨石は覆土中の出上である。

所見 本跡は,覆土中及び床上から縄文時代後期前半の上器が早 。前期の上器片と共に出上して

いるので,時期は後期前半頃であろう。本跡の南側に,ヤマトシジミを主体とする縄文時代後期
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前半 (堀之内 1式期)の上坑内貝塚 (第57号土坑)が位置することから,住居跡内の貝の小プロ

ックとの関連が考えられる。貝プロックからは獣骨魚骨等は検出されなかった。なお,貝はすべ

て取り上げ,それぞれの総重量と組成比は表 4に ,ま た,ヤマトシジミについて100個を無作為に

抽出して,殻長・殻高をグラフ (第45図)で示した。
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SI-97 炉土層解説
1 赤褐色 焼土粒子多量,焼上小プロック少量
2 赤褐色 焼上プロック・焼土粒子多量
3 褐 色 焼土粒子微量,

第44図 第37号住居跡実測図

SI-37 貝土層解説

1 混土貝層 ヤマトシジミ主体でハマグリ・アカニンに炭化物少量

2 混貝土層 焼上粒子を含む暗褐色上でヤマトシジミ・サルボウ少量

3 混貝土層 ヤマトシジミ主体で極小巻員にローム粒子多量,焼土粒

子少量
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表 4 第37号住居跡内貝塚動植物遺存体組成表

貝種名 総重量 (g) 組成比 (%)

ヤマ トシジミ 1307.5 97 57

ハマグリ 0.19

サルボウ 11 2 084

アカニシ 18 7

極小巻貝

炭化物 O ○

合計 1339 9

%

口 穀高

o 殻長

0               20

第45図 ヤマ トシジミ殻長・殻高分布図
第37号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調 。焼成 備  考

第46図

1

深  鉢
縄文式土器

A[240]
B 318
C 81

胴上半部から口縁部にかけて一部欠損。平底で胴部は外

傾して立ち上がり,頸部でわずかにくびれる。日縁部は

外反して立ち上がる。胴下半部は縦ヘラミガキ,上半部
から口縁部は縄文 (単節LR縦回転で一部横回転)を施
文し,日縁部に半載竹管状工具による横位の沈線が1条

巡る。

長石,チ ャート
スコリア

にぶい橙色

普通

P44        PL36

60%

2 深  鉢
縄文式上器

A[302]
B(250)

胴上半部から口縁部にかけての破片。胴部は外傾して立

ち上がり,日縁部で更に強く外傾する。胴下半部は無文

地に半我竹管状工具による肋骨文 (縦沈線→右下がり沈

線→左下がり沈線の順),上半部から口縁部にかけては縄

文 (単節LRの縦回転)を施文している。国縁部は二列
の半載竹管状工具による爪形文によって区画される。

白色細砂粒,繊維
明褐色

普通

P190       PL36
40%

内面繊維脱痕有り。

3 深  鉢
縄文式上器

B (35)
C [97]

底部から胴下半部にかけての破片。底部は平底でヘラミ

ガキ。胴部は緩く外傾して立ち上がり,縄文 (単節RL
の横回転)を施文している。内面は横位のナデ。

細砂粒多量

明赤褐色

普通

P192       PL36

5%

4 深  鉢
縄文式土器

A[19o]
B(103)

胴部中位から口縁部にかけての破片。胴部から外傾して

立ち上がる。施文は縄文 (雑な単軸絡条体でLと Rの縄)

のみである。内面ナデ。

細砂粒,繊維少量

嗜褐色

普通

P191       PL36
10%

第46図 5～ 12は床上及び覆土中から出上した縄文式上器片である。 5・ 6は横沈線が施された

早期中棄 (田戸下層式)の B同部片である。7は条痕地文上に微隆起線で区画し,区画内に沈線を充

填しており,早期後半 (野島式)の時期である。 1・ 3・ 8～ 12は本跡に伴うものである。貝ブ

ロックから出上した 8は ,肥厚する国縁直下に沈線を巡らしている。 9は沈線上に円形押圧文を

施している。胴部は縄文単節LR地文に沈線によってモチーフを描き,沈線間を磨消している。10

は口縁部に円形押圧文を巡らし,胴部は単節縄文LRの横回転である。11・ 12は胴部片で,縄文

地文に沈線によるモチーフを描いている。11は単節縄文 LR,12は前々段多条の縄文である。2・

4は前期前半 (黒浜式)の時期である。

第37号住居跡出土石製品一覧表

図版番号 器  種
法 量

石  質 備 考

長 さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g)

第46図 14 磨 石 (41) (38) (43) (659) 半花闇岩 Q103,破 片,覆土中

石 錘 75 1 Q14,覆土中       PL69
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第46図 第37号住居跡出土遺物実測・拓影図

0              10Cm
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(A地区)弥生時代

第10号住居跡 (第47図 )

位置 Jl■ 9区。

重複関係 第■号住居跡の北西側を掘り込んでいる。

規模と平面形 長軸3.66m・ 短軸3.12mの隅丸長方形。

長軸方向 N-30°一W。

壁 壁高12～16cmで ,外傾して立ち上がっている。

床 平坦である。踏み締まり部分は見られない。

ビット 8か所。Pl・ P3・ P4は径22～30cmの ほぼ円形で深さは16～47cm,P2は長径42cm・ 短径36

cmの楕円形で深さ21clnであり,規模・配列から主柱穴と考えられる。P5は径30clm程の円形で深さ

31cmであり,位置から判断して出入 り口施設に伴うピットであろう。P6・ P7は径25cln程の円形で

深さ18～22clnであるが,性格は不明である。

貯蔵穴 南東コーナー部に付設されている。長径72cm・ 短径46cmの楕円形で,深さ10cmの 平らな

底面から緩やかに立ち上がっている。底面に第11号住居跡に伴うと考えられるピットがある。

S十 -10 土層解説

1 黒 褐 色 ローム粒子少量

2 暗 褐 色 焼土粒子・ ローム粒子少量

3 褐  色  ロームプロック少量

4 暗赤褐色 焼土粒子・焼土プロック多重

SI-10 炉上層解説

1 赤 褐 色 焼土粒子・ 焼土小プロック多

量,炭化粒子微量

2 明赤褐色 焼上粒子・焼土ブロック多量

A480m   
°| |     _

B                    
―

第47図 第10号住居跡実測図
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炉 中央部に付設されている。長径80cm・ 短径50cmの楕円形で,床を10cm程掘りくばめた地床炉

である。炉床は,焼けて硬 くなっている。

覆± 4層に分層される。ロームブロックを含む 3層が壁際から薄く床全体に堆積してのち,凹

レンズ状の窪地に焼土粒子を含む暗褐色の 2層・黒褐色の 1層が堆積している。 4層 は焼土ブロ

ック・焼土粒子を含む柔らかい上であり,後世の掘り込みであろう。

遺物 炉の北側の壁際床上から,14の 敲石といっしょに横位の状態で 1の壷が出上している。13

の砥石は南東コーナー際床上からの出上である。弥生式上器片は 3層中及び床上から多く出上し

ている。縄文式上器片は 1・ 2層中からの出土が多い。

所見 本跡の時期は,出土遺物から弥生時代後期中葉と考えられる。遺物が少ないが,住居廃絶

時に使用可能なものは運び出したのであろう。

第10号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

第 48図

1

広 口 壺

弥生式上器

(225)

11 0

Ｂ

Ｃ

底部から胴部にかけての破片。底部は平底で木葉痕を有

する。胴部は長胴形で,底部から外傾して立ち上がる。

胴部には付加条 1種 (付加 1条 )の縄文が横回転で施さ
れているが,羽状構成はとらない。

雲母,長石

浅黄橙色

普通

P51        PL36
50%

内面に輪積み痕。

第48図 2～ 9は床上及び覆上下層から出上した弥生式上器片で, 1と ともに本跡に伴うもので

ある。 2・ 3は素縁の口縁部片で,付加条一種付加 2条の縄文が施文されており,同一個体であ

る。 4は頸部片で, 5本櫛歯の沈線による縦区画間に同一工具による間隔の粗い波状文が充填さ

れている。下端にわずかに縄文が見える。 5は 4と 同一個体であろう。 6～ 8は頸部から胴部に

かけての破片で,付加条一種付加 2条の縄文が施文されている。 9は胴部片で,付加条一種付カロ

2条の縄文である。10～12は覆土中出上の縄文式上器片である。10は 2種類の直前段合撚の羽状

縄文である。■は口縁部無文

で,胴部に単節縄文を施文し

ており,いずれも前期前半 (関

山・黒浜式)の時期であり,

第 7図 9と は同一個体であろ

う。12は無文地に押引き爪形

文が施された胴部片で,前期

後半 (浮島 I式)の時期であ

ろう。

0             10Cm

第49図 第10号住居跡出土遺物実測図(2)

-74-



第10号住居跡出土石製品一覧表

図版番号 器  種
法 量

石   質 備   考
長 さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g)

第48図 13 砥 石 砂 岩 Q20,床上     PL68
第49図 14 敲 石 砂  岩 Q21,床上     PL68

第 8号住居跡 (第50図 )

位置 Kll,5区。

重複関係 本跡は第37号住居跡の南東部分と第25号住居跡の北東部分を掘り込んでいる。両住居

跡とも縄文時代であり,前後関係は,はっきりしている。

規模と平面形 長軸5.15m・ 短軸4.90mの方形。

長軸方向 N-42°  W。

壁 壁高36～ 40clnで,ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦である。炉とPl～ P3・ P5に囲まれた範囲は,よ く踏み締められている。

ビット 12か所。Plは長径52cm。 短径30cmの不整円形で深さ71cm,P2は径38cm程の円形で深さ66

Cm,P3は長径50cm。 短径40cmで深さ73cm,P4は径60cmTSの不整円形で深さ99clnであり,配置・規

模から主柱穴と考えられる。P5は長径28cm・ 短径24c14の 楕円形で深さが13cmあ り,出入り口施設

に伴うピットと考えられる。P6～P9は性格不明である。Pllは長径37cm・ 短径30cmの楕円形で深さ

が1lcmあ り,P12を掘り込んでいる。P12は長径104cm・ 短径64cmの不整楕円形でやはり深さ■clnで

ある。性格は不明である。

炉 中央部からやや北西寄りに付設されている。径58側程の円形で,床を16cm程掘りくばめて地

床炉としている。炉床は熱を受けて赤くなっているが,硬化したところは見られない。

覆上 6層に分層される。 5。 4層が壁際に堆積してから,極暗褐色上の 6層が堆積している。

4・ 5。 6層には炭化材・炭化粒子・焼上ブロック・焼土粒子が多く含まれている。 3層 も暗褐

色上で,ソ フトロームブロック・戊化粒子・焼土粒子が含まれている。 2・ 1層は黒褐色土であ

る。 2層中にも多量の焼土粒子・炭化粒子が含まれている。上器片も多い。 1層は炭化粒子も少

なく,し まりのない土である。

遺物  2・ 3・ 4・ 5層中に弥生式上器・土師器片が多く含まれている。また,縄文式上器片も

1層を中心に各層中から出上している。43の上製円板とともに流れ込みであろう。41と 42の紡錘

車は北東壁際中央から東寄りにやや離れて, 3層中から出上している。 2の重底部は西壁中央寄

り3層中から出上している。 1の壺は南東側 2層中からの出上である。46の磨製石斧は炉の南東

側 2層中から,45の礫石斧 。47の磨製石斧・48の磨石・49の敲石などが覆土中から出土している。

図示した弥生式上器片は, 2層中及び床上から大半が出土している。
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所見 床上から多量の炭化材が出上しており,焼失住居である。本跡の時期は,出土遺物から弥

生時代後期中葉である。器形の分かる土器が少ないのは,住居焼失前に使用可能なものを運び出

した結果であろうか。石器については縄文式上器片とともに流れ込みであろうが,44の石製品は

弥生時代に含められる可能性も残しておく。なお,炭化材 (丸材)の一部については樹種同定を

行い,その結果及び考察を付章に示した。

⑫ l

A19.。 m

0              2m

Sl-8 炉上層解説
1 極暗赤褐色 焼土粒子・焼上小プロック多量,炭化粒子・炭化材細

片少量

色 焼土プロック・焼土粒子多量
色 焼土プロック多量,焼土粒子・炭化粒子少量
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1 黒 褐 色 焼上粒子・ ローム粒子多量,炭化粒子少量
2 黒 褐 色 焼上粒子・炭化粒子多量,炭化材
3 暗 褐 色 焼土粒子 。炭化粒子中量,焼土プロック微量
4 暗 褐 色 ローム粒子・ ローム小プロック多量,炭化粒子・焼土小

プロック少量,炭化材

5 暗 褐 色 院土粒子多量,ローム粒子・焼土小プロック・炭化粒子中量
6 極暗褐色 炭化粒子多量,焼土小プロック中量,炭化材

第50図 第 8号住居跡実測図

褐

褐

赤

赤

L

′/′
｀
、|。

/     ヽ
1    

′

(      /

亀

｀

1/
/十

Sl-8 炉上層解説
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第51図 第 8号住居跡遺物出土状況図

第 8号住居跡出上遣物観察表

蝦 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

第52

1

広 口 壺

弥生式土器

B 胴部から頸部にかけての破片。胴部は長胴形で,頸部に

かけて内彎して立ち上がる。胴部には付加条 1種 (付加

2条)の縄文が施されているが,羽状構成はとらない。

頸部は無文帯ぞ債位のナデが施されている。軸縄と付加

縄はほぼ同じ太さである。

雲母多い,長石

髄

普通

P46        PL36
50%

外面スス付着

弥生式上器

B (50)
C [80]

底部片。張り出した底部から胴部にかけては外傾して立

ち上がる。胴部には付加条 1種 (付加 1条)の縄文が施

されている。底部木葉痕。

細砂粒

にぶい橙色

普通

P47

10%

第52・ 53図 3～40は床上及び覆土中出上の弥生式上器片で, 1・ 2と ともに本跡に伴うもので

ある。 3～ 5は複合口縁で,日唇上から口縁下まで付カロ条一種付加 2条の縄文を施文し,口縁下

端に丸棒状工具による押圧が施されている。 6も 複合口縁で口唇上から口縁部にかけて軸縄と付

守
―
―
１
１
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第開図 第 8号住居跡出土遺物実測・拓影図(2)
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加縄の太さがあまり変わらない縄文が施文されている。破片では頸部は無文であり,日縁下の押

圧も見られない。 7は素縁で口唇上から口縁部にかけて単節縄文LRが施文されている。 8は頸

部から胴部上半にかけての破片である。頸部は縦に条痕を施してのち付加条の縄を縦に2条押圧

して区画を作っている。区画内に施文は見られない。胴部は付加条一種付加 2条の羽状縄文であ

る。9～ 13も 頸部から胴部上半にかけての破片である。破片では頸部は無文で条痕も見られない。

胴部は付加条一種付加 2条の縄文を施文しているが,13は単節縄文LRの ように見える。14は無

文の頸部片である。15も 頸部片であるが,6+α本の櫛歯による山形文が施されている。16～40は

胴部片である。16～32は付加条一種付加 2条の縄文が施文されている。33・ 34は 7と ともに直前

段反撚の縄文である。35～40は付加条一種付加 2条の羽状縄文である。50～64は覆土中から出土

した縄文式上器片である。50は早期末の時期で表裏条痕文の胴部片である。51は口縁部から胴部

にかけての破片で直前段合撚の羽状縄文が,52は胴部片で原体圧痕と単節縄文が施文されている。

53は無文地に格子目文,54は撚糸文上にループ文が施された胴部片である。いずれも前期前半 (黒

浜式)の時期である。55は前期後半 (諸磯 b式)の時期で,縄文地文上に縄文を施文した浮線を

貼り付けている。56～63は後期前半 (堀之内 1式)の時期である。56・ 57は縄文地文上に蕨手文

が垂下する。58～60は口縁直下に沈線が巡る。61は縄文地文に沈線によるモチーフが描かれた胴

部片で,第42図 30と は同系統か。62は流水状の条線文が施されている。63・ 64は口縁内面に凹線

が巡り,63は 5本櫛歯の工具による間隔のあらい条線文,64は 口縁直下に押圧を施した紐線が巡

り,胴部に単節縄文を施文している。後期中葉 (加曽利 B式)の時期である。

第 8号住居跡出上石製品一覧表

第 8号住居跡出上土製品一覧表 (PL65)

図版番号 器  種
法 量 (cln) 径

，ｍ

孔
く

重 量

(g)

現存率
(%)

備  考
最大長 最大幅 最大厚

第 52図 41 紡 錘 車 DP52,北東壁際中央から東寄,

紡 錘 車 DP53,同 上,一部欠損
円  板 10 DP54,覆 土中

図版番号 器  種
法 量

石  質 備   考
長 さ (cm) 幅 (an) 厚 さ (cln) 重量 (g)

第53図 46 磨 製 石 斧 緑泥片岩 Q■ ,乳棒状, 2層中  PL67
礫   石   斧 結 晶片岩 Q12, 刃部以外は磨製,上層中 PL67

磨 製 石 斧 (55) 頁   岩 Q13,破片,上層中   PL67
磨 石 安 山 岩 Q15,上層中      PL69
敲 石 44 砂   岩 Q16,上層中      PL68
不 明 石 製 品 頁   岩 Q168,穂摘具の可能性あり。 PL69
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(A地区)古墳時代

第 1号住居跡 (第54・ 55図 )

位置 J12hO区。

規模と平面形 長軸5,50m,短軸4.62mの長方形。

長軸方向 N-42°一W。

壁 壁高は34～40cmで ,外傾して立ち上がっている。壁はローム上でしっかりしている。

床 平坦で,炉の南西側が踏み固められている。壁から20～ 30clla離れて,幅25～70cmの不整形の

溝状の掘り方が,途中切れながら巡っている。深さは10～15cmで ,凹凸はほとんどない。溝状掘

り方の覆土上面の回さは床と同じである。

ビット 4か所。Pl～P4は径20～30cmの ほぼ円形で,深さは10～40cmで ある。P2は位置から出入

口施設に伴うピットと考えられる。Pl・ Pa・ P4については配列に規則性がなく,性格は不明である。

炉 中央部からやや北西壁寄りに付設されている。平面形は長径56cm。 短径50cmの楕円形で,床

を10cm程皿状に掘りくばめた地床炉である。炉床は火熱で硬化している。

貯蔵穴 南壁のコーナー寄りに付設されている。平面形は長径76c14・ 短径56cmの楕円形で,深さ

は20cmで ある。底面は平坦で,外傾して立ち上がっている。

覆± 5層に分層される。 5層・ 4層が壁際に堆積してのち, 3層が床を広く覆うように流れ込

んでいる。そのうえに2層 と腐食土と思われる極暗褐色の 1層が厚く堆積している。

遺物 西壁の中央やや南寄りの 3・ 4層中から床上にかけて,上玉26個が流れ込むようにまとま

って出上している。また,それらの上玉を囲むように,床上から1の台付奏・ 3と 4の甕 。5の

小型台付甕が横位の状態で出上している。北壁・南壁寄りからも1個ずつ土玉が出上している。

7の器台は炉の直上から横位の状態で出上している。 8の器台は南壁際中央床上からつぶれた状

態で出上している。北壁際のコーナー寄りからは, 2の甕と6の小型台付甕が焼上に混じって壁

側に寄り掛かるように出上している。床上から37と 39の石鏃・ 2層中から38の石鏃,ま た 1層中

から40の礫石斧が出上している。

所見 本跡は,焼土及び炭化材の出土状況から焼失住居跡と考えられる。炭化材が少ないのは焼

失後,片付けが行なわれたためであろうか。時期は,出土遺物から古墳時代前期 (五領式期)で

ある。西壁際から出上した26個の上玉の中には,炭化した木片が入っていた。上玉廃棄時に,土

玉が細く削られた竹状のもので串刺しされていたことが考えられる(付章参照)。 用途については

土器との出土状況から,上玉も使つて何らかの行為が行われたのち,廃棄されたとも考えられる。

床上から出上した石鏃は,縄文式上器片とともに流れ込みと考えられる。溝状掘り方は住居使用

時,床 と同一レベルに埋土されていたと判断でき,上質の違いによる床の工夫が意図されていた

ものと考えられる。
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SI-1 炉上層解説
1 赤褐色 焼上粒子・焼土小プロック多量,炭化粒子少量
2 赤褐色 焼土粒子・ 焼上小プロック多量

SI-1 土層解説
1 極暗褐色 焼土粒子・ ローム粒子多量,炭化粒子・焼土小プロック

少量

2 褐  色 焼土粒子・ ローム粒子多量,炭化粒子中量
3 明 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・ ローム小プロック少量
4 褐  色 焼土粒子。ローム粒子多量,炭化粒子・焼土小プロック少量
5 明 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量

第54図 第 1号住居Ltt実測図

ＩＬ
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第55図 第 1号住居跡遺物出土状況図

第 1号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備   考

第56

1

0イi]「 :會軍:

土 師 器

A147
B259
D 97
E 52

台部は ハ」字状に開く。体

部は球形で,中位に最大径

を持つ。日縁部は「く」字状

に外傾して立ち上がる。

台部外面ハケロ整形,内面
ハケロ・横ナデ。体部外面

ハケロ整形,内面ナデ。ロ

縁部外面ナデ,内面ハケロ

整形後ナデ。

長石,石英

明赤褐色

普通

Pl        PL37
80%

体部外面火熱による劉

離。

2 餐

土 師 器

A148
B184
C 66

やや突出気味の平居で,中
央がわずかにく|まむ。体部

は球形で中位に最大径を持

つ。口縁部は緩く外反して

立ち上がる。

体部外面ハケロ整形で上

位・中位・下位の順,内面
ハケロ整形とヘラケズリ。

日縁部外面ハケロ整形後績

ナデ,内面ハケロ整形。

細砂粒

にぶい橙色

普通 ハケエ具幅2 1cm,輪

積み痕有り。体部外面

スス付着。

PL36２

％

Ｐ

８０

3 甕

土 師 器

A170
B252
C 65

やや突出気味の平底で,中

央部がくぽむ。体部は球形

で中位に最大径を持つ。日

縁部はわずかに外傾して立

ち上がる。

体部外面ハケロ整形,内面
ナデで下半に炭化物付着。

日縁部外面ハケロ整形と横

ナデで上半に炭化物付着 ,

内面ハケロ整形。

橙色

普通

砂粒 P3        PL37
100%

最大径部位で劉離痕甚

だし。底面に器ずれ痕。
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第56図 第 1号住居跡出上遣物実測・拓影図(1)

-84-



③
‐○
‐６

⑤
‐Ｏ
‐５

⑥
‐Ｏ
Ｈ

③
‐①
‐３

⑤
‐①
‐２

◎
‐０
‐

①
‐①
‐ｏ

◎

ホ
】

⑨
‐①
２

⑧
λ
呪

⑥
‐０
２２

⑤
‐④
２‐

◎
ホ
】

⑤
六
Ч

⑨
‐瞼

⑤
‐鏡

③
‐０
３２

⑨
‐①
３‐

⑥
‐①
３０

⑥
‐①
２９

③
‐⑦
２８

％〓Ｓ３

鼠
熱

λ
＝
川
日
Ｖ

一

武
凰

◎
ホ
境ほυ

③
！①
２６
③
ホ
蛤

③
‐①
２５
③
ホ
〕

▽

―

中

―

肇砒2軽筆Ⅳ.1攘劉“

鶴 れ56比 ヒ m
-85-



図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備   考

第 56図

4

甕

土 師 器

A167
B(51)

口縁部 か ら体 部 上半 の破

片。国縁部 は「 くJ字状 に

外傾 して立ち上がる。

体部外面縦ハケロ整形,内
面ナデ。口縁部内外面ハケ

目整形後横ナデ。

砂粒少量

にぶい橙色

普通

P4        PL37
10%

5 小型台付

甕

土 師 器

A122
B129
D 72
E 38

台部は「ハ」字状に開く。体

部は球形で上位に最大径を

持つ。膨らみのある国縁部

は「く」字状に外傾して立ち

上がる。

台部内外面ハケロ整形。体

部外面ハケロ整形で下位・

上位の順,内面横ナデ。日

縁部内外面ハケロ整形。

粒

色

通

砂

橙

普

P5         PL37
100%

体部内面に小円形状剣

離痕多し。

6 小型台付

甕

土 師 器

A 92
B122
D 80
E 32

台部は「ハ」字状に開く。体

部は球形で上位に最大径を

持つ。幅の狭い口縁部は一

段の輪積み部を指でつまみ,

外傾させている。

台部外面ハケロ整形後横ナ

デ,内面横ナデ。体部ハケ

目整形で上位・下位の順,

内面横ナデ。口縁部指つま

み痕明瞭。

スコリア石

色

通

長

橙

普

P6        PL37
100%

P5に比べ雑な作りで
ある。

7 ム
ロ

器師

器

土

A105
B107
D109
E 60

脚部はやや膨らみを持って

「ハ」字状に開く。器受部は

逆「ハ」字状に立ち上がる。

器受部中央に単孔。

脚部内外面ハケロ整形。器

受部外面ハケロ整形で上半

横ナデ,内面積ナデ。

砂粒多量

橙色

普通

P7        PL37
100%

全面赤彩・二次焼成

器受部に器ずれ痕。

ム
ロ

器師

器

土

A 77
B 77
D104
E 50

脚部一部欠損。脚部はラッ

パ状に開く。器受部は内彎

気味に外傾して立ち上がる。

器受部中央に単孔。脚部に

37し。

脚部 外 面ハ ケ ロ整 形後 ナ

デ,内面ハケロ整形。器受
部内外面ヘラ ミガキ。

長石,雲母
HJl褐色

普通

P8        PL37
90%

脚部内面にスス付着。

第 1号住居跡出土上製品一覧表 (PL64)

図版番号 器  種
法        量 (cln) 孔 径

(Gm)

重 量
(g)

現存率
(%)

備  考
最大長 最大幅 最大厚

第 57図  9 土 玉 DP l,南壁際中央

土 玉 DP 2,西壁際中央寄

土 玉 27 DP3同 上
土 玉 DP4,同上
土 玉 DP5,同上
土 玉 DP6,同 上
土 玉 DP7,同 上
土 玉 DP8,同 上
土 玉 DP9、 同上

土 玉 DP10,同上

土 玉 25 DP■ ,同上

土 玉 DP12同上
土 玉 DP13,同上

土 玉 23 DP14,同上

土 玉 91 DP15,同上

土 玉 DP16,同上

土 玉 DP17,同上

土 玉 05 DP18、 北コーナー寄 り

土 玉 DP19,西壁際中央

土 玉 145 DP20,同上

土 玉 05 DP21,同上

土 玉 23 を14 DP22,同上

土 玉 DP23,同上

土 玉 11 7 DP24,同 上

上 玉 DP25,同 上

土 玉 27 DP26,同 上

土 玉 DP27,同 上

土 玉 27 15 5 DP28,同上
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第 1号住居跡出土石製品一覧表

図版番号 器  種
法 量

石  質 備   考
長 さ (cm) 幅 (cln) 厚さ (cm) 重量 (g)

第57図 37 石 鏃 チャー ト Ql,床上     PL66
石 鏃 チャー ト Q2,南壁寄り2層中 PL66
石 鏃 チャート Q3,直剪鏃,床上  PL66
礫  石  斧 57 16 頁   岩 Q4, 1層中 PL67

第57図 41～45は覆土中から出上した縄文式土器片である。41は口縁部片で縄文地文に半我竹管

による爪形文 。沈線文,42も 口縁部片で縄文が施文されており,前期前半 (黒浜式)の時期であ

る。43は無文地に沈線文の施された胴部片で前期後半 (浮島 I式 ),44は 回縁部片でキザミが施さ

れ前期後半 (浮島式・興津式)に特徴的に見られる手法である。45は口縁直下に沈線と円形刺突

文を持つ口縁部片で,後期前半 (堀之内 1式)の時期である。46・ 47は弥生時代後期の胴郡片で,

付加条一種付加 2条の縄文が施文されている。

第 2号住居跡 (第58図 )

位置 J12h7区と

規模と平面形 長軸4.00m,短軸3.90mの 方形。

長軸方向 N-41°一W。

壁 壁高は40～44cmで,外傾して立ち上がっている。壁はしっかりしている。

床 平坦である。壁から10～25cmmれて,幅50cln程の溝状の掘り方が巡っている。溝状掘り方の

覆土上面の堅さは,床 と同じである。

ビット 4か所。P3は径26cmの円形で深さは8c14,出入口施設に伴うピットと考えられる。Pl・

P2・ P4は径28～ 34c14の ほぼ円形であるが,配列に規則性がなく性格は不明である。

炉 中央部からやや北寄りに付設されている。平面形は長軸50cm程の不整形で,床を5cm4皿状

に堀りくばめた地床炉である。炉床は赤く焼けている。

貯蔵穴 長軸線上で,西壁に接して付設されている。径30cm4の円形で深さは37clnである。底面

は平坦で,外傾して立ち上がっている。

覆上 6層に分層される。焼土や炭化物を含む 6・ 5層の褐色土及び暗褐色上が壁際に堆積して

のち, 4・ 3・ 2層が流れ込むようにして皿状に堆積している。さらに,40cm程の厚さで黒褐色

の腐食土と思われる 1層がその上に堆積している。粘性のないさらさらした上である。溝状掘り

方の覆土は褐色で,ロ ーム小ブロック・焼土粒子を少量含んでいる。

遺物 完形になる遺物はない。 3の器台は炉の直上から出上している。東壁際中央寄り床上から

は 1・ 2の小型甕 。重が出土している。土師器片は 3・ 4・ 5層中から流れ込むような傾斜をも

つて多くが出上している。縄文式上器片は上層に多い。
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01 01

A18.2m

SI-2 上層解説
1 黒福色 ローム粒子中量,焼土粒子・焼土小プロック少量
2 褐 色 ローム粒子多量,焼土粒子・炭化粒子中量
3 暗褐色 ローム粒子多量,焼土粒子・ 炭化粒子少量,焼土ブロック

微量

4 褐 色 ローム粒子多量,焼土粒子・炭化粒子少量
5 暗褐色 焼土粒子・炭化粒子・焼土プロック・ ローム粒子多量
6 掲 色 焼土粒子多量,ロ ーム小プロック中量,炭化粒子少量

第開図 第 2号住居跡実測図

L178m

0               2m

SI-2 炉上層解説
1 極暗褐色 焼土粒子・焼土プロック・炭化粒子・炭化材細片中量
2 赤 褐 色 焼土粒子・焼土プロック・炭化粒子多量

SI-2 貯蔵穴土層解説
1 暗褐色 炭化粒子多量

所見 使用できる土器類は住居廃絶時,運び出したものと考えられる。遺物の少なさはそれに起

因しよう。また,溝状掘り方は第 1号住居跡と同様のあり方である。本跡の時期は,出土遺物か

ら古墳時代前期 (五領式期)である。

|__
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第59図 第 2号住居Frl出土遺物実測・拓影図

第59図 4～ 9は覆土中から出土した縄文式上器片である。 4は】同部片で斜位沈線間にアナグラ

属の貝殻腹縁文を施しており,早期中葉 (田戸下層式)の時期である。 5・ 6は口縁部片で半載

竹管による押引き爪形文で, 7は縄文前々段多条地文の胴部片に押引き爪形文が施され,前期前

半 (黒浜式)の時期である。 8は外反する口縁部片で,縄文地文に 2条の結節文が施文されてお

り前期末 (粟島台式)の時期である。 9は外方に大きく開く波状口縁部片で,沈線間に対弧文が

縦位に施されており,後期中葉 (加曽利Bl式)の時期である。

第 2号住居跡出土遺物観察表

器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上 。色調・焼成 備  考

第59

1

小 型 甕

土 師 器

A[131]
B (69)

国縁部から体部上半にかけ

ての破片。体部上位に最大

径を持つ。口縁部は「く」字

状に外傾して立ち上がる。

体部外面縦ハケロ整形,内

面積ヘラナデ。日縁部内外

面ハケロ整形後,端部は横
ナデ。

砂粒

灰黄褐色

普通

P9
20%ハケエ具幅1 3cm,

ハケロは粗い。

2 小 型 壷

上 師 器

C

B 109
A 口縁部・体部一部欠損。平

底。やや円みを持ったそろ

ばん玉状の体部で中位に最

大径を持つ。複合口縁で

「く」字状に外傾。

底部ヘラケズリ。体部外面

の下半ナデ,上半。中位ハケ

目整形。体部内面ナデ。ロ

縁部内外面横ヘラナデ。

砂粒

にぶい橙色

普通

P lo        PL37

40%
ハケエ具幅2 1cln,輪積

み痕有り。

3 器  台
土 師 器

A [69]
B 74
D 96
E 55

器受部・脚部一部欠損。脚

部は「ハ」字状に開く。器受

部は内彎気味に外傾して立

ち上がる。器受部中央に単

孔。脚部に3孔。

脚部外面ヘラミガキ,内面
ナデ。器受部内外面ヘラミ

ガキ。

長石,ス コリア

赤褐色

普通

P ll        PL37

60%

器受部内外面・脚部外

面赤彩。二次焼成。

くびれ部周辺スス付着。
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第 3号住居跡 (第60図 )

位置 J12,5区 。

規模と平面形 長軸5.37m,短軸5.06mの 方形。

長軸方向 N-53°  W。

壁 壁高は27～30cmで ,外傾して立ち上がっている。ローム土でしっかりしている。

床 平坦である。壁から20～30cm離れて,幅50～ 55clnの 清状の掘り方が巡っている。南壁。東壁寄
りでは一部途切れる。溝状掘り方の上面の堅さは床と同じである。

ビット 1か所。北東コーナー寄りの溝状掘り方内に位置し,長径40cm程の楕円形状で,深さは

19cmである。性格は不明である。

炉 中央部からやや北西寄りに付設されている。平面形は径50cmの 円形で,床を10cme皿状に掘
りくばめた地床炉である。炉床はよく焼けて,硬 くなっている。

覆上 6層に分層される。 6層が壁際に堆積してのち, 5層が 6～ 8 cmの厚さで床を広く覆うよ

うに流れ込んでいる。その上に褐色上の 3・ 4層が皿状に堆積し,上器片を多く含む 2層が続い

ている。 1層は撹乱層である。溝状掘り方の覆土は暗褐色で,焼土粒子 。炭化粒子・ロームブロ

ックを少量含んでいる。

遺物 覆土上層からは,縄文式上器片が多く出上している。土師器片は図示していないが, 4・
5・ 6層からの出上がほとんどで,細片が多い。東コーナー寄り4層中からは 1の上玉が出上し

ている。 2層中からは縄文式上器片に混じって 2の石鏃が出上している。

所見 本跡は炭化材の出土状況から,焼失住居と考えられる。炭化材が少ないのは焼失後,片付
けが行なわれたためであろうか。使用可能な土器類は,その時に運び出したものと考えられる。

溝状掘り方のあり方は第 1号住居跡と同様と考えられる。

本跡の時期は,住居の形態及び出土遺物から古墳時代前期 (五領式期)である。なお,炭化材

(丸材の半割材)の一部については樹種同定を行い,その結果及び考察を付章に示した。

第 3号住居跡出土土製品一覧表 (PL64)

図版番号 器  種
法        量 (cm) 径

＞硼

孔
く

重 量
(g)

現存率
(%)

備   考
最大長 最大幅 最大厚

第61図  1 土 玉 100 DP29,東コーナー寄り

第 3号住居跡出土石製品一覧表

図版番号 器  種
法 量

石  質 備   考
長 さ (cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g)

第61図  2 石 鏃 チャー ト Q5, 2層 中    PL66
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1  . 1

SI-3 炉上層解説
1 暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子中量,焼土プロック多量,小石

少量

2 赤  褐  色 焼土プロック多量

3 にぶい赤褐色 焼土粒子・焼土ブロック中量,炭化粒子少量

第60図 第 3号住居跡実測図

第61図 3～ 7は覆土中から出上した縄文式上器片である。 3は羽状縄文が施文された前期前半

(黒浜式)の 口縁部片である。 4は縄文地文に半我竹管による押引き爪形文が施された口縁部片

で,前期後半 (諸磯 a式)の時期である。 5はハマグリなどの腹縁による波状文が施された胴部

片, 6は口縁部に斜位のキザミが施され, 7は輪積み痕を文様化した凹凸文で,いずれも前期後

半 (浮島H式)の時期である。

o               2m

SI-3 土層解説
1 にぶい褐色 焼上粒子・暗褐色土プロック少量

2 暗 褐 色 ロームプロック・焼土粒子・炭化粒子中量

3 褐   色 ロームプロック・焼土粒子・炭化粒子少量

4 褐   色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

5 明 褐 色 焼土粒子少量,ロ ームブロック中量

6 褐   色 焼土粒子・炭化粒子・ ロームブロック中量
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第61図 第 3号住居跡出土遺物実測・拓影図

第 4号住居跡 (第62図 )

位置 K12d5区。

規模と平面形 長軸5.10m,短軸4.49mの長方形。

長軸方向 N-52° 一W。

壁 壁高20～35cmで,緩 く外反して立ち上がっている。ローム上の壁でしっかりしている。

床 平坦である。壁から10～20cm離れて,幅50～70cmの溝状の掘り方が巡っているが,北壁寄り

で一部途切れる。掘り方内は平坦である。

ピット 3か所。Pェ は径26cmの ほぼ円形で,位置 。規模から出入 り口施設に伴うピットと考えら

れる。P2～P3は径30～36cmの ほぼ円形で,深さは12～27cmである。性格は不明である。

炉 中央部からやや北西寄りに付設されている。長軸90cm・ 短軸44cmの楕円形で,床を20cm程掘

りくばめた地床炉である。

貯蔵穴 北東コーナーに付設されている。径70cm程の円形で,深さは45cmで ある。壁は外傾して

立ち上がっており,底は平坦である。

覆± 7層に分層される。 6層は焼失による焼土・炭を含み,壁際に堆積した 7・ 4層にも焼土。

炭化粒子が含まれている。皿状に堆積した 5層 は床全体を広く覆い,焼土ブロック。焼土粒子な

どを含んでいる。さらに,そのうえに 3・ 2・ 1層が堆積している。 2層は腐食上であり,粘性

のない上である。溝状掘り方の覆土は褐色で,ロ ームブロックを含んでいる。

遺物 南西コーナー寄り2・ 5層中から,土玉 8個が出上している。また,貯蔵穴からも土玉が

2個出上している。 1の甕・ 2の台付甕・ 3の ミニチュア土器は西壁際やや北寄 りの床上から,

ばらばらになった状態で出上している。また, 1・ 2か らやや離れて 5。 4の器台・増がばらば

らの状態で出土しており,いずれも完形にはならない。覆土中層からは16の剣形石製模造品が出

上している。17の打製石斧と縄文式上器片の多くは,覆土上層から出上している。

所見 焼土・炭化材が南東部壁寄りから検出されており,焼失住居と考えられる。住居焼失前に

使用可能な土器類は運び出したのであろう。出土した甕や器台等は破損品ばかりである。 2か所

Ｋ
К
К
Ｖ
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SI-4 上層解説

1 暗  褐  色 炭化物・炭化粒子多量 ,焼上粒子・

ローム粒子・ロームガヽプロック中量

2 黒  褐  色 焼土粒子・焼土小プロック多量 ,炭

化粒子・ローム粒子少量

3 暗  褐  色 焼土粒子・焼土小ブロック多量,

炭化粒子少量

4 暗  褐  色 ローム粒子多量,焼上粒子・炭化粒

子中量

5 暗  褐  色 焼土粒子・焼土プロック中量,ロ

ーム小プロック多量

6 にぶい赤褐色 焼土粒子・焼土プロック多量 ,炭化

粒子中量 ,ロ ーム粒子少量

7 褐    色 焼土粒子・炭化粒子少量

o               2m

SI-4 炉上層解説
1 赤 褐 色 焼土粒子・焼土プロック多量,小石

少量

2 極暗赤褐色 焼上粒子・焼土プロック中量

3 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・ ローム粒子中

量

第62図 第 4号住居跡実測図

から土玉がまとまって出上しているが, 8個 まとまって出上しているところは焼土上であり, ま

た,土玉が二次焼成を受けていないことから,焼失後の投棄と考えられる。上玉を用いての何ら

かの行為があつたのであろうか。溝状掘り方のあり方は,第 1号住居跡と同じである。本跡の時

期は,出土遺物から古墳時代前期 (五領式期)である。
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第 4号住居跡出土遺物観察表

図1辰番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第63図

1

盗

土 師 器

A 204
B 268
C 61

突出気味の底部は平底で中

央がわずかにくぽむ。体部

は球形で中位に最大径を持

つ。日縁部は「く」字状に外

反する。

底部からの立ち上がりはヘ

ラケズリ。体部内外面ハケ

目整形。日縁部内外面ハケ

目整形後横ナデ。

石英,ス コリア

にぶい黄橙色

普通

P13       PL38
85%

体部外面全体にスス付

着。

2 台 付 憂

土 師 器

A 130
B 177
D 90
E 50

口縁部一部欠損。台部は

「ハ」字状に開く。体部は球

形で上位に最大径を持つ。

口縁部は「く」字状に外傾し

て立ち上力ゞる。

台部内外面ハケロ整形。体

部外面ハケロ整形で,内面

ヘラナデ。口縁部内外面ハ

ケロ整形。

砂粒

橙色

普通

P14       PL38
70%
ハケエ具幅2 1cm,体部

スス付着。

3 ミニチュア

土 器
土 師 器

A 64
B 68
C 27

平底。体部は不細工な球形

で中位に最大径を持つ。厚

みのある日縁部は「く」字状

に外傾して立ち上がる。

底部ナデ。体部外面ハケロ

整形,内面ナデ。日縁部内

外面ハケロ整形後,外面横
ナデ。

砂粒

明赤褐色

普通

P15        PL38

60%
口縁部内面から外面全

体赤彩。

4 増

土 師 器

A [95」

B(42)
口縁部はやや内彎気味に外

傾して立ち上がる。

回縁部外画債ナデ後縦ヘラ

ミガキ,内面横ナデ。
湘砂紅

浅黄橙色

良好

P16

5%

5A
5B
器  台
土 師 器

A 104
B[129」

C[108]

脚部は「ハ」字状に開く。器

受部は逆「ハ」字状に開く。

器受部中央に単孔。器受

部・脚部は接点はないが,

同一個体である。

脚部内外面ハケロ整形。器

受部内外面ハケロ整形後,

端部横ナデ。

長石,ス コリア

明褐色

普通

P17。 18PL

80%
ハケエ具幅1 3cm

くびれ部内面,わず

かにすすけている。

第 4号住居跡出土上製品一覧表 (PL64)

図版番号 器  種
法       量 (cm) 径

，帥

孔
＜

重 量
(g)

現存率
(%)

備 考
最大長 最大幅 最大厚

第 63図  6 土 玉 0 55 DP30,貯蔵穴覆土中

7 土 玉 135 DP31,南西コーナー寄り

土 玉 DP32.同 上

土 丞 DP33,同 上

土 玉 160 DP34,同 上

11 土 玉 153 DP35,同 上

土 玉 118 DP86,同 上

土 玉 166 DP37,同 上

土 玉 118 DP38.同上

土 玉 17 3 DP39,貯蔵穴覆土中

第 4号住居跡出土石製品一覧表

図版番号 器  種
法 量

石   質 考傭

長 さ (cln) 幅 (cln) 厚さ (cm) 重量 (g)

第63図 16 央U形 模 造 品 滑 石 Q6,覆土中      PL65

打 製 石 斧 120 3 砂 岩 Q7,分銅型,覆土中  PL67

第63図18～20は覆土中から出上した縄文式上器片である。18は早期末 (茅山式)の表裏条痕文

土器の胴部片である。19は上底気味の底部片で羽状縄文が施文されており,前期前半 (黒浜式)

の時期である。20は変形爪形文が施さた胴部片で,前期後半 (浮島H式)の時期である。
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第 5号住居跡 (第64図 )

位置 K12ci区。

規模と平面形 長軸4.86m,短軸4.25mの長方形。

長軸方向 N-49°一W。

壁 壁高40～ 44clnで,外傾して立ち上がっている。ローム質の壁でしっかりしている。

||

A48.6m

８２
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
秘

６７
日
日
Ｈ
リ 0               2m

塩 2m     ~

s         O  ujcm

r'極縮

幅

廃韮粒子・周 ヒ粒子多量    ~
2 褐  色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子中

量

3 褐  色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量,
炭化材細片・焼土プロック少量

4 褐  色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・焼
土プロック少量

5 明 褐 色 黒褐色土小プロック少量

第64図 第 3号住居跡実測図

SI-5 炉上層解説
1 赤 褐 色 焼土プロック多量,炭化粒子少量
2 暗赤褐色 焼土プロック多量,炭化粒子少量
3 明 褐 色 焼土粒子・焼土小プロック多量,炭化

粒子少量
SI-5 貯蔵穴上層解説
1 暗赤褐色 焼土粒子・焼土小プロック中量,炭化

粒子 。ローム小ノロック少量

2 褐  色 ローム粒子・ ローム小プロック多量,
焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子

少量

3 暗赤褐色 焼土プロック多量,炭化物少量
4 褐  色 ロームプロック多量,焼土粒子少量
5 明 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
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壁溝 壁下を全周している。西壁 。南壁下は幅80cm程,北壁 。東壁下は幅10cm程で,深さは10～ 18

cmである。

床 平坦である。踏み締まり部分は見られない。

ビット 9か所。Pl～P4は径18～ 20cllaのほぼ円形で,深さは17～50cmで主柱穴と考えられる。P5

もPl～P4と 同規模で,Plの補助柱穴と考えられる。P6は径30cmの 円形で深さ37cm,P7は 径20clnの

円形で深さ10cln程であり,出入り口施設に伴うピットと考えられる。また,P6・ P7間のなだらか

な落ち込みも出入り口施設に伴うものと考えられる。Pa・ P9は径20cm程の円形で,深さも20～26

cmであるが,性格は不明である。

炉 中軸線上で,北西寄りに付設されている。長軸95cm・ 短軸40cm程の長楕円形で,床を 6 cm程

掘りくばめた地床炉である。炉床は鈍く赤変しているが,あ まり硬 くはなっていない。

貯蔵穴 北東コーナー部に付設されている。径45～50cmの ほば円形で,深さは41cmである。凹面

の底から,壁は緩 く外反して立ち上がっている。

覆± 5層 に分層される。 5・ 4層が壁際に堆積してのち,皿状の窪地に 3・ 2層のしまりのな

い褐色土,腐食上である 1層が堆積している。 1層には炭化粒子を多く含んでいる。

遺物 炉から南西コーナー寄りにかけての 3・ 4層及び床上から,土玉が 9個出上している。 1

の口縁部を欠く増は,北コーナー近くから2の台付甕の台部と共に正位の状態で出土している。

覆土上 。中層からは縄文式上器片も多く出上している。

所見 本跡は炭化材・焼上の広がりから焼失住居と思われる。炭化材が少ないのは,焼失後,片

付けが行なわれたためであろうか。器形の分かる上器類はほとんどなく,その時に使用可能な上

器類は運び出したものと考えられる。時期は,出土遺物から古墳時代前期 (五領式期)である。
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第65図 第 5号住居麒出土遺物実測・拓影図
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図版番号 器  種 法量 (clm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上 。色調・ 焼成 備  考

第 65図

1

壮

土 師 器

Ｂ

Ｃ

口縁部欠損。平底。体部は

ややおしつぶされた球形で,

中位に最大径を持つ。日縁

部は「く」字状に外傾して

立ち上力Sる 。

底部外面ナデ。体部外面縦

ヘラミガキ,内面積ナデ。
頸部にハケロ整形痕が見え

る。

雲母,長石,石英

明赤褐色

普通

P19        PL38
80%

内面に輪積み痕。

2 台付 (甕 )

土 師 器

Ｂ

Ｃ

台部のみ。台部はラッパ状

に開く。

台部外面縦ハケロ整形後,

上半指おさえ。内面ハケロ

整形後,下半横ナデ。

長石,ス コリア,雲母

橙色

普通

P20

30%

第 5号住居跡出上遺物観察表

第65図12～ 14は覆土中から出土した縄文式上器片である。12は半我竹管による押引き爪形文が

施された胴部片で,前期前半 (黒浜式)の時期である。13は アナグラ属の貝殻腹縁による波状文

が施された前期後半 (浮島H式)の口縁部片である。14は口縁直下に沈線文と円形刺突文を施し,

胴部には縄文地文に沈線によるモチーフを描いている。後期前半 (堀之内 1式)の時期である。

第 6号住居跡 (第66図 )

位置 K1214区。

重複関係 33号土元によって北西壁中央部が掘り込まれている。

規模と平面形 長軸4.25m,短軸4.15mの 方形。

長軸方向 N-46°一W。

壁 壁高10～20cmで,外傾して立ち上がっている。

床 平坦である。壁から10～ 30cln離れて,幅40～ 50clnの溝状の掘り方が巡っている。深さは6～ 10

cmで,炉の脇で 1か所途切れる。

ビット 4か所。Plは不整形で炉を一部掘り込んでおり,後世の掘 り込みであろう。P2～P4は径

36～50cmの ほぼ円形で深さ12～ 37c14であるが,性格は不明である。

炉 中央部から北西寄りに付設されている。長径56cm・ 短径40cmの 楕円形で,床を15cm4皿状に

掘りくばめた地床炉である。炉床は火熱でやや赤くなっているが,あ まり硬 くはなっていない。

貯蔵穴 北東コーナー部で,溝状掘り方内に付設されている。長径60cln・ 短径50cmの楕円形で深

さは29cm,底 は平坦である。壁は底面から外傾して立ち上がっている。

第 5号住居跡出上土製品一覧表 (PL64)

図版番号 器  種
法 量 (cln) 径

タ飩

孔
く

重 量
(g)

現存率
(%)

備   考
最大長 最大幅 最大厚

第65図 3 土 玉 12 1 DP40,南西コーナー寄

4 土 玉 100 DP41,同上

5 土 玉 100 DP42,同上

6 土 玉 DP43,同上

7 土 玉 100 DP44.同上

8 土 玉 12 1 DP45,同上

9 土 玉 DP46,炉西側

土 玉 DP47,同上

土 玉 DP48,同上
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A18.3m

SI-6 土層解説 SI-6 炉土層解説
と 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・ ロームプロック少量     1 暗赤褐色 焼土粒子多量,皮化粒子少量
2 褐  色 ロームブロック・ 焼上粒子中量

3 橙  色 焼土泣子・ 炭化粒子極少量

4 暗赤褐色 炭化粒子少量,焼土ブロック多量

第86図 第 6号住居跡実測図

覆± 4層に分層される。 3・ 4層が壁際に堆積してのち, 2層が壁際から床全体を広く覆って

いる。その後,やや凹凸のある皿状の窪地に焼土粒子・炭化粒子を含む 1層が堆積している。溝

状掘り方の覆土は鈍い褐色で,焼土粒子・炭化粒子・ ロームブロックがわずかに含まれている。

遺物 床上出上遺物は少ない。南東コーナー部から2個,炉の東側から1個の上玉が出上してい

る。また,西壁際中央の床上近くの 1層中から,横位の状態で 1の小型台付甕が出上している。

縄文式上器片は, 1層覆土中から多く出上している。

所見 上器類が非常に少なく,住居廃絶時に使用可能なものは運び出したものと思われる。土玉

3個が床上及び覆上下層から出上しているが,何らかの意図があったものかどうか不明である。

本跡の時期は,出土遺物から古墳時代前期 (五領式期)である。

o               2m

2 明 褐 色 焼土粒子中量
3 褐  色 焼土粒子・炭化粒子少量
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第67図 第 6号住居跡出土遺物実測・拓影図

第 6号住居跡出上遺物観察表

第67図 5～ 11は覆土中から出上した縄文式上器片である。 5。 6は貝殻腹縁による波状文が施

された胴部片, 7は 口縁直下に斜位のキザミが施されており,前期後半 (浮島H式)の時期であ

る。 8は縄文地文に隆起線によるモチーフの描かれた胴部片で,中期後半 (カロ曽利 EⅢ式)の時

期である。 9も縄文地文に沈線が描かれた胴部片,10は幅広の無文口縁下に刺突の施された隆帯

が巡る。いずれも後期前半 (堀之内 1式)の時期である。11は底部片である。

第 7号住居跡 (第68・ 69図 )

位置 K■ g6区。

規模と平面形 長軸5.10m,短軸5.00mの 方形。

長軸方向 N-33°一W。

壁 壁高31～38cmで ,外傾して立ち上がっている。

床 平坦である。踏み締まり部分は見られない。

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 。焼成 備  考

第67

1

甕

器

付

師

ムロ
土

A l14
B123
D 65
E 36

口縁部から体部の一部欠

損。台部は「ハ」字状に開く。

体部は台部から綬やかに立

ち上がり,日縁部は外傾し

て開く。

台部外面縦ハケロ整形後ナ

デ,内面横ナデ。体部外面縦

ハケロ整形,内面ヘラナデ。

日縁部内面横ハケロ整形

長石,スコリア,雲母,

チャート

橙色

普通

P22

80%

台部内面に輪積み痕。

PL38

第 6号住居跡出土土製品一覧表 (PL64)

図版番号 器  種
法 量 (cln) 径

＞側

孔
く

重 量
(g)

率

，嚇％
備   考

最大長 最大幅 最大厚

第67図  2 土 玉 DP49,炉 の東側

3 土 玉 100 DP50,南 東コーナー寄り

4 土 玉 100 DP51,同 上
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る

ШIゝ

残

名 83m

0              2m

E48.3m ~ SI-7 
土層解説

_  ―- 1 黒褐色 焼土粒子中量,炭化粒子少量

∞ cm  2 暗褐色 焼上小プロック多量 ,ローム小プロック・

ー

炭化粒子少量

3 暗褐色 ローム粒子多量,焼土粒子・炭化粒子少重

4 暗褐色 焼土粒子多量,焼土小プロック少量

5 暗褐色 焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子中量,
コームイヽプロック少量

6 褐 色 ロームブロック多量,焼上粒子・炭化粒
子少量

7 暗褐色 ローム粒子多量,焼土粒子・焼土小プロ

ック少量

第68図 第 7号住居跡実測図

ビット 8か所。Pl～P4は径30cmeの円形で深さは38～66c14であり,主柱穴である。P5は径が20

cmの円形,深さ54cllaで外傾して掘り込まれており,位置 。規模から出入り口施設に伴うピットと

考えられる。P6は径26clmの 円形で深さは26cmあ り,主柱穴との位置関係から補助柱穴と考えられ

る。P7は径26cmの 円形で深さ51cm,Psは長径40cln・ 短径30clnの 楕円形で深さ25cm,いずれも性格

は不明である。

8 暗褐色 ローム粒子中量,焼止粒子・炭化粒子少量
9 暗褐色 焼土粒子中量,炭化粒子少量
10 暗褐色 焼土粒子・炭化粒子少量
11 暗褐色 ローム粒子多量,焼土粒子中量,炭化粒

子少量

12 暴掲色 焼土小プロック・ローム小プロック多量 ,
炭化粒子少量

13 暗褐色 焼土粒子・焼土小プロック多量

SI-7 炉上層解説
1 赤褐色 焼土粒子・炭化粒子多量

2 明褐色 焼土粒子・炭化粒子少量

01
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第89図 第 7号住居跡遺物出土状況図

炉 北西側主柱穴間からやや壁寄りに付設されている。長径50cm・ 短径40cmの楕円形で,床を10

cm程皿状に掘りくばめて地床炉としている。炉床は赤 く焼け,硬 くなっている。

貯蔵穴 2か所付設されている。貯蔵穴 1は南西コーナー部に付設されており,径58cm程の円形

で深さが40cmあ り,平坦な底から外傾して立ち上がっている。貯蔵穴 2は P4の西側に付設されて

いる。径52cm程の円形で深さが44cmあ り,平坦な底から外傾して立ち上がっている。

覆± 13層に分層される。■層が壁際に, 2～ 5・ 7～ 10・ 12・ 13層及びロームブロックを多く

含む 6層が,不自然な堆積の仕方で凹レンズ状に堆積している。 1層は腐食上である。12層は焼

土小ブロックを多量に含み,ま た, 4・ 5。 13層にも焼土粒子・炭化粒子が多く含まれている。

遺物 炉上から10の甕が出土している。また, 8の壼が北西壁際ほぼ中央から立て掛けられた状

態で, 9の重が炉の北側床上から横位の状態で,11の甕が炉の南東側床上からつぶれた状態で出

上している。いずれも炉を中心に lm以内の位置である。北コーナー寄りからはほぼ完形の 1・ 6
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第70図 第 7号住居跡出土遺物実測・拓影図(1)
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第71図 第 7号住居跡出土遺物実測図(2)
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第72図 第 7号住居LTI出土遺物実測・拓影図(3)

の婉・ 2・ 5の鉢,13・ 14の高郷が,覆上下層から投げ込まれた状態で出上している。貯蔵穴 1

の下層からは,15の ほぼ完形の高不が横位で出土している。やや浮いた状態で 7の大型増・ 4の

ほば完形の埋・ 16の高邪がやはり投げ込まれた状態で出上している。また,出入り口施設用のピ

ット上とその周囲からは, 3の鉢・ 12・ 17～20の高不が細かく破砕されて出上している。21も含

めこれらの高不の脚部は住居跡内から出上していない。炉と東壁の間の床上からは,よ く使い込

まれた22の砥石が出土している。そのほか,覆土中・下層の主柱穴と壁との間から,多量の縄文

式上器片・ 23と 24の磨石,上師器片とわずかな弥生土式器片が流れ込んだ状態で出上している。

「肘μ３０
迂8

ぅ1       0           10Cm
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第 7号住居跡出上遺物観察表
図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の特徴 及 び文様 手 法 の 特 徴 備

70

1

ryt

土 師 器

12 2

67
55

Ａ

Ｂ

Ｃ

日縁部一部欠損。平底。体

部は内脅気味に外傾して立

ち上がり,国縁部は指でつ

まみ広げるようにして外傾

させている。

底部外面ヘラナデ。体部外

面積ヘラミガキ,内面ヘラ

ナデ。国縁部外面指頭痕,

内面積ハケロ整形。

細砂粒少量,ス コリア

色

通

種

普

P23       PL38
95%

体部内面に小劉離痕多

し。

2 雰

土 師 器

10 1

84
42

Ａ

Ｂ

一Ｃ

口縁部一部欠損。平底。体

部はやや偏平な球形状で,

最大径を上位に持つ。口縁

部は外傾して立ち上がる。

底部外面ヘラナデ。体部外

爵陵ヘラミガキ,内面横ヘ

ラナデ。口縁部外面積ナデ,

内面横ハケロ整形後横ナ

デ。・

長石,雲母,石英
浅黄色

普通

95%

体部内面に小剣離痕多

し。

3 卵

土 師 器

116

65
48

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部・体部一部欠損。平

底。体部は偏平な球形状で

最大径を上位に持つ。口縁

部は外反して立ち上がる。

底部外面ヘラケズリ。体部

は内外面横ヘラミガキ。国

縁部外面積ナデ,内画陵ナ

デと一部横ヘラミガキ。

制砂柱少量

明赤褐色

普通

P25

90%

体部は内面に小劉離痕

多し。
4 娩

土 師 器

122

35
58

Ａ

Ｂ

Ｃ

丸属。日縁部一部欠損。体

部は内彎気味に外傾して立

ち上がり口縁部で緩く外反

するハ

体部外面検ヘラナデ,内面

指ナデ。国縁部内外面指頭

痕,内面横ナデ。

長石,ス コリア

にぶい黄橙色

普通

P26

90%

器壁が薄い。

5 鉢

土 師 器

A

B

C

口縁部・体部一部欠損。平

底。体部は球形状で中位に

最大径を持つ。国縁部はわ

ずかに外反して立ち上がる。

厘部外面ヘラケズリ。体部

は外面横ヘラケズリ,内面
ヘラナデ。口縁部内外画陵

ナデぃ

普通

長 石母 ,

橙色

壼
右 ２７

％

Ｐ

９０

6 境

土 師 器

11 5

47
50

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部か ら体部にかけて一

部欠損。平底。体部 は外傾

して立ち上が り,日縁部に

至 る。国縁部 は直立気味に

立ち上がる、

底部外面ヘラナデ。体部外

面横ヘラケズリ,内面横ナ

デ。国縁部外面横ヘラミガ

キ,内面横ナデ。

,ス コリア石

色

通

長

橙

普

P28

60%

体部は内面に小剣離痕

多し。

7 ll

土 師 器 15 7

3lA

B

C

口豚 H46~司 SX嶼。半底。杯

部 はやや偏平 な球形状 で ,

最大径 を中位 に持 つ。 口縁

部は強く外傾して立ち上が

るハ

属部外面ヘラケズリ。体部

外面横ヘラケズリ後ヘラミ

ガキ。日縁部外面横ナデ,

内面横ナデ後粗い縦ヘラミ

ガキハ

細砂粒,ス コリア

橙色

普通

P29        PL39

98%

体部内面に小鋼離痕多

し。

8

上 師 器

16 7

(230)B

代 口縁部一部 ,体部下半欠損。

体部は球形状で,最大径を

中位に持つ。口縁部は外傾

して立ち上がる。折り返し

日緑^

体部外面ヘラミガキ,内面

横ナデ。口縁部外面横ナデ

後ヘラミガキ,内面横ハケ

目整形後横ナデ。体部内面

に輪積み痕。

長石 , 石英

普通

橙色

P30        PL38

60%

体部内面に小剣離痕多

し。

9

土 師 器 C

B 口縁部欠損。澤い凸レンズ

状の底。体部は中位が強く

張る球形状である。国縁部

は外傾して立ち上がる。二

重口縁。

厘部外面ヘラ ミガキ。体部

外面ヘラナデ後ヘラミガキ,

内面ナデ。口縁部外面横ナ

デ,内面ハケロ整形後ヘラ
ミガキ。

石長
，
色

母

褐

通

雲

赤

普

P31        PL38

80%

体部は内面に小劉離痕

多し。

弩

土 師 器

A 158
B(178)

体部下半欠損。体部は球形

状で最大径を中位に持つ。

国縁部は外反して立ち上が

るハ

体部外面縦ハケ後縦ヘラミ

ガキ,内面ナデ。国縁部内
外面積ナデ。

細砂粒 ,ス コリア

にぶい黄橙色

普通

PL39３２

％

Ｐ

４０

第71

11

密

土 師 器

A 144
B 274
C 68

ほ部一部欠損。やや突出気

味の平底。体部は中位に最

大径を持つ。国縁部は頸部

から「く」字状に外反して立

ち上がる。

底部外面ヘラケズリ。体部

は外面ヘラケズリ後一部ヘ

ラミガキ,内面横ナデ。国

縁部内外面横ナデ。

雲母,長石,ス コリア

浅責橙色

普通

P33        PL39

90%体 部内面小劉離

痕,輪積み痕。

高  郭
上 師 器

A 183
B 143
D 143
E 87

剛当Sは甲1ヱで膨 らむ葎状乱

裾部でほぼ水平に広が る。

イ部は下位に稜を持ち,内

彎気味に外傾して立ち上が

る。

裾部外面 ミガキ 内面

ナデ。脚部外面ヘラミガキ。

イ部外面ヘラケズリ後ナデ,

内面ナデ整形後ヘラミガキ。

長石,石英,ス コリア

にぶい黄橙色

普通

P34       PL39
95%

イ部一部欠損。

不

器師

一局

土

A 182
B 140
D 135
E 90

裾部一部欠損。脚部は中位

で膨らむ棒状で,裾部はほ
ぼ水平に広がる。不部は下

位に稜を持ち,内彎気味に

外傾して立ち上がる

据部外面ヘラミガキ,内面
ハケロ整形後ナデ。脚部外

面ヘラミガキ。邦部外面ナ

デ整形後ヘラミガキ,内面
ナデ。

白色細砂粒,ス コリア

にぶい黄橙色

普通

P35       Pと 39
95%

不部内面に小剣離痕多

し。
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第71図

14

郷

器師

一局

土

A 181
B 143
D 144
E 80

裾部一部欠損。脚部は中位

で膨らむ棒状で,裾部はほ

ぼ/k平 |こ広がる。 )不部は下

位に稜を持ち内彎気味に外

傾して立ち上がる。

裾部外面ヘラミガキ,内面
ハケロ整形後ナデ。脚部外

面ヘラミがキ。不部外面ヘ

ラミガキ,内面横ナデ後へ

ラミガキ。

白色細砂粒,ス コリア

橙色

普通

P36        PL39

95%

不部内面暗黒色で小剖

離痕多し。

高  不
土 師 器

183

14 0

13 9

84

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

裾・不部一部欠損。脚部は中

位で膨らむ棒状で裾部はほ

ぼ水平に広がる。イ部は下

位に稜を持ち内彎気味に外

傾して立ち上がる

裾郡外面ヘラミガキ,内面
ハケロ整形後ナデ。脚部外

面ヘラミガキ。邪部外面ヘ

ラミガキ,内面積ナデ後ヘ

ラミガキ。

白色細砂粒,ス コリア

橙色

普通

P37

95%

不部内面暗褐色で小劉

離痕多し。

杯

器師

一局

土

18 3

13 9

14 0

80

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

裾・郭部一部欠損。脚部は中

位で膨らむ棒状で裾部はほ

ぼ水平に広がる。イ部は下

位に稜を持ち内彎気味に外

傾して立ちあがる。

裾部外面ヘラミガキ,内面
ハケロ整形後ナデ。脚部外

面ヘラミガキ。邪部外面ヘ

ラミガキ,内面積ナデ後へ

ラミガキ。

白色細砂粒,ス コリア

橙色

普通

P38        PL39

95%

不部内面暗褐色で小剣

離痕あり。

17 高  不
土 師 器

Ａ

Ｂ

脚・裾部欠損。不部は下位に

稜を持ち,内彎気味に外傾

して立ち上がる。

不部外面ヘラミガキ,内面

積ナデ後ヘラミガキ。
闘鞠
髄
範

スコリア P39        PL39

50%

不部内面小劉離痕あり。

高  不
土 師 器

Ａ

Ｂ

180

(7 0)

脚・裾部欠損。イ部は下位に

稜を持ち,内彎気味に外傾

して立ち上がる。

不部外面ヘラケズリ後ヘラ

ミガキ,内面横ナデ後ヘラ

ミガキ。

白色細砂粒,ス コリア

赤橙色

普通

４０

％

Ｐ

５０

第72図

19

高  不
土 師 器

A 190
B (60)

脚・裾部欠損。杯部は下位に

稜を持ち,内彎気味に外傾
して立ち上がる。稜部にな

で付けによる粘上の高まり

は見られない。

不部外面縦ハケロ整形後ヘ

ラミガキ,内面横ナデ後ヘ

ラミガキ。

白色細砂粒,ス コリア

橙色

普通

４．

％

Ｐ

５０

イ

器師

高

土

A 188
B (66)

脚・裾部欠損。不部一部欠

損。邪部は下位に稜を持ち,

内彎気味に外傾して立ち上

がる。

不部外面ハケロ整形及びヘ

ラケズリ後ヘラミガキ,内

面横ナデ後ヘラミガキ。

自色細砂粒,ス コリア

明赤褐色

普通

P42        PL40
45%

不部外面赤彩。

邪

器師

一局

土

A 204
B (74)

脚・裾部欠損。不部一部欠

損。イ部は下位に稜を持ち,

内彎気味に外傾して立ち上

がる。稜部の調整はP41に

同じ。

不部外面ヘラケズリ後ヘラ

ミガキ,内面ナデ後ヘラミ

ガキ。

白色細砂粒,ス コリア

橙色

普通

P48        PL40
40%

第 7号住居跡出土石製品一覧表

図版番号 器  種
法 量

石   質 備 考
長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g)

第72図 22 砥 石 (1155) 雲母 片 岩 Q8,床上,一部欠損  PL68

磨 石 安 山 岩 Q9 PL69

磨 石 97 安 山 岩 Q10 PL69

所見 北西コーナー 。西壁際 。南壁際に厚い焼上の堆積層が見られ,焼失住居跡と考えられる。

貯蔵穴及びその周囲・炉の周囲及び北西側からの遺物の出土状況は,破損品がそのまま遺棄され

た状態と考えられるが,出入り口施設用ピット上及びその周囲の床上から出上した破砕高不は,

脚部を別の場所に投棄したことが考えられ,住居廃絶にあたり何らかの行為があったものと思わ

れる。炭化材が少ないのは,焼失後,片付けが行なわれたためであろうか。本跡の時期は,出土

遺物から古墳時代中期 (和泉式期)である。
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第72図25～31は覆土中から出上した縄文式上器片である。25は横位細沈線の施された胴部片で,

早期中葉 (田戸下層式)の時期である。26は前々段多条の羽状縄文,27は絡条体の縄文が施され

た口縁部片で,付加条縄文の施文された28の胴部片とともに前期前半 (黒浜式)の時期である。

29・ 30は無文地に沈線による弧線文の施された口縁部片で,前期後半 (興津式)の時期である。

31は後期前半 (堀之内 1式)の回縁部片で,円形刺突文と凹線文が見える。32・ 33は弥生時代後

期の胴部片で,付加条縄文が施されている。

第73図 B地区遺構配置図
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(B地区)縄文時代

第54号住居跡 (第74図 )

位置 N10h9区。

重複関係 第53号住居跡によって掘り込まれている。東側は調査区域外である。

規模と平面形 長軸不明・短軸4.20mの不整長方形。

壁 壁高 7～ 12cmで ,外傾して立ち上がっている。

床 平坦である。踏み締まり部分は見られず,軟弱である。

ビット 7か所。炉と西壁の間に集中している。Pl・ P2・ P4は長径63～ 80cm。 短径52cmの楕円形

で深さ28～ 38cm,P3・ PS・ P6は径26～41cmの不整円形で深さ18～26cmで ある。P2・ P3・ P6は規模

及び配列から主柱穴と考えられる。Pl・ P4・ P51ま
Jl■
格不明である。

炉 3か所。炉 1は北壁寄りに付設されている。長径52cm・ 短径36clnの 楕円形で, 3 cmTE皿状に

床を掘り窪めている。覆上には焼土小ブロック・焼土粒子などを含み,炉床も硬い。炉 2は炉 1

と炉 3の間に位置する。長径124cm。 短径66cmの楕円形で,床を 4 cm程皿状に掘り窪めている。炉

3は長径72cm・ 短径54cmの精円形で,床を 2 cm程掘り窪めている。覆土は炉 2・ 3と も炉 1と 同

じである。いずれも掘り込みの浅い炉であり,同時使用か時期差があるのかは不明である。

覆± 5層に分層される (層番号は第53号住居跡から通しである)。 5層の褐色土, 6・ 7層の明

褐色上が壁際に堆積し,さ らにロームブロックを含む褐色上の 3層が床を広く覆うように入って

いる。 1層 も褐色上であるがロームの含まれ方が 3層に比べ少ない。

遺物 炉の周辺の床上から10数点の縄文式上器片が出上している。また,北壁際床上から14の 凹

石が出上している。

所見 複数の炉をもつ住居跡であるが,長期間使用された炉という状態ではない。本跡の時期は

出土遺物から,縄文時代前期前半 (黒浜式期)と考えられる。

第54号住居跡出土石製品一覧表

図版番号 器  種
法 量

石  質 備   考
長さ(cm) 幅 (cln) 厚さ (cln) 重量 (g)

第75図 14 凹 石 安 山 岩 Q125,北 壁際床上    PL68

第75図 1～13は床上及び覆土中から出上した縄文式土器片である。 1は早期末の尖底土器の破

片で,アナグラ属の貝殻腹縁による波状文が施されている。2～ 13は本跡に伴うものである。2・

3は口縁部片で, 2が単節縄文, 3が無節縄文である。 6～ 8は胴部片で, 8は絡条体による縄

文である。9は口縁部片で,半我竹管による平行線文とコンパス文が描かれている。10は くずれた

コンパス文,11・ 12は沈線文が描かれた胴部片である。13も胴部片で条線文と縄文が施されている。

-109-



ゥ
⑥
洋
Ч

A18お m
~~~く
さこ茎≡≡三ここzttI三三三三正三≡≡≡≡≡≡三三

==≡=≡
三
=玉
Z奎
=産
≡≡≡≡正三正三≡

=E=Ξ
正三
=ミ
養三茎三茎墓茎====:===

B

C

。
|キ

ul

二18.3m         ―

G

0               2m

第74図 第53・ 54号住居跡実測図
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S I-53・ 54

1褐  色

2褐  色

3 にぶい褐色

4褐  色

5褐  色

6明 褐 色

土層解説

炭化粒子中量,焼土粒子・ ローム粒子 。ローム小ブロ

ック少量,焼土小プロック微量

ローム粒子多量,ローム小プロック・焼土粒子・炭化粒子

少量

焼土粒子・ローム小ブロック少量,炭化粒子。ローム粒

子微量

ローム粒子多量,焼土粒子・ 炭化粒子微量

ローム粒子中量,ロ ーム小プロック微量,焼土粒子・

炭化粒子少量

ローム粒子多量,コ ーム小ブロック少量,焼土粒子微

量

7 明 褐 色  ローム粒子多量,ロ ーム小ブロック少量,焼土粒子・

焼土小プロック・ 炭化粒子微量

SI-53 炉土層解説

1 にぶい赤褐色 焼土粒子・ローム泣子・焼土小ブロック中量 ,炭化粒

子微量

2 褐    色 焼土粒子・炭化粒子少量,ロ ーム粒子中量

SI-54 炉土層解説

1 暗赤褐色 焼上粒子・焼土小ブロック中量,炭化粒子少量

即
β
離

鰯胡|
翌

‐２

騨
印

轡

第75図 第54号住居跡出土遺物実測・拓影図

第55B号住居跡 (第76図 )

0             10Cm

位置 N10a9区。

重複関係 第55A号住居跡と切り合つている。遺物から本跡が先行する住居跡と判断した。

規模と平面形 長軸 [6.54m]・ 短軸 [5.40m]の [不整長方形]。

壁 表上除去の際,削 り取られてしまった。

床 平坦である。踏み締まり部分は見られない。第76図の破線は住居跡の推定ラインで,ピ ット

の酉己列によって判断した。
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第76図 第53B号住居跡実測図

ビット 42か所。住居推定ラインに沿って巡るピット群 (Pl～P18)と ,炉 1をやや遠巻きに巡る

ピット群 (P19～ P41)が認められる。炉 2がP21～P27上に付設されていることから,炉 1をやや遠

巻きに巡るピット群が炉 2よ り先行していると考えられ,拡張住居跡であろう。Pl～ P7・ P10・ Pll・

P13・ P14・ P16～PiSは規模及び配列から拡張時の主柱穴と思われる。P13のみ長径60cln。 短径40cm

の不整楕円形で深さ22cm,他は径18～35cmの ほば円形で,深さ38～87cllaである。これらを主柱穴 と

する住居跡に伴う炉は炉 2と 考えられる。P15・ P19・ P28～ P31・ Pa3・ P34・ P37～P39が規模及び配

列から拡張前の住居の主柱穴であろう。炉 1は この主柱穴列に伴うものと考えられる。P15° P19・

P28・ P29° P31・ P33・ P37～P39は径22～28cmの ほぼ円形で深さ21～92cm,P30は長径36cm・ 短径24cm

の情円形で深さ70cm,P34は 長径38cm・ 短径30clnの卵形で深さ67cmで ある。他のピットも規模にや

やばらつきがあるが,配列から補助柱穴と考えられる。

炉 2か所。いずれも炉床は火熱によって赤 くなっている。炉 1は長径80cm・ 短径64clnの楕円形

であり,炉 2は径94clnほ どの円形である。
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覆土

遺物

所見

表土除去の際,削 り取られてしまった。

表土除去の際,縄文時代前期前半 (黒浜式)の上器片が多く出上している。

上器片及び住居跡プランから,時期は縄文時代前期前半 (黒浜式期)と考えられる。

0              10Cm

翻1遵詳湿轡配 5
鶴 ¶ 配
第77図 第55B号住居跡出土遺物実測・拓影図

第77図 1～ 8は表土除去の際出上した縄文式上器片で,本跡に伴うものと考えられる。 1は半

我竹管による平行線文とコンパス文の施された口縁部片, 2～ 6は縄文のみの胴部片で, 2～ 4

は単節縄文, 5・ 6は無節縄文が施されている。 7・ 8は 口縁部片で,やはり無節縄文が施され

ている。

第52号住居跡 (第78図 )

位置 N10i8区。

規模と平面形 長径5.10m。 短径5.00mの不整円形。

壁 壁高28～34cmで,外傾して立ち上がっている。壁質はしっかりしている。

床 緩やかな凹凸がある。踏み締まり部分は見られない。

ビット 12か所。炉を中心に,住居跡の壁に沿って巡る。規模及び配列からPl～Psが主柱穴と考

えられる。Pl・ P2は長径28～ 37cln。 短径19～24cmの楕円形で深さ14～ 15cln,P3・ P6・ P7は径31～35

cmのほぼ円形で,深さ40～52cmで ある。P4は長径46cln・ 短径36cmの楕円形で,深さが46clnあ り,

やや斜位に掘り込まれている。P5は長径58cm・ 短径44cmの楕円形で深さ30cm,Psは長径51cm・ 短

径32cmの楕円形で深さ14cmで ある。P9。 P10は径23～29cmの ほぼ円形で,深さが37～44cmあ り,位

置関係から補助柱穴と考えられる。Pxlは長径43cm。 短径32cmの楕円形で深さが13cmであるが,性

格は不明である。P12は炉のすぐ西側に位置し,中に焼土粒子・炭化粒子。木炭小片が入っていた

ことから,炉にイ半うピットと考えられる。

炉 ほぼ中央に付設されている。長径109cm・ 短径64cmの楕円形で,床を38cmTE掘 り窪めて地床炉

としている。炉内覆土は赤褐色で焼土粒子・炭化粒子を含んでいる。

頸
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SI-52 土層解説
1 褐   色 焼土粒子・炭化粒子 。ローム小プロック少量,ロ ーム

粒子中量,焼土小プロック微量

2 暗 褐 色 焼土粒子・ローム粒子中量 ,炭化粒子・ローム小プロック

少量

3 褐   色 炭化粒子・ ローム粒子少量,焼土粒子微量

4 褐   色 ローム粒子多量 ,焼土粒子微量 ,炭化粒子。ローム小プロ

ック中量

5 暗 褐 色 ローム粒子中量,焼土粒子微量,炭化粒子少量

6 褐   色 焼土粒子・炭化粒子・ ローム粒子少量

7 にぶい褐色 ロームブロック少量,炭化粒子微量

第78図 第52号住居跡実測図

_01

D               2m

SI-52 炉土層解説
1 にぶい赤褐色 焼土粒子・焼土小プロック中量,ローム粒子・炭化粒子

少量

2 にぶい赤褐色 焼上粒子・焼土小ブロック中量,炭化粒子少量
3 褐    色 焼土粒子・炭化粒子中量,焼土小プロック少量,ロ

ーム粒子多量,ロ ーム小プロック微量

4 赤  褐  色 焼上粒子・焼上小プロック多量

式
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翻影塚修懲,与42

0             1ocm

第79図 第52号住居跡出土遺物実測 。拓影図

覆上 7層に分層される。炉上を中心に木災小片・焼土粒子などを含む褐色上の 4層が堆積して

いる。 6・ 7層は壁際に堆積した褐色土及び鈍い褐色上で, 3・ 5・ 2・ 1層がその上に窪地を

埋めるように入っている。 2・ 3層は暗褐色及び褐色の厚い土層である。 1～ 6層中には焼土粒

翔
脚
胤

韓 謝蝙 武辞 螂 熊

-115-



子・炭化粒子が含まれている。

遺物 各層中から縄文式上器片が出上しているが,中・下層に特に多い。13の石皿・ 14の敲石が

東壁側 4層中から出上している

所見 本跡の時期は覆上下層出上の遺物から,縄文時代後期前半 (堀之内 1式期)と考えられる。

第79図 1～12は覆土から出土した縄文式上器片で,本跡に伴うものと考えられる。 1～ 4は 口

縁部片で, 1は無文の口縁下には縄文地文に沈線によるモチーフが描かれている。 2・ 3は 口縁

直下に沈線が巡っており,縄文地文に沈線による蕨手文・山形文などが描かれている。 4は 口縁

直下に円形押圧文が巡っており,胴部には沈線によるモチーフが描かれている。 5～ 10は縄文地

文に沈線による蕨手文などの曲線文,■・ 12は条線文の施された胴部片である。

第52号住居跡出土石製品一覧表

第56号住居跡 (第80図 )

位置 N10h4区。

規模と平面形 長径5.20m・ 短径5。 15mで柄部長およそ2mの柄鏡形。

主軸方向 N-14°一W。

壁 壁高28～34cmで ,外傾して立ち上がっている。壁質はしっかりしている。

床 平坦である。踏み締まり部分は見られない。

ビット 20か所。規模及び配列からPl～P6が主柱穴と考えられる。径が16～21cmの ほぼ円形で深

さは10～24cmで ある。P7・ P9° Plsは位置関係から補助柱穴であろう。P12～ P14・ P17・ P18は炉を

園むように位置しているが,性格は不明である。規模は径18～27cmの ほば円形で深さ16～22cmで

ある。P8は長径60cm・ 短径41cmの楕円形で深さ12clnであるが,や はり性格不明である。柄部の前

に位置するP10。 Pllは柄部に伴うピットと考えられる。P10は径80cln程の円形で深さ32cm,Pllは長

径42cln・ 短径34clnの楕円形で中の小ピットの深さは52cmである。PloCPllには南側に「八」字状に

開く溝状の掘り込みが接しており,柄部を区画している。P16は径28cmの 円形で深さが36clnあ り,

柄部の出入り口施設に伴うピットであろう。柄部先端の対になる位置にP19・ P20がある。径24clnと

36cmの不整円形で,深さ13c14と 20clnである。柄部外の出入り口施設に伴うピットと考えられる。

図版番号 器  種
法 量

石   質 備    考
長 さ (cln) 幅 (cln) 厚さ (cln) 重量 (g)

第79図 13 石 皿 71 (13276) 安 山 岩 Q123,破片,越際4層中 PL63
敲 石 (91) (6415) 安 山 岩 Q124,欠損品,東壁探4層中 PL68
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SI-56 上層解説
1 暗褐色 焼土粒子中量,焼土小プロック・炭化粒子・ ローム小プロック少量,ロ ーム粒子多量

2 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・コームプロック少量
3 褐 色 焼土粒子・ローム小プロック微量,炭化粒子少量,ロ ーム粒子微量

4 褐 色 ローム粒子・ ローム小ノロック中量,焼土粒子・炭化粒子微量
5 褐 色 ローム粒子中量,焼土粒子・炭化粒子・ 炭化材細片少量,コ ーム小プロック微量

6 褐 色 ロームプロック中量,焼土粒子微量,炭化粒子少量

第80図 第36号住居跡実測図

-117-



St-56 炉土層解説
1 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量,焼土小ブロック・炭化粒子少量,ロ ーム

小ブロック微量

2 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量,焼土小プロック・炭化粒子微量,ロ ーム

小ブロック少量

5 にぶい赤褐色 焼土粒子・炭化粒子・焼土小プロック・ ローム粒子少量

6 暗 赤 褐 色 焼土粒子・焼土小プロック中量,炭化粒子少量

7 にぶい赤褐色 焼土小ブロック・ 炭化粒子・ ロームガヽ ブロック少量

8 暗  褐  色 焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック微量・ローム粒

子中量

暗 赤 褐 色 焼土粒子中量,焼土小プロック少量

暗 赤 褐 色 焼土粒子・ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック微量,焼

土小ブロック少量

炉 中央に付設されている。長径71cm。 短径54cmの不整楕円形で,床を10cm程掘りくばめて地床

炉としている。炉の覆土は焼土小ブロック・焼土粒子などを含む赤褐色上で,炉床は火熱で硬 く

なっている。

覆上 6層に分層される。焼土粒子・炭化粒子を含む褐色上の 2・ 6層が壁際から床上に広く堆

積している。さらに 3・ 4・ 5層の褐色上が壁際を中心に堆積し,深い凹レンズ状の窪地に 1層

の暗褐色上が入っている。 5・ 6層中には量は多くはないが,炭化材。木炭細片が含まれている。

また,各層には焼土粒子・炭化粒子が含まれている。

遺物 出入り口に当たる部分の覆上下層及び床に接して,縄文式上器片がまとまって出上してい

る。覆土上層からも土器片が多く出上しているが,時期にばらつきがあり,周辺からの流れ込み

であろう。

所見 縄文式上器片は前期 。中期・後期の各時期にわたるが,後期前半 (称名寺式期～堀之内式

期)の ものがやや多い。床上出上の上器及び住居跡の形態から,本跡の時期は縄文時代後期前半

(堀之内 1式期)と 考えられる。

猛綽配∞甲互定講習2

0              10Cm

第81図 第5G号住居跡出土遺物実測 。拓影図

第81図 1～10は床上及び覆土中から出上した縄文式上器片である。 1～ 3は沈線区画内に列点

文・縄文が施され,後期初頭 (称名寺式)の時期である。 4～10は本跡に伴うものであろう。 4

は口縁直下に円形押圧文が巡っている。 5・ 6は縄文施文の回縁部片である。 7・ 8は沈線によ

ってモチーフの描かれた胴部片で, 7は地文に縄文 (前々段多条)が施されている。 9・ 10は斜

位に条線文の施された胴部片である。
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第57号住居跡 (第82図 )

位置 N10,4区。

規模と平面形 長径不明・短径4.40mの [不整楕円形]。 東側は調査区域外である。

壁 壁高10～ 16clnで,緩 く外傾して立ち上がっている。壁質は柔らかい。北壁の一部は推定であ

る。

床 平坦である。踏み締まり部分は見られない。

ビット 16か所。規模及び配列からPl～P5が主柱穴と考えられる。径22～36cmの ほぼ円形で深さ

20～26cmである。床中央部に後世の撹乱土坑があり,それを囲むように径20～ 27clnのほぼ円形で

深さ18～ 30c14ほ どのP6～P14の小ピットが巡っている。撹乱土坑内に焼土ブロックが含まれている

ことから,炉のあった位置とも考えられる。その推測が正しければ,炉を囲むように掘 り込まれ

たピット群であったことも考えられる。

炉 認められない。撹乱土坑の位置に炉があったと考えられる。

覆± 3層に分層される。 2・ 3層の焼土粒子・炭化粒子を含む褐色上が壁際から床上に広く堆

①
l

SI-57 土層解説
1 暗褐色 焼土粒子中量,炭化粒子・ローム小プロック微量,ロ ーム

粒子中量

2 褐 色 焼上粒子・ 炭化粒子微量
3 褐 色 焼上粒子・炭化粒子微量,ロ ーム小プロック少量

第82図 第57号住居跡実測図

0               2m
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積している。 l層は暗褐色上である。 2・ 3層はロームブロックの有無で分層している。

遺物 覆土上 。中層から縄文式上器片が出上している。床上出土は少なく,後期前半の上器片が

撹乱土坑の周辺から出上している。

所見 出土土器の大半は縄文時代後期前半のもので,わずかに前期・中期のものが混じる。床上

から後期前半の土器が出上していることから,本跡の時期も縄文時代後期前半 (堀之内 1式期 )

と考えられる。

攣ⅣI ~12

剥□
10

0             1ocm

第83図 第37号住居跡出土遺物実測・拓影図

第83図 1～14は床上及び覆土中から出土した縄文式上器片である。 1・ 2は沈線区画内に列点

文が施された胴部片で,後期初頭 (称名寺式)の時期である。 3は 口縁突起部で,沈線と円形刺

突文で特異な造形である。やはり称名寺式で新しい段階であろう。 4～ 6は口縁直下に沈線が巡

り, 5。 6の胴部には縄文単節LR地文に蕨手文などの沈線文が施されている。 8～ 14は条線文の

施された胴部片で, 4～ 6と ともに本跡に伴うものであろう。13・ 14は流水状の条線文である。

碑 掏 斜
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第58号住居跡 (第84図 )

位置 Nl釘 2区。

規模と平面形 長径4.70m・ 短径4.65mの 不整円形。

壁 壁高25～30cmで,外傾して立ち上がっている。壁質はしっかりしている。

| |

o              2m

SI-58 風 1)上層解説

1 にぶい赤褐色 焼土小プロック多量,ローム小ブロック微量

2 にぶい赤褐色 焼土粒子・ローム小プロック中量,焼土小プロック

微量,炭化粒子少量

3 にぶい赤htl 焼土粒子多量,焼土小ブロック・炭化粒子少量,ロ

ーム小プロック中量

4 にぶい赤褐色 焼土粒子・ ローム小プロック中量,炭化粒子少量

5 赤  褐  色 焼土ブロック

6 にぶい赤褐色 焼土粒子中量,炭化粒子・ ローム小プロック少量

SI-58 只 21上層解説
1 にぶい赤褐色 焼上粒子・炭化粒子中量,ロ ームガヽプロック多量

2 赤  褐  色 焼土粒子・炭化粒子 。ローム小ブロック少量

3 にぶい赤褐色 焼土粒子中量,炭化粒子少量,ロ ーム粒子中量

4 にぶい赤褐色 焼土粒子・炭化粒子少量,ロ ーム小プロック多量
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SI-58 土層解説
1 暗褐色 焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック微量,ロ ーム粒子

中量

2 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・ロームプロック微量,ロ ーム粒子少量

3 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・ ローム粒子少量,ロ ーム小プロック

微量

4 褐 色 ローム4ヽプロック・炭化粒子・炭化材細片少量,焼土粒子・

ローム小ブロック微量

5 褐 色 焼土粒子微量,炭化粒子少量

6 暗褐色 ロームプロック・焼土粒子・波化粒子微量

心

炉 P

O炉
2

Ш
I

第 84図 第58号住居LII実測図
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床 平坦である。踏み締まり部分は見られない。

ビット 11か所。規模及び配列から炉を中心に巡っているPl～Pao Psが主柱穴と考えられる。PI

～P3・ P5は長径28～46cm・ 短径21～39cmの楕円形で深さ13～26cmで ある。P4・ P6～P9は規模にや

やばらつきがあるが,主柱穴の周辺に位置し補助柱穴と考えられる。PIOは炉の西側に位置し,径

50cm程の不整円形で深さ14cmである。Pllは南東壁に接しており,長径45mの円形で深さ57cmであ

る。いずれも性格不明である。

炉 中央に 2か所。炉 1は長径61cm・ 短径32cmの楕円形で,床を10cmTE皿状に掘り窪めて地床炉

としている。炉内覆土は焼土粒子・炭化粒子を含む鈍い赤褐色上で,炉床は火熱で硬 くなってい

る。炉 2は長径65cm・ 短径45cmの楕円形で,床を15cm程皿状に掘りくばめて地床炉としている。

炉の覆土は炉 1と 同様である。

覆± 6層に分層される。 5・ 6層の褐色土及び暗褐色上が壁際に堆積してのち,褐色上の 3・

4層が入り,さ らに起伏のあるその上に 1・ 2層が堆積している。各層中には焼土粒子・炭化粒

子がわずかに含まれている。

遺物  3・ 4層中に縄文式上器片が多く含まれている。器形のうかがえるものはほとんどない。

11の上器片錘は覆土中の出土である。

所見 炉 1・ 2については,時期差があるのかどうか不明である。覆土中の上器片の大半は縄文

時代後期前半 (堀之内式期)であり,前期 。中期の上器片はわずかである。また,後期前半以降

の上器が含まれていないことから,本跡の時期は縄文時代後期前半 (堀之内 1式期)と考えられ

る。

要2

中
0             10Cm

第85図 第58号住居Ltt出上遣物実測・拓影図

-122-



第58号住居跡出上土製品一覧表 (PL65)

図版番号 器  種
法      量 (cm) 径

タ

重 量
(g)

現存率
(%)

備   考
最大長 最大幅 最大厚

第85図 11 上 器 片 錘 12 DP69,覆土中,胴部片利用

第85図 1～10は覆土中から出上した縄文式上器片である。 1は隆帯C字文が組み合わされた口

縁部片で,後期初頭 (称名寺式)の時期であろう。 2～ 10は本跡に伴うものと考えられる。 2は

無文の口縁部が刺突の施された隆帯によって区画されている。3は隆帯下に沈線が垂下している。

4は刺突の施された隆帯が口縁部から胴部に巡らされている。 5は口縁直下に沈線が巡り,沈線

上には刺突の施された円形浮文が配される。胴部は縄文である。 6も 口縁部片で,肥厚する口縁

部に 2本の沈線が巡る。 7は縄文 (単節LR)地文に蕨手文が描かれている。 8は隆帯により無文

の回縁部が区画され,隆帯下は条線文である。 9・ 10も 条線文の施された胴部片である。

第59号住居跡 (第86図 )

位置 N917区。

規模と平面形 長径4.70m・ 短径4.40mの不整円形。

壁 壁高16～ 18cmで ,緩やかに外傾して立ち上がっている。壁質は柔らかい。また,南東部は立

ち上がりがはっきりしていない。

床 平坦である。踏み締まり部分は見られない。

ビット 14か所。規模及び配列からPl・ P3・ P5° PIO・ P13が主柱穴と考えられる。長径27～ 42cm・

短径21～39cmの楕円形及び円形で,深さ21～35cmで ある。他のピットも主柱穴に沿って位置して

おり,補助柱穴的なものと考えられるが,規模にはばらつきが見られる。

炉 中央に付設されている。長径76cm・ 短径55cmの楕円形で,床を 7 cm程掘りくばめて地床炉と

している。炉内覆土は焼土粒子・焼土ブロックをやや多く,炭化粒子をわずかに含む赤褐色土である。

覆上 8層に分層される。 8層の褐色上がブロック状に床上に, 6・ 7層の褐色及び鈍い褐色土

が壁際に堆積している。そのうえに 2・ 5層の褐色土が床上を広く覆うように入っている。 3・

4層 はその後壁際に入った褐色土である。各層には焼土粒子 。炭化粒子が含まれている。 1・ 2

層中には木炭片が含まれている。

遺物 炉の周囲の覆土中から縄文式上器片が多く出土している。壁際には少ない。床上出土遺物

も少なく,わずかに浮いた状態で土器片が覆上下層から少量出上している。 1～ 6の底部片,22

の石皿片 。23の剣片も覆土中の出上である。

所見 各層中から出土している土器の大半は縄文時代後期前半 (堀之内 1式期)の ものであり,

本跡の時期も該期と考えられる。
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S十 -59 土層解説
1 嗜 褐 色 焼土粒子・炭化材細片微量,炭化粒子・ローム小プロック

少量

2 褐   色 炭化粒子・炭化材細片。ロームブロック少量,焼土粒子微
量

3 褐   色 焼土粒子微量,ロ ーム粒子少量
4 褐   色 ローム小プロック・ 戊化粒子・焼土粒子少量
5 褐   色 炭化粒子微量 ,ロ ーム小プロック少量
6 褐   色 ローム小プロック少量,焼土粒子・ 炭化粒子微量,ロ

ーム粒子中量

第86図 第59号住居跡実測図

0              2m

7 にぶい褐色 焼土粒子・炭化粒子微量

8 褐   色 焼土粒子微量,炭化粒子・ コーム小ブロック少量
S十 -59 炉上層解説

1 暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・焼上小ノロック中量,炭化

材細片少量

2 にぶい暗赤褐色 焼土粒子中量,焼上小ブロック・炭化粒子・ ロー

ムイヽプロック少量

3 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量,焼土小ブロック・炭化粒子少量,
ローム粒子 。ローム小プロック中量

4 褐     色 焼上粒子微量,炭化粒子少量,ロ ーム小プロック

多量,ロ ーム粒子中量

第87図 7～21は床上及び覆土中から出上した縄文式上器片である。 7・ 8は沈線区画内に列点

文の施された胴部片, 9は小突起のある口縁部片で,表裏に円形刺突文があり,後期初頭 (称名

寺式)の時期であろう。10～21は本跡に伴うものと考えられる。10は波状口縁部片で,日縁直下

を巡る沈線がC字状沈線と組み合わさつている。11・ 12は 口縁直下に円形刺突文が巡っている。

13～15は無文の口縁部が沈線によって区画され,さ らに14・ 15は縄文地文に沈線によるモチーフ

が描かれている。16～20も縄文地文に沈線によるモチーフの結かれた胴部片で,17は沈線内を磨

消している。21は条線文の施された】同部片である。
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第87図 第59号住居FFl出土遺物実測・拓影図

第59号住居跡出上遺物観察表

ノ．ｒ切
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器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 及 び 文埜 胎土・ 色調・ 焼成 備   考

87

1

株  冷

縄文式土器 C[86]
底部から胴部下端にかけての破片。半属の居司

`か
ら知唄

して立ち上がる。施文は見られず,外面縦ヘラミガキで

肉面繕什のナデ^

自色細砂柾

にぶい橙色

普涌

%

縄文式上器

(45)

[100]

Ｂ

Ｃ

底部か ら胴部下端 にかけての販片。やや上け胚気味のlB

部か ら外傾 して立ち上が る。施文は見 られず縦位のナデ ,

肉百緒什のナデハ             ____

細砂粒,ス コリア

にぶい橙色

善 嶺

5%
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B (47)
C [71]

底部から胴部下端にかけての破片。やや突出気味の底部

から外反して立ち上がる。施文は見られず下端は横ヘラ

ケズリ,内面ナデ。底面ヘラミガキ。

砂粒,ス コリア

にぶい橙色

普通

B(45)
C[90]

底部から胴部下端にかけての破片。平底の底部から外傾

して立ち上がる。施文は見られず外面縦ヘラミガキ,内
面ナデ。

B (25)
C[118]

台部片。低い台部で「ハ」字状に開く。円子Lを有すると思

われる。施文は見られず,外面横ヘラミガキ。
白色細砂粒多量

にぶい責橙色 普通
深  鉢
縄文式上器

B (22)
C[100]

底部から胴部下端にかけての破片。平底の底部から外傾

して立ち上がる。施文はなく縦位のナデ。

白色細砂粒多量

橙色     普通

第87図

3

第53号住居跡 (第74図 )

位置 N10h8区。

重複関係 第54号住居跡を掘り込み,ま た,北壁側を第147号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形 長径4.05m・ 短径3.60mの楕円形。

壁 壁高12～14cmで ,外傾して立ち上がっている。壁質はしっかりしている。

床緩い起伏がある。踏み締まり部分は見られない。

ビット 6か所。Pl～Psは径14～25cmの ほぼ円形で深さ16～30cln,P6は長径46cln・短径38cmの不

整楕円形で深さ38cm,配列に規則性がなく性格不明である。

炉 中央に付設されている。長径86cm。 短径50clnの楕円形で,床を4cm4掘 りくばめて地床炉と

している。炉内覆土には焼土粒子や庚化粒子を含むが多い量ではない。火熱によって硬くなった

部分も認められない。

覆± 2層に分層される。 1・ 2層 とも焼土粒子・炭化粒子を少量含む褐色上である。焼土ブロ

ックの有無で分層している。上層から本跡が第54号住居跡を掘り込んでいるのが判る。

遺物 覆土中及び床上から縄文式上器が10数片出上している。

所見 遺物は縄文時代中期後半・後期前半の上器片で,混在している。本跡の時期は中期後半～後

期前半の間で考えておきたい。

第88図 1～ 6は縄文時代後期前半 (堀之内 1式)の上器片である。 1は山形突起の回縁部片で,

円形刺突文と沈線によってモチーフが描かれている。 2は 口縁直下に円形刺突文, 3は沈線文が

巡っている。 4～ 6は胴部片で, 4の沈線による区画内は単節縄文RLである。 5・ 6は条線文

が施されている。

２３

％

Ｐ

５

２３

％

Ｐ

　

５

２３

％

Ｐ

５

２３

％

Ｐ

　

５

第59号住居跡出土石製品一覧表

図版番号 器   種
法 量

石  質 備   考
長さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cln) 重量 (g)

第87図 22 石 皿 (23865) 安 山 岩 Q126,欠損品     PL69
剣 片 頁   岩 Q128,覆土中     PL65
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第 88図 第53号住居跡出土遺物実測・拓影図

第62号住居跡 (第89図 )

位置 N9h8区。

規模と平面形 長径3.30m。 短径2.80mの不整楕円形。

壁 壁高10～ 18cmで,外傾して立ち上がっている。

床 緩い起伏がある。踏み締まり部分は見られない。

A

名aem   
口1 式  _

SI-62 土層解説
1 にぶい赤褐色 焼土粒子・炭化粒子・ ローム粒子中量,ロ ーム小ブ

ロック少量,焼土小プロック微量

2 にぶい赤褐色 ロームプロック・焼土粒子・炭化粒子少量,ローム子

中量

3 褐    色 焼上粒子・皮化粒子微量,ロ ーム小ブロック少量

4 にぶ い褐 色 ローム糧子中量,焼土粒子微量,炭化粒子少量

5 褐    色 焼土粒子・炭化粒子微量,ロ ーム粒子・ローム小ブロ

ック少量

第89図 第62号住居跡実測図

口
|

0           10Cm

01

o               2m

SI-62 炉上層解説

1 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量,焼土小プロック・炭化粒子少量,ロ
ームブロック微量

2 にぶい赤褐色 焼上粒子多量,焼土小ブロック・ ローム小ブロック

少量,炭化粒子中量

3 にぶい赤褐色 焼土粒子・ ローム小プロック中量,焼土小ブロック

少量,炭化粒子微量
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ピット 3か所。Plo P2は長径48～54cm・ 短径36～43cmの楕円形で深さ29～ 36cmである。P3は径

26cmの ほぼ円形で深さが16cmあ るが,いずれも配列に規則性がなく性格不明である。

炉 中央からやや南西寄りに付設されている。長径76cm・ 短径65cmの楕円形で,床を8cm4皿状

に掘りくばめて地床炉としている。炉の覆土は焼土粒子を多量に含む赤褐色上で,炉廉は硬くな

っている。

覆± 5層 に分層される。壁際に 3・ 4層の褐色上が堆積してのち, 2層の鈍い赤褐色土が広く

上を覆い,さ らに同色の 1層が堆積している。 1・ 2層は焼土ブロックの有無で分層している。

5層 は後世の掘り込みであろう。各層にはいずれも焼土粒子・炭化粒子が含まれている。

遺物 覆土上層から縄文式上器片がやや多く出上している。床上出土は数点である。

所見 極めて規模が小さいが,炉があることから住居とした。出土土器の大半は縄文時代後期前

半 (堀之内 1式期)の ものであり,本跡の時期は該期と考えられる。

10Cm

第90図 第62号住居Ltl出土遺物実測・拓影図

第90図 1～ 6は床上及び覆土中から出上した縄文式上器片で,本跡に伴うものである。 1・ 2

は口縁直下に沈線が巡り,円形刺突文が配される。 1は国縁部が鋭く内傾し,内面にも円形刺突

文がある。 3・ 4は口縁直下に円形押圧文が巡っている。 5・ 6は縄文地文に沈線による山形文・

蕨手文が描かれた】同部片である。

第55A号住居跡 (第91図 )

位置 N10a7区。

重複関係 第55B号住居跡と切 り合つている。

規模と平画形 長径 [6.■ m]・ 短径 [5,39m]の [楕円形]。

壁 覆上が浅く表土を除去した段階で,壁は削り取られてしまった。
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第91図 第55A号住居LII実測図

床 炉を含め,その東側部分にかけて径約 3mの範囲で,床の踏み締まりが認められる。他の部分

は軟弱である。第91図の破線は住居跡の推定ラインで,ピ ットの配列で判断した。

ビット 27か所。第55B号住居跡と重なる部分を加えるとさらに6か所増えるが,配列からそれ

らは第55B号住居跡に伴うものと判断した。P18内から北朱銭 (政和通費)が 1枚出上しており,

また,P19と ともに覆上が柔らかく,両ピットとも本跡に伴うものではないと考えられる。多くの

ピットは推定住居跡プランに沿って巡っている。規模にややばらつきがあるが,Pl～ P3・ P5・ PS・

Pll・ P13～ P15・ Pl夕が配列から主柱穴と考えられる。Pl・ P5・ PS・ P13・ P17は径31～43cmの不整円

形で深さ12～ 70cln,P2・ P3・ Pll・ P13・ P15は径21～25clnの不整円形で深さ10～ 61clnである。P4・

P6・ P7・ P10・ P12・ P16は補助柱穴と考えられるが,他については性格不明である。P24は炉 1を掘

り込んでおり,後世のものと思われる。
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炉 中央に 2か所。炉 1は長径24cm・ 短径55cmの不整楕円形で,炉床は火熱によって硬 くなって

いる。炉 2は長径62cm・ 短径53cmの楕円形である。

覆土 表土除去の段階で,削 り取られてしまった。

遺物 表土除去の際,縄文時代前期・後期,中・近世の上器片が出上している。

所見 内耳土器の小片やカフラケ片の出土から,中世の遺構も重複していた可能性がある。北宋

銭もそのためであろう。本跡は縄文時代の住居跡と考えられるが,遺物から時期の特定は難しい。

住居の形態及び土器から,後期の可能性があることを指摘しておく。

判聯
i背
3

0               10Cm

第92図 第55A号住居謝出上遣物実測・拓影図

第92図 1～ 3は表土除去の際出上した縄文式上器片である。 1は絡条体による縄文の口縁部片

で, 2と ともに前期前半 (黒浜式)の時期, 2は単節縄文のみの施文で,胴部片である。 3は沈

線区画内に列点文が施された胴部片であり,後期初頭 (称名寺式)の時期である。

(C地区)縄文時代

第29号住居財 (第94図 )

位置 L1513区。

規模と平面形 長径3.96m・ 短径3.90mの不整方形。

壁 壁高 8～ 15cmで ,なだらかに立ち上がっている。壁質は柔らかい。

床 平坦である。踏み締まり部分は見られない。

ビット 住居跡内に8か所・住居跡外に 4か所。壁に接して住居跡外にあるPl～P4は配置に規則

性が認められ,住居跡に伴うピットと考えられる。Pl・ P3・ P4は径34～40cmのほぼ円形で深さ10～ 20

cmである。P2は径50cmの円形で,深さは45cmである。住居跡内のピットは,炉を挟んで東西に向

き合う位置である。規模及び配置からP5・ P7・ P9° P12が主柱穴になろう。P5° P9・ P12は径34cm

程のほぼ円形で深さ10～28cm,P7は径60cm程の円形で深さ19cmである。P6・ P8・ P10・ Pllも 主柱

穴列に位置している。

炉 中央部に 1か所付設されている。長径80cm・ 短径70clnの 楕円形で,床を 5 cln程掘 りくばめた
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SI-29 土層解説
1 褐    色 焼土粒子少量,ロ ーム小プロック・炭化粒子微量
2 にぶ い 褐 色 ローム小プロック少量,焼土粒子・ 炭化粒子微量
3 褐    色 焼土粒子・ 炭化粒子微量
4 褐    色  ローム小プロック少量,炭化粒子微量

第94図 第29号住居跡実測図

。 | 
。

|

0

SI-29 炉土層解説
1 にぶい赤褐色 焼土小プロック・ローム小ブロック少量,炭化粒子微量

地床炉である。あまり焼けておらず,炉内覆土中に含まれる焼土粒子・炭化粒子も少ない。

覆± 4層に分層される。 3・ 4層の褐色上が壁際に堆積してのち,焼土粒子・炭化粒子をわず

かに含む 1・ 2層が入っている。

遺物  1・ 2層中から,わずかに土器片 。円礫が出上している。器形の分かるものはなく,いず

れも小破片である。 5の敲石が北壁寄り1層中から出上している。

所見 炉は長期間使用されたという状況ではない。覆土中からの出土遺物も少ないが,住居跡の

形態とも考え合わせ,本跡の時期は縄文時代早期末 (茅山式期)と考えられる。

第95図 1～ 4は覆土中から出上した縄文式上器片である。 1は表裏条痕文土器で,口唇上にア

ナグラ属の貝殻背圧痕がある。 2・ 3は裏面の条痕ははっきりしない。 1～ 3は本跡に伴うもの

であろう。 4は前々段多条の縄文で,繊維脱痕も甚だしく前期初頭の時期であろうか。

③兒
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0              10Cm

第96図 第29号住居跡出土遣物実測・拓影図

第29号住居跡出土石製品一覧表

第30号住居跡 (第96図 )

位置 M15altt。

規模と平面形 長径6.08m。 短径4.27mの不整楕円形。

長径方向 N-78°一W。

壁 壁高10～ 13cmで ,緩やかに立ち上がっている。

床 平坦である。踏み締まり部分は見られない。

ピット 11か所。西壁際に3か所,炉を囲むように8か所認められる。P4～ P6・ P9～Pllは長径30～53

cln,短径21～34cmの 円形及び楕円形で深さ 7～20cmである。炉の南東側のPl～P3・ P7・ PSは規模

に差がある。Pl・ P2は長径94～100cm,短径80～82cmの楕円形で二段掘り込み状をしており,深さ

18～55cmである。P3・ P7・ PSは径42～56cmの ほぼ円形で,深さ14～43cmである。炉を囲んでおり,

いずれも柱穴と考えられるが,主柱穴は特定できない。

炉 中央部に付設されている。長径190cm。 短径63clnの細長い精円形で,l cmの 厚さで被熱土層が

見られる。北西部分のほうにやや焼土粒子が多い。

覆± 5層に分層される。3層が壁際に堆積してのち,皿状の窪地にローム小ブロックを含む 5・

4・ 2・ 1層が流れ込んでいる。いずれも焼土粒子 。炭化粒子をわずかに含んでいる。

図版番号 器  種
法 量

石   質 備   考
長さ (cln) 幅 (cln) 厚 さ (cln) 重量 俊)

第95図 5 敲 石 安 山 岩 Q58,北壁寄り1層中

-133-



④ l

Ｂ
・　
Ａ一

Ｉ
Ｉ
ｌ
氏
ｎ
日
Ｈ
Ｈ
日
間
Ｈ
Ｈ
Ｈ
日
Ｈ
Ｍ
Ｎ
日
Ｍ
‐Ｉ‐
‐Ｎ
‐―‐
Ⅲ
円
日
日
日
日
日
И
ｒｉ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
円
日
Ｍ
Ｍ
Ⅲ
問
日
И
円
Ｖ
ｒ
‐
Ｉ
Ｉ
　
Ｗ

バ
〓

ul        
。

|

Al.4m                                      
――

B

1 暗  褐  色 焼土粒子・ ロームをヽプロック・炭化粒子少量

2 暗  褐  色 ロームイヽプロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3 褐    色 焼上粒子・ 炭化粒子微量
4 暗  褐  色 焼土粒子・焼土小プロック少量,炭化粒子微量

5 暗  褐  色 焼土小ブロック・ ローム小ブロック少量

第96図 第30号住居跡実測図

0              2m

遺物 各層中から縄文式上器片が出上しているが,器形の分かるものはない。 2の底部片は 1層

中,1の深鉢は焼土上からの出上である。また19と 20の敲石は炉の南側 1層中からの出上である。

所見 炉の焼土は少なく,長期間使用したという状況ではない。覆土上層からは縄文時代前期の

上器片も出土しているが,床上出上の上器片のほとんどが縄文時代早期末 (茅山式期)であるこ

とから,該期と考えられる。
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第30号住居跡出上遺物観察表

図ナ板番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調 。焼成 備  考

第97図

1

深  鉢
縄文式土器

A[260]
B(91)

頸部から口縁部にかけての破片。胴部は外反気味に立ち

上がる。無文地に,日縁部に平行して半裁竹管状工具に

よる有節線文を3段施し,幅の狭い口縁部の 1・ 2段間

は無文帯で,中に 1・ 2段をつなぐようにV字状の有節

線文を配す。その下に竹管の背を利用して, 1条の押し

引き文が 3段目の有節線文まで垂下する。 2,3段間は
横位の沈線文が充填されている。以上の施文は同一工具

による。口縁部の形状から,V字状文の上には山形の造
形があるかもしれない。

砂粒多量,

長石,石英,雲母
にぶい褐色

普通

Ｐ■

％

Ｐ

ｌ０

2 台 付 鉢

縄文式上器

B(38)
C[108]

台部から底部にかけての破片。台部は「ハ」字状に開く。

施文はない。底部は平坦である。繊維脱痕が見られる。

白色細砂粒,スコリア,

繊維多量

明赤褐色   普通

ｎ

％

Ｐ

２０

第97図 3～ 18は床上及び覆土中から出上した縄文式上器片である。 3～ 9は条痕文系土器で本

跡に伴うものと考えられる。 3はキザミのある隆帯によって区画される口縁部片で,円形刺突文

と縦沈線が組み合わされた文様が描かれている。 4は くずれた隆帯上にキザミが施された頸部片

である。 5～ 7は表裏条痕文土器の胴部片で, 8。 9は表面に条痕が見られない胴部片である。

10～ 11は前期初頭の時期か。10は単節縄文RLで ,11は 円形竹管文が 3段施されており,いずれ

も胴部片である。12は付加条一種付加 2条の縄文が施された口縁部片で前期前半 (関山式)であ

る。13・ 14は同一個体であろう。縄文地文に竹管による施文で,口縁部は押引き爪形文,胴部に

は平行沈線間に押引き山形文で,それぞれに円形竹管文を施している。いずれも前期前半 (黒浜

式)である。15～ 18は前期後半 (浮島式)の時期である。15は半我竹管による押引き爪形文と横

線文の口縁部片であり, 1と は同一個体になるものと思われる(断面の傾きは 1に訂正)。 16～ 18

はアナグラ属による貝殻腹縁文が施されており,16は 口唇部にキザミがある。17・ 18は胴部片で

ある。

第30号住居跡出土石製品一覧表

図版番号 器   種
法 量

石   質 備    考
長さ (cm) 幅 (cln) 厚 さ (cln) 重量 (g)

第97図 19 敲 石 礫   岩 Q59,破損品,炉の南側 1層中

敲 石 礫   岩 Q60,同 上
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第32号住居跡 (第98図 )

位置 M14b。区。

規模と平面形 長径4.25m・ 短径3.65mの楕円形。

長径方向 N-55°一W。

壁 壁高 8～ 15clnで ,なだらかに立ち上がっている。壁質は柔らかい。

床 平坦である。踏み締まり部分は見られない。

ビット 7か所。P6を除き,壁からやや離れて五角形状に巡る。規模にややばらつきがあるが,

Pl～Psが主柱穴と考えられる。Pl・ P2・ P4は長径48～60cm,短径36～42cmの楕円形で,深さ16～22

clnである。P3は長径80cm・ 短径53cmの楕円形で深さ18cm,P5は径34cmの 円形で深さ15clnである。

P7は径27c14の円形で深さが15clnあ り,補助柱穴と考えられる。P6は径35clnの円形で深さ16clmであ

るが,性格は不明である。

炉 確認できなかった。

覆上 6層に分層される。 3・ 5・ 6層が壁際に堆積し,その上に 1・ 2層が流れ込んでいる。

01０

―

隠

ｎ

Ｈ

Ｈ

ＩＩ

Ｈ

日

―――

出

―――

閉

例

円

ν

ｌ

ロ

一

ml7

A_1.4m

SI-32 上層解説

1 暗  褐  色 焼土粒子・ローム粒子・炭化粒子少量 ,ローム小ブロッ

ク微量

2 褐    色 ローム小プロック少量,焼土粒子・ 炭化粒子微量

3 褐    色 焼土粒子・炭化粒子微量

第98図 第32号住居Ltl実測図

0              2m

色

色

色

褐

褐

褐

焼土粒子少量,炭化粒子微量

ローム粒子少量,焼土粒子・炭化粒子微量

焼土粒子・炭化粒子微量
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いずれの層中にも焼土粒子 。炭化粒子が少量ずつ含まれる。

遺物 各層中から土器片が出土しているが,量は少ない。 9の礫石斧 。10の石匙 。11の敲石は覆

土中の出上である。

所見 炉をもたない小型の住居跡で,時期は出土遺物から縄文時代早期末 (茅山式期)と 考えら

れる。

讐露7翻脚熱
3

0            10Cm

第99図 第32号住居跡出土遺物実測・拓影図

第99図 1～ 8は床上及び覆土中から出上した縄文式上器片であり,本跡に伴うものと考えられ

る。 1は口縁部片,他は胴部片である。 1～ 6は表裏条痕文土器で, 6は横位後縦位に施されて

いる。 7・ 8は裏面にはほとんど条痕は見られない。 7は棒状工具による刺突列が施されている。

第32号住居跡出土石製品一覧表

図版番号 器  種
法 量

石   質 備   考
長さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 (g)

第99図 」 敲 石 安 山 岩 Q64, 欠損品 , 覆上中

9 礫  石  斧 泥   岩 片刃状 ,覆上中 PL67

石 匙 黒 曜 石 Q65,覆土中      PL66

第33号住居跡 (第 100図 )

位置 M15b2区。

重複関係 北側部分を第89号土坑に,南西側部分を第76号土坑に掘り込まれている。
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下
悦

４

Ｃ
一

01
__SI-33 上層解説

1 褐    色 焼上粒子少量・ 灰化粒子微量

色  ロームイヽ プロック少量,炭化

粒子微量

~頚
Ц 三

==Ξ
正 三 三 ≦ Ξ 巨

ヌ 三

=車 ==三
蓋 三 フ オ

~ 2褐

B
3 褐    色 焼土粒子少量,炭化粒子微量

4 暗  褐  色 ローム粒子少量,焼上粒子・

炭化粒子微量

5 褐    色 炭化粒子・ 焼土粒子睡少量,
~       

ローム粒 子多量

SI-33 炉上層解説

1 にぶい赤褐色 焼土粒子・ ローム粒子少量

o               2m

規模と平面形 長径 [5。 15]m。 短径 [4.80]mの不整円形。

壁 壁高10～ 12clnで,外傾して立ち上がっている。

床 平坦である。踏み締まり部分は見られない。

ビット 15か所。P7・ P10・ P12～P15は径28～32cllaの円形及び不整円形で,深さは9～33cmで ある。

Pl・ P2・ P5・ P6・ PSは径34～42cmの不整円形で深さ16～94cmである。P3・ P4・ P9C Pllはやや規

模が大きく,径56～76cmの不整円形で深さ16～94cmである。P4は外傾する深いピットである。配

列 。規模からP2・ P6・ P7・ P10・ P12が主柱穴と考えられるが,第76号土坑によって壁際のピット

1か所が掘り込まれている可能性もある。

炉 焼上の薄い広がりである。中央から西側寄りのP8・ P9間に2か所 (炉 1・ 2)。 炉 1は長径63

cm・ 短径43clnの楕円形で,焼土層の厚さは 3 cmである。炉 2は長径100cm・ 短径56c14の楕円形で,

焼上層の厚さは 5 cmである。いずれも浅い皿状の掘り込みであるが,火熱を受けて赤 く硬 くなっ

③
眺

醍

ｗ‐
ヽ
　
ヽ

＼
ヽ ＼

、

　

Ｋ ７６

第100図 第33号住居隊実測図
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第101図 第33号住居跡出土遺物実測・拓影図(1)

I犀
蝉
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0              10Cm
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第102図 第33号住居跡出土遺物実測図(2)

た部分は見られない。

覆± 5層に分層される。 4層が壁際から床の一部を覆つて,さ らに 3・ 5層がブロツク状に入

り,その上に焼土粒子をやや多く含む 2層が流れ込んでいる。 3・ 4層 はロームブロックの多少

で分層している。 1層は後世の焼上の堆積層であるが,遺物を含まず,時期の特定はできない。

遺物 覆土中層から縄文式上器片がやや多く出上している。すべて小破片である。 1の深鉢及び

15と 17の磨石 。14と 16の敲石は 2層中の出土である。

所見 焼上の薄い広がりは,炉 というよリー時的に火を使つた場所と考えられる。本跡の時期は

床上出上の上器から判断して,縄文時代早期末 (茅山式期)と考えられる。

第33号住居跡出土遺物観察表

図1振番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎上。色調・焼成 備   考

第101図

1

深  鉢
縄文式上器

A[145]
B(172)

胴下半部から口縁部にかけての破片。胴下半部から外傾

して立ち上がり,中位から口縁部にかけては直立気味で

ある。胴部外面は下半部が条痕文 (ア ナグラ属の貝によ

る)で,中位から上半部にかけて縄文 (太めの単節RL
で横回転)を施文している。中位では条痕文と重なる。

胴部内面は条痕文 (斜位・横位で,条間が粗く外面とは別

の貝)である。口唇部は外そぎ状で,上面に半載竹管状

工具による押し引き文が巡る。

白色細砂粒,繊維多

量

橙色

普通

ＬＰ１．

％

Ｐ

６０

第101図 2～ 13は床上及び覆土中から出上した縄文式土器片で,1と ともに本跡に伴うものと考

えられる。 2・ 3・ 13は 口縁部片,他は胴部片である。 2～ 7は表裏条痕文土器で, 6・ 7の裏

面には交差するように重ねて条痕を施している。 8は擦痕状の整形で,裏面にわずかに条痕が見

られる。 9～ 13も 擦痕による整形である。 9は口縁部に段を持ち,半我竹管による爪形文が施さ

れている。10は条痕文地文で,アナグラ属の貝殻背圧痕が巡らされている。■はゆるい段上に半

載竹管による横に長い「コ」字状の刺突,12はキザミが施されている。13は擦痕地文に表裏に縄
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文 (撚りのゆるい単節RLか)が施文されている。裏面の縄文は口縁部のみである。13は前期初

頭まで下がる可能性もある。

第33号住居跡出土石製品一覧表

第36号住居跡 (第 103図 )

位置 M14a7区。

規模と平面形 長軸2.70m。 短軸2.45mの不整方形。

長軸方向 N-32°一 E。

壁 壁高15～23c14で,緩やかな傾斜をもって立ち上がっている。

床 凹凸があり,軟弱である。

ビット 7か所。規模がばらばらであるが,壁に沿って巡っている。規模の小さいP4は径30cmの

SI-36 上層解説
1 黒  褐  色 焼土粒子多量,焼土イヽプロ

ック少量,ロ ームガヽプロッ

ク微量

焼土粒子・焼土小ブロック・

炭化粒子少量,ロ ーム小ノ

ロック多量

焼土粒子・ 炭化粒子少量

焼土粒子・ 炭化粒子微量 ,

ロームガヽプロック少量

Ａ
一
Ｂ
一

01

2褐

3褐

4明 褐

名 74m 色

色

図版番号 器  種
法 量

石   質 備 考
長さ (cln) 幅 (cln) 厚 さ (cln) 重量 (g)

第101図 14 敲 石 (49) (50) (28) (630) 砂   岩 Q67,破片, 2層 中

磨 石 (49) (50) (43 6) 砂   岩 破片, 2層 中

敲 石 (77) (3416) チャー ト Q69,磨石兼用,欠損品, 2
17 磨 石 (3_5) (599) 安 山 岩 Q70,破片, 2層中

⑥
ａ
Ⅵ

郁

第103図 第38号住居Ltt実測図
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円形で深さ8 cm,大 きいP5は長径113cm・ 短径70cmの楕円形で深さ 8 cmである。他のピットも深さ

は8～■cmと 浅い。規模の違いはあるが,配列からPl・ P3・ P5(堀 り込みの西側部分)・ P6が主柱

穴と考えられる。他は性格不明である。

炉 確認できなかった。

覆± 4層に分層される。ローム小ブロックを含む層が壁際に堆積してのち, 2層が床全体を広

く覆うように入っている。その後,壁際に3層が入って,皿状の窪地に 1層が堆積している。

遺物 数は多くはないが,縄文式土器片を中心に上器片が各層から出上している。器形の分かる

ものは 1点 もない。 8の磨製石斧は覆土中の出上である。

所見 住居跡というには,約6.6m2の床面積は小さすぎる感じである。床上も含め住居跡から出土

している大半の上器は,縄文時代早期末の条痕文系土器である。本跡の時期は,出土遺物から縄

文時代早期末 (茅山式期)と 考えられる。

∈が5韓が期
8

0            10Cm

第104図 第38号住居跡出土遺物実測・拓影図

第104図 1～ 6は床上及び覆土中から出上した縄文時代早期末 (茅山式)の上器片で,本跡に伴

うと考えられる。1～ 3は表裏条痕文上器で,1の回唇上には斜位のキザミが施されている。4・

5の裏面には条痕は認められない。 6は縄文条痕文土器の口縁部片である。単節縄文LRが横回

転で施文さらている。 7は弥生時代後期の口縁部片である。複合口縁の下端には幅広の棒状工具

による押圧が施されている。縄文は付加条一種付加 2条である。

第36号住居跡出土遣物石製品一覧表

図版番号 器  種
法 量

石  質 備   考
長 さ (clm) 幅 (cln) 厚 さ (cln) 重量 (g)

第104図  8 磨 製 石 斧 流 紋 岩 78、 破片,覆土中    PL67
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A

第60号住居跡 (第 105図 )

位置 M14f6区。

重複関係 第40号住居跡と重なっており,掘 り込まれている。

規模と平面形 長径4.50m・ 短径4.27mの不整円形。

壁 第40号住居跡の掘り込みで,壁は良好には残ってなく,壁高 6～ 9 clnで ある。壁際の床から

なだらかに立ち上力Sっ ている。

床 緩やかな起伏がある。踏み締まり部分はなく,軟弱である。

ビット 2働 所ゝ。壁に沿って巡っており, Pl・ P3・ P5° P6・ P8・ Pll・ P13・ P14・ P17～P21は壁柱

穴と考えられる。Pllのみ長径38cm・ 短径27cmの楕円形で深さが16cmあ り,他は径18～ 26clnの 不整

口
|

旦16.9m       ―
~~べ
ここ蚕И望重コπ

~~   ♀  .  平°m
SI-60 上層解説
1 暗  褐  色 焼土粒子微量,ロ ーム小ブロック少量,ロ ーム粒子

中量

2 褐    色 ロームプロック中量,焼土粒子・ コーム粒子少量

3 褐    色 焼土粒子微量
4 暗 赤 褐 色 ローム粒子・ローム小プロック多量,焼土粒子中量,

焼土小プロック微量

5 明  褐  色 ローム小プロック少量
6 極 暗赤 褐 色 焼土粒子少量
7 暗  褐  色 焼土粒子少量,ロ ーム粒子中量
8 極 暗 赤褐 色 焼上粒子・ローム粒子微量,焼上小プロック・炭化粒

子少量

第105図 第60号住居 Ltl実測図

0               2m

SI-60 炉土層解説
1 明  掲  色 焼土粒子微量,ロ ーム粒子・ ローム小ブロック少量
2 褐    色 焼土粒子・焼土小ブロック・ ローム粒子少量
3 赤  褐  色 焼土粒子多量,焼土小プロック・ ローム小プロック

少量

4 赤  褐  色 焼土プロック多量

エ
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吋
ド
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―

―
０

Ｅ
叫
学
コ
「

乳l粋 泌
!③堆
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円形で深さ7～30cmである。P2・ P7・ PO・ PI。・P12・ P15・ P16は規模及び位置関係から補助柱穴と

考えられる。P4は覆土中に焼土ブロック・焼上粒子を含む長径66cm・ 短径58cmの楕円形で,深さ

10cmの皿状に掘り込まれたピットであるが,性格は不明である。

炉 中央からやや北西寄りに付設されている。径64cmの ほぼ円形で,床を 9 cm程皿状に掘りくば

めて地床炉としている。炉床中央に火熱によって硬 くなったロームブロックがあったが,その周

りはさらさらした感じの焼土粒子で,硬 くない。

覆上 8層に分層される。 2・ 4・ 5・ 6・ 8層の褐色土及び暗赤褐色上がやや起伏のある堆積

の仕方で床を覆っている。その上に 1層が入り,さ らに 3・ 7層が堆積している。

遺物 覆土中の上器片は多くはないが,炉の周辺から縄文時代早期末の条痕文系土器がまとまっ

て出上している。 1層中からは第40号住居跡に伴う遺物も出上している。12の石鏃は覆土中から

出上している。

所見 本跡は第40号住居跡の床精査時に,そのほぼ中央から確認された。出土遺物も縄文時代早

期と中期に限られ,遺物の出土状況及び住居跡プランから,本跡の時期は早期末 (茅山式期)と

考えられる。

電 瀞

稼V鸞∈

飼80調隠

録-4-鵜罷鋭      【__卓∝m
第側6図 第60号住居跡出土遺物実測・拓影図
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第106図 1～■は床上及び覆土中から出上した縄文式上器片で,本跡に伴うものである。 1・ 2

は日縁部片で, 1の 口唇上には棒状工具による押圧が, 2の 口縁直下及び口唇内面には棒状工具

による刺突文が巡らされている。 3～ 6は表裏条痕文の胴部片で, 6に は棒状工具による刺突文

が巡らされている。 7～ 11は胴部片で, 7～ 10は 1・ 2と ともに擦痕文が施されている。■は表

面は条痕文,裏面は擦痕文が施されている。

第28号住居跡 (第107図 )

位置 L15g2区 。

重複関係 北西コーナー部を第26号住居跡によって掘り込まれている。さらに第 2号溝が本跡の

中央部分を横断している。

規模と平面形 長軸 [6.10m]・ 短軸 [4.03m]の [不整長方形]。

長軸方向 N-12° W。

壁 壁高11～16cmで ,外傾して立ち上がっている。壁質は柔らかい。南東部壁は立ち上がりがつ

かめなかった。

床 平坦である。踏み締まり部分は見られない。

ビット 23か所。P21～P23を除いて,中央の炉を中心に壁際に巡っている。規模及び配列からPl～ P8

が主柱穴と考えられる。Pl・ P3・ P5° P7は長径32～66cmの不整楕円形で深さ28～46cln,P2・ P4・

P6・ PSは径23～38cmの不整円形で深さ30～ 66clnである。P9～P16・ P19・ P20は規模にばらつきがあ

るが,主柱穴に沿って巡っており補助柱穴と考えられる。P17・ P18は長径100cln・ 短径60～ 74cln。

深さ16～ 18clnであるが,性格は不明である。P6と P18と の関係は,P6がP18を掘り込んでいるのが

上層から観察できた。Pllは薄い焼上の広がりを掘り込んでいる。また,P16を薄い焼上が覆ってい

たO P21～ P23は 中央の炉を挟んで対の位置にあり,P23の中には焼上が入っていた。

炉 中央部に付設されている。長径1.18m・ 短径0.66mの楕円形で,床を15c14程掘り込んで地床炉

としている。炉床は一部,火熱で硬くなっている。

覆上 6層に分層される。 5・ 6層は炉内焼土層である。 1層が壁際から床全体に,起伏のある

堆積をしている。焼土粒子・炭化材細片を含む 2層 ,それらを含まない 4層がその上に入ってい

る。 3層は炉上の上層である。

第60号住居跡出土石製品一覧表

図版番号 器  種
法 量

石  質 備   考
長さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (clm) 重量 (g)

第106図  12 石 鏃 黒 曜 石 Q129覆土中       PL66
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B

SI-28 炉土層解説
1 赤  褐  色 焼土粒子・焼土プロック多量
2 明  褐  色 焼土小プロック多量
3 褐    色 焼土粒子・炭化粒子微量,ローム粒子。ローム小プロッ

ク多量

第 107図 第28号住居 LII実測図

o              2m

S十 -28 上層解説
1 褐    色 ローム小プロック少量
2 暗  褐  色 焼土粒子・ ローム小プロック・炭化材細片少遺

3 暗 赤 褐 色 焼土粒子・焼上小プロック・ ローム粒子少量

4 褐    色 ローム小プロック少量

5 極 暗赤 褐 色 焼土粒子・焼EL/Jヽプロック中量
6 赤  褐  色 焼土粒子・焼土小プロック多量

遺物 各層中から縄文式上器片が出土している。器形の分かるものはない。床上出上の上器片も

少ない。東壁際床上から13の石鏃,覆土中で北壁側から16の掻器・西壁寄りから14と 15の敲石が

出上している。また,南東壁際床上から偏平な楕円礫が, 5個まとまって出上している。
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第 108図 第 28号住居 LTl出 土遣物実測・ 拓影図
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所見 床上出上の上器は縄文時代早期末～前期初頭の繊維を含む条痕文・縄文・縄文条痕文系土

器であり,時期もその中で考えておきたい。焼上の広がりは炉というよりは,一時的な火の使用

の場所と考えられる。礫だまりの石は意図して持ち込んだものであろうが,火熱は受けてなく,

性格は不明である。

第108図 1～12は床上及び覆土中から出上した縄文式上器片であり,本跡に伴うものと考えられ

る。 1～ 5は表裏条痕文土器片である。 6～ 8は裏面の条痕はほとんど見られない。 7は回唇上

に押圧痕がある。 9～■は縄文条痕文上器の胴部片で, 9は縄文が羽状に施文されている。12は

繊維脱痕の甚だしい口縁部片で,裏面に条痕は見られない。

第28号住居跡出土石製品一覧表

図版番号 器  種
法 量

石   質 備   考
長 さ (cln) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g)

第 108図 13 石 鏃 チャー ト Q54,床上       PL66
敲 石 砂   岩 Q55,西壁際覆土中   PL68
敲 石 (2246) 花 闘 岩 Q56,磨石兼用,破損品,同上PL67

掻 器 63 12 Q57,北壁際覆土中   PL67

第40号住居跡 (第109・ 110図 )

位置 M14f6区。

重複関係 第60号住居跡と完全に重なっており,本跡が掘り込んでいる。また,北壁・西壁の一

部がそれぞれ第143号土坑 (炉穴)。 第140号上坑 (炉穴)を掘り込んでいる。

規模と平面形 長径7.40m。 短径6.50mの不整楕円形。

壁 壁高は16～20cmで,緩 く外傾して立ち上がっている。

床 平坦である。中央部分は第60号住居跡の覆上で,土器細片まじりの暗褐色上である。住居跡

南東部のP5～ P9° P18に囲まれた部分を中心に,踏み締まりが認められる。

ビット 19か所。Pl～P3は第60号住居跡の覆上を掘り込んでいる。炉を中心に,壁際にピットが

巡っているが,規模にばらつきがある。PI～P3・ P6・ P3・ P9・ P15～P17は径30～44cmの不整円形

で深さが14～ 21c14,P4・ P5・ P14・ P18・ P19は径18～28cmの ほぼ円形で,深さ 7～20cmである。Pl・

P2・ P4・ P6・ P15° P17・ P19は位置から,主柱穴と考えられる。P3・ P12・ P14・ P16は位置から補助

柱穴と考えられる。P7は壁に接しており,深さ16clnでP5～P9に囲まれた部分が踏み締められてい

ることから,出入り口施設が南東部に位置していたことも考えられる。Ps・ P7～ P9・ P18は それに

ともなうピットであろうか。Pllは径48cmの ほぼ円形で深さが66cmあ り,底面から縄文時代中期の

上器片が出上している。Pl。は径66cmの ほぼ円形で深さ43cm,P13は 径72clnの不整円形で深さ30cmで

-149-



Qキ
!

/

ゞ        //◎

｀
、                     PIB

01

B

A4■4m

E470m

∞ Cm

-SI-40 土層解説
1 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量,焼土小ブロック微量,炭化粒子中量
2 暗  褐  色 焼土粒子・炭化粒子・ ローム粒子少量
3 褐    色 焼土粒子・炭化粒子微量,ロ ーム粒子少量
4 褐    色 ローム粒子少量
5 にぶ い褐色 明褐色上ブロック多量
6 褐    色 明褐色上プロック多量

第109図 第40号住居跡実測図

0              2m

Sl'-40 炉土層解説

1 極 暗赤褐 色 焼土粒子・ ローム粒子中量,焼土小プロック・炭化
粒子少量

2 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量,焼土小ブロック少量
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o               2m

第110図 第40号住居跡遣物出土状況図

ある。これらは壁に沿って位置しているが,性格は不明である。

炉 ほぼ中央に付設されている。長径86cm・ 短径70c14の 楕円形で,床を14cmTR皿状に掘りくばめ

た地床炉である。炉床は火熱で赤いが,硬 くなっていない。

覆上 6層に分層される。 3・ 4層の褐色上が壁際に堆積してのち, 6層がブロック状に入り,

その上に縄文式上器片を多量に含む暗褐色上の 2層が厚く堆積している。 1・ 5層 も土器片を多

く含む土層である。 1層には焼土粒子・炭化粒子などを含む火熱を受けた上が入っていた。

遺物 多量の縄文時代中期の上器片に混じつて, 1・ 2・ 5層中から縄文時代早 。前期の上器片

も多く出上している。早期の遺物については該期の遺構が掘り込まているので,それらとの関連

が考えられる。中期の上器片は完形になるものはなく,ま た,土器片の量に比べて底部片は少な
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すぎる。 2層以降の上層堆積時に多量の上器片をあまり期間をおかずに,一気に投棄したもので

あろう。第■1・ ■2・ 113図 1～17の上器はいずれも1・ 2・ 5層からの出上である。 4の深鉢は

2層下の炉上出上である。また,85～87の石鏃・ 88の石錐が床上から出上している。さらに,多

量の上器片に混じって,89の石匙・ 82～84の上製円板・ 93と 96の磨石 。90・ 91。 92の打製石斧・

97の軽石 。94と 95の凹石が覆土中から出上している。

所見 本跡は第60号住居跡に完全に重なるかたちで構築されている。そのため,床面精査時には

本跡に伴う土器片とともに,炉の周りの暗褐色上の上面から早期の上器片も多く出上している。

本跡の時期は床上出土の上器片から,縄文時代中期後半 (加曽利EⅢ式期)と考えられる。

第40号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

第■1図

1

深  鉢
縄文式上器

A 336
B (237)

胴部中位から回縁部にかけての破片。内彎気味に立ち上

がる胴部は縄文 (単節RL縦回転)を施文している。平
縁の回縁部は幅の狭い無文帯である。内面はナデ。

長石,石英
浅黄橙色

普通

P150     PL40
20%

2 深  鉢
縄文式上器 B

[362]

(152)

A 胴部上半から国縁部にかけての破片。内弩気味に立ち上

がる胴部は櫛歯状工具による縦位の密な条線文。平縁の

口縁部とは太めの凹線によって区画される。日縁部は横

位に磨かれた無文帯である。内面黒色で磨かれている。

細砂粒,ス コリア

浅黄橙色

普通

P151      PL40

15%

3 深  鉢
縄文式土器

A [380]
B (117)

胴部上半から国縁にかけての破片。強く内彎して口縁部

に至る。平縁の日縁部は幅の狭い無文帯でよく磨かれて

いる。胴部は縄文 (単節RLの縦回転)を施文している。

砂粒,ス コリア

にぶい橙色

普通

P152     PL41
10%

4 深  鉢
縄文式上器

A [384]
B (196)

胴部上半から口縁部にかけての破片。平縁の深鉢で内彎

気味に立ち上がる。胴部には曲線的な条線文 (条数は9)

を施文する。国縁部は浅い凹線によって区画され磨きの

施された無文帯である。

細砂粒,ス コリア

明黄褐色

普通

P158      PL42

30%

第112図

5

深  鉢
縄文式土器

A [220]
B (178)

胴部上半から口縁部にかけての破片。日縁部は緩い波状

である。国縁部無文帯を竹管状工具による円形刺突列で

区画する。刺突列下は縄文 (幅の狭い単節LRの横回転,
以下は縦回転)地文に,一条の沈線によって逆U字状の

区画文を構成する。区画内は丁寧に磨消している。

砂粒

にぶい橙色

普通

P154      PL40

15%

6 深  鉢
縄文式上器

A [198]
B (132)

胴部上半から回縁部にかけての破片。胴部は3本 1単位

の沈線を垂下し,その間を磨消している。磨消し帯間に

は縄文 (単節RLの縦回転)を施文している。口縁部は
隆帯と太い沈線によって楕円形区画文と横長に崩れた「の」

字形区画文で,区画内に縄文 (単節RLの横回転)を充
填している。

砂粒,ス コリア

赤褐色

普通

P155     PL40
30%

7 深  鉢
縄文式土器

A [370〕

B (64)
平縁の日縁部片。国縁部と胴部は断面三角形の隆帯によ

って区画される。胴部には同様の曲線的隆帯が垂下する。

口縁部は無文帯,胴部は縄文 (単節RL縦回転)を施文
している。

長石,石英,ス コリア

橙色

普通

P156      PL41

5%

8 深  鉢

縄文式上器

A [193]
B (72)

胴部上半から口縁部にかけての破片。平縁で施文は縄文

(単節LRの横回転)のみである。原体の長さは18～20
cmである。内面は横位のナデ。

砂粒,ス コリア

にぶい橙色

普通

P157     PL41
20%

9 深  鉢
縄文式土器

A [238]
B (156)

胴部下半から口縁部にかけての破片で,緩い波状口縁で

ある。胴部は2本の太い凹線が直線的に垂下し,幅広の

磨消し帯を作る。磨消し帯間は縄文 (単節LRの縦回転)
を充填。口縁部は太い凹線によって楕円形の区画文を構

成し,区画内に縄文 (単節LR)を 充填している。

細砂粒

橙色

普通

P158      PL41

60%
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図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

第■2

10

深  鉢
縄文式上器

A E290]
B(77)

平縁の国縁部片。幅の狭い口縁部は断面三角形の微隆線

によって区画され,無文帯である。胴部も同じ微隆線に

よって曲線的区画文を構成している。区画文内外に縄文

(単節RL)を 充壊している。

細砂粒多量

にぶい橙色

普通

P159      PL41

10%

11 深  鉢

縄文式土器

A [384]
B (196)

平縁の口縁部片。肥厚する国縁部は一条の凹線によって

区画され,よ く磨かれた無文帯である。胴部は縄文 (単

節RLの積回転)を施文している。内面は横位のヘラミ

ガキ。

白色細砂粒,スコリア

にぶい橙色

普通

P160     PL41
10%

深  鉢
縄文式土器

A [188]
B (108)

胴部上半から平縁の回縁部にかけての破片。幅の狭い口

縁部は一条の沈線によって区画され,無文帯である。胴

部は二条の沈線によって区画された直線的磨消し帯が垂

下する。磨消し帯間は縄文 (単節LRの斜位回転)を充

壊している。内面縦位のナデ。

白色細砂粒

明褐色

普通

P161      PL41

15%

深  鉢
縄文式上器

A E156]
B (85)

胴部上半から口縁部にかけての破片。4単位の波状口縁。

口縁部は一条の大めの四線によって区画され,幅の狭い

無文書である。凹線下は縄文 (幅の狭い単節LR横回転,
その下に単節RL縦回転)地文に,沈線によつて逆U字

文を描いている。U字文内は磨消している。内面横位の

ナデ。

白色細砂粒

にぶい褐色

普通

P162      PL41

20%

第■1図

14

深  鉢
縄文式上器

A [130]
B (95)

胴部上半から口縁部にかけての破片。平縁。縄文 (口縁

部は単節LR横回転 ,胴部は縦・斜位回転)地文で,日縁

部は一条の沈線によって区画される。胴部は二条の沈線

によって逆U字を構成し,沈線間は磨消している。日縁

内外面にスス多量付着。

白色細砂粒

にぶい褐色

普通

P163     PL41
25%

第113図

15

深  鉢
縄文式上器

A [146]
B (23)

短頸童の口縁部片。日縁部は直立気味に立ち上がる。頸

部には一条の突帯が巡り,突帯上には粘土貼付痕が認め

られる。施文は見られない。内外面積位のヘラミガキ。

白色細砂粒

にぶい黄橙色

普通

P164

10%

頸部に赤彩痕。

第■1

16

深  鉢
縄文式土器

B (119) 胴部片。縄文 (複節LRLの 縦回転)地文に,二条の沈
線による直線的磨消し帯が垂下する。

細砂粒多量

にぶい橙色  普通
P165      PL41

20%

第■3図

17

深  鉢
縄文式土器

B (147)

C  78
底部から胴部下半にかけての破片。平底で,胴部は突出

気味の底部から内彎気味に外傾して立ち上がる。施文な

し。外面はT寧に磨かれている。内面はナデ。

白色細砂粒

浅黄橙色

普通

P166      PL41

30%

第40号住居跡出土土製品一覧表 (PL65)

図版番号 器  種
法        量 (cln) 径

ｊ伽

孔
で

重 量
(g)

率

，
存
％
現
く

備 考
最大長 最大幅 最大厚

第■6図 82 円 板 1雪 30 2 DP63,覆土中,胴部片利用

円 板 57 13 35 4 DP64,覆土中,底部片下U用

円 板 35 1 DP65,覆土中,嗣部片利用

第40号住居跡出土石製品一覧表

図版番号 器  種
法 量

石  質 備 考

長 さ (cln) 幅 (cln) 厚 さ (cln) 重量 (g)

第■6図 85 石 鏃 チャー ト Q83,北東壁寄り床上   PL66

石 錐 17 11 チャー ト Q84,南西壁寄り床上  PL66

石 鏃 チャー ト Q85,中央やや北寄り床上 Pと66

石 鏃 17 17 チャー ト Q86,炉北側床上     PL66
石 匙 13 25 4 チャート Q87, 2層中      PL66

第■7図 98 磨 石 (78) (74) 37 (2789) 安 山 岩 Q88,敲石兼用,欠損品,2層中PL67

第■6図 96 磨 石 (90) (66) (23) (981) 安 山 岩 Q89,凹石兼用,欠損品,2層中

第■7図 91 打 製 石 斧 1478 安 山 岩 Q90,礫石斧か, 2層中  PL67

第■6図 90 打 製 石 斧 (50) 17 (644) 砂 岩 Q91,欠損品, 2層中  PL67

第■7図 92 打 製 石 斧 130 0 ホルンフェルス Q92,片刃石斧か, 2層中 PL67

凹 石 121 529 1 安 山 岩 Q93,覆上下層      P68
凹 石 (73) (51) (39) (1718) 安 山 岩 Q94,破片, 2層中

不 明 石 製 品 (56) 流 紋 岩 Q95,軽石,欠損品,2層中 PL69
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第 111図 第40号住居跡出土遺物実測・拓影図(1)
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第112図 第40号住居 Ltl出土遣物実測・拓影図(2)
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第117図 第40号住居跡出上遺物実測図(7)

第113～■6図18～81は床上及び覆土中から出上した縄文式上器片である。18～28は早期末 (茅

山式)の時期で,条痕文系土器群である。18は国唇上,19は口唇上及び口縁上部に,20はゆるい

段上に,21は沈線による交点上に貝殻背圧痕が施されている。20・ 21の沈線は半載竹管による。

22は口唇上に円形の押圧が施され,裏面に条痕は見られない。23～ 27は表裏条痕文の胴部片で,

23～25に はゆるい段上にキザミ及び竹管による刺突が施されている。28も 表裏条痕文の口縁部片

であるが,表面に棒状工具による3列の刺突でV字状のモチーフを描いている。29～32は前期前

半 (関山式)の時期で,29は組紐文地文にコンパス文,30は縄文地文にコンパス文,31は末端が

ループ状になった縄で羽状縄文を施している。32は上げ底の底部片で,底面はよく磨かれている。

30～39は前々段多条の縄文であろう。33～35は前期後半 (浮島Ⅲ・興津式)の時期の胴部片で,

33・ 34は三角刺突文・貝殻腹縁文が,35は沈線によって区画された磨消し貝殻文である。36～ 81

は 1～ 17と ともに本跡に伴うものである。36～38は口縁直下に円形刺突文を巡らしており,38は

2列である。37・ 38は縄文地文に沈線による区画を施し,区画内を磨消している。39は外反する
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幅広の口縁部片で,無文地に 3本の太沈線が巡っている。40～52は沈線区画により口縁部を無文

帯としている。42・ 43は 2本の太沈線が巡り,沈線下に単節縄文RLが施文されている。41は幅

広の無文帯で,沈線下は単節縄文LRである。44～52は胴部にも沈線により文様帯が構成されて

いる。46・ 52は楕円区画文である。53は縄文のみで口縁部は横位のナデである。54は無文の口縁

部に隆帯による円形区画文を施し,胴部には縄文地文に曲線文を描いている。55は単節縄文RL

地文に沈線による逆U字形の区画を施し,中を磨消している。56は逆に区画外を磨消している。

57～67は隆線によってモチーフを描いている。57・ 65～67は縄文を充填し,他は縄文地文である。

68は沈線で区画された懸垂帯のある胴部片で,区画内に複節縄文RLRが縦回転で充填されてい

る。69～ 72は 曲線及び直線の条線文が施されたグループである。69の幅広の口縁部は凹線によっ

て区画され,横位のナデである。73～81は底部片であるが,施文はない。79は突出している。

第47号住居跡 (第■8図 )

位置 N14f4区。

重複関係 北壁部分が,第142号土坑によって掘り込まれている。

規模と平面形 長径6.12m。 短径5,45mの楕円形。

壁 壁高10～ 18clnで,外傾して立ち上がっている。

床 平坦である。踏み締まり部分は見られない。

ビット 9か所。炉を中心に壁に沿って巡っている。規模及び配列からPl～P4・ P7・ P9が主柱穴

と考えられる。径30～48cmの不整円形で深さ58～ 114clnである。P6は径18cmの不整円形で深さ18cm,

P8は長径38cln・短径22cmの精円形で深さが12cmあ り,主柱穴間に位置していることから補助柱穴と

考えられる。P5は炉の西側に位置し,径50clnの ほぼ円形で深さ19cmであるが,性格は不明である。

炉 ほぼ中央に付設されている。長径134cm・ 短径83cmの楕円形で,床を16cmTR皿状に掘り込んで

地床炉としている。炉床は火熱で赤くなっているが,硬 くはない。

覆上 3層に分層される。ロームブロックを含む 3層が壁際から床上に一部プロック状に堆積し

てから, 2層がその上を覆うように堆積している。起伏のある 2層上に 1層が入っている。各層

とも焼土粒子・炭化粒子を少量含んでいる。

遺物 炉と主柱穴の間の覆上下層から縄文式土器片が多く出上している。 1は深鉢の胴下半部 ,

2は底部で覆上下層からの出土である。出上した上器片の大半は縄文時代中期後半のもので,早・

前期のものはごくわずかである。Plと 東壁の間の床上から19の石錐,南壁側床上から22Aの凹石が

出上している。20の掻器はPl内 2層中,22Bの 凹石と21の石刃は覆土中層からの出上である。

所見 炉を中央に持つ 6本柱の規格性のある住居である。出土遺物から,本跡の時期は縄文時代

中期後半 (加曽利EⅢ式期)と考えられる。
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SI-47 土層解説
1 暗  褐  色 焼土粒子・炭化粒子・ ローム粒子少量,コ ーム小ブ

色 炭化粒子・ ローム粒子少量,燒土粒子微量

色 焼土粒子。炭化粒子微量,ローム粒子・rT―ム小ブロッ
ク少量

SI-47 炉土層解説

1 暗 赤 褐 色 焼土粒子・焼土小プロック少量,球化粒槻 ローム

粒子多量

2 にぶい赤褐色 焼土粒子 。ローム粒子少量,炭化粒子微量
3 にぶい赤褐色 焼土粒子・焼土小ブ七ッタ少量,炭化粒子微量

4 明 赤 褐 色 焼土粒子少量,XEL小プロック多量

5 明  褐  色 焼土粒子微量,ロ ーム粒子少量

第118図 第47号住居跡実測図
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第■9図 3～ 18は覆上下層から出

土した縄文式土器片である。 3は早

期前葉 (井草式)の口縁部片で,肥

厚外反する口唇上に縄文が施文され

ている。 1・ 2・ 4～18は本跡に伴

うものである。 4～ 8は隆起線によ

って渦巻文や楕円文などのモチーフ

が描かれた口縁部片で,隆起線内に

は単節縄文RLが施されている。9・

10は無文の口縁部が沈線によって区

画されている。沈線下は単節縄文R

Lである。■～13も 内彎する口縁部

で,縄文施文後,沈線で逆U字形の

モチーフを描き,沈線内を磨消して

いる。11は 口縁上部のみ縄文 (単節LR)の横回転で,胴部にかけては縦回転である。14は胴部片で,

無文地に曲線を描いている。15。 16も 胴部片で,15は微隆線による渦巻状のモチーフを描き,単

節RL縄文を充填している。16は懸垂文で,沈線間を磨消しており,縄文は単節RLの縦回転であ

る。17・ 18は縦位及び斜位条線文の胴部片である。

0             10Cm

第 120図 第47号住居 LII出土遣物実測図(2)

22B

第47号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

第■9図

1

深  鉢
縄文式上器

B (50) 胴部下半の破片。上・下端は粘上紐接合面で割れている。
胴部に隆起線によってU字状文を描く。隆起線間には縄

文 (単節LR縦回転)を充壊している。下端は無文であ
る。

白色細砂粒

にぶい黄橙色

普通

P213     PL42
30%

2

縄文式上器

B (35)
C  42

底郡から胴部下半かけての破片。底部は平底で磨かれて

いる。断面三角形の隆起線によって曲

線的な文様を構成する。隆起線間は無文で磨かれている。

小型の重になると思われる。

粒

色

砂

褐

通

細

灰

普

P214     PL42
20%

第47号住居跡出土石製品一覧表

図版番号 器   種
法 量

石   質 備   考
長 さ (cln) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g)

第 120図 22A 凹 石 27 緑泥片岩 Q l17A,欠損品,覆上中層 PL68

22B 凹 石 (1089) (2777) 緑泥片岩 Ql17B,欠損品,Q■ 7Aと同一回体PL68

第■9図  19 石 錐 11 チャー ト Ql13,床上       PL66
掻 器 メ ノ ウ 14,Pl内        PL65

石 刃 85 チャー ト 覆
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第50号住居跡 (第121図 )

位置 N14g2区。

規模と平面形 南北径5。 20m。 東西径不明の [円形]。 西側は調査区外であるため,平面形は推定

である。

壁 壁高 4～ 10clnで,外傾して立ち上がっている。

床 平坦である。踏み締まり部分は見られない。

ビット 6か所。Pl～P4は炉を中心にほぼ等間隔で壁寄りに位置しており,主柱穴と考えられる。

Plは長径39cm・ 短径32cmの楕円形で深さ32cm,P2は径48c14の 円形で深さ80cm,P3は径66cmの 円形

で深さ60cm,P4は長径55cln・ 短径43clnの 楕円形で,深さが30cmである。また,P5は長径146cm。短

径84cmの楕円形で深さが31cmあ り,壁際に位置する土元状のピットであるが,性格は不明である。

P6は径45cmの不整円形で深さ18cm,P3・ P4の間に位置しており,補助柱穴となろうか。

炉 埋甕炉 (口絵カラー写真)で,ほぼ中央に付設されている。胴下半部を欠失する大型深鉢形土

器 (カロ曽利EⅢ式期)を径140cln・ 深さ95cmの 円筒形の掘り方内の北西寄りに据えて,炉体土器と

している。掘り方の土層は9層に分層される(土層は覆土層からの通し番号・上器内も同じ)。 14・

15層の褐色土を入れてよく締めてのち,12・ 13層の上を入れ層中に炉体土器を据えている。12・

13層は火熱で鈍い赤褐色に変色している。いずれも締まりのある上で,14層中には炉体上器と同

時期の上器片 1点が含まれていた。炉体土器は口縁部が床上に10cln程出ているが,その回縁部分

は 2～ 4・ 11層によって外側を押さえられるように覆われていたことが,火熱によって上層が赤

褐色に変色していることから判断できる。炉体土器に接して西側床上レベル (11層中)で, 4 cm

大の角礫 (火熱によって赤く変色)が出上している。炉体土器口縁部を支えるために置かれたも

のと考えられる(PL22)。 炉体土器内の土層は 4層に分層される。9層は焼土層で,火熱によって

硬くなっている。 7・ 8層は焼土粒子 。焼土ブロックを含む赤褐色上で,住居廃絶時までの上層

である。 6層は土器片を含む暗褐色上で,廃絶後の埋上であろう。

覆± 5層に分層される。 2層はロームブロックを多量に含む明褐色上で,起伏のある堆積をし

ている。 1層は焼土粒子 。炭化粒子をわずかに含む褐色土である。 3～ 5層は炉体土器の埋上で

ある。

遺物 各層中から縄文式上器片が出上しているが,多い量ではない。南壁際の床上からの出上が

比較的多い。 1は炉体土器に転用された大型の深鉢である。 2は炉の南側覆土中から出上した深

鉢であり,胴下半部を欠失している。 9の敲石はP3上から出上している。

所見 住居跡の一部が調査区外であるため完掘できなかったが,平面形は円形になるものと思わ

れる。埋甕炉の周りは,住居使用時に床から盛り上がった状態であったことが,炉の上層図から

判断できる。本跡の時期は,出土遺物から縄文時代中期後半 (加曽利EⅢ式期)と考えられる。

-165-



|

01

01 ulヤ

Al.3m

=

B

皇1■ 2m

に__+コ

SI-50 上層解説
1 褐    色 焼土粒子・炭化粒子微量,ロ ーム粒子多量

2 明  褐  色 ローム粒子少量,ロ ームプロック多量

3 にぶい赤褐色 焼土粒子・炭化粒子・ ローム粒子少量
4 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量,焼上小プロック・ ローム粒子少量

5 明 赤 褐 色 焼土プロック

第 121図 第30号住居跡実測図

0              2m

SI-50 炉土層解説
1 土層に同じ
2 土層に同じ
3 土層に同じ
4 土層に同じ
5 明 赤 褐 色 焼土ブロック

6 暗  褐  色 焼土粒子・ ローム粒子少量
7 暗 赤 褐 色 焼上粒子中量,焼土小プロック・ ローム粒子少量
8 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量,ロ ーム小プロック微量
9 赤  褐  色 焼土小ブロック多量
n 明 赤 褐 色 焼土プロック
12 にぶい赤褐色 焼土粒子少量,焼土小プロック多量
13 にぶい赤褐色 焼土粒子・焼土小ブロック少量
14 褐    色 ローム粒子・ ローム小プロック・焼土粒子少量
15 にぶ い褐 色 ローム小プロック少量

udl
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第122図 第50号住居FFl出土遺物実測・拓影図



第50号住居跡出上遺物観察表

器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土 。色調・ 焼成

第122図

1

鉢
齢式
深
緻

A 245
B (206)

胴部下半を欠損。 4単位の波状口縁深鉢。狭い回縁部は

無文帯で,口縁下から胴部に2本組の断面蒲鉾型の隆起

線による渦巻文などの曲線的モチーフを描いている。モ

チーフの内外には縄文 (単節RLの縦・横回転)を充壊
している。

白色細砂粒多量

にぶい褐色

普通

ＬＰ２２

％

Ｐ

５０

2 鉢
齢式
深
緻

A 499
B (417)

胴部下半を欠損。日縁部が算盤玉状に屈曲する。縄文 (複

節RLRで口縁部横回転・胴部縦回転)地文に,口縁部
には大きな波状凹線が一条巡り,その下に直線的に垂下

する凹線,細長い逆C字状凹線を配する。凹線は指によ

ると思われる。

，
色

粒

黄

通

砂

淡

普

スコリア Ｌ

器

５
　
　
土

２２

％

体

Ｐ

６０

炉

第122図 3～ 8は床上及び覆土中から出上した縄文式上器片である。 3は前期後半 (浮島H式 )

の底部にかけての破片で,貝殻腹縁による波状文が描かれている。 4も 前期後半 (諸磯 b式)の

時期で縄文地文にキザミの施された浮線文が巡っている胴部片である。 5～ 8は 1・ 2と ともに

本跡に伴うものである。 5は隆起線によって口縁部が区画されており,区画内に単節縄文RLが

施されている。 6は波状口縁部片で,沈線による円形区画が巡るものと思われる。沈線内は単節

縄文RLである。 7は胴部片で,逆 U字形の沈線内に縦回転の単節縄文RLを充填し,さ らにわ

ずかにくびれた部分に刺突列を巡らしている。8は縄文 (単節RLの縦回転)地文に微隆線による幾

何学的モチーフの描かれた胴部片である。

第50号住居跡出土石製品一覧表

第42号住居跡 (第 123図 )

位置 N14d8区。

規模と平面形 長軸3.95m・ 短軸3.75mの不整方形。

壁 壁高 4～ 14cmで ,外傾して立ち上がっている。西壁・南壁側は覆土と遺構外の上との識別が

はなはだ難しく,土器包含の有無を判断材料とした。

床 平坦である。炉の周辺のみやや踏み締まりが認められるが,他は軟弱である。

ビット 10か所。Plは北東コーナー部に位置し,長径68cm・ 短径28cmの楕円形で,深さ21cmで あ

る。P2・ Pa° P5～P10は径24～42cmの ほぼ円形で深さ 9～21cm,P4は長径44cm・短径34cmの楕円形

で深さ66cmの斜位の掘り込みである。Pl～P10は北東コーナーから南西コーナーにかけて掘られて

いるが,配列上から主柱穴の特定は難しく,性格不明としておく。

炉 南東コーナー部寄りに付設されている。長径114cm・ 短径100cmの不整楕円形で,床を10c14程

図版番号 器  種
法 量

石  質 備   考
長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (clm) 重量 (g)

第 122図  9 敲 石 77 安 山 岩 Ql18, P9上
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掘りくばめて地床炉としている。炉内覆土には焼土粒子・焼土ブロック・炭化粒子を含む。炉床

には火熱によって硬 くなった部分がない。

覆上 2層に分層される。 2層がやや起伏のある堆積をした上に,褐色上の 1層が入っている。

遺物 炉上の覆土から縄文式上器片が多く出上している。一括投棄であろうが,接合できた土器

はほとんどない。 1～ 3は深鉢の底部であり,20の磨石とともに炉上出上である。南壁際 1層中

からは18の石鏃が出上している。また,覆土中から19の磨製石斧。21と 22の磨石が出土している。

所見 上器片は縄文時代中期後半 (加曽利EШ式期)の ものが大半である。ピットの配列,炉の

位置,やや不確かな壁から住居跡の平面形にも不安があるが,本跡の時期は出土遺物から中期後

半と考えられる。

。キ  式
A174m                            

一

0               2m

ｌ

ｈ
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Ｍ
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に
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Ｎ

Ｈ

Ｍ

悧

И

ｖ

ｒ

al01

S十 -42 土層解説

1 褐    色 焼上粒子微量,ロ ーム粒子少量

2 明  褐  色 焼土粒子微量 ,ロ ームブロック少量

第123図 第42号住居 LTI実測図

SI-42 炉土層解説
1 明 赤 褐 色 焼土粒子少量,ロ ーム粒子多量

2 赤  褐  色 焼土粒子中量,焼土小プロック・ローム粒子少量

3 明  褐  色 焼土粒子・ ローム粒子・ ローム小プロック少量,抜

化粒子微量

4 褐    色 焼上粒子・ ローム粒子少量

◎
Ｌ

③
亀（伊
「

◎
贈
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第 124図 第42号住居跡出土遺物実測 。拓影図

第42号住居跡出土遺物観察表

図Ax番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎上 。色調・焼成 備   考

第124図

1

深  鉢
縄文式主器

B (26)
C  60

やや突出気味の底部片。胴部下半は強く外傾して立ち上

がる。施文は見られない。斜位のヘラミガキである。底

面ナデ。

白色細砂粒

にぶい橙色

普通

・８

％

Ｐ

　

‐５

2 深  鉢
縄文式上器

B(49)
C [70]

底部から胴部下半にかけての破片。底部は上げ底状で,

やや張り出す。胴部は下端でくびれてから,外傾して立
ち上がる。施文はなく縦ヘラミガキで,内面ナデ。

細砂粒,ス コリア

に ぶい橙色

普通

P188

5%

3 深  鉢
縄文式上器

(24)

[60]

Ｂ

Ｃ

底部から】同部の立ち上がりにかけての破片。平属の底部

から緩く外傾して立ち上がる。無文地の胴部に3本の太

い沈線が垂下する。底面ヘラナデ。内面は黒色で磨かれ

ている。

自色綱砂粒

にぶい橙色

普通

P189

5%
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第124図 4～ 17は床上及び覆土中から出上した縄文式上器片で,1～ 3と ともに本跡に伴うもの

と考えられる。 4は 口縁部片で単節縄文RLを横回転している。 5は太めの沈線によって無文の

日縁部が区画されており,胴部は単節縄文LRである。6は沈線間を磨消した懸垂文の胴部片で,

縄文は単節RLの縦回転である。 7は前々段多条, 8は単節縄文RL地文に微隆線によってモチ

ーフの描かれた胴部片で,微隆線間は磨消されている。 9～ 15は無文地に微隆線によってモチー

フの描かれた短頸壺の破片で,よ く磨かれている。 9は交差する微隆線上に上下に貫通する 2対

の孔がある。10・ ■は9と は逆に横に 1孔が穿たれている。16・ 17は 曲線及び直線の条線文が施

されたI同部片である。

第42号住居跡出上石製品一覧表

図版番号 器  種
法 量

石   質 備   考
長 さ (cln) 幅 (cm) 厚 さ (cln) 重量 (g)

第124図 18 石 鏃 14 チャー ト PL66

暦 石 (21) (1678) 安 山 岩 Q99,欠損品

磨 石 (53) (1091) 安 山 岩 Q100,欠損品

暦 石 (24) (32) (267) 砂   岩 Q101,欠損品, 覆土中

磨 製 石 斧 蛇 紋 岩 Q102,刃部は片刃状,覆土中 PL67

第44号住居跡 (第125図 )

位置 N14c5区 。

重複関係 北東部で第123号土坑を,南東コーナー寄りで第146号土坑を掘り込んでいる。

規模と平面形 長径5.88m・ 短径4.67mの楕円形。

壁 壁高12～18cmで,外傾して立ち上がっている。

床 平坦である。踏み締まり部分は見られない。

ビット 9か所。炉を中心に壁に沿って巡っている。規模にややばらつきが見られるが,Pl・ P3・

P4・ P6・ P8が主柱穴と考えられる。Pl・ P3・ P6は径27～52cmの不整円形で深さ13～22cm,P3・ PS

は長径68～72cm・ 短径37cmの楕円形で深さ18～22cmである。P7・ P9は径44c14程の不整円形で深さ

13～18cmで あり,位置関係から補助柱穴と考えられる。P2は径90clnの 不整円形で深さ76cm,P5は

径62clnのほぼ円形で深さが66cmあ るが,いずれも性格不明である。

炉 ほば中央に付設されている。長径96cm・ 短径83clnの 楕円形で,床を16cmTE皿状に掘り込んで

地床炉としている。炉床は火熱で硬くなっている。

覆上 3層に分層される。ロームブロックを含む明褐色上の 2層がやや起伏のある堆積で床を覆

っている。 3層 は炭化粒子を含む締まりのない土層である。 1層は焼土粒子・炭化粒子・ローム

ブロックを含む暗褐色の上層である。

遺物 1層中の南東部で縄文式上器片が多く出上している。炉の西側の床上から軽石片が出上し

ている。また,覆土中から23と 24の磨石が出上している。床上出上の上器片は20数点と少ない。
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SI-44 上層解説
1 暗  褐  色 焼土粒子・ 炭化粒子微量,ロ ーム粒子・ ローム小ブ

ロック少量

2 明  褐  色 焼土粒子・ ローム粒子・ ローム小プロック少量
3 褐    色 炭化粒子・ ローム粒子微量

第 125図 第44号住居lMI実測図

引 。|

SI-44 炉土層解説
1 暗 赤 褐 色 焼土粒子・焼土小ブロック・炭化粒子少量
2 赤  褐  色 焼土粒子・焼土プロック多量

所見 上器は縄文時代中期後半のものが大半を占め,中に早～中期前半のものが少量混在してい

る。床上の上器も3時期にまたがっている。本跡の時期は,出土遺物から中期後半 (加曽利EⅢ

式期)と考えられる。第123号土坑 (炉穴)は縄文時代早期の遺構で,時期的前後関係は明らかで

ある。第146号土坑については,覆土上面の上の硬さが床面とほぼ同じである。また,覆土上層出

上の上器も中期後半の時期であるが,住居使用時は土坑は機能していなかったものと考えられる。
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第126図 第44号住居跡出土遣物実測・拓影図

第44号住居跡出土石製品一覧表

図版番号 器  種
法 量

石   質 備   考
長 さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cln) 重量 (g)

第 126図 23 磨      石 (30) 安 山 岩 Q108,破片,覆土中

磨      石 (21) 安 山 岩 Q109,破片,覆土中
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第126図 1～22は床上及び覆土中から出上した縄文式上器片である。 1は中期中葉 (阿玉台式)

の口縁部で,隆帯に沿って刺突文が巡り,さ らに鋸歯状沈線が囲んでいる。 2～22は本跡に伴う

ものと考えられる。 2・ 3は 口縁部片で,やや退化した渦巻きの隆帯で, 2の懸垂帯は幅が広く

なっている。 4～ 10は隆帯によって口縁部にモチーフの描かれたグループである。10に は懸垂帯

が見え,縄文は単節RLの縦回転である。11は縄文地文の口縁部で,ナデでモチーフを描いている。

12は縄文のみの回縁部片で,単節縄文RLの縦回転である。13・ 14は 曲線によってモチーフの描

かれた胴部片で,曲線間は磨消されている。縄文は単節RLである。15の 凹線によって区画され

た口縁部は無文で,凹線下に縦に単節縄文LRが施文されている。16・ 17は縄文地文に微隆線に

よってモチーフの描かれたグループである。いずれも単節縄文RLであるが,16の原体は太い。

18・ 19は無文地に微隆線によって渦巻き状のモチーフが描かれている。器壁が薄く,同一個体で

あろう。20は条線文の施された胴部片である。21はやや突出気味の底部で,施文はない。22は無

文の把手の付いた胴部片である。

第51号住居跡 (第127図 )

位置 N14h7区。

重複関係 第45号住居跡によって北半部分が掘り込まれている。また,南壁側が第61号住居跡と

切り合っているが,新旧関係は不明である。

規模と平面形 長径5.73m・ 短径不明の [不整楕円形]。

壁 壁高18～20cmで ,外傾して立ち上がっている。壁質は柔らかい。

床 やや凹凸がある。踏み締まり部分は見られない。

ビット 8か所。Plは径50cm程の不整円形で深さ37cln,P3・ P5・ P8は径28～40c14の不整円形で深

さ17～24cmである。P2は長径62cm・ 短径42cmの不整楕円形で深さ 7 cln,P4は長径100cm・短径64cln

の楕円形で深さ10cm,P6は長径66cln。 短径52cmの楕円形で深さ68cln,P7は径60cmの 円形で深さ 9

cl■である。Pl・ P3・ PSは規模及び配列から主柱穴と考えられる。他のピットについては性格不明

である。

炉 確認できなかった。第45号住居跡によって,掘 り込まれてしまったと考えられる。

覆± 9層に分層される。起伏のあるプロック状の堆積を示している。土層図は第45号住居跡の

南壁で確認できたものである。 1・ 3・ 9層には炭化材細片が含まれている。また, 5層を除い

て焼土粒子・炭化粒子が含まれるが,特に 1・ 2・ 3・ 8層は多い。

遺物 縄文式上器片は南西部の覆土中から多く出上している。 1は P4上 とP4・ P6間の覆上下層の

2か所から出上したものが接合した,対の橋状把手付鉢 (双耳土器)である。 2は深鉢の胴下半

部で, 1の東側覆土中出上である。 3は底部片で南壁側から出上している。P5・ P6間の焼土上か
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第127図 第 51・ 61号住居跡実測図



SI-51 土層解説                           sI-6 上層解説

1 褐    色 焼土粒子 。炭化粒子・ 炭化材細片中量,ロ ーム粒子    1 明  褐  色 焼土粒子・炭化粒子微量,ロ ーム粒子少量
多量                         2 暗  褐  色 焼土粒子・ ローム粒子少量,炭化粒子微量

2 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量,ロ ーム粒子・ 炭化粒子中量        3 赤  褐  色  ローム粒子 。焼土粒子・焼土小ブロック中量
3 褐    色 ローム粒子・焼土粒子・ 炭化粒子中量,炭化材細片    4 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量,焼土小ブロック中量,炭化粒子微量 ,

微量                                  ローム粒子少量 ,

4 暗  褐  色 焼土粒子・ 炭化粒子少量,ロ ーム粒子中量        5 暗  褐  色 ローム粒子中量,焼上粒子・炭化粒子微量
5 褐    色  ローム粒子中量                    6 褐    色 焼土粒子微量,コ ーム粒子中量
6 明  褐  色 焼土粒子少量

7 に ぶ い褐 色 ローム粒子中量,焼土粒子・炭化粒子少量        sI-6 炉上層●jT説

8 1こ ぶ い褐 色 焼土粒子・炭化粒子中量,焼土小ブロック・ロームブ    1 暗 赤 褐 色 焼土粒子・焼土小プロック・ ローム粒子微量,炭化
ロック微量                               粒子少量

9 極 暗 褐 色 焼土粒子ローム粒子少量,炭化材細片微量        2 赤  褐  色 焼土粒子多量,焼土小ブロック・ 炭化粒子少量
3 赤  褐  色 焼土粒子多量,焼土小ブロック少量,炭化粒子微量
4 赤  褐  色 焼土粒子・焼土小ブロック多量

らは14の磨製石斧,南西壁際覆土中層から12の石鏃と13の砥石が出土している。

所見 Plo P2間及びP7に重なる状態で,床直上に焼土粒子・炭化粒子の広がりが認められたが,

掘り込みもなく炉とは考えられない。一時的に火が使用された場所なのであろう。本跡の時期は

出土遺物から縄文時代中期後半 (加曽利EⅣ式期)と考えられる。

第51号住居跡出上遺物観察表

第51号住居跡出土石製品一覧表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

第128図

1

鉢
錦式
深
緻

A 234
B 378
C 77

口縁部一部欠損。平底で底部から大きく外傾して立ち上

がり,胴部中位で強く内傾し,頸部から直立気味に立ち
上がる。平縁で口縁部無文,ヘラミガキ。頸部下に断面
三角形の微隆線が一条巡り,胴部縄文帯と区画している。

微隆線上に対になる耳が付く。また,それと直交する微

隆線上に対になる舌状突起が付く。胴部上半から中位に

縄文 (単節RLの縦回転)を施文し,下半は無文でヘラ
ミガキ。内面は雑なナデ。

色

粒

褐

通

砂

明

普

P226      PL42

90%

双耳上器

鉢
器式
深
緻

B(218)
C 65

胴部中位から口縁部欠損。突出気味の底部で,凸面状の

底面は不安定。胴部は底部から内彎気味に外傾して立ち

上がる。胴部は無文で整形は極めて雑。粘上の凹凸が著

しい。内面は丁寧な横位のナデである。

白色細砂粒多量

橙色

普通

P227      PL42

40%

3 深  鉢
縄文式上器

B(40)
C 56

底部から胴部下端にかけての破片。やや突出気味の底部

から外傾して立ち上がる。外面は無文で縦ヘラミガキ。

白色細砂粒多量

にぶい赤褐色 普通
２２

％

図版番号 器   種
法 量

石   質 備   考
長さ (clm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 lg)

第129図 12 石 鏃 18 15 黒 曜 石 Q120,覆土中層 PL66
砥 石 砂   岩 Q121,同上       PL68
磨 製 石 斧 砂   岩 Q122,一部欠損,同上  PL67
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第128図 第51号住居跡出土遣物実測 。拓影図(1)
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第128図 4～■は床上及び覆土中

出上の縄文式上器片で, 1～ 3と と

もに本跡にイ半うものと考えられる。

4の内傾する口縁部は無文で,単節

縄文LR地文の胴部には沈線区画の

弧状磨消帯が垂下する。 5も やはり

磨消帯の垂下する胴部片であり,縄

文は単節RLの縦回転である。。6～ 9

は微隆線によってモチーフが描かれ

ており, 6～ 8は 口縁部片, 9が胴

部片である。 6の微隆線によって区

画された口縁部は小波状をなすとお

もわれる。10は隆帯によって文様帯

が区画されており,上段が縄文で下

段は条線文である。

松§ミ抵―t一』珍懸魅甲
義Ｓ
　

　

　

　

　

　

・

o             10Cm

第129図 第51号住居跡出土遺物実測図(2)

第43号住居跡 (第 130図 )

位置 N14d7区。

規模と平面形 長軸4.86m・ 短軸4.20mの不整長方形。

長軸方向 N-18°一 E。

壁 壁高22～ 28clnで ,外傾して立ち上がっている。

床 緩い起伏が見られる。床の踏み締まりは見られず,軟弱である。

ビット 15か所。東西の壁際・南壁際に沿ってピットが巡っている。配列及び規模からPl・ P4・

P9・ P14が主柱穴と考えられる。径39～46cmの不整円形で深さ15～68cmである。出入り口側と考え

られる南壁側のP4・ POは ,52clnと 68cmでそれぞれ深い掘り込みである。P2・ P3・ P12・ P13・ P15も

一―
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SI-43 土層解説
1 暗  褐  色 焼土粒子・炭化粒子少量,ロ ーム粒子多量

2 褐    色 焼土粒子 。ローム粒子少量

3 褐    色 焼土粒子・ローム粒子少量

4 褐    色 焼上粒子・焼土小プロック少量

第130図 第43号住居LTI実測図

SI-43 炉土層解説
1 極 暗赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子 。ローム粒子・ローム小ブロッ

ク微量

2 にぶい赤褐色 焼土粒子微量,ロ ーム粒子多量

3 褐    色 焼土粒子・ ローム粒子微量

東西の主柱穴列に並び,対応する位置にあることから,補助柱穴と考えられる。P2・ P3・ P12は長

径50～ 76cm・短径32～53cmの不整楕円形で深さ18～ 22cm,P13・ P15は径32clnのほぼ円形で深さ19～20

cmである。P5は南壁際に位置し,径38clnの 円形で,外傾して深さが44clnに 掘り込まれている。出

入り口施設に伴うピットと考えられる。そのすぐ北側に径40clla程の円形で深さも20cmの P6・ P7が

並んで位置している。Psと 関係のあるピットと考えられる。炉の西側に位置するPsは径48c14の円

形で深さ35cm,Pl。 は径20cln程の円形のピットが 2つつながっており,深さは15～16cmである。Pll

は住居跡のほぼ中央に位置し,長径94cln。 短径62clnの楕円形で,深さ19clnの皿状に掘り込まれて
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いる。いずれも性格不明である。

炉 中央からやや南寄 りにP2～ P4・ P8・ Pllに囲まれて付設されている。長径 105cm・ 短径76cmの

楕円形で,床を 8甑程皿状に掘 りくばめて地床炉 としている。炉床はあまり赤 くなっていないが ,

火熱によって硬 くなっている。

覆±  4層に分層される。焼土ブロックを少量含む 4層は起伏のある堆積の仕方をしている。2・

2ヒ 1孟

蔭攀7

第131図 第43号住居跡出土遣物実測・拓影図
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3層 は褐色の土層である。 1層 は東側から流れ込み,堆積している。各層中に焼土粒子が少量ず

つ含まれている。

遺物  1・ 2層中から縄文式上器片が多く出上している。Pl・ Pll・ P14に囲まれた床上から14の石

棒や16の石皿が出上している。15の石皿は覆土中の出上である。 1の底部は炉の南辺床上, 2と

3の深鉢は覆土上層からの出上である。床上出上のものはいずれも破片である。

所見 遺物の少ない住居跡である。廃絶時に使用可能なものは持ち去ったものと考えられる。本

跡の時期は,床上出土遺物の大半が縄文時代中期後半 (加曽利EШ式期)に含まれることから,

該期と考えられる。

第43号住居跡出土遺物観察表

第131図 4～ 13は覆土中から出上した縄文式上器片である。4～12は 1～ 3と ともに本跡に伴う

ものと考えられる。 4～ 6は縄文地文に沈線区画の懸垂文で,沈線間は磨消されている。 4・ 5

は単節LR縄文,6は前々段多条の縦回転である。7は口縁部から胴部にかけての破片で,沈線で

区画された胴部は絡条体による縄文である。 8～ 10は無文の回縁部が微隆線によって区画されて

いる。 8。 9は微隆線下のみ羽状縄文 (8は単節RL, 9は単節LR),10は単節縄文LRである。

■・ 12も 微隆線によるモチーフが描かれており,縄文は単節LRである。13は後期後半 (安行 I

式)の口縁部片で,やや肥厚した口縁上部にキザミが施されている。

第43号住居跡出土石製品一覧表

第61号住居跡 (第 127図 )

位置 N14i7区。

重複関係 北側部分で第51号住居跡と切り合つているが,新旧は不明である。また,南側は重機

による撹乱を受けている。

規模と平面形 長径4.80m・ 短径[4.26]mの [楕円形]。

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

第131図

1

深  鉢

縄文式上器

B(39) 底部から胴部下端にかけての破片。平底の底部から外傾
して立ち上がる。胴部には太めの沈線による磨消帯が垂

下する。縄文は単節RLの縦回転である。内面積位のナデ。

砂粒

にぶい褐色

普通

・９

％

深  鉢

縄文式上器

Ｂ

Ｃ

底部から胴部下端にかけての破片。平底の底部から直立

気味に立ち上がってから外反する。外画陵ヘラナデ,内

面横位のナデ。

長石,石英
にぶい橙色

普通

‐９

％

鉢
齢式
深
緻

B(22)
C[85]

底部から胴部下端にかけての破片。胴部は平ほの居部か

ら外反気味に立ち上がる。底部・胴部下端とも内外面ヘ

ラミガキ。

粒砂細

色

色

褐

通

白

赤

普

P195

5%

図版番号 器  種
法 量

石  質 備   考
長さ(clm) 幅 (cln) 厚さ (cm) 重量 (g)

第131図  15 石 llll (12674) 閃 緑 岩 Q104, 欠損品 PL68

石 皿 (995) 安 山 岩 Q105,破片

石 棒 (9.2) (11224) 安 山 岩 Q106,欠損品      PL67
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壁 壁高10～30cmで ,外傾して立ち上がっている。東壁 。北西壁の壁質が柔らかく,覆土との識

別も難しかった。

床 緩やかな起伏があり,軟弱である。

ビット 18か所。Pl・ P2・ P9・ P13・ P16は長径41～ 48cln・ 短径24～ 38clnの楕円形で,深さが10～ 31

Cm,P3・ P4° P10～ P12・ P15° P18は径22～40cmの ほば円形で深さ 8～21cmである。P5° P7・ P17は

径42～46cmのほぼ円形で深さ33～54cm,P6は径60cmT2の 不整円形で深さ20cm,P14は 径72cmの不整

円形で深さ44cm,P8は 長径■6cm・短径48clnの 不整楕円形で深さ60clnである。P6は炉の一部を掘り

込んでおり,住居跡には伴わないピットと思われる。主柱穴は特定できない。

炉 中央やや北西寄りに付設されている。長径104cm。 短径82cmの楕円形で,床を16cln程掘りくば

めて地床炉としている。炉の覆上には焼土ブロックや焼土粒子が混じり,炉床も火熱で硬 くなっ

ている。

覆± 6層に分層される。 6層は褐色土でやや起伏のある堆積をしている。 3・ 4層は焼上を多

く含む層である。その上に 2・ 5層の暗褐色土, 1層の明褐色上が堆積している。

遺物 縄文式土器片は各層中から出土しているが,破片がほとんどである。炉のすぐ東側床上か

らは,ま とまって出上している。 1は P4上から出上した口縁部から胴上半部にかけての深鉢, 2

は住居跡南側覆土中出上の深鉢口縁部片で覆土中の出上である。また,13の上器片錘 。14と 15の

敲石 。16の打製石斧が覆土中から出上している。

所見 覆土上層からは縄文時代後期初頭の上器片も出土しているが,中・下層の上器は中期後半
であり,本跡の時期も該期と考えられる。住居跡形態は覆土と壁の判断が難しい所があったので,

推定である。

第61号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土 。色調・焼成 備  考
第 1

1

鉢
鍔式
深
緻

A(530)
B(230)

胴部上半から口縁部にかけての破片。口縁部に波状の突

起を有する。波頂部は無文帝が「八」字状に向かい合う。

口縁部下に断面三角形の微隆線を巡らし,胴部と区画す
る。口縁部は無文で,横位のナデ。胴部は2本の微隆線
によってV字状の無文帯を構成し無文帯外に縄文 (単節
RL)を充填している。内面横位のミガキ。

白色細砂粒,スコリア

にぶい黄橙色

普通

２３

％

Ｐ

ｌ０

鉢
錦式
深
緻

A[398]
B (40)

国縁部片。日縁部下に断面三角形の微隆線が一条巡り,

胴部縄文帯と区画している。微隆線上に舌状突起が付き,

その部分の国縁部が緩く山形になる。日縁部は無文で横

ナデ。胴部は縄文 (単節RLの横回転)を施文する。内
面横位のナデ.

白色細砂粒多量

にぶい黄橙色

普通

P237     PL42
5%

第61号住居跡出土土製品一覧表

図版番号 器  種
法 量 (cln) 径

ｊ帥

孔

で
重 量
(g)

現存率
(%)

備   考
最大長 最大幅 最大厚

第 132図 13 土 器 片 鍾 177
DP85,覆 土中
胴部片利用
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第132図 3～ 12は 床上及び

覆土中から出土した縄文式土

器片である。 3～Hは 1・ 2

とともに本跡に伴うものであ

ろう。 3は縄文地文になぞり

によるモチーフを描いた日縁

部片, 4～ 7は微隆線によっ

てモチーフを描いており,微

隆線間は磨消している。 8・

9は無文の口縁部を微隆線に

よって区画し,胴部は縄文を

施文している。10は 向い合っ

た微隆線によって,口縁部が

山形になっている。11は 口縁

部無文で,胴部は縦位直線の

条線文が施されている。12は

口縁部の 8字状突起で,後期

初頭の時期であろう。 0            10Cm

第133図 第61号住居lul出土遺物実測図(2)

第61号住居跡出土石製品一覧表

図版番号 器  種
法 量

石  質 備   考
長 さ (cm) 幅 (cln) 厚 さ (cln) 重量 (g)

第 133図 14 敲 石 11 7 緑色凝灰岩 Q130 PL69

敲 石 111 15 砂   岩 Q131

打 製 石 斧 安 山 岩 Q132,分 銅型      PL67

第46号住居跡 (第134図 )

位置 N14f6区。

規模と平面形 長径4.55m・ 短径4.25mの 不整円形。

壁 壁高10～16cmで ,外傾して立ち上がる。壁質は柔らかい。

床 平坦である。踏み締まり部分は見られない。

ビット 7か所。Plは径21側の円形で深さ22cln,P2・ P4は長径50～ 60cm・ 短径41～44cmの不整楕

会
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円形で深さ19～22cm,P3・ P5～P7は径30～36cmの不整円形で深さ17～35clnである。P6が住居跡の

中心に位置するが,他のピットの配列には規則性が認められず,性格不明としておく。

炉 確認されなかった。

覆± 3層に分層される。 3層の明褐色上が壁際から床上に堆積してのち,褐色上の 2層・ 1層

がその上を覆っている。 1層には焼土粒子を少量含む。

遺物 覆土中から出上している縄文時代早 。後期の上器片はわずかで,大半は中期後半の時期で

ある。 1は深鉢 (安行 I式)の破片である。また, 7の上器片錘が床上から出上している。

所見 炉もなく,柱穴もはっきりしない。覆上下層出上の上器が中期後半から後期後半にわたっ

ていることから,住居廃絶の時期は縄文時代後期後半頃と考えておきたい。

||

Al.4m                                  
―

SI-46 土層解説

1 褐    色 焼土粒子微量,ロ ーム粒子少量

2 褐    色 ローム粒子少量

3 明  褐  色 ローム粒子微量・褐色土小プロック少量

第134図 第46号住居跡実測図

0               2m
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班越♂覗

第135図 第48号住居跡出土遺物実測・拓影図

第46号住居跡出土上製品一覧表

第135図 2～ 6は覆土中から出上した縄文式上器片で,2～ 5は中期後半の時期である。2は無

文の口縁部が沈線によって区画され,胴部は単節縄文LRが施文されている。 3・ 4は微隆線に

よつて口縁部が区画されており, 4は さらに】同部にも微隆線によってモチーフが描かれている。

縄文はいずれも単節LRで,3は縦回転である。5は縄文施文後,条線の施された胴部片である。

6は後期後半 (安行 正式)の口縁部片で,口縁直下にキザミが施されている。第43号住居跡の第

131図 13は同一個体であろう。

|

O   O

第46号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・ 焼成 備   考

第135図

1

深  鉢
縄文式上器

B(108)
C [42]

底部から胴部中位にかけての破片。底部は平底でナデ。

胴部は底部から内彎気味に外傾して立ち上がる。胴部文

様帯は沈線で区画された帯縄文 (単節RL横回転)で分
けられ,下半は斜位の条線文,中位は沈線とキザミロに
よる区画文である。区画内に沈線による楕円形の無文部

をつくる。縦・横の帯縄文の交差するところに粘上の隆

起が見られる。

細砂粒

にぶい褐色

普通

P212      PL43
20%

図版番号 器   種
法 量 (cm) 径

ナ伽

孔
く

重

く

量 率
，
存
％
現
く

備    考
最大長 最大幅 最大厚

第 135図 7 土 器 片 錘 11 DP68,床上,胴部片利用
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弥 生 時 代

第27号住居跡 (第 136図 )

位置 L14g8区。

重複関係 第■5号・ 116号土坑を掘り込んでいる。

規模と平面形 長軸4.90m・ 短軸3.95mの隅丸長方形。

長軸方向 N-46°一W。

⑦ l ¶
＝
ｕ
¶
＝
劃

Ｅ
ｏ
９
ｗ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

１

弐

、

思

７

呻

―
Ｅ
。
ド
耳
引

0「

o               2m

SI-27 炉土層解説

1 暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・炭化材細片中量

2 赤  褐  色 焼土小ブロック多量,炭化粒子少量

3 明  褐  色 焼上粒子・焼上小ブロック少量

4 褐    色 焼土粒子・炭化粒子中量,焼土小プロック少量

1 暗  褐  色 焼土粒子・焼土小ブロック多量,炭化粒子少量

2 赤  褐  色 焼土粒子・焼上小ブロック多量,炭化粒子少量

3 にぶい赤褐色 焼上粒子多量,焼土小アロック中量,炭化粒子・ ロ

ーム小ブロック微量

4 暗  褐  色 焼土粒子多量,焼土小プロック少量,ロ ーム小プロッ

ク微量

5 暗  褐  色 焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・ロームガヽプロック中

量

6 褐    色 焼上小プロック・ ローム小プロック・炭化粒子少量

7 暗  褐  色 炭化粒子・焼上小ブロック少量

8 掲    色 ローム小プロック中量・燒土小プロック,炭化粒子

微量

-187-
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壁 壁高17～25cmで ,外傾して立ち上がっている。

床 平坦である。炉の周りが踏み締められている。特に,北東部分の踏み締まり部分は広い。

ビット 10か所c壁に接し小ピットが 4か所ある。Pl・ P3・ P4は径18～23cmのほぼ円形で深さ13～ 18

Cln,P2は 径26cmの不整円形で深さ19cmであり主柱穴と考えられる。P5は径32cmの 円形で深さが30

cmあ り,出入り口施設に伴うピットと考えられる。Psは径27cmの円形で深さが1lcmあ り,P5と対

になる位置である。P5・ P6間が床の踏み締まり部分であり,P6も 上屋構造にかかわるピットとみ

られる。P7・ P8は径24cm程の不整形,P9は長径60cm・ 短径50cmの不整楕円形で深さが38cmである

が,いずれも性格不明である。PiOは土坑状の掘り込みで,長径122cm。 短径80cmの楕円形で,深さ

は18cmである。壁際に位置しているが,性格は不明である。

炉 中央部に付設されている。長径98cln・ 短径70cmの不整楕円形で,床を13cm程皿状に掘りくば

めて地床炉としている。炉床はよく焼けて,硬 くなっている。

貯蔵穴 東壁際の中央に付設されている。長径80cm・ 短径54cmの楕円形で,深さは19cmである。

平坦な底面から外傾して立ち上がっている。

覆± 8層に分層される。 8層が壁際に堆積してのち, 2・ 3・ 4・ 5層が広く床を覆う。 2層

は焼上の堆積層であり,柔らかく赤褐色をしている。 3層 も同様であるが,焼土ブロックが 2層

より少ない。 4・ 5層の暗褐色上にも焼上がかなり含まれている。炭化材も5層中に多い。 1・

6・ 7層 はその上に流れ込んだ土層である。わずかに焼土粒子・炭化粒子が含まれている。

遺物 覆上下層から多量の上器片が出上している。弥生式上器片は床上からの出土が多く,上・

中層からは縄文時代早～中期の上器片が出上している。 1の壺底部は炉の東寄り床上からの出土

である。 2の浅鉢は,正位の状態で炉と北壁の間からの出上である。また,17の敲石が炉の北側

床上から出上している。

所見 焼土及び炭化材の出土状態から,焼失住居跡と考えられる。出土遺物は,製作方法の珍し
い 2の浅鉢以外はすべて破片である。炭化材が少なく,焼上が中央に多いのは片付けが行なわれ

たためと考えられ,その時に使用可能なものは持ち去ったのであろう。床上出上の遺物から,本

跡の時期は弥生時代後期中葉と考えられる。

第27号住居跡出土石製品一覧表

図版番号 器  種
法 量

石  質 備   考
長さ (cm) 幅 (clm) 厚 さ (cln) 重量 (g)

第137図  17 敲 石 砂   岩 Q53

-188-



"

物 73
I

野
ミミヽ
＼

魏 叫 f

聴胤覧解孔
Ⅵ
刊
〃

④
惑
闊
Ψ
第197図 第27号住居跡出土遣物実測 。拓影図

伽甲8にザ9諌J0
Ⅷ 翌鞘 |

引

第27号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

第 1

1

壷

弥生式土器

B (47)
C 61

底部から胴下半部にかけての破片。底部は張り出し気味

の平底で,木葉痕を有する。胴部は底部から外傾して立

ち上がり,縄文 (付加条一種付加 2条,軸縄が不鮮明で

絡条体のように見える)を施文している。

長石,石英,ス コリア

明褐色

普通

P llo      PL43

20%

2 浅  鉢
弥生式土器

A 156
B 75
C 34

粗製の鉢で,偏平に延ばした粘土板を足の膝に押付け,

形作った土器である。外面には押付けによる粘土割れが

見られ,施文は一切ない。内面にはひざ小僧の形に,皮

膚の敏・膝毛の痕跡が見られる。成形後の調整も見られ

ない。

細砂粒,ス コリア

繊維多量

にぶい責橙色

普通

P lll      PL43

100%
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第137図 3～ 10は床上及び覆土中から出上した弥生式上器片で, 1・ 2と ともに本跡に伴うもの

である。 3～ 5は 口縁部片である。 3・ 4は 2段の複合口縁で,下端にキザミが施されている。

5は素縁であり,いずれも付加条一種付加 2条の縄文を施文している。 6は頸部片で, 6本櫛歯

のスリット手法による縦区画線があり,区画内は破片では無文である。胴部は付加条一種付加 2

条の縄文が施文されている。 7～ 9は付加条一種付加 2条の縄文が施文された胴部片で, 7は羽

状構成をとる。 8・ 9は撚りがあまい。loは底部にかけての破片であり,わずかに残る底部は無

文で,胴部は付加条一種付加 2条の縄文である。■～16は覆土中から出土した縄文式上器片であ

る。11・ 12は早期末 (茅山式)の表裏条痕文系土器の胴部片,13～ 15は前期後半から末にかけて

の時期である。13は輪積み痕に押圧が施された浮島H式の口縁部片,14は 口縁部に条線により渦

文が施された興津式,15は縄文地文に縄紐の圧痕がある粟島台式上器の胴部片である。16は中期

後半 (加曽利 E III式 )の 回縁部片で,隆起線によってモチーフが描かれ,縄文は単節RLの縦回転

である。

第31号住居跡 (第138図 )

位置 Ll荀 9区。

重複関係 南東コーナー部で,第 144号土坑の一部を掘り込んでいる。
規模と平面形 長軸5.33m・ 短軸4.80mの隅丸長方形。

主軸方向 N-60°  W。

壁 壁高30～32cmで ,外傾して立ち上がっている。壁質はしっかりしている。
床 平坦である。炉と東壁の間の部分がよく踏み締められている。
ビット 39か所。炉を囲むように位置するPl～P4が,規模。配列から主柱穴と考えられ,長径30～ 53

cm・ 短径23～ 40c14の 楕円形で深さ35～ 68cmである。Psは位置及びその周りがよく踏み締められて

いること,ピ ットと東壁との間に貯蔵穴と考えられる掘り込みがあることから,出入り口施設に

伴うピットと考えられる。径42cmの ほぼ円形で,深さは25cmで ある。P7～P29は壁に沿って巡るピ

ット群で,配列 。規模から壁柱穴と考えられる。径14～ 30clnの ほぼ円形で深さ 7～33cmで,規模

にはややばらつきが見られる。P6は径38cmの ほぼ円形で深さが35clnあ り,規模 。配列から柱穴と

考えられる。P35° P99は規模・位置からPl・ P6の補助柱穴と考えられる。他については,性格不

明である。

溝 3条。北壁寄り中央に間仕切りとみられる長さ55cmで幅14cmの溝 1条,南壁に沿ってP13・ P“

間に長さ44cmと 86cmの溝 2条が確認された。断面は「U」 字形をしている。規模の小さい溝であ

るが,性格は不明である。

炉 長軸線上ほぼ中央に付設されている。長径146cm。 短径98cmの不整楕円形で,床を10側程掘り
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SI-31 炉土層解説

1 褐    色 焼土粒子・炭化粒子少量,ロ ーム粒子多量,ロ ーム

小プロック微量

2 明  褐  色 ロームプロック多量,炭化粒子微量

3 赤  褐  色 ローム粒子多量,焼土小ブロック・ ローム小プロッ

ク中量,炭化粒子少量

4 暗 赤 褐 色 ローム粒子中量,焼土小ブロック・焼上粒子少量

5 赤  褐  色 焼上プロック

6 褐    色 焼上粒子・焼土小ブロック・ ローム粒子・ ローム小

プロック中量,炭化粒子少量

SI-31 土層解説
1 黒  褐  色 焼上粒子多量,炭化粒子少量
2 暗  褐  色 焼上粒子多量,決化粒子少量,

―
ロームガヽプロック微

量

3 暗  褐  色 焼土粒子・焼土小プロック中量,炭化粒子・ ローム

小プロック少量

4 褐    色 焼土粒子・焼土小ブロック中量,炭化粒子・ ローム

小ブロック少量

第138図 第31号住居LII実測図
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くばめて地床炉としている。炉床は熱を受けて赤くなっているが,硬 くはない。

貯蔵穴 東壁際に付設されている。長径126cm・短径56cm程の不整楕円形で,深さ20cmの深い皿状

の掘り込みである。

覆上 4層に分層される。壁際にローム小ブロックを含む 3。 4層が堆積してのち,焼土粒子を

多量に含む暗褐色の 2層が床全体を広く覆う。さらに,皿状の窪地に焼土粒子を多量に含む腐植

土と思われる黒褐色の 1層が堆積している。

遺物 覆土下層及び床上から弥生式上器片が,覆土上層からは30の上製円板及び多量の縄文時代

早 。前期の上器片が出上している。器形の分かるものは少ない。 1の壷は西壁寄り3層中から,

2の壼底部は東コーナー寄りで覆上下層, 4の壷は床上からの出上である。 3の壺底部は南壁寄

りの 2層中からの出土である。また,覆上上層から32と 33の磨石 。31の砥石が出上している。

所見 本跡の時期は出土遺物から,弥生時代後期中葉である。器形の分かる土器が少ないのは,

住居廃絶時に使用可能なものを運び出したからであろう。

第31号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調 。焼成 備  考

1 弥生式土器

B(65)
C 70

底部から胴下半部にかけての破片。底部は張り出し気味

の平底で木葉痕を有する。また,底部は内側からぬかれ
ているようである。胴部は底部から内彎気味に外傾して

立ち上がり,付加条一種 (付加 2条)の縄文が施文され
ている。羽状にはならないハ

長石,石英
にぶい橙色

普通

P l15     PL43

30%

砂は中粒

器

士延

覺弥

B(
C

l 7) 底部から胴部の立ち上がりにかけての破片。平底で,木
葉痕を有する。胴部はやや張り出し気味の底部から外傾

して立ち上がり,付加条一種 (付加 2条)の縄文が施文
されている。

長石,石英,雲母
にぶい橙色

普通 粒

６

　

　

中

１１

％

は

Ｐ

ｌＯ

砂

3

器

士望

鈍弥

B(32)
C[70]

底部から胴部の立ち上がりにかけての破片。底部はやや

張り出す平底で無文。胴部は直立気味に立ち上がってか

ら外反する。胴部には付加条一種 (付加 2条)の縄文を

雑に施文している。

白色砂粒

にぶい赤褐色

普通

１．

％

Ｐ

ｌ０

4 豆

弥生式上器

B(35)
C 66

底部から胴上半部にかけての破片。底部は平底で木棄痕

を有する。胴部は底部から外傾して立ち上がる。付加条

一種 (付加 2条)の紹文を施文しているぅ

長石,細砂粒
にぶい橙色

普桶

ＬＰ１．

％

Ｐ
　
‐５

第139図 5～22は床上及び覆土中から出上した弥生式上器片で,1～ 4と ともに本跡に伴うもの

である。 5～ 7は口縁部片である。 5は複合口縁で下端にキザミが施され, 6・ 7は素縁である。

5。 7は付加条一種付加 2条, 6は直前段反撚の縄文である。 8～ 11は頸部片で, 8。 9は同一

個体である。 8は櫛歯による縦区画線が施され,区画内は無文である。10。 ■も同一個体であろ

う。10は櫛歯による縦区画後,胴部との境に横走文を施している。12～ 19は胴部片である。いず

れも付加条一種付加 2条の縄文である。20・ 21は底部にかけての破片である。20は直前段反撚,

21は付加条一種付加 2条の縄文である。22は底部に木葉痕がある。23～29は覆土中出上の縄文式

上器片である。23～26は早期末 (茅山式)の時期で,23は上げ底の底部片で,表裏条痕文土器で

ある。24は第97図 3と 同一個体であろうか。25は表裏条痕文土器である。26はアナグラ属の貝殻
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第 139図 第 31号住居跡出土遺物実測・拓影図 (1)
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背圧痕が密に施された口縁部片である。27・ 28は胴部片で,前期前半 (関山式)の時期である。

27は羽状縄文にいば状突起が付き,竹管によるコンパス文が施されている。28はループ文が見ら

れる。29は前期後半 (浮島Ⅲ式)の時期で,口唇部にキザミ,胴部は三角刺突文が施されている。

0             10Cm

第140図 第31号住居跡出土遺物実測図(2)

第31号住居跡出土上製品 。石製品一覧表

古 墳 時 代

第35号住居跡 (第 141図 )

位置 M14h9区。

重複関係 北東コーナー部で第111号土元 (炉穴)を掘り込んでいる。

規模と平面形 長軸4.50m・ 短軸4.49mの 方形。

長軸方向 N-43° W。

壁 壁高14～30cmで,ほぼ垂直に立ち上がっている。西壁・南壁の一部に壁溝が巡る。上幅10～ 14

cm・ 深さ4～ 6 cmで断面形はU字形をしている。

床 平坦である。出入り口施設用ピットから炉にかけての中央部分がよく踏み締められている。

また,壁から5～20cm離れて幅24～ 52clnの黒色上の帯状の広がり(上上で表示)が全周する。溝状の

掘り方と考えられるが,床の踏み締まり部分にも及んでおり,住居使用時には溝は埋めもどされ

ている。

ビット 3か所。Plは長径55cm・ 短径41cmの楕円形で,深さ30clnの外傾した掘り込みである。位

図版番号 器  種
法 量 (cm) 径

，枷

孔
く

重 量
(g)

現存率
(%)

備   考
最大長 最大幅 最大厚

第139図  30 円 板 77 DP55,1層 中 PL65

図版番号 器  種
法 量

石   質 備   考
長さ (an) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 (g)

第139図  31 砥 石 255 3 砂   岩 Q61 PL68

第 140図 33 磨 石 砂   岩 Q62,敲き兼用,欠損品  PL69
磨 石 安 山 岩 Q63 PL68
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Ｏ
ド
耳
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色

色

褐

褐

暗

暗

焼上粒子少量,炭化粒子・ローム小プロック微量

焼土粒子・炭化粒子微量,ローム粒子・ ローム小フ

1 極 暗 褐 色 焼土粒子中量,ロ ーム粒子少量,炭化粒子微量
2 暗  褐  色 焼土粒子少量,炭化粒子微量,ロ ーム小ブロック中

量

3 暗  褐  色 焼土粒子・炭化粒子微量,ロ ーム粒子少量
4 褐    色 焼上粒子・焼土小プロック・ローム小プロック少量,

ローム粒子中量

第 141図 第35号住居跡実測図

ロック中量

SI-35 炉土層解説

1 にぶい赤褐色 焼土粒子・ 焼土ガヽブロック中量

2 赤  褐  色 焼土プロック・ 院土粒子多量

置から判断して出入り口施設用のピットである。P2は径32cmの ほぼ円形で深さ28cm,P3は 長径56

cm・ 短径46cmの楕円形で深さ32cm,それぞれコーナー部に位置するが,規模に違いがあり性格は

不明である。

炉 中央からやや北寄りに付設されている。長径134cm・ 短径100cmの不整円形で,床を 7 cm程掘

りくばめて地床炉としている。炉床は火熱で硬くなっている。

貯蔵穴 2か所。貯蔵穴 1は北コーナー部に付設され,径92cmの ほぼ円形で深さ18cmである。皿

状の底面から緩く外傾して立ち上がっている。貯蔵穴 2は東コーナー部に付設され,長軸55cm。

短軸26cmの隅丸長方形で深さ17cmで ある。平坦な底面から外傾して立ち上がっている。
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0            10Cm
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覆上 6層に分層される。 3・ 5・ 6層の暗褐色上が壁際に堆積し, 4層が床全体を広く覆って

のち,皿状の窪地に 1・ 2層が入っている。

遺物 覆土上層から縄文式土器片が出上している。北コーナーの 3層下から1の台付甕・2の壺・

7の高不がばらばらになって出土している。完形になるものはなく,埋没途中での投棄であろう。

炉の南側覆土中層からは 9の粗製器台形土器が,横位で出土している。 8の高不・ 6の小形甕・

3～ 5の甕は炉上の覆土中層からの出上であるが,いずれも破片である。10の石鏃が出入り口施

設用ピットの西側の床上から,ま た■と12の磨石
。13の砥石が覆土中から出上している。

所見 本跡は主柱穴のない住居跡で,第 1～ 6号住居跡に類似する。溝状掘り方も同様であるが,

完堀はしていない。遺物が少ないのは,住居廃絶時に使用可能なものを運び出したからであろう

か。時期は,出土遺物から古墳時代前期 (五領式期)と考えられる。

‐２

　

目

‐３

　

　

　

　

　

　

６

。      1    10cm

第143図 第35号住居跡出土遺物実測・拓影図(2)

第143図 14～16は覆土中から出上した縄文時代早期末 (茅山式)の表裏条痕文土器片
である。15

は口縁部片で,横位の条痕後,日縁上端には縦・斜位の条痕を施している。16は胴部片でアナダ

ラ属の貝殻背圧痕文列が見られる。14は底部片で,底面にも条痕が施されている。

第35号住居跡出上石製品一覧表

14

図版番号 器  種
法 量

石  質 備   考
長さ (cm) 幅 (cln) 厚 さ (clm) 重量 lg)

第142図 10 石 鏃 13 チャー ト

第 143図 12 磨 石 (5212) 砂   岩 Q75,欠損品,敲石兼用

第142図 11 磨 石 (52) 41 安 山 岩 Q76,欠損品,敲石兼用

第143図 13 砥 石 砂   岩 Q77,欠損品,復i
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第35号住居跡出上遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第142図

1

台 付 甕

土 師 器

A 176
B(227)

台部欠損。体部は球形状で,

最大径を中位に持つ。口縁

部は強く外反して立ち上が

り,端部でつまみあげられ

稜をつくる。

体部外面ハケロ整形後粗い

ヘラミガキ,内面積ナデ。
口縁部内外面ハケロ整形

で,外面上半横ナデ。

細砂粒,ス コリア

にぶい橙色

普通

P130     PL43
30%

体部スス付着。

上 師 器

A[155]
B(106)

体部上半から口縁部にかけ

ての破片。体部は球形状と

思われる。国縁部は直立気

味に立ち上がり,上半で外
反する。

体部外面斜位ハケロ整形,

内面横ナデ。口縁部外面斜

位ヘラナデ,内面横ハケロ

整形。

石

色

通

長

橙

普

スコリア P131      PL43

20%

3 甕

土 師 器

A[162]
B (85)

体部上半から口縁部にかけ

ての破片。体部は緩やかに

立ち上がり,日縁部で外傾

する。

体部内外面ナデ。日縁部内

外面ハケロ整形後,外面ナ
デ。

細砂粒,ス コリア

灰白色

普通

P132

10%

輪積み痕。

4 甕

土 師 器

A[189]
B(42)

頸部から口縁部にかけての

破片。日縁部は頸部で「く」

字状に外反して立ち上がり,

端部でつまみあげられ稜を

つくる。

頸部外面ハケロ整形,内面

ナデ。口縁部内外面横ナデ。

細砂粒

橙色

普通

P133

5%

5 甕

土 師 器

B(175)
C [62]

底部から体部上半にかけて

の破片。底部は平底。体部

は球形状で中位に最大径を

持つ。

体部外面ハケロ整形後ナデ

で下半ヘラケズリ,内面ヘ

ラナデ。

砂粒,ス コリア

橙色

普通

P134     PL43
30%
内面下半・体部外面スス付着。

体部下半二次焼成。

甕

器

型

師

小

上

A[104]
B 106
C 31

体部上半から国縁部にかけ

て一部欠損。平底で,体部
は上半に最大径を持つ。国

縁部は外反して立ち上がる。

底部外面はヘラミガキ。体

部は内外面ヘラナデで外面

下半ヘラケズリ。□縁部内

外面ナデ。

長石,チ ャート

スコリア

にぶい赤褐色

普通

P135      PL44

60%

7 高  不
土 師 器

B (78) 脚部のみ。不接合部からラ
ッパ状に開き,裾端部は欠

損している。脚部に3孔。

脚部外面赤彩後ヘラミガキ,

内面ヘラナデ。体部外面ヘ

ラケズリ後ナデ,内面ナデ。

白色細砂粒,スコリア

明赤褐色

普通

P136      PL44

40%

外面小劉離痕多し。

穿孔は外→内。

8 高  不
土 師 器

B 94 脚部上半からイ部の立ち上

がりのみ。接合部からラッ

パ状に開いている。脚部に

37し を有する。

脚部外面縦ヘラミガキ,内
面ナデ。イ部内面ヘラミガ

キ。

細砂粒

にぶい橙色

普通

P137

20%

9 粗製器台

土 師 器

A 58
B (90)

脚部下半欠損。脚部は「ハ」

字状に開く。器受部は算盤

玉状で,日唇部は垂直に面

取りされている。中央に貫

通孔あり。

脚部から器受部外面雑なナ

デ。脚部内面雑な指押え。

器受部内面指ナデ。

細砂粒,ス コリア

橙色

普通

P138      PL44

70%
器受部二次焼成。

くびれ部内面スス付着。

第39号住居跡 (第144図 )

位置 M15al区。

規模と平面形 長軸6.58m。 短軸5.80mの隅丸方形。

主軸方向 N-8°一 E。

壁 壁高50cmで ,ほぼ垂直に立ち上がっている。ローム質の壁でしっかりしている。壁溝が北壁

から西壁下を巡っている。上幅13cm。 深さ 4 cmで断面「U」 字形をしている。

床 平坦である。主柱穴に囲まれた中央部分と主柱穴のP2・ P3間がよく踏み締められている。

ビット 8か所。Pl～P4は径30～42cmの不整円形で,深さは37～46cmで ある。配列及び規模から

-198-



主柱穴と考えられる。P7・ PSは径32～ 38甑の不整円形で,深さは28～38cmである。位置関係から

それぞれP3と P4の補助柱穴と考えられる。P5は径38cmの ほぼ円形で深さ22cmでPl・ P2の中間に位

置し,柱穴と考えられる。P6は長径48cm。 短径40cmの不整楕円形で深さ37cm,貯蔵穴の脇にある

ことから判断して,出入り口施設に伴うピットと考えられる。

炉 中央からやや東寄りで,Pl・P2の主柱穴の内側に付設されている。径は78cmeの不整円形で,

床を6cm4皿状に掘りくばめて地床炉としている。炉床はよく焼けて硬くなっている。

貯蔵洟  2か所。貯蔵穴 1は南東コーナー部寄りで,P2・ P6に挟まれた位置にある。長径74cln・

短径63clnの楕円形で深さが34cm,皿状の底面から外傾して立ち上がっている。貯蔵穴 2は南西コ

ーナー部で,長径110cm・ 短径83cmの不整楕円形,深さが28clnである。

覆± 7層に分層される。 7層 は多量の焼上に混じつて炭化材などを含んだ層で,焼失時に堆積

した層と考えられる。このような土層が北壁 。南壁際に見られる。その後, 5・ 6層が堆積して

いる。皿状の窪地に堆積した 2・ 3・ 4層中に土師器片が多く見られる。 1層は黒褐色のさらさ

らした感じの上で,腐食上である。

遺物 壁寄りから多くの上器片が出上している。特に東西の壁寄りに多い。 9の鉢・8の小型奏,

3・ 5の重がまとまって,南東コーナー寄りの焼土層下から出上している。完形にはならず,ま

た破片がまわりに散っていることから,住居廃絶後の投棄であろう。 1の台付甕はそれらのすぐ

北側の床上から,ばらばらになって出上している。南西コーナー寄りの床上からは 6の壷と10の

台付甕台部がつぶれた状態で出上している。 2の甕は炉の周囲, 4の壺は南壁中央寄り, 7の重

は北西コーナー部の覆上下層からの出上である。やはり投棄と考えられる。また,覆土中から上

玉が 6点出上している。18の上製円板,縄文式上器片は覆土上層から出土している。他に21の敲

石が南西コーナー部床上から,19の砥石・ 20の敲石・ 22の石皿片が覆土中から出上している。

所見 焼上及び炭化材の出土状況から,本跡は焼失住居跡と考えられるが,炭化材が少ないのは

片付けが行なわれたためであろう。その時,使用可能な土器類は持ち去ったものと考えられる。

本跡の時期は床上出上の土器から,古墳時代前期 (五領式期)と考えられる。

SI-39 炉土層解説SI-39 土層解説
1 黒  褐  色 焼上粒子中量,炭化粒子少量,焼上小プロック微量    1 にぶい赤褐色 焼土粒子多量,焼土小プロック中量,炭化粒子少量

2 極 暗 褐 色 焼土粒子多量,焼土小プロック・炭化泣子少量,コーム    2 にぶい赤褐色 焼上粒子中量,焼土小プロック・炭化粒子少量

粒子中量                        3 赤  褐  色 焼土粒子・ ローム小ブロック多量,焼土小ブロック

3 黒  褐  色 焼土粒子多量,焼上小ブロック・ ローム粒子中量,
ローム小ブロック・庚化粒子少量

4 極 暗赤 褐 色 焼上小ブロック多量,焼土粒子中量】炭化粒子・ ロ

ーム小ブロック少量

5 極 暗 褐 色 焼土粒子多量,焼上小ブロック少量,ロ ーム小プロ

ック中量,炭化粒子微量

6 暗  褐  色 焼土粒子・ ローム粒子中量,焼土小ブrlッ ク・炭化

粒子微量,ロ ーム粒子・ ローム小プロック少量

7 にぶい赤褐色 焼土粒子 。ローム粒子多量,焼土小プロック・ ロー

ム小ブロック少量,炭化粒子微量

中量,炭化粒子少量,本炭片 。小石少量
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第 145図 第 39号住居跡出土遺物実測 。拓影図(1)
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第39号住居跡出土遺物観察表

図ナ振番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色調・焼成 備 考

第145図

1

台 付 甕

土 師 器

A[160]
B 270
D 99
E 67

体都中位から国縁部にかけ

て一部欠損。台部は「ハ」字

状に開く。体部は球形状で,

最大径を中位に持つ。国縁

部は外傾して立ち上がる。

台部外面ヘラナデ,内画横
ナデ。体部内外面ナデ。ロ

縁部内外面ナデ。

網砂粒

橙色

普通

P139      PL44
65%

体部内面小劉離痕。

2 甕

土 師 器

A[192]
B(184)

体部上半から口縁部にかけ

ての破片。体部は球形状と

思われる。口縁部は外反し

て立ち上がる。

体部外面ナデで一部ヘラミ

ガキ,内面ナデ。国縁部外
面横ナデ,内面横ナデ後ヘ

ラミガキ。

長石,ス コリア

明赤褐色

普通

P140      PL44
20%

体部内面に小剥離痕。

3 重

土 師 器

A 140
B(117)

体部中位以下欠損。体部は

球形状である。頸部で「く」

字状に外反する国縁部は複

合口縁。

体部外面縦ヘラミガキ,内
面ナデ。幅広で縦ヘラミガ

キの頸部下に刺突列が巡る。

複合日縁下端にもヘラによ

るキザミが巡る。口縁部外

面横ナデ,内面ヘラミガキ。

長石,ス コリア

赤褐色

普通

P141      PL44
40%

輸積み痕。

4 壺

土 師 器

A 145
B(79)

幅広の口縁部は頸部から

「く」字状に外反して立ち上

がる。

頸部外面赤彩,内面ナデ。
日縁部外面ナデ,内面赤彩。

細砂粒

にぶい種色

普通

P142      PL44

30%

5 壷

土 師 器

B(193) 下膨れの体部片である。中
位から内彎して立ち上がる。

体部外面ヘラナデで一部ヘ

ラケズリ,内面ナデ。
砂粒,ス コリア

にぶい橙色  普通
P148      PL45
20%

第146図

6 土 師 器

B(230) 下膨れの体部片。中位から
内彎して立ち上がる。

体部外面赤彩後縦ヘラミガ

キ,内面横ナデ。
砂粒,ス コリア

暗赤褐色   普通
P144      PL45

30%

第145図

7 土 師 器

B(81)
C[82]

底部から体部下半にかけて

の破片。突出気味の平底で,

内彎気味に外傾して立ち上

がる。体部は球形状と思わ

オιる。

底部外面ナデ。体部外面立

ち上がり部ナデ,下半縦ヘ

ラミガキ。内面ナデ。

砂粒,ス コリア

にぶい橙色

普通

P145      PL44
15%

8 小 型 甕

土 師 器

A[■ 8]
B 105
C 47

口縁部一部欠損。体部は球

形状で,最大径を中位に持
つ。日縁部は外傾して立ち

上がる。

底部外面ナデ。体部外面ハ

ケ状のヘラによる横位のナ

デ,内面ナデ。日縁部内外
面横ナデ。

白色細砂粒,スコリア

浅責橙色

普通

P146     PL44
80%

体部外面スス付着。

9 鉢

土 師 器

A ■ o
B 49
C 30

体部一部欠損。上げ底気味

の底部。底部から内彎気味

に外傾して立ち上がり回縁

部に至る。

底部外面ヘラナデ。体部か

ら口縁部外面ヘラナデ,内
面ナデ。

砂粒多量,ス コリア

赤褐色

普通

P147      PL4J

95%

台付 (甕 )

上 師 器

D[78]
E(40)

「ハ」字状に開く台部のみ。 手捏ね的な雑な作りで,台
部外面指押え痕とナデ,内
面ナデ。

白色細砂粒,スコリア

橙色

普通

P148      PL44
10%

第146図

11

深  鉢
縄文式土器

A[194]
B(51)

胴上半部から回縁部にかけての破片。頸部でわずかにく

びれ,肥厚する国縁部は外反する。胴部撚糸文で頸部無
文,日唇部及び口縁部にも縄文を施文している。内面横
位のナデ。

白色細砂粒

にぶい黄橙色

普通

P149

5%

第39号住居跡出土上製品一覧表 (PL64)

図版番号 器  種
法        量 (cm) 径

，伽

孔
く

重 量
(g)

現存率
(%)

備 考
最大長 最大幅 最大厚

第146図 12 土 玉 21 4 DP56,西壁寄り

土 玉 32 1 DP57,北西コーナー寄り

上 玉 26 3 DP58,北壁寄り

土 玉 22 2 DP59,覆土中

上 玉 DP60,P2上

上 玉 DP61,2層 中

円 板 (34) (39) 11 (136) DP62,覆上中 PL65
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第39号住居跡出土石製品一覧表

図版番号 器  種
法 量

石   質 備   考
長さ (cln) 幅 (cln) 厚 さ (cln) 重量 (g)

第 146図 19 砥 石 (72) (14218) 砂   岩 Q79,欠損品       PL68
石 皿 (557) 安 山 岩 Q80,破片

敲 石 (2980) 砂   岩 Q81,磨石兼用      PL69
敲 石 5ユ 砂   岩 Q82

第146図■・23は覆土中から出上した縄文式上器片である。11は早期前葉 (井草式)の時期であ

る。23は口縁部片で,前期前半 (関山式)の時期である。縄文地文に沈線区画を施し,沈線に沿

って細かく爪形文を施している。さらに沈線上にいば状突起を配している。

第41号住居跡 (第 147図 )

位置 N14c9区。

重複関係 北コーナー部が第120号土坑を掘り込んでいる。

規模と平面形 長軸3.75m。 短軸3.70mの 方形。

主軸方向 N-41° W。

壁 壁高14～22cmで,外傾して立ち上がっている。ローム質の壁でしっかりしている。

床 平坦で,全体的に踏み締まりが認められる。また,南西壁際中央で途切れるが,上幅40～ 90

cmの清状掘り方の黒い落ち込みが巡っている。深さは,掘 り方 l■■で表示)を完掘していないので

不明である。掘り方上面は踏み締まりが認められ,住居使用時は埋土されていたことがわかる。

ビット 2か所。Plは長径44cm・ 短径34cmの楕円形で深さ33cmであり,炉を通る主軸線上に位置

し,出入り口施設に伴うピットと考えられる。P2は南コーナー部に位置し,径 27clnの円形で深さ

16clnである。性格は不明である。

炉 中央から西コーナー寄りに付設されている。溝状掘り方に半分ほどかかっており,床を10cm

程掘り込んで地床炉としている。中間に高まりがあるが,炉床は火熱で赤く硬 くなっている。

覆± 4層に分層される。壁際に暗褐色及び褐色の 3・ 4層が堆積してのち,ロ ーム小ブロック

を含む褐色上の 2層が厚く入っている。さらに, 2層上のわずかな窪地に 1層の褐色上が入って

いる。いずれの層中にも焼土粒子・炭化粒子がわずかずつ含まれる。

遺物 覆土上 。中層からは13の石皿片及び縄文式上器片が出上している。土師器は床上及び覆土

下層から大半が出上している。 1の甕は炉の東辺から正位の状態で出上している。また, 2の甕

は炉上・3の甕は炉の南側からの出上である。 9は重で ,口縁部と胴下部を粘土接合部で欠失して

おり,炉の北西縁部に逆位におかれた状態で出上している。炉の北東辺から北コーナーにかけて,

5と 6の甕・ 8の壼の破片が散らばって出上している。また,南西壁際中央から東壁側にかけて

の広範囲に, 4の甕の破片が散らばって出上している。南東壁際中央からは,11の 高不が横位の
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状態で出上している。10の増は南コーナー部床上,12の上玉と14の台石は東コーナー脇床上から

の出上である。

所見 主柱穴をもたない住居跡である。清状掘り方については, 1号住居のあり方に類似する。

遺物は炉の周辺に集中するが,出土状況は一括投棄をうかがわせる。 9の壷破損品は置台への二

次転用と考えられる。本跡の時期は遺物から判断して古墳時代前期 (五領式期)と考えられる。

01

Al猛4m

o              2m

Dl.lm              
―

SI-41 土層解説

1 褐    色 焼土粒子・炭化粒子微量,ロ ーム粒子中量

2 褐    色 焼土粒子微量,炭化粒子・ロームプロック少量,ローム

粒多量

3 暗  褐  色 焼土粒子・炭化粒子少量,焼上小ブロック微量,ロ

ーム粒中量

4 褐    色 焼土粒子・炭化粒子微量

第147図 第41号住居跡実測図

A

Ｅ

寸
ド
ｒコ
引01口

|

O          SO Cm

―

SI-41 炉土層解説

1 明 赤 褐 色 焼土粒子多量,焼土小ブロック少量

2 赤  褐  色 焼上粒子・焼土小プロック多量

3 明 赤 褐 色 焼土ブロック多量,焼土粒子少量

4 褐    色 焼上粒子微量

第41号住居跡出土石製品一覧表

図版番号 器  種
法 量

石   質 備 考
長さ(cln) 幅 (cm) 厚 さ (cln) 重量 (g)

第149図 14 石 230 0 礫   岩 Q96,火熱により

石 皿 (53) (1584) 安 山 岩 Q97,破片        PL68
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第 148図 第41号住居跡出土遺物実測図(1)



�

第 149図 第 41号住居跡出土遺物実測・拓影図(2)

-207-



汎
ノ

第149図 15は覆土中から出土した縄文時代中期中葉 (勝坂式)の口縁部片である。隆帯で区画さ

れた中に,「ハ」字状の角押文が隆帯に沿って施されている。

③

①12

〕              2m

第150図 第41号住居跡遺物出土状況図

孔翻

第41号住居跡出上遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備

第148図

1

憂

土 師 器

A 180
B(219)

体部はややつぶれた球形状

で,最大径を体部上半に持
つ。口縁部は強く外傾して

立ち上がる。

体部外面積・斜位ハケロ整

形で下端は縦ナデ,内蔵債
ハケロ整形。日縁部内外面

ハケロ整形後横ナデ。

白色細砂粒,スコリア

にぶい橙色

普通

P176      PL45

80%

内面に小劉離痕。

2 甕

土 師 器

A 207
B(179)
C 75

体部下半欠損。底部との接

点はないが同一個体。体部

は球形状で中位に最大径を

持つ。口縁部は緩く外反し

て立ち上がる。

体部外面積ナデ,内面横ヘ

ラナデ。日縁部内外面横ヘ

ラミガキ。

白色細砂粒,スコリア

暗赤褐色

普通

P177      PL45
80%

外面に小劉離痕多し。
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第148図

3

密

土 師 器

A 167
B(173)

体部下半欠損。体部はやや

つぶれた球形状で,最大径
を体部上半に持つ。厚みの

ある口縁部は外傾して立ち

上がる。台付甕の可能性も

ある。

体部外面上半横ハケロ整形

で下半斜位ハケロ整形後ヘ

ラナデ,内面横ナデ。口縁

部外面縦ハケロ整形後債ナ

デ,内面横ヘラナデ。

砂粒,ス コリア

にぶい橙色

普通

P178     PL45
70%

4 甕

土 師 器

A 191
B(195)
C 74

体部下半欠損。底部との接

点はないが同一個体。体部

は球形状で最大径を中位に

持つ。国縁部は緩く外反し

て立ち上がる。

体部外面横ナデ,内面横ナ
デ後一部ヘラミガキ。口縁

部外面横ナデ,内面横ナデ

後一部ヘラミガキ。

細砂粒多量

暗赤褐色

普通

P179     PL45
75%

内面に輪積み痕

第149図

5

甕

上 師 器

B(220)
C 69

平底の底部から体部上半に

かけての破片。体部は球形

状で中位に最大径を持つ。

底部外面ナデ。体部内外面

ヘラナデ。

長石,石英,雲母,
スコリア

橙色     普通

P180     PL46
40%

第148図

6

甕

土 師 器

A[220]
B(52)

口縁部片で,外反して立ち
上力ゞる。

口縁部内外面ヘラケズリ後

横ナデ。

白色細砂粒

赤褐色    普通
P181     PL45
10%

7 甕

上 師 器

A[158]
B(36)

口縁部片で,外反して立ち

上がる。

口縁部外面は3段の輪積み

痕を残している。内面は横

ハケロ整形後ナデ。口唇上

にはキザミを施す。

白色細砂粒

明赤褐色

普通

P182     PL45
5%

第149図

8 土 師 器

B(315)
C 88

体部中位・口縁部欠損。底

部は平底。体部は球形状で,

最大径を中位に持つ。頸部

で「く」字状に外反して立ち

上がる。

底部ナデ。体部外面ナデで

一部ヘラミガキ,内面は荒
れがひどく不明。口縁部内

外面ナデ。

細砂粒多量,スコリア

にぶい橙色

普通

P188     PL46
50%

内面に小剣離痕多し。

9

土 師 器

B(77) 体部上半のみで,球形状を
している。頸部・体部とも

粘土経接合部で欠損。体部

欠損部内面は擦痕があり,

また火熱による赤変が見ら

れる。

体部外面上半は結節縄文間

に撚りの細い縄文 (単節L

R・ RL)を羽状に施文し
ている。さらにヘラミガキ

の無文帯を挟んで中位にも

同様の縄文帯が施文されて

いる思われる。

砂粒,ス コリア

にぶい橙色

普通

P184     PL45
40%

台に転用。

ltl

土 師 器

A[130]
B(46)

口縁部のみ。口縁部は内彎

気味に外傾して立ち上がる。

口縁部外面ヘラナデ,内面

横ナデ。

砂粒多量,ス コリア

赤褐色

普通

P185

10%

高  邪
土 師 器

A 212
B 166
D 106
E 76

脚部・口縁部一部欠損。脚

部は「ハ」字状に開く。脚部

に3孔有り。郷部は半球形

状である。

脚部外面縦ヘラミガキで端

部は横ナデ,内面ナデで下
半ハケロ整形。不部内外面

縦ヘラミガキで端部横ナデ。

白色細砂粒

橙色

普通

P186     PL46
95%

第41号住居跡出上土製品一覧表

図版番号 器  種
法        量 (cln) 径

，硼

孔
ぐ

重 量
(g)

現存率
(%)

備 考
最大長 最大幅 最大厚

第149図 12 土 玉
DP66,東 コーナー脇床

PL64上

第45号住居跡 (第151図 )

位置 N14h8区。

重複関係 南半部で第51号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形 長軸5,16m・ 短軸4.00mの長方形。

主軸方向 N-48°一 E。
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壁 壁高57～70cmで,ほぼ垂直に立ち上がっている。壁質は硬 くしっかりしている。壁下には清

が全周している。上幅 6～ 14cm・ 深さ 4～ 6 cmで ,「 U」 字状に掘り込まれている。

床 平坦である。中央部分から貯蔵穴にかけての範囲が踏み締められている。また,踏み締まり

の認められる範囲を囲むように 3か所,径 12cmの 円形の特に硬い部分が認められた。床の踏み締

まりよりも硬 く,幾分光沢を帯びている。主柱を立てた痕跡と考えられる。

ビット 3か所。Plは径40cmの 円形で深さが 9 clnあ り,東壁際で貯蔵穴の脇に位置しており,出

入り口施設に伴うピットと考えられる。P2は径32cmの 円形で深さが20cmあ り,主柱痕列の中間に

位置し,柱穴と考えられる。P3は径26cmの 円形で深さが 7 cmあ り,主柱痕の脇に位置しているこ

とから補助柱穴と考えられる。

貯蔵穴 東コーナー部に付設されている。長軸70cln・ 短軸44cmの長方形で深さ42cm,底 は平坦で

外傾して立ち上がっている。

炉 主軸線上北寄りに付設されている。長径93cm・ 短径56cmの楕円形で,床を10cmTE皿状に掘り

くばめて地床炉としている。炉床は火熱によって赤 く,ま た硬 くなっている。炉の南西部分の床

中央が焼けて硬 くなっているが,焼失によるものである。

覆±  9層に分層される。壁際から床にかけてローム小ブロックを多量に含む 5層 と,焼土ブロ

ックを多く含む 6層が堆積している。また,いずれにも炭化材綱片・焼土粒子が含まれている。

4・ 8層は褐色上でローム小ブロックを多量に含み,焼土粒子・炭化材細片もわずかに含んでい

る。土層の締まり具合で分層した。 3層は暗褐色上でやはリローム河ヽブロックを多量に含んでい

る。 7層は極暗褐色上で焼土粒子を多く含んでいる。凹レンズ状の窪地にさらに 2・ 9・ 1層が

堆積している。 9層は鈍い褐色土, 2層は黒褐色上でいずれもローム粒子を多量に含む。 1層は

極暗褐色上で腐食土であり,締まりがない。

遺物 覆土上層からは縄文式上器片が多く出上している。土師器は覆上下層から床上に多い。西

コーナー寄りの床上から10・ 11の粗製器台 (炉器台)が 2個横位の状態で,ま た北西壁中央寄り

床上から12の ミニチュア上器が出上している。Plの脇の東壁に立て掛けられるように, 1の甕が

正位で出上している。北東コーナーの壁溝上からは 8の脚部を欠く高不が出上している。 2・ 3

の甕は炉上から,ばらばらになって出上している。 6の甕は炉の東辺床上から, 4の台付奏 。7

の壺は中央で炭化材・焼上におしつぶされたような状態で,ばらばらになって出上している。 5

の壷は炉の北辺から, 9の高不は南コーナ寄りの覆上下層から出上している。そのほか,粗製器

台の脇からやや浮いた状態で15の上玉,南壁側床上から16の磨石,覆土中から17の石匙が出上し

ている。

所見 本跡の主柱は,穴を掘らないで立てた痕跡が明際に残されていた。配列からもう1か所の

痕跡を探したが,こ れは確認できなかった。時期は出土遺物から古墳時代前期 (五領式期)で ,
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sI-45 土層解説
1 極 暗 褐 色 焼土粒子・焼上小プロック少量,ロ ーム粒子中量
2 黒  褐  色 焼土粒子少量,コ ーム粒子多量

3 暗  褐  色 ローム粒子 。ローム小ブロック多量,炭化粒子少量

4 褐    色 ローム粒子・ローム小プロック多量,焼土粒子多量,

焼土小プロック・炭化材組片少量

5 にぶ い褐 色 ローム粒子 。ローム小プロック多量,焼土小ノロッ

ク・炭化材細片少量

6 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量,焼土小ブロック中量,炭化材細片・

炭化粒子少量

7 極 暗 褐 色 焼土粒子多量,焼上小プロック・ローム粒子少量

8 褐    色 ローム粒子・ ローム小プロック多量,焼土粒子・災

化粒子・炭化材細片少量

9 にぶ い褐 色 ローム粒子多量,炭化絃子少量

第151図 第45号住居跡実測図

SI-45 炉土層解脱
1 極 暗赤 褐 色 焼土粒子・焼土小プロック・炭化粒子多量,炭化材細片少

量

2 極 暗赤 褐 色 焼土粒子・焼土小ブロック多量,炭化粒子少量

3 極 暗赤 褐 色 焼土粒子・焼土小ノロック・炭化粒子多量

4 にぶい赤褐色 焼土粒子・炭化紘子少量
5 暗 赤 褐 色 焼土プロック多量,炭化粒子少量

6 明 赤 褐 色 焼土粒子・焼土小プロック少量

SI-45 貯蔵穴土層解説
1 暗  褐  色 焼上粒子・炭化粒子・炭化材細片少量,ロ ーム粒子・

ローム小ブロック多量

2 褐    色 焼土粒子・炭化粒子少量,ロ ーム粒子・ローム小プロッ

ク多量

3 褐    色 ローム粒子多量,焼土粒子・ 炭化粒子微量
4 にぶ い褐 色 ローム粒子多量,焼土粒子少量
5 にぶ い褐 色 ローム粒子多量,焼土粒子少量

01

E_16,7m
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第152図 第45号住居跡出土遺物実測図(1)
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第153図 第45号住居跡出土遣物実測・拓影図(2)
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第45号住居跡出上遺物観察表

器 形 の 特 徴

A 184
B 258
C 65

口縁部一部欠損。平底。

部は球形状で,最大径を中

位に持つ。口縁部は緩く外

反して立ち上がる。体部中・

上半スス付着

体部外面横ナデ後一

ラミガキで下端ヘラケズリ,

内面横ナデ。口縁部横ナデ

後外面ヘラケズリ,内面ヘ

ラミガキ。

A 176
B(207) もある。体部は球形状で中

位に最大径を持つ。口縁部

は外傾して立ち上がる。

ケズリ,内面横ナデで下半

に炭化物付着。口縁部内外

横ナデ。国縁部外面ナデで

一部ヘラケズリ,内面ヘラ

ナデ。

A 144
B(180)

底部か ら体部下半

部の一部欠損。体部はやや

つぶれた球形状で,中位に

最大径を持つ。口縁部は緩

やかに外反して立ち上がる。

体部外面積・斜位ハケロ整

形後一部ヘラミガキ,内面

横ナデ。国縁部内外面横ナ

台 付 甕

土 師 器 中位に最大径を持つ。口縁

部は外傾して立ち上がる。

ハケロ整形後横

ナデ,内面横ナデ。日縁部

外面縦ハケロ整形後縦ナ

デ,内面ナデ。

欠損。体部は球形状で中位

に最大径を持つと思われる。

日縁部は強く外傾して立ち

位縦ヘラケズ リ

で下半横ヘラケズリ,内面
ヘラナデ。

長石,石英,雲母,

チャート平底。体部は下膨れ形で下

半に最大径を持つ。

A 80
B(102)

体部下半欠損。体部は下膨

れになると思われる。口縁

部は内彎気味に外傾して立

ち上がる。

半縦ヘラミガキ

で中位横ヘラミガキ,内面

横ナデ。口縁部外面縦ヘラ

脚部外面縦ヘラミガキ。不

部外面縦ヘラミガキ,内面
ヘラ ミガキ。口縁部内外面

，
色

粒

褐

通

砂

赤

普

A 175
B(93)

脚部下半欠損。脚部はラッ

パ状に開くと思われる。郷

部は下位に稜を持ち,内彎

気味に外傾して立ち

高  不
土 師 器

B(34)
パ状 に開 くと思われる。

指ナデ。器受部外面横ナデ

で一部指おさえ,内面横ナ

デ。

粗製器台

土 師 器 受部は輪積み二段分の高さ

で,外傾して立ち上がる。
器受部は二次焼成を受けて

卿部外面縦ナデ,潟向積ナ

デで輪積み痕有り。器受部

外面ナデ・指おさえ痕,内

面横ナデ。

脚部 は「ハ」字状 に開 く。

受部は外傾して立ち上がる。

中央に貫通孔を有す。孔は

上から下にあけられている。

器受部は二次焼成を受けて

わりのよくない平底。体部

は内彎気味に外傾して立ち

底部外面ナデ。体部外面ハ

ケロ整形後横ナデ,内面横
ミニチュア

土器

土 師 器

A 57
B 35
C 37

炭化材。焼上の広がりから判断して焼失住居跡である。 1の甕など,遺物の出土状況からみると,

突然の火災を思わせる。

P196     PL46
98%

体部下端二次焼成。

体部にスス付着。

P197      PL46

80%

P198     PL46
70%

内面輪積み痕。

体部・頸部スス付着。

P199      PL46

90%
口縁部体部スス付着。

体部下半二次焼成。

P200

40%
口縁部内面赤彩。

P201      P
40%
体部中位スス付着。

P202      PL47

50%

P207

60%

P209     PL47
100%

器受部内面擦痕・剣離

痕有り。

二次焼成。

P210     PL47
100%

器受部内面擦痕・剣離

痕有り。

二次焼成。

PL47

２０

％

Ｐ

ｌ０
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第45号住居跡出上土製品一覧表 (PL64)

第153図 13は覆土中層から出上した土師器重の口縁部片で,第34号住居跡出上の 9と は同一個体

であろう。14も 覆土中出上で,壺の複合口縁部片である。表裏面赤彩されており,日縁部に細い

棒状貼付文を9本,その両脇と口唇上に網目状撚糸文を施文している。18～21は覆土中から出土

した縄文式上器片である。18は中期後半 (加曽利EⅣ式)の口縁部片で,縄文地文に微隆線によ

ってモチーフを描いている。19～21は後期中葉 (加曽利Bl式)の時期で,浅鉢形か。横位の縄

文帯間は磨消されている。19の内傾する口縁内面はわずかに稜を持つ。20の縄文帯には縦線文が

ある。21は大きく開く波状口縁の深鉢で,沈線で区画された中に格子目文を施している。後期中

葉 (加曽利B2式 )の時期である。

第49号住居跡 (第 154図 )

位置 M15f3区。

重複関係 第34号住居跡によって,南西コーナー部が掘り込まれている。

規模と平面形 住居跡の大半が調査区外であるため規模は不明,平面形は方形と考えられる。

主軸方向 不明。

壁 壁高32cmで,ほぼ垂直に掘り込まれている。壁質はしっかりしている。

床 中央部寄りはよく踏み締められている。

ビット 確認できなかった。

貯蔵穴 南西コーナー部の右側,南壁に接して付設されている。長軸98cm・ 短軸56cmの隅丸長方

形で,深さ44cmである。平坦な底面から外傾して立ち上がっている。

炉 確認できなかった。

覆± 8層に分層される。 8層は焼土層で,炭化材も含まれている。 7層は壁際から床上に広く

堆積している。やはり炭化材・焼土粒子等を多く含む。 5・ 6層中には焼土粒子は少ない。さら

に皿状の窪地に 3・ 4層が入っている。 3層にはローム小ブロックがやや多く含まれている。 1

層は耕作上で, 2層は極暗褐色上の腐食土である。住居跡は 2層下から掘り込まれている。

図版番号 器  種
法 量 (cln) 径

うｍ

孔
て

重 量
(g)

現存率
(%)

備   考
最大長 最大幅 最大厚

第153図 15 土 玉 DP67.西 コーナー寄り床上

第45号住居跡出上石製品一覧表

図版番号 器  種
法 量

石  質 備   考
長 さ (cln) 幅 (cln) 厚さ (cm) 重量 lg)

第153図 16 磨 石 333 4 砂   岩 Q■ 1, 敲石兼用 , 床上 PL69

17 石 匙 チャー ト Ql12, 覆土中 PL66
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Si 34

,-49 上層解説

耕  作  土

極 暗 褐 色 焼土糧子・ 炭化粒子微量,ロ ーム粒子少量

暗  褐  色 ローム粒子・ コーム小プロック中量,焼土粒子・ 炭

化粒子微量

暗  褐  色 焼土粒子・ ローム小プロック・ 炭化粒子微量,ロ ー

ム粒子少量

極 暗 褐 色 焼土粒子・ ローム粒子・ ローム小ブロック微量

褐    色 ローム粒子・ ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子

0               2m

褐    色 ローム粒子・ ローム小プロック・焼土粒子・焼土小
プロック多量,炭化材

極 暗赤褐 色 焼土粒子・炭化粒子・炭化材細片多量少量

第154図 第49号住居跡実測図

遺物 調査できた住居跡の面積に比べて,土師器の出土は多い。 1の甕は南壁寄りの床上から出

上している。 2の台付甕・3の重・ 8の器台は中央寄り床上からの出上である。 4の小型壺, 5。

6の脚部を欠く高邦・ 7の脚部を欠く装飾器台も焼上下の床上から出上している。

所見 本跡は,炭化材や焼上が床一面に確認されており,焼失住居跡である。土器の個体数は多
いが,完形は器台 1点 と少ない。装飾器台は胎土・焼成 。整形が他の上器とは全く異質で,搬入

品と考えられる。本跡の時期は,出土遺物から古墳時代前期 (五領式期)である。

第49号住居跡出上遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第155図

1

甕

土 師 器

211
27 5

74

Ａ

Ｂ

Ｃ

体部一部欠損。平底。体部

は球形状で,最大径を中位
に持つ。口縁部は緩く外反

して立ち上がる。

底部外面ヘラケズリ。体部

から国縁部外面縦ハケロ整

形後横ナデで,一部ヘラミ

ガキ。体部内面ナデ,口縁

部内面横ハケロ整形。

砂粒,ス コリア

にぶい橙色

普通

P216      PL47

65%

体部外面にスス付着。
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第 155図 第49号住居Ltl出 土遺物実測・拓影図
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考
第155図

2

台 付 甕

土 師 器

(123)

136

56

Ｂ

Ｃ

Ｅ

台部から体部下半にかけて

の破片。台部は「ハ」字状に

開く。体部は内彎気味に立

ち上がり球形状になると思

われる。台部・体部下半二

次焼成。

台部外面弱い縦ハケロ整形

で下端は横ナデ,内面ナデ。

体部外面縦・斜位のハケロ

整形で,内画横ヘラナデ。

細砂粒,ス コリア

褐色

普通

P217      PL48

40%

体部外面スス付着,内

面小剥離痕。

3 重

土 師 器

B(245) 底部・口縁部欠損。体部は
撫で肩で下膨れである。頸

部にはポタン状貼付文が巡

る。日縁は強く外反して立

ち上がる。

撫で肩の体部上半に網目状

撚糸文を施文する。外面は

撚糸文の部分を除き全面赤

彩。赤彩後口縁部は縦ヘラ

ミガキ,体部は横ヘラミガ
キ。

砂粒,ス コリア

暗赤褐色

普通

P218     PL47
70%

内面器壁の剣離著し。

4 重

土 師 器

A[■ 2]
B(152)

底部及び口縁部の一部欠

損。体部はややつぶれた球

形状で中位に最大径を持

つ。口縁部は内彎気味に外

傾して立ち上がる。

体部外面横ヘラミガキ,内
面ナデ。国縁部外面縦ハケ

目整形後横ナデ,内面横へ

ラナデ。

砂粒

にぶい橙色

普通

P219      PL48

80%

体部外面下半スス付

着。

5 不

器師

高

土

A[134]
B(45)

不部の一部及び脚部欠損。

不部は下位に稜を持ち,内
彎気味に外傾して立ち上が

る。

不部内外面丁寧なヘラミガ

キ。

細砂粒

橙色

良好

P220     PL48
50%,内外面小劉離痕。

6 イ

器師

高

土

A[216]
B(69)

不部の破片。不部は内彎気

味に外傾して立ち上がる。

不部内外面ヘラミガキ。 砂粒 (長石・石英・チ

ャー ト)多量

橙色 普通

２２

％

Ｐ

　

２０

7 装飾器台

土 師 器

A 195
B(125)

脚部下半・器受部一部欠損。

脚部は緩く「ハJ字状に開く

と思われる。脚部中位には

突帯が巡り,上部に3孔を

有す。器受部は二段作りで

下段に張り出しがあり,上
段は立ち上がってからほぼ

水平に広がる。中央に貫通

孔有り。

脚部外面丁寧なナデ。器受

部内外面丁寧な縦ヘラ ミガ

キ。器受部端部・ 張 り出 し

部 は面取 りされている。

精選された細砂粒

にぶい橙色

普通

P222     PL48
75%

整形手法・胎土から搬

入品の可能性有り。

8

土 師 器

器 A 77
B 74
D 87
E 45

脚部は「ハJ字状に開き,上
半に3孔を有す。器受部は

内脅気味に外傾して立ち上

がる。中央に貫通孔有り。

脚部外面縦ヘラミガキ,内

面ナデ。器受部内外面横ヘ

ラミガキ。

砂粒

にぶい橙色

普通

P223      PL48

100%

脚部内面に小劉離痕。

器ずれ痕。二次焼成。

第26号住居跡 (第156・ 157図 )

位置 L15gェ 区。

重複関係 第28号住居跡の北西部を掘り込み,ま た,第 2・ 3号溝によって掘り込まれている。

規模と平面形 長軸5.68m。 短軸4.96mの長方形。

主軸方向 N-33°一W。

壁 壁高■～26cmで ,外傾して立ち上がっている。壁はしっかりしている。

壁溝 壁下を全周している。上幅 8～ 12cm・ 深さ4～ 6 cmで,断面形は「U」 字状をしている。

床 平坦である。出入り口部分と炉の西側に踏み締まり部分が見られる。間仕切りと思われる溝
が東壁のほぼ中央に 1条あり,Plま で延びている。長さ100cm・ 上幅10cmである。

ピット 19か所。Plは径30cmの円形で深さ30cm,間仕切り施設に伴うピットであろう。P2は長径
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SI-26 上層解説
1 暗  褐  色 焼土粒子中量,ロ ーム粒子多量,炭化粒子少量

2 暗  褐  色 焼土粒子・炭化粒子・焼上小プロック少量,ローム粒子

中量

3 暗  褐  色 焼土粒子・炭化粒子多量,焼土小プロック少量,炭

化材

4 褐    色 炭化粒子・焼土粒子少量,焼上小ブロック微量,炭

化材

第156図 第26号住居Ltl実測図

⑭ l

o               2m

SI-26 炉上層解説
1 にぶい赤褐色 焼土粒子多量,焼上ガヽプロック少量,炭化粒子中量

2 赤  褐  色 焼上プロック・焼上粒子多量

3 明  褐  色 焼土小プロック微量,焼土粒子中量,炭化粒子少量
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42cm・ 短径36cmの楕円形で深さ46cmで外傾して掘り込まれており,出入り口施設に伴うピットと

考えられる。P3は径42cmの 円形で深さ16cln,P5は 径50cmの不整円形で深さ22cm,P12は長径40cm。

短径26cmの楕円形で深さ18cm,P17は長径32cm・ 短径20clnの不整楕円形で深さ16cmである。規模に

ややばらつきがあるが,配列から判断して主柱穴と考えられる。P6・ Pll・ P16は位置関係から補助

柱穴と考えられる。P4・ P7～ P10・ P13～ P15は主柱穴の近くに位置しているが,規模にばらつきが
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第157図 第26号住居跡遺物出土状況図

あり,性格は不明である。

炉 主軸線上で,中央部からやや北寄りに付設されている。径85cm程のほぼ円形で,床を10cm程

皿状に掘りくばめた地床炉である。炉床はよく焼けて硬 くなっている。

貯蔵穴 南東コーナーに付設されている。長軸74cm・ 短軸58cmの不整長方形で,深さ19cmである。

平坦な底面から緩く外傾して立ち上がっている。

覆± 4層 に分層される。 2・ 3・ 4層中には多量の炭化材が含まれる。褐色上の 4層が壁際に

堆積してのち, 2・ 3層の焼土粒子などを多く含む褐色上が床全体を広く覆う。 1層は皿状にく

ばんだところに堆積した暗褐色上でさらさらした手触りであり,腐食土と思われる。

遺物  2・ 3層中及び床上から遺物が多く出土している。土師器片は覆上下層に多く,縄文式上

器・弥生式上器片は上 。中層に多い。 1の甕 。15の鉢は西壁際中央部床上からつぶれてばらばら
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第160図 第26号住居跡出土遺物実測・拓影図(3)

になって出上している。 2・ 3は甕の口縁部から体部にかけての破片であり,東西コーナーの床

上からそれぞれ出上している。 4の甕底部片は,や はり西壁際中央床上から出上している。 6の

小型甕は炉の南西側床上からばらばらになって出上している。西コーナー床上からは逆位で19の

有孔鉢,正位で 7の婉と16の鉢,脚部のとれた10の脚付娩が逆位で,並んだ状態で出土している。

10の脚付婉の脚部は炉を挟んで反対側の北東壁寄り中央部から出上している。北西壁の北コーナ

ー寄り床上からは 5の小型台付甕の甕部が出土している。また,一緒に 8の鉢 。13と 14の増がば

らばらになって出上している。東コーナー寄りの覆上下層から18の高不脚部・ 9の鉢が正位で,

20の有孔鉢が横位で出土している。11と 12の姑は近接して,横位のつぶれた状態で床上から出土

している。17の不は炉と南西壁間の床上からの出上である。石器では22の石鏃が西壁側中央床上

から,24の磨石と25の敲石が床上,26の磨石が覆土中から出上している。また,床上中央やや南

寄りからは,火熱で割れて,粉々になった状態で光沢のある23の台石が出上している。21の剣形

石製模造品は覆土中の出上である。

所見 本跡は炭化材が良好に残った焼失住居跡である。コーナー部には,焼上の堆積が認められ

る。また,出上した上師器の器種はバラエティに富んでいた。しかも,壁・ コーナー寄りからの

出土が多い。土器類は失火で持ち出せなかったことも考えられる。本跡の時期は,出土遺物から

古墳時代中期 (和泉式期)と 考えられる。
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第26号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上 ,色調・ 焼成 備   考

第158図

1

甕

土 師 器

A 159
B 198
C 68

口縁部一部欠損。平底。体

部は球形状で,最大径を中
位に持つ。日縁部は強く外

反して立ち上がる。

底部外面ナデ。体部外再横

ハケロ整形後横ナデで立ち

上が り部はヘラケズ リ,内

面ヘラナデ。口縁部内外面

横ナデ。

白色細砂粒

橙色

普通

P90      PL48
90%

体部外面にスス付着。

2 甕

土 師 器

A[208]
B(125)

体部上半から口縁部にかけ

ての破片。体部はやや偏平

な球形状か。日縁部は外傾

して立ち上がる。

体部外面ナデ,内面横ヘラ
ナデ。口縁部内外面横ナ

デ。

長石,石英
にぶい黄橙色

普通

P91      PL48
30%

体部内面に小剣離痕。

3 甕

土 師 器

A[190]
B(110)

体部上半から回縁部にかけ

ての破片。日縁部は幅広で

強く外傾して立ち上がり,

端部で外反する。

体部外面縦ヘラミガキ,内
面横ヘラナデ。日縁部外面

横ナデ後ヘラミガキ,内面
横ナデ。

砂粒,ス コリア
にぶい橙色

普通

P92      PL48
20%

内面靱痕あり(PL77)

4 甕

土 師 器

B(36)
C 72

底部から体部下半にかけて

の破片。平底。体部は外傾

して立ち上がる。

底部外面ヘラケズリ。体部

外面ヘラケズリ,内面ナデ。

長石,石英

灰黄褐色

普通

P98      PL48
10%

内面スス付着。

5 小型台付奏

土 師 器

B(85) 台部はなく,日縁部欠損。
体部は外傾して立ち上がり,

中位に最大径を持つ。頸部

には鍔が巡り,国縁部は強

く外反するか。

体部外面ヘラケズリ,内面
ヘラナデ。頸部は鍔ととも

に丁寧に撫でている。

長石,石英 ,ス コリア

にぶい橙色

普通

P94      PL49
50%

体部内面小剣離痕多

し。

甕

器

型

師

小

土

A[127]
B(91)

体部上半から口縁部にかけ

ての破片。日縁部は外反し

て立ち上力ゞる。

体部外面ナデ,内面ヘラナ
デ。国縁部外面横ナデ,内
外面ナデ。

長石,チ ャート,石英

暗褐色

普通

Ｌ９５

％

Ｐ

２０

7 婉

土 師 器

A 95
B 68
C 30

底部は平底。体部は内彎気

味に外傾して立ち上がり,

中位に最大径を持つ。口縁

部は頸部から直立気味に立

ち上がる。

底部外面ヘラナデ。体部外

面ヘラケズリ後横ナデ,内
面ナデ。口縁部内外面横ナ

デ。

長石,石英
にぶい浅黄色

普通

Ｐ６

％

Ｐ
　
ｌ０

鉢

土 師 器

A 125
B 67
C 41

口縁部一部欠損。平底。体

都は底部から外傾して立ち

上がり,頸部でさらに外傾
して国縁部となる。

底部外面ヘラケズリ。体部

外面横ナデで一部ヘラミガ

キ,内面横ナデ。口縁部内
外面横ナデ。

長石,雲母,石英
にぶい浅黄色

普通

P97      PL49
90%

体部内面に小剣離痕。

9 鉢

土 師 器

110

58
38

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部・体部一部欠損。平底

底部外面。体部は底部から

外傾して立ち上がり,頸部
でさらに外傾して口縁部と

なる。

ヘラナデ。体部外面ヘラケ

ズリ後ヘラミガキ,内面へ

ラナデ。口縁部内外面ヘラ

ミガキ。

長石,石英
にぶい橙色

普通

P98      PL49
90%
口縁部に焼成後穿子し。

婉

器

付

師

脚

土

12 2

16 9

11 2

75

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

脚部はラッパ状に開く。体

部は下半に稜を持ち,上半
に最大径を有する。口縁部

は頸部から強く外反して立

ち上がる。

脚部外面縦ヘラミガキ,内
面ナデ。体部外面ヘラミガ

キ,内面横ナデ。国縁部外
面ヘラミガキ,内面横ナデ。

細砂粒,ス コリア
にぶい責橙色

普通

Ｌ９

％

Ｐ
　
ｌ０

11 増

土 師 器

A 85
B 90
C 26

体部一部欠損。平底。体部

は算盤玉状で中位下に最大

径を持つ。日縁部は内彎気

味に外傾して立ち上がる。

底部外面ヘラナデ。体部下

半は横ヘラケズリ,内面ナ
デ。国縁部内外面積ナデ。

細砂粒,ス コリア
にぶい橙色

普通

P100      PL49

90%

舛

土 師 器

A 95
B 102
C 38

口縁部から体部にかけて一

部欠損。平底。体部は算盤

玉状で中位に最大径を持

つ。日縁部は内彎気味に外

傾して立ち上がる。

底部外面ヘラナデ。体部内

外面ナデ。日縁部外面横ナ

デ後縦ヘラミガキ,内面積
ナデ。

細砂粒

赤褐色

普通

P101     PL49
60%
二次焼成を受けている。

姑

上 師 器

B(66)
C 50

底部は平底であるが,体部
との境は不明瞭。体部は丸

みを持った算盤玉状で,中
位に最大径を持つ。国縁部

は外傾する。

底部外面ヘラナデ。体部外

面横ナデで下半はヘラミガ

キ。日縁部はナデ。

長石,石英
にぶい橙色

普通

P102     PL49
70%
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器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第158図

14

増

土 師 器

A 125
B 67
C 41

口縁部欠損。上げ底状の平

底。体部は算盤玉状で,中

位に最大径を持つ。

底部外面ナデ。体部外面下

半ヘラケズリで上半ナデ後

ヘラミガキ,内面ナデ。

長石,石英
にぶい橙色

普通

P103      PL50

60%

第159図

15

鉢

土 師 器

19 5

98
44

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部・体部一部欠損。平

底。体部は半球状である。

口唇部は画取りされている。

底部外面ヘラナデ。体部外

面ナデ後ヘラミガキ,内面
ヘラナデ。

長石,石英,ス コリア

橙色

普通

Ｌ・０

％

Ｐ

　

９５

鉢

土 師 器

13 5

70
42

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部一部欠損。底部は平

底。体部は半球状で,El縁

部上半をつまむように外反

させている。

底部外面ヘラナデ。体部外

面下半ヘラケズリ,上半横

ナデ後ヘラミガキ。体部内

面ナデ。口縁部外面指頭痕,

内面横ナデ。

細砂粒

にぶい黄橙色

普通

P105     PL49
95%

17 不

土 師 器

A[138]
B(48)

体部から口縁部にかけての

破片。体部は内彎気味に外

傾して立ち上がる。口縁部

でわずかに外反する。

体部外面ヘラミガキ,内面

横ナデ。日縁部内外面横ナ

デ。

細砂粒

にぶい橙色

普通

P106     PL49
80%

高  不
土 師 器

D 139
E(86)

不部欠損,裾部一部欠損。

脚部は中位が膨らむ棒状全

裾部でほぼ水平に広がる。

脚部は中空で外面縦ヘラナ

デ。裾部内外面ナデ。

細砂粒

にぶい黄種色

普通

P107     PL50
50%

有 孔 鉢

土 師 器

A 152
B 92
C 38

平底で,ほぼ中央に焼成前

の穿孔を持つ。体部は内彎

気味に外傾して立ち上がり,

国縁部に至る。

底部外面ナデ。体部から日

縁部外面ヘラケズリ後ナデ,

内面ナデ。

粒

色
嗣
鰈
範

P108     PL50
100%

穿孔は内→外。

有 孔 鉢

土 師 器

A 120
B 70
C 42

体部か ら口縁部 にかけて一

部欠損。平底で端 に焼成後

穿孔。体部 は外傾 して立ち

上が り,頸部で くびれ,回

縁部で外傾。

底部外面ヘラケズリ。体部

外面ヘラケズリ後横ナデ,

内面横ナデ。日縁部内外面

ナデ。

砂粒

にぶい橙色

普通

P lo9     PL50

60%

穿孔は外→内

第26号住居跡出土石製品一覧表

第160図27～35は覆土中から出土した縄文式土器片で32の み回縁部片,他は胴部片である。27は

細沈線が施されており早期中葉 (田戸下層式),28～ 30は条痕文系土器で早期末 (茅山式)の時期

である。28・ 29に はアナグラ属の貝殻背圧痕が施され,30は縄文条痕文土器である。31は前期前

半 (関山式)の時期で,羽状縄文にコンパス文が施されている。32～35は前期後半から末の時期

で,32・ 33は浮線上に縄文の施文された諸磯 b式,34は三角彫去文の施された十二菩提式,35は

粟島台式である。36～41は弥生式上器片で,後期の時期である。36～39は複合口縁部片で,口縁下

端に36はキザミが 1段,38は 2段施されている。37・ 39に キザミは見られない。37の 口唇上は円形

押圧文で,他は付加条縄文を施文している。40は頸部片で,6本櫛歯のゆるい波状文が施されてい

る。無文部が広く,施文間隔は粗いと思われる。41は付加条縄文が施された胴部片である。
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第34号住居跡 (第 161図 )
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SI-34 土層解説
1 黒  褐  色 焼土粒子 。ローム粒子・炭化粒子微量

2 褐    色 ローム粒子・ローム小ブロック多量,燒土粒子・炭化粒

子微量

3 暗  褐  色 焼土粒子・炭化粒子微量,ロ ーム粒子 。ローム小ブ

ロック多量

4 暗 赤 褐 色 焼土小プロック・ ローム小ブロック多量,炭化材

5 極 暗 褐 色 焼土粒子・焼土小プロック微量,炭化材細片中量,
ローム粒子・ ローム小プロック少量

SI-34 炉土層解説

1 暗 赤 褐 色 焼土粒子・焼上小プロック多量,炭化粒子・ ローム

小プロック少量

2 褐    色 焼土小プロック・焼土粒子少量,災化粒子微量,ロ

ーム」ヽプロック中量

3 褐    色 焼土粒子・炭化粒子微量,コ ーム小プロック多量

4 褐    色 ローム粒子・ ロームガヽプロック多量,焼土小プロッ

ク少量,炭化粒子微量

SI-34 貯蔵穴土層解説
1 暗 赤 褐 色 焼上粒子・焼上小ブロック中量,炭化粒子・ ローム

ガヽプロック少量,炭化材

2 赤  褐  色 焼土粒子・焼土小プロック多量,炭化材

3 暗 赤 褐 色 木炭細片多量,焼土粒子・炭化粒子中量,焼土小プ

ロック微量

4 褐    色 焼土粒子・炭化粒子・ ローム粒子・ ローム小プロッ

ク少量

5 暗 赤 褐 色 ローム小ブロック多量,焼上粒子中量,炭化粒子少

量

0               2m

位置 M15g2区。

重複関係 北東コーナー部で,第49号住居跡の一部を掘り込んでいる。

規模と平面形 長軸7.80m・ 短軸7.70mの方形。

主軸方向 N-48°一W。

壁 壁高37～40clnで,ほぼ垂直に立ち上がっている。壁質はしつかりしている。壁下を壁溝がほ

ぼ全周している。上幅12～20cln・ 深さ 9 cmで,断面形はU字形をしている。

床 平坦である。出入り口施設用ピット・主柱穴・炉に囲まれた部分が,よ く踏み締められてい

る。また,西壁際に円形状に床の硬化部分が 2か所認められる。床には,問仕切 り用の浦が 7条

(a～ gで表示)あ る。 aobは北東壁から延びている。 aは長さ150cm。 幅15cmで,Pllに つな
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がつている。 bは長さ150cm。 幅32cmでPlに近接している。 a・ b間は190cmである。 Cは南東壁

から延びており,長さ140cm・ 幅18cmで P6につながっている。南西壁からはd・ e・ f力S延びてい

る。 dは壁からはやや離れてP2に つながっており,長さ114cm。 幅20cmである。 eは長さ110cm・

幅22cmで ,P3を意識した溝なのか約40cm程離れている。 fは長さ144cm・ 幅19cmで ,P3につながっ

ている。 gは北西壁から延びている。長さ120cm。 幅14cmで ,P3に近接している。 d・ e間は210

cm, e・ f間は200飢程である。

ピット 11か所。Pl～P4は長径47～ 57cm・ 短径40～49cmの不整円形で深さが50～88cmあ り,配列

及び規模から主柱穴である。P7は長径62cm・ 短径46cmの楕円形で,深さ60cmの外傾した掘り込み

である。位置及び規模から出入り口施設に伴うピットである。P6・ P8・ Pllは径20～39cmの不整円

形で,深さ30～34cmである。位置から判断して,間仕切り施設に伴うピットであろう。Psは径28

cmのほぼ円形で深さが14cmあ り,位置関係から判断して補助柱穴と考えられる。Pllは径26cmの円

形で深さ12cmであるが,性格は不明である。P12は炉を一部掘り込んだピットで,径30cm程の不整

円形・深さ50cmである。P3・ P4の主柱穴線上に位置するが性格は不明である。

炉 P3・ P4の主柱穴間に付設されている。長径146cm。 短径78cmの楕円形で,床を 7 cm程皿状に掘

りくばめた地床炉である。炉床は火熱で硬 くなっている。

貯蔵穴 南コーナー部に付設され,長軸100cm・ 短軸78cmの長方形で深さ48cm,平坦な底である。

第34号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
162図

1

甕

土 師 器

[A

B

体都中位から口縁部にかけ

ての破片。体部は球形状で,

最大径を中位に持つ。国縁

部は強く外反して立ち上が

る。

体部外面ヘラナデで一部ヘ

ラケズリ,内面ヘラナデ。
日縁部内外面横ナデ。

自色細砂粒,スコリア

にぶい黄橙色

普通

Ｐ‐２

％

Ｐ

側

2 甕

土 師 器

B (151) 体部片で球形状である。最

大径は中位と思われる。

体部外面ナデで一部ヘラミ

ガキ,内面横ナデ。

白色細砂粒

にぶい橙色

普通

P121     PL50
20%

内面輪積み痕。
3 lt

土 師 器 B

A

C

[ 底部から口縁部にかけて半

分欠損。上げ底気味の底部。

体部はつぶれた球形である。

国縁部は弱く外傾して立ち

あがる。

底部外面ナデ。体郡外面へ

ラナデ,内面横ナデ。日縁

部内外面横ナデ。

白色細砂粒

にぶい黄橙色

普通

P122     PL50
50%

胴部内面に小制離痕多

し。

4

土 師 器

不一局 A 189
B(59)

杯部のみ。下半にごく弱い

稜を持ち,内彎気味に外傾
して立ち上がる。

不部外面ヘラケズリ後ナデ,

内面横ナデ。

自色細砂粒

にぶい黄橙色

普通

Ｐ‐２

％

Ｐ
　
５０

5 高  不
土 師 器

A 172
B(67)

不部のみ。下半にごく弱い

稜を持ち,内鷺気味に外傾
して立ち上がる。

不部外面ヘラケズリ後ヘラ

ナデ,内面ナデ。 色

粒

橙

砂

責

通

細

浅

普

Ｌ‐２

％

Ｐ

５０

6 不

器師

一局

土

A 237
B(88)

不部のみ。下半に稜を持ち,

内彎気味に外傾して立ち上

がる。

不部外面ヘラケズリ後横ナ

デ内面ナデ。

長石,石英,雲母
にぶい黄橙色

普通

ＬＰ・２

％

Ｐ

　

５０

7 不

器師

高

土

E(73) 脚部のみ。中位でやや膨 ら

みを持つ中空の脚で,裾部
は水平に広がると思われる。

外面縦ハケロ整形後,ナデ。

内面ハケロ整形及びナデ。

白色細砂粒

にぶい橙色

普通

‐２

％

Ｐ
　
３０

8 境

土 師 器

B(38)
C 52

底部から体部中位にかけて

の破片。平底。体部は内彎

気味に外傾して立ち上がる。

底面ナデ。体部外面ヘラケ

ズリ後ナデ,内面ナデ。

細砂粒

にぶい橙色

普通

Ｐ‐２

％

Ｐ

４０
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第162図 第34号住居跡出上遺物実測・拓影図(1)
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覆上 5層 に分層される。ローム小ブロックを多く含む暗褐色の 3層が壁際に堆積している。炭

化材細片を含む焼土層である4層は炉の直上に見られる。 1・ 2層は皿状の窪地に堆積した黒褐

色の腐食上であろう。 5層 は炭化材細片などを含む極暗褐色土であるが,後世の埋土である。

遺物 壁側の 2・ 3層中から土師器片が多く出上している。縄文式上器・弥生式上器片は覆土上

層からの出土が多い。西壁際の北コーナー寄 りで床からやや浮いて 1・ 2の甕, 4～ 6の高不が

脚部を欠いて正位で出土している。 3の増は床面レベルで,貯蔵穴上から横位で出上している。

7は高不の脚部で,東コーナー寄りから出土している。 8は塊の体部下半であろう。貯蔵穴の南

側床上からの出上である。また,果実の炭化種子 1個 (PL77)が貯蔵穴覆土中から出上している。

覆土中からは10の打製石斧・ 11の石製品
。12の石箆が出上しているが,流れ込みであろう。

所見 本跡の時期は,出土遺物から古墳時代中期 (和泉式期)と考えられる。当遺跡では最大の

住居跡であり,間仕切り溝と柱穴がよく対応している。焼失の大型住居跡であるが,完形になる

土器はない。炭化材等が少ないのは,焼失後,片付けが行われたためであろう。また,その時,

使用可能な土器類は運び出したものと考えられる。

ト

ｍ

妙

趨
鶏
・。ｃ

第163図 第34号住居跡出土遺物実測・拓影図(2)

第162図 9は覆土上層から出上した土師器壷の大きく外反する口縁部片で,日唇内面に櫛歯によ

る矢羽根状の刺突が施されている。第45号住居跡覆土中から出上した第153図 13と は同一イ固体と思

われる。第162・ 163図13～ 19は覆土中から出上した縄文式上器片である。13～15は早期末 (茅山

式)の表裏条痕文土器で,13・ 14は口縁部片である。13の口唇上及び口縁直下には円形押圧文 ,

第34号住居跡出上石製品一覧表

図版番号 器  種
法 量

石   質 備   考
長さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 (g)

第 162図 10 打 製 石 斧 91 安 山 岩 Q71,一端に刃部を作り出す。

11 石   製   品 54 73 1 砂   岩 Q72,一端が刃部である。

石 箆 27 5 メ ノ ウ Q73,自 然面を残す。
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14に はアナグラ属の貝殻腹縁文が施されている。15は貝殻背圧痕列が横位に施された胴部片であ

る。16～18は前期前半 (関山式)の時期で,16はいば状突起が付されている山形の口縁部片であ

る。17は組紐文の回唇部・ 18は前々段多条の羽状縄文とループ文の胴部片である。19は中期後半

(加曽利EⅢ式)の El縁部片で,隆帯区画内に単節縄文RLが施文されている。20～ 22は弥生時代

後期の上器片でやはり覆土中の出上である。20・ 21は胴部片で直前段反撚の縄文であろう。22は

底部片で木葉痕が見える。縄文は軸縄がはっきりせず,絡条体のように見える。

表 5 住居跡一覧表

需 位置 長軸方向 平 面 形
ｍ，
鰤
団

麟
附
ロ

鍋
鰤
床面

内 部 施 設
炉 覆土 出 上 遺 物 備 考

欝 主畝 貯歳穴 ピット

I J12 hO N-42°―W 長 方 形 550X462 34-40 平坦 / 0 1 4 t 1 自然
土師器・縄文式上器・弥生武土器・

土玉・礫石斧・石鏃

古墳,床に浦状掘り方,

腋

2 J12 hi N-41°―W 方  形 400X300 40-41 平坦 / 0 1 4 [ 1 自然 土師需・縄文式上器・弥生武土器 古墳,床に滴状掘り方

3 J12is N-53.― W 方   形 537X506 27～ 30 平IB / 0 / l 0 I 自然 土師器・縄文武土器・土玉・石鏃
古墳,床に浦状掘り方,

焼失

k12d6 N-52° W 長 方 形 510X419 20～ 35 平坦 / 0 1 3 1 1 自然
土師器,縄文式上器・土玉・石製模造

品・打製石斧

古墳,床に消状掘り方,

焼失

5 k12 cl N-49七w 長 方 形 486X425 40～ 44 平坦 石 1 9 1 1 自然 土師器,縄皮式土器・土玉 古墳,焼失

6 k12F` N-46七w 方   形 425X415 10～ 20 平坦 / 0 1 4 0 1 自然 土師器・縄文式上器・土玉 古墳,33号土坑と重複

7 k■ ge N-3『―W 方   形 31-38 平担 / 2 3 1 1 自然 土師器・縄皮式土器・砥石・磨石 古墳,焼失

8 kllj` N42.―W 方   形 515X490 3卜 40 租 / 4 / 12 1 1 自然
弥生式と器・縄文式上器・

土師器,上製紡錘革・磨石他

弥螢 25,37ヨ生居と重視

焼失

9 k12 dP N-37・ V` 不整円形 10～ 15 平坦 / 0 / 0 0 1 自然
緻 式揖程轄嬰晒斧・打製百斧・

磨百
緻

jlli, N-37・ ―W R丸長方形 366X312 12～ 16 平垣 / 4 / 8 1 1 自然 弥生武土器・縄文式上器・砥石・議汚 弥名 ■矧劉詈と重複

不整円形 20‐ 29 平坦 / 7 / 0 1 自然 緻 式端 敏 ,10号倒吾と重複

,■ h8 田 切 〔419X412〕 / 平坦 / 9 / 24 0 1 /
縄文武土器,弥生式上器・土師器・

磨製石斧・磨看他
縄文,70号土坑と重複

,■ gl N-42°―E (隅丸方形〕〔384X338〕 0～21 平坦 / 4 / 0 / 自然 縄文武土器 緻

k ll fj N-2'E 柄 鏡 形 平坦 / 8 / 1 自然 緻 燭 緻

円 形 434X430 6～ 14 平坦 / 3 / 0 1 自然
縄文式土器・打製石搾・石銘・軽石・

磨石・石鉄
縄文,32号土坑と重複

i n ct N―■4°―E 隅丸長方形 30‐38 秘 / / 9 0 I 自然 縄文式圭静石匙・HtF 緻

K■ a。 N-17°―hr [購И 1445〕 X304 17-30 平坦 / / 11 1 自然 縄文式上器・弥生武土器 緻

Jllg. N-8'W 不整方形 493X479 4～ 8 平坦 / / 20 0 I 自然 縄文式上器 緻

N-23°―E 不整方形 613X420 14～ 17 平坦 / / 21 0 l 自然 縄文式上器・弥生武土器 縄文,lⅢ 34号土坑と重複

L12c2 眸円И 1654X590) 10～ 18 平坦 / / 2 1 自然 縄文武土器・打製石斧・磨石 縄文,40号土坑とヨ複

K■ j, N-16.― E 柄 鏡 形 528X496 9～14 平坦 / / 30 1 自然
縄文武土器・石鏃・磨石,日石,

磨製石斧
縄文,71号■坑

L■ b4 N-3T― E [長方形] (588X450) / 平垣 / 8 / 30 0 3 自然 縄文式上器・磨製石斧・石皿 緻

K■ is N-9七w 限方形] / 凹凸 / 6 / 17 0 1 自然 縄文武土器・打製石斧・砥石・石皿 縄文, 8号住居と重複

L15g! N-33°―W 長 方 形 568× 496 ■～26 平坦 4 I と9 1 l 自然
土師器・縄文武土器・弥生式土器・

石製模造品・石alL

古墳,焼失,間仕切,

28号住居他重複

し14g] N-46。―W 隅丸長方形 490X395 17-25 平坦 / I 1 1 自然 弥生式土器・縄皮式上器・散石 弥生,■ 5・■6号土坑と重複

N-12° ―W 不整長角渤 1610X403) 11～16 平坦 / B / 0 1 自然
縄文式上器・土師器・石鏃・掻器・

緬

縄文,26号tLE,

2号溝と重複

L15 ie 不整方形 306× 390 8～15 聖 / 4 / 12 0 1 自然 縄文式上器・敢石 緻

N-73・ ,W 不整精円形 608X427 10～13 判 / 0 / 11 0 1 自然 縄文式上器・散石 緻

L14j, N-60七w 隅丸長方形 533X480 30-32 平坦 / 4 1 1 1 自然
弥生武土器・縄文式上器・土師器・

土製円板・磨石
弥生,144号土坑と重複

N-55°―W 婚 円 形 425X365 8～15 平坦 / 5 / 0 / 自然 縄文式上器・石匙・礫石斧・敢石 緻
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(径) (径〕

515X480

土師器.縄文式上器・弥生式上器,

炭化種子 (果実)

縄文式土器・土製円板・石鏃`

打製石斧・軽石・凹石他

土師器・縄文式上器,土玉,石皿,台石

588X467

土師器,縄文式土器・土工,石匙・磨石

612× 545

405× 360

縄文式土器・内耳土器・カワラケ

縄文式上器・石皿・釧片

縄文,76,89号 ■坑と重複

古墳,49号住居と重複,

焼失,間仕切

古墳、■1号土坑と重複

縄文, 8号住居・58・ 60・ 62.

69号と坑と重複

縄文,60号住居■40・ 143号

土坑と重複

古墳,120号土坑と重複

縄文,123■ 46号土尻と重複

古墳,51号 住居と重複,焼失

縄文,142号土坑と重複

古墳,34号 住居と重視 挽失

緻

敏 ,45・ 61号倒Eと重複

縄文,54号住居■47号土坑

と重複

縄文,53号住居と重複

縄皮,65B矧笙居と重視

縄文,55A号住居と重複

縄文,51号倒吾と重複

緻
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2 土坑跡
当遺跡からは,159基 (A地区68基・B地区16基・C地区75基 )の上坑が確認されている。それ

らの土坑は形状や規模に差異は認められるものの,一部を除いては出土遺物も少なく,時期や性

格に不明なものが多い。

ここでは土坑のうち,形状や規模,覆土の状態や出土遺物に特徴がある34基について,地区ご

とに解説を加え,その他については一覧表に記載した。

(A地区)

第 3号上坑 (第 164図 )

位置 K12b3区。

規模と平面形 長径1.72m・ 短径1.68mの ほぼ円

形で,深さ0.86mである。

壁面 壁高80～ 85cmで,やや袋状をしている。

底面 平坦である。

覆上 下層にはロームブロック・炭化粒子を含み,

上 。中層は暗褐色上で焼土粒子・炭化粒子がわず

かに含まれている。

遺物 上 。中層から縄文時代前期の上器片が出土

している。 1の浅鉢は 2層中からの出上である。

所見 本跡の時期は,出土遺物から縄文時代前期

後半頃と考えられるが,性格については不明であ

る。

SK-3 土層解説

1 暗褐色 焼土粒子・ 炭化粒子微量

2 暗褐色 焼土粒子・ 炭化粒子・ ローム粒子・ ロー

ム小ブロック少量

3 明褐色 ローム小ブロック中量,炭化粒子少量

4 橙 色  ロームブロック多量,炭化粒子少量

第164図 第 3号土坑実測図

/① l

名 8.4m

0         1m

―

第165図 第 3号上坑出土遺物実測・拓影図
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第 3号土坑出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

第165図

1

浅  鉢

縄文式土器

[364]

(127)

Ａ

Ｂ

胴部下半欠損。内外面横ヘラミガキ。 自色細砂粒,繊維少量

赤褐色    普通

Ｐ２４

％

Ｐ

・５

第165図 2～ 4は覆土中から出上した縄文式上器片である。2は小波状の口縁部片で,単節縄文

RLが施文されている。3は半載竹管による肋骨文の施された胴部片で,2と ともに前期前半 (黒

浜式)の時期である。 4はアナグラ属の貝殻腹縁文を地文に,円形竹管文列に竹管による肋骨文

状のモチーフが描かれている。前期後半 (興津式)の時期である。

第 4号上坑 (第 166図 )

位置 J llhi区。

規模と平面形 長径1.76m・ 短径1.64mの 楕円形

で,深さ35cmである。

壁面 皿状の掘り込みで,なだらかに立ち上がる。  生

底面 やや凹凸がある。

覆± 3層に分層される。 2・ 3層にはロームブ

ロックが含まれる。
生18.9m

遺物 覆土中層を中心に,縄文時代前期後半の上

器片が出上している。

所見 本跡の時期は,出土遺物から縄文時代前期

後半頃と考えられるが,性格については不明であ

る。

~ム

(霞
【三三二二三三多

≡Z臣
アフ
r_。

        lm

―

SK-4 土層解説
1 褐 色 暗褐色上プロック多量
2 暗褐色 ロームブロック・褐色土ブロック少量

3 明褐色 ロームブロック中量・褐色土プロック中量

第166図 第 4号土坑実測図

魏舗騨習1頼 2監
露藤背

3

0              10Cm

第167図 第 4号土坑出土遣物実測・拓影図

第167図 1～ 3は覆土中から出上した縄文時代前期後半の土器片である。1はアナグラ属の貝殻

腹縁による細かい波状文の施された胴部片で浮島H式, 2・ 3は縄文地文にキザミの施された浮

線文によってモチーフが描かれており,諸磯 b式の時期である。
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第 8号上坑 (第168図 )

位置 K12il区。

規模と平面形 長径2.50m・ 短径2.33mの 不整形で,深さ28cmの炉穴である。

壁面 緩やかに傾斜して立ち上がっている。

底面 やや凹凸があり,炉床部分が低くなっている。

炉床部 3か所。炉 1は北東壁際に位置し,長径50cm。 短径40cmの楕円形である。20cmの厚さで

焼上が堆積しており,炉床は火熱で硬くなっている。炉 2は炉 1のすぐ南側で,炉 1の掘り込み

に一部接するように位置している。長径42cln・ 短径22cmの楕円形で, 6 clnの厚
さで焼上が堆積し

ており,炉床は火熱で硬 くなっている。炉 3は西壁際に位置し径50cmT■の円形で, 9 cmの 厚さで

焼上が堆積している。炉床は火熱で硬くなっている。

覆上 2層に分層される。炉 3の掻き出し部にあたる 6・ 7層には,焼土プロックや火熱で硬 く

なったロームプロックが含まれている。

遺物 出上していない。

所見 炉 2は炉 1に先行すると考えられるが,炉 3と の前後関係は不明である。遺構外からは縄

文時代早期末の条痕文系上器片が出上しており,該期の遺構と考えられる。

SK-8 土層解説

1 暗 褐 色 焼土泣子・ コーム粒子少量

2 明赤褐色 院土粒子・焼土小ブロック中量,ローム粒子少量

3 褐  色 ロームプロック少量

4 明 褐 色 ロームブロック中量

5 明赤褐色 廃土粒子・焼上小プロック中量,ロ ームプロッ

ク少量

6 明 褐 色 焼上粒子・焼土小プロック少量

7 橙  色 焼土ブロック多量

SK-8 炉(1)土層解説

1 にぶい暗赤褐色 焼土小ブロック中量,コ ーム小プロツク

少量,砂利・炭化柾子微量

褐  色 焼土粒子・焼土小プロツク多量,ロ ーム

小ブロック少量

褐  色 焼土粒子・焼土小ブロツク多量

生18.4m SK-8 風 2)土層解説

1 明赤褐色 焼土プロック多量

SK-8 炉(3)上 層解説

1 炉 (2)に 同じ

Ｄ
一
Ａ

一

2赤

3赤

Ｂ
一

C

―

―

第168図 第 8号土坑実測図

Ｄ
一
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第10号土坑 (第169図 )

位置  J llh7区。

重複関係 第48号土坑がわずかに掘 り込んでいる。

規模と平面形 径約97cmの 円形で,深さは77cmである。

壁面 ほぼ垂直に立ち上がり,壁質 もしっかりしている。

底面 平坦である。

第169図 第側号土坑実測図

覆上 9層に分層される。4層は極暗褐色上である。1～ 3・  表 6第 10号上坑内貝塚動植物

5層は暗褐色上で,ロ ームブロック・炭化粒子などを含ん    遺存体組成表

でいる。 6・ 7層 は混土貝層である。 6層中にはオキシジ

ミ・ハマグリ・カキが多く含まれ,灰・炭化材細片も混じ

っている。 7層 はカキが中心で,やはり灰・炭化材細片が

混じっている。 8・ 9層 は褐色上で,し まりのない土層で

ある。 8層 にはわずかに貝が混じっている。

遺物  6・ 7層中から縄文時代前期前半の上器片が,只に

混じって出土している。また, 1層中からは縄文時代前期

後半・中期後半の上器片も出土している。 1の浅鉢は 3層

中,18の磨石は覆土中の出上である。

貝 種 名 総重量 (gl 組成比 (%)

シ オ フ キ

ヤマトシジミ 75

オキ シジ 309 0

ハ マ グ リ

カ キ 2759 1

ウ ミニ ナ類

炭 化 物 ○ ○

計 3728 7 100 00

所見 本跡は土坑内貝塚である。貝以外の獣骨魚骨等は検出されなかった。ハマグリについては

貝殻成長線分析を行い,その結果は付章に示した。貝層中の出土遺物から,本跡の時期は縄文時

代前期前半 (黒浜式期)であると考えられる。なお,貝はすべて取り上げ,それぞれの総重量と

組成比は表 6に示した。

第10号土坑出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

第170図

1

浅  鉢
縄文式上器

Ａ

Ｂ

口縁部片。内外面横位ヘラミガキ。 白色細砂粒,繊維少量

赤褐色    普通
２４

％

Ｐ

ｌ０
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螂

国
田
醐
園

第170図 第側号土坑出土遺物実測 。拓影図

第170図 2～ 17は覆土から出上した縄文時代前期前半の土器片である。2は付カロ条縄文の施文さ

れた口縁部片で,口縁直下にコンパス文が巡る。 3～ 5は直前段合撚の縄文が施文された胴部片

第10号土坑出土石製品一覧表

図版番号 器  種
法 量

石   質 備    考
長さ (cm) 幅 (cln) 厚さ(cm) 重量 (g)

第170図 磨      石 (61) 砂   岩 Q133,欠損品 ,覆土中
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で, 4は羽状に施文され, 5に はヨンパス文が見られる。 2～ 5は関山式の時期である。 6～ 15

は黒浜式の時期で,6は絡条体による縄文の施文された胴部片である。7は小波状の口縁部片で,

波頂下に円孔を持つ。円孔を含む口縁部には半哉竹管による押引き爪形文が 3列巡 り,胴部は直

前段合撚の縄文である。 8も 小波状の口縁部片で,波頂下に貼瘤があり,その下に円形押圧文が

垂下するのであろう。地文は絡条体による縄文である。 9は 口縁直下に半我竹管による沈線文が

巡り,胴部は直前段合撚の縄文を羽状に施文している。10は 口唇上に指頭による押圧文が巡り,

縄文は直前段反撚である。11は縄文の施文された底部にかけての破片である。12は原体の太い絡

条体による縄文,13～ 15は半我竹管による沈線で木葉文や肋骨文の施された胴部片である。16・

17は前期後半 (諸磯 a式)の時期で,縄文地文に半載竹管による押引き爪形文が施された口縁部

片である。

第17号上坑 (第 171図 )

位置 J llg6区。

規模と平面形 径約1.36mの円形で,深さ78cmである。

壁面 わずかに下位が袋状をしており,中位から外傾して立ち上がっている。

底面 平坦である。

覆± 6層に分層される。 1層は暗褐色上であり, 2・ 3層は褐色上で焼土ブロック・炭化粒子

が含まれている。 5層 は混土貝層で,カ キが主体でオキシジミ・ハマグリ・ウミニナ類が多く含

まれ,シオフキ・アサリ・サルボウなどは極めて少ない。ウミニナ類はカキ付の割合も高い。各

貝種とも大きさは揃っている。 6層は混貝土層で貝の細片が含まれ,炭化材細片・焼土粒子 。ロ

ームブロックもわずかに混じっている。

遺物 覆土及び貝層中から,縄文時代前期前半の上器片が出上している。 1・ 2は貝層中から出

SK-7 土層解説
1 暗 褐 色 焼土粒子・焼土小ブロック少量 ,ロ ーム粒子中

量

ローム小ブロック中量,焼上 ガヽ ブロック・ 炭化

粒子微量

焼上粒子・焼土小プロック・ 炭化粒子少量,ロ

ーム小ブロック多量

焼土粒子 。焼土小プロック多量,炭化粒子少量

カキ主体でハマグリ。オキシジミなどに炭化材

細片少量

混貝上層で焼土粒子 。ロームイヽ ブロック少量 ,

炭化粒子中量

ー

①

／

い`

生18.8m     ~

Ａ
一
レ

2褐  色

3褐  色

4黒 褐 色

5 混土貝層

6 極暗褐色

第171図 第17号土坑実測図
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表 7 第17号上坑内貝塚動植物遺存組成表

貝  種   名 重  量 (g) 組 成 比 (%)

オ オ ノ ガ イ

シ オ フ キ

オ キ シ ジ ミ 9670 4

マ  グ  リ 1 58

ア   サ    リ

サ  ,レ   ボ  ウ 118

カ キ 22133 1 60 98

ウ ミ ニ ナ 類 565 3

カ キ 付 ウ ミニ ナ 3306 8

微 小 陸 産 只 ○ ○

炭   化   物 ○ ○

計 36294 7

20            40

第172図 ハマグリ殻長・殻高分布図

上した縄文の施文された口縁部片である。1は単節RL縄文が施文され,2には縄文地文に半我竹

管による平行線文が巡っている。

所見 本跡は土坑内貝塚である。貝層中の出土遺物から,時期は縄文時代前期前半 (黒浜式期)

と考えられる。カキが主体を占めるのは第10号土坑と変わらないが,オキシジミとハマグリの比

率は逆になっている。中位の深さまでで貝の投棄は終わり,その後自然に埋まったものと考えら

れる。貝以外の獣骨魚骨は検出されなかったが,5層中から炭化したドングリ類の表皮が 1点 (PL77)

検出された。なお,貝 はすべて取り上げ,それぞれの総重量と組成比は表 7に ,また,計測可能

な16個のハマグリの殻長・殻高についてはグラフ (第172図)で示した。

ⅧⅧ攣T 覗 0            10Cm

第173図 第17号土坑出土遣物実測・拓影図

第22号土坑 (第 174図 )

位置 J■ c4区。

規模と平面形 長径1.61m・ 短径1.50mの 円形で,深さ42cmの炉穴である。

壁面 緩やかに外傾して立ち上がっている。

底面 やや凹凸があり,炉床部分が低くなっている。

炉床部 1か所。東壁際に位置し,長径60cln・ 短径52cmの楕円形である。10clnの厚さで焼土が堆

%

一局
長

殻

殻

口
　
Ｏ
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積しており,炉床は火熱で硬 くなっている。

//SI SK-22 土層解説

1 暗褐色 焼土粒子・炭化粒子 。コーム粒子多量

2 暗褐色 焼土小プロック微量,ロ ーム粒子多量

3 褐 色 ロームプロック少量

4 明褐色 褐色土プロック中量

SK-22 炉上層解説

1 極暗赤褐色 焼上粒子多量,焼土小プロック・ローム小プロック微量

2 暗 赤 褐 色 焼上粒子・焼土小ブロック多量,ロ ームプロック少量

3 暗 赤 褐 色 焼土粒子・焼土ブロック多量,ロ ーム小プロック微量0/

生18.6m

ー

第174図 第22号土坑実測図

覆上 4層に分層される。しまりのない上の 1・ 2層は堆積状況から後世の掘り込みと考えられ

る。 3・ 4層にはロームブロックが含まれている。

遺物 出土していない。

所見 炉床の焼け方が強い。周囲からは縄文時代早期末の条痕文系土器片及び前期前半の上器片

が出土しており,遺構の性格から早期末の時期を考えておきたい。

Ｆ

∞
ｒ
ｏ‐

Ａ
一

第25号土坑 (第175図 )

位置 J ne2区。

規模と平面形 長径

1.84m・ 短径1.34mの

不整惰円形で,深さ36

cmの炉穴である。

壁面 緩やかに外傾し

て立ち上がっている。

底面 緩い起伏があ

る。炉床部分が低くな

っており,北側は一段

高くなっている。

⑮ l

SK-25 上層解説

1 暗褐色 ローム粒子多量
2 褐 色 ロームブロック少量
3 明褐色 ロームブロック中量

SK-25 炉土層解説
1 赤 褐 色 焼上粒子多量,焼土小プロック・

ロームブロック微量

2 明赤褐色 焼土粒子多量,焼土小ブロック・
ロームブロック少量

い`
A18.8m

♀        im

第175図 第25号土坑実測図

炉床部 1か所。南壁際に位置し,長径70cm・ 短径52c14の 楕円形である。20c14の厚さで焼上が堆

積しており,炉床はあまり硬 くなっていない。
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覆± 3層 に分層される。ローム粒子 。ロームブロックが含まれている。

遺物 覆土上層から縄文時代早期末 。前期前半の上器片が出上している。

所見 炉の覆土は 2層 に分かれ, 1層中からこぶし大のシルト岩が出上している。用途は不明で

ある。本跡は周囲から出上している遺物及び遺構の性格から,縄文時代早期末の時期を考えてお

きたい。

第34号土坑 (第 176図 )

位置  J lli4区。

重複関係 第21号往居

跡によって西側書レ)が

掘 り込まれている。

規模と平面形 長径

2.22m・ 短径1,06mの

不整形で,深さ36cmの

炉穴である。

壁面 垂直気味に立ち

上がっている。

底面 平坦であり,炉

床部分がわずかに低 く

Ａ
Ｆ

イ

Ｓ‐２

SK-34 土層解説

1 褐   色 明褐色土ブロック中量

2 暗 褐 色 焼土粒子微量,褐色土ブ
ロック中量

3 にぶい褐色  ロームブロック多量

4 褐   色 焼土粒子 。ロームプロッ

ク多量

SK-34 炉土層解説

1 極暗赤褐色 焼土粒子・焼上小プロック・
ローム粒子中量

2 明 赤 掲 色 焼土小プロック少量,ロ ーム

プロック多量

3 明 赤 褐 色 焼土粒子・ 焼土ブロック多量生18.8m

旦 18.6m  一

―
―

第176図 第34号上坑実測図

なっている。

炉床部 1か所。西壁際に位置し,長径55cm・ 短径40cmの楕円形である。10cmの 厚さで焼土が堆

積しており,炉床はあまり硬 くなっていない。

覆± 4層 に分層される。 3・ 4層にはロームブロックが多く含まれている。 1層の堆積状況は

不自然であり,後世の掘り込みと見られる。

遺物 底面から縄文時代早期末の上器細片が出土

している。また,1層からは第177図 1の縄文時代

前期 (初頭か)の胴部片も出上している。 ‰
一
FI

10Cm

第34号土坑出土遣物実測・拓影図

所見 西側に向いた炉で,東側は足場として充分

な広さがある。本跡は細片のため拓影図で示せな 第177図

かったが,底面から出土している遺物及び遺構の

性格から,縄文時代早期末の時期と考えておきたい。
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第35号土坑 (第 178図 )

位置 J Hi4区。

規模と平面形 長径3.20m・ 短径1.98mの

不整形で,深さ46cmの炉穴である。

壁面 なだらかに外傾して立ち上がってい

る。

底面 緩い起伏があり,炉床部分がわずか

に低くなっている。炉の南東側に踏み締ま

り部分が見られる。

炉床部 2か所。炉 1は中央部に位置し,

北西から南東に傾斜している。長径100cm。

短径72cmの楕円形で,10cmの厚さで焼上が

堆積しており,炉床は火熱で硬 くなってい

る。炉 2は北西壁際に位置し,径46cmの 円

形で,26cm程の厚さで焼上が堆積している。

それぞれの炉の南側に径25cm程の楕円形の

焼上のごく薄い広がりが見られたが,炉の

焼上の掻き出しによるものだろう。

覆上 8層 に分層される。 1・ 2・ 6。 7

層にはロームプロックが含まれている。4・

5・ 8層には焼土粒子が多く含まれている。

している遺物及

び遺構の性格か

ら,縄文時代早

期末 (茅山式期 )

の時期 と考えら

れる。

第179図 第35号土坑出土遺物実測・拓影図

SK-35 土層解説

1 暗 褐 色 焼土粒子・ 炭化粒子・ ローム小ブロック少量

2 極 暗 褐 色 焼土粒子・焼土小プロック・ローム小ブロック少 量

3 褐   色 焼土粒子・ 炭化粒子微量

4 暗 赤 褐 色 焼土粒子・ ローム粒子多量

5 赤 褐 色 焼土粒子・焼土小ブロック多量

6 明 褐 色 焼土粒子 。焼土小ブロック少量

7 にぶい褐色 ロームブロック多量

8 赤 褐 色 焼土粒子・焼土小プロック多量 (炉の上層 )

第178図 第35号土坑実測図

口
|

-

0               10Cm

く
|

皇18.8m

土層の堆積状況から,西側から埋まっていった様子がわかる。

遺物 底面及び炉内から,縄文時代早期末の上器片が出上している。また,覆土上層からは縄文

時代前期の上器片も出上している。

所見 覆土の堆積状況から,炉 2が炉 1 に先行することがわかる。本跡は底面及び炉内から出土

′      ＼ _´ _

(③                キY   I
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第40号上坑 (第 180図 )

位置 L12b2区。

重複関係 第22号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形 径2.00mの 円形で,深さ50cmである。

壁面 ほぼ垂直に立ち上がっている。

底面 平坦である。

覆± 2層に分層される。両層ともロームブロック 。ロ

ーム粒子を多く含む締まりのない上であり,色層で分層

した。

遺物 両層から縄文式時代前期後半～後期中葉の上器片

が出上している。 5の磨石は覆土中の出上である。

所見 締まりのない土層で,後世の掘り込みとも考えら

れる。遺物は縄文式上器片であるが,時期の特定は難し

ヤゝ。

占:革れ望慧とをヴII

遷態

“

麟
=ミ
玉

饂 綾 銘 諄

0         1m

SK-40 土層解説

1 極暗褐色 ローム粒子・ ロームブロック多量

2 暗 褐 色 極暗褐色上ブロック少量 ,コーム粒子・

ロームをヽプロック多量

第180図 第40号土坑実測図

0              10Cm

第181図 第40号土坑出土遺物実測・拓影図

第40号上坑出上石製品一覧表

第179図 1～ 3は床上及び覆土中から出上した縄文式上器片である。1は条痕の施された胴部片

である。裏面に条痕は見られない。 2は縄文条痕文土器の口縁部片で, 1・ 2と も本跡に伴うも

のであろう。 3は胴部片で,単節縄文 LRが施文されている。早期末から前期初頭の時期か。

Ｗ
航

図版番号 器  種
法 量

石   質 備 考
長さ (cln) 幅 (cln) 厚さ (cm) 重量 (g)

第181図  5 磨 石 砂   岩 138,覆上 中
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第181図 1～ 4は覆土中から出上した縄文式上器片である。1は撚糸文地文に半載竹管による押

引き爪形文が施された口縁部片で前期後半 (浮島 I式)の時期, 2は縄文 (単節RLの横回転)施

文の口縁部片, 3・ 4(同一個体か)は縄文 (単節RLの横回転)地文に平行沈線が施されており,

4に は平行沈線をつなぐように蛇行沈線が垂下する。 2～ 4は後期中葉 (加曽利Bl式)の時期

であろう。

第45号土坑 (第 182図 )

位置 L12d2区 。

規模と平面形 長径1,30m・ 短径1.19mの 円形で,

深さ57cmで ある。

壁面 外傾してなだらかに立ち上がっている。

底面 中央部がくばむ。

覆上 5層に分層される。 2・ 3層の暗褐色土中

には土器片が多く含まれている。また,各層中に

は焼土粒子・炭化粒子が含まれる。

遺物 覆土中層から縄文時代前期後半・後期前半

の上器片が出上しているが,器形の分かるものは

ない。

所見 締まりのある土層であり,ま た縄文時代後

期前半 (堀之内 1式期)以降の遺物を含まないこ

とから,該期の上坑と考えられるが,性格は不明

である。

第183図 1～ 3は

覆土中から出上し

た縄文時代後期前

半 (堀之内 1式 )

の上器片である。

1は口縁直下に 2

本の沈線が巡り,

小波状の波頂下に

口
|

Ａ
一

ー

2暗 褐 色

3暗 褐 色

4褐  色

第側3図 第45号上坑出土遺物実測・拓影図

は円孔を持ち,それを挟むように円形押圧文が配される。また,それと対応する位置の口唇上に

も円形押圧文が見られる。 2・ 3は縄文 (単節LR)地文に沈線によるモチーフが描かれている。

SK-45 上層解説
1 暗赤褐色 焼土粒子・焼上小ブロック・ ローム粒子中量,炭

化粒子・ ローム小ブロック微量

焼土粒子少量,ロ ーム粒子中量,炭化粒子・ ロー

ム小ブロック微量

焼土粒子・ 炭化粒子・ ローム小プロック微量,ロ

ーム粒子多量

焼土粒子・ 炭化粒子・ ローム小ノロック微量 ,ロ

―ム粒子少量

5 明 褐 色 焼上粒子・ 炭化粒子微量

第182図 第45号上坑実測図

0            10cm
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第57号土坑 (第 184図 )

位置 Klli4区。

規模と平面形 長径2.23m。 短径1.80mの 不整楕円形で,深さ1.83mである。

壁面 下部でやや膨らむ筒形で,北東壁はほぼ垂直に立ち上がっている。

底面 平坦である。

Ａ
一

/〇
|

生 18.6m

0         1m

一第184図 第37号土坑実測図

覆上 12層に分層される。12層は黄灰色の灰層で,焼土・

炭化物の混じり合ったべたべたした上である。中に魚骨・

小動物骨等が含まれている。10・ 11層は粘土ブロックを

含む締まりのない褐色上である。 6～ 8層は貝を含む土

層である。 6層は混土只層で,ヤマトシジミが主体でわ

ずかにウミニナ類・オオノガイ等が混じっているほか,

炭化材細片も含まれている。 7層は混土貝層で 6層 とほ

ぼ同じ貝種が含まれているが,貝の重量は最も多い。 8

層も混土貝層であり, 7層に比べてヤマトシジミは小粒

である。これは投棄の時間差を示すものと見られる。い

ずれの層中にも魚骨 。獣骨 。小動物骨を含んでいる。 9

層は極暗褐色の混貝土層で,小ブロック状に入ったヤマ

トシジミとともに 6～ 8層よりも多量の魚骨・小動物骨・

2

3

4

5

6

SK-57 上層解説
1 極暗褐色 ローム粒子・ ローム小ブロック多量,焼土

粒子・ 炭化粒子少量

明褐色土プロック少量

ロームプロック少量

ローム粒子・ ロームだヽブロック多量

焼土粒子・ 炭化粒子・ ローム粒子中量

ヤマ トシジミ主体でオオノガイ・ウミニナ類

などに獣魚骨・炭化材細片。ローム粒子少量

ヤマ トシジミ主体でハマグ リ・ ウミニナ類

などに獣魚骨・ 炭化材細片少量,貝の量が

最 も多い

褐  色

明 褐 色

暗 褐 色

暗 褐 色

混土員層

混土貝層

8 混上貝層 ヤマ トシジミ主体でウミニナ類などに獣魚

骨・炭化材細片少量

9 極暗褐色 混貝土層でヤマ トシジミ・獣魚骨少量,炭

化材細片中量,焼土粒子・ 炭化粒子・ ロー

ム粒子・灰少量

10 褐  色 ローム粒子・粘土小プロック・ ローム小ブ

ロック多量

H 褐  色 焼土粒子・炭化材細片少量,ローム粒子・ロー

ム小プロック・粘土小プロック中量,獣魚骨

微量

12 黄 灰 色 灰多量,焼土粒子・炭化粒子・炭化材細片

少量,獣魚骨少量

表 8第 57号土坑内見塚動植物

遺存体組成表

貝 種  名 総重量(gl 雅蜂戊′ヒ(%)

オオ ノ ガ イ

ヤマ トシジミ 18236 3 98 39

オ キ シ ジ ミ

ハ マ グ リ 75.6

ア  サ  リ 19

サ ル ボ ウ

カ キ

ウ ミニ ナ類 130.6

小 巻 貝 類

陸産微小巻貝類 ○ ○

獣 骨 ○ ○

小動物・魚骨 ○ ○

炭  化  物 ○ ○

〈
ロ 計 18535.2 100.00
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災化材細片,少量の獣骨が含まれている。12層同様べたべたした上である。 4・ 5層は締まりの

ない暗褐色上である。 5層より上層には貝・魚骨等は含まれていない。

遺物 各層中から土器片が出土している。貝・魚骨等を含む層からは,縄文時代後期前半 (堀之

内 1式)の上器が出上している。 1の小型鉢は 9層中の出上で,鉢内には魚骨片等の混じった土

が詰まっていた。10の打製石斧は覆土中の出土である。

所見 上坑内貝塚である。貝及び魚骨等の投棄は 6～ 12層までで終わっている。貝層出上の獣骨

は,小さく砕かれた焼骨が多い。焼骨以外ではネズミにかじられた猪の彫F骨などが 6層から出土

している。なお,魚骨はウグイやタナゴなどの稚魚の可能性が指摘されており,付章でヤマ トシ

ジミの貝殻成長線分析の結果と共に詳述している(付章参照)。本跡の時期は貝層出上の上器から,

縄文時代後期前半 (堀之内 1式期)と 考えられる。なお,貝 はすべて取り上げ,それぞれの総重

量と組成比は表 8に示した。また,各層ごとに取り上げたとはすべて水洗いし,可能な限り骨は

拾い出した。今回はすべての骨を分析することができなかったので,稿を改めて,骨について報

告したい。

耽

η2

臨
汀 8

第185図 第57号上坑出土遺物実測・拓影図

第57号土坑出土遺物観察表

0             10Cm

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

1 呻卿
A[80]
B 86
C 52

口縁部一部欠損。口縁部の対になる位置に孔を有す。孔

は鉢を作った後,孔を作る部分に粘土組を山形に貼って
いる。平底の底部から胴部はほぼ直線的に立ち上がる。

施文は一切なく,外面縦位のヘラミガキ,内面上半横・

下半斜位のヘラミガキ。

細砂粒

にぶい褐色

良好

P245       PL51
95%

内面暗黒色で赤色顔料

痕あり。

骨片含。
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第57号土坑出土石製品一覧表 (PL67)

第185図 2～ 9は覆土中から出上した縄文式上器片で,本跡に伴うものである。2～ 4は国縁下

に沈線が巡っており, 3は波状口縁である。 4は隆帯上に円形刺突文が施されている。 5は口縁

直下を巡る沈線下にキザミが施されている。 6は小突起を持つ口縁部片で,日縁部直下に沈線が

巡り縄文 (単節RL)地文に蕨手文や沈線によるモチーフが描かれている。 7は胴部片で,縄文 (単

節RL)地文にやはり沈線によるモチーフが描かれている。 8は幅の狭い口縁下に円形押圧文が巡

り,縦位に条線文が施されている。 9は把手片で,円形刺突文をつなぐC字状の隆帯によって造

形されている。中央に貫通孔を有する。

第67号上坑 (第186図 )

位置 L llb5区。

規模と平面形 径約80cmの 円形で,深さ19cmである。

壁面 外傾して立ち上がっている。

底面 平坦である。

覆± 2層に分層される。 1層は暗褐色土, 2層 は褐色

上で,と もに炭化粒子・ローム粒子を含んでいる。

遺物  1・ 2層中及び底面から,縄文時代後期前半の土

器片が出上している。

所見 本跡の時期は,遺物から縄文時代後期前半 (堀之

内 1式期)と考えられる。性格については不明である。

第187図 1・ 2は覆土中から出上した縄

文式上器片で,本跡に伴うものと考えら

れる。いずれも口縁部片で,沈線による

モチーフが描かれており, 1は縄文 (単

節RL)地文である。 2も 縄文地文である

が原体がはっきりしない。

SK-67 土層解醜

1 暗褐色 炭化粒子・ ローム粒子・ローム小プロ

ック微量

2 褐 色 炭化粒子少量,ロ ーム粒子多量

第186図 第67号土坑実測図

ヽ
④

▲

《 》

―

生18.6m 
ぶ _

ヤ 0        1m

ー

鯵引2
0             10Cm

引

第187図 第67号土坑出土遺物実測・拓影図

図版番号 器  種
法 量

石  質 備   考
長 さ (Qn) 幅 (cln) 厚 さ (cm) 重量 (g)

第185図  10 打 製 石 斧 Q189,欠 損品,分銅型 ,覆上中

-247-



第77号土坑 (第 188図 )

位置 L14,8区 。

規模と平面形 長径3.63m・ 短径1.96mの

不整楕円形で,深さ20cmの炉穴である。

壁面 なだらかに外傾して立ち上がってい

る。

底面 緩やかな起伏がある。中央部から炉

床部にかけて,わずかに掘り下げられてい

る。

炉床部 1か所。北東壁際に位置し,長径

90cm・ 短径66cmの楕円形で,10cmの厚さで焼

上の堆積が見られる。炉床はあまり硬くな

っていない。

覆± 2層に分層される。焼土粒子・炭化

粒子をわずかに含む,締まりのある土層で

ある。

遺物 底面から縄文時代早期末の上器片が

出土している。 1の深鉢は 2層下の出上で

ある。

所見 北側に向いた炉で,南西側は足場と

して充分な広さがある。南西壁際にごく薄

い焼上の広がりがあるが,炉の焼上の掻き

出しであろう。本跡の時期は,底面から出

上している遺物及び遺構の性格から,縄文

時代早期末 (茅山式期)と 考えられる。

第77号土坑出土遺物観察表

⑭ l

。l           al
▲17.4工 17.4                          ~~

B

C

ム

SK-77 土層解説

1 暗 褐 色 焼上粒子・炭化粒子・ ローム粒子少量

‐

′
。
ヽ

喰

―

-

2 にぶい褐色 焼土粒子・炭化粒子微量 ,ロ ーム粒子・ローム小ブロック少量

SK-77 炉土層解説

1 明赤褐色  焼土粒子多量

2 明赤褐色 焼上小プロック微量,焼土粒子多量

3 明赤褐色 焼土粒子中量

第188図 第77号土坑実測図

ぽ
ｒ
ｒ
ШＩ

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

第189図

1

深  鉢
縄文式上器

B(32)
C[40]

底部から胴部下端にかけての破片。平底の底部から外傾

して立ち上がる。外面は斜位の条痕文。繊維脱痕有り。

砂粒橙色

普通

２４

％

Ｐ
　
５

第189図 1～ 5は底面及び覆土中から出土した縄文式上器片で,本跡に伴うものである。2は口

縁部片で,口唇上には棒状工具による刺突文が施されている。 3～ 5は表裏条痕文の胴部片であ

る。 5の表面にはアナグラ属の貝殻腹縁文が施されている。
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趨ゴ

農t響

0              10Cm

第109図 第77号土坑出土遺物実測・拓影図

第78号上坑 (第 190図 )

位置 N14,7区。

規模と平面形 長径2.10m・ 短径1,70mの 不整楕

円形で,深さ51cmの炉穴である。

壁面 なだらかに外傾して立ち上がっている。

底面 炉床を含む中央部から,長径方向に沿って

掘り下げられている。

炉床部 1か所。ほぼ中央に位置し,長径60cm・

短径26cmの楕円形で,18cmの厚さで焼上が堆積し

ている。

覆± 6層に分層される。5層は炉内覆上である。

4層 も焼上が多い。

遺物 炉から北西寄りの覆土中にかけて, 4個の

礫に混じって縄文時代早期末の上器片が出上して

いる。4と 5の磨石は覆土中の出上である。第191

図 1～ 3の土器片は本跡に伴うもので,いずれも

表裏条痕文の胴部片である。 3の表面にはアナダ

ラ属の貝殻腹縁による引きずった波状文がある。

他は条痕が施されている。

所見 焼上の多い炉穴である。本跡の時期は,覆土中から出上している土器が限られた時期であ

ること及び遺構の性格から,縄文時代早期末 (茅山式期)と考えられる。

生1■ 4m。
|

―

ヒーーJm

SK-78 土層解説
1 明 赤 褐 色 焼土粒子・ ローム粒子微量
2 赤  褐  色 明赤褐色土ブロック少量
3 極 暗 赤 褐 色 焼土粒子・焼土小プロック・ローム粒子少量
4 暗 赤 褐 色 焼土小プロック微量,焼土粒子多量
5 赤  褐  色 焼土小プロック多量,焼土粒子中量
6 にぶい赤褐色 焼土粒子・焼土小ブロック微量

第190図 第78号土坑実測図
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第191図 第78号土坑出土遺物実測・拓影図

第78号土坑出土石製品一覧表

第80号土坑 (第 192図 )

位置 Ll蜀 1区。

規模と平面形 長径1.85m。 短径1.40mの不整形で,深さ51cmの炉穴である。

壁面 外傾して立ち上がっている。

底面 緩やかな起伏がある。炉床部がわずかに掘り下げられている。

炉床部 2か所。炉 1が炉 2に重なっており,炉 2が先行する。炉 2は中央部に位置し,長径58

cm・ 短径38cmの楕円形で, 5 cmの 厚さで焼上が堆積している。炉 1は北西壁際に位置し,長径52

cm。 短径40cmの楕円形で,10cmの厚さで焼上が堆積している。

覆± 4層に分層される。各層に焼土粒子・炭化粒子が含まれる。3層下は炉 2の上面であるが,

炉 1の足場になっていたのか,踏み締められている。

遺物 出上していない。

所見 炉 1・ 2の先後関係がわかる炉穴である。覆土中にも遺物がなく時期の特定は難しい。周

辺から縄文時代早期末 (茅山式期)の上器片が出上していること及び遺構の性格から,本跡の時

図版番号 器  種
法 量

石   質 備   考
長 さ (cln) 幅 (cln) 厚 さ (cln) 重量 (g)

第191図  4 磨 石 44 砂   岩 Q143,覆土中

5 磨 石 (431 (699) 砂   岩 Q144,破 片,覆上中
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期は早期末 (茅山式期)と 考えられる。

ヤ

ヽ

・
卜

ｒ

ｌ

０

SK-80 土層解説
1 暗  褐  色  ローム粒子微量,褐色土プロック中量
2 に ぶ い褐 色 褐色土ブロック・ ローム小プロック少量
3 にぶい赤褐色 焼土小プロック・焼土粒子多量 ,

ローム粒子・ 炭化粒子少量

4 に ど い 褐 色 焼土小プロック中量,焼土粒子・ ローム小ブロック少量

SK-80 炉(1)上層解説
ユ 赤  褐  色 焼土粒子少量,焼土小プロック・ローム小プロック微量
2 赤  褐  色 焼土小プロック少量,焼土粒子多量
3 にぶい赤褐色 焼土粒子・ ローム粒子少量

SK-80 炉(21土層解説

1 赤褐色 焼土粒子・ 焼土小ブロック少量
2 赤褐色 焼土粒子・焼土小ブロック多量

▲17.蹴
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生 17.3m

SK-81 土層解説

1 にぶい褐色 褐色土・ 明褐色土ブロック

中量

2 明 褐 色 褐色土小プロック少量

第193図 第81号土坑実測図

♀         Im

第192図 第80号土坑実測図

第81号土坑 (第 193図 )

位置 L15h2区 。

規模と平面形 長径1.82m。 短径1.66mの不整円

形で,深さ14cmの炉穴である。

壁面 外傾して立ち上がっている。

底面 平坦である。

炉床部 1か所。北東壁側に位置し,長径53cm・

短径40cmの楕円形である。

覆± 2層に分層される。両層に褐色上がブロッ

ク状になって含まれいる。上色と締まり具合で分

層している。

遺物 1層中から下図 1の縄文時代早期末の表裏

条痕文土器片が出上している。表面にアナグラ属

の貝殻背圧痕が巡っている。

所見 焼土層はごく薄い。覆土中から縄文時代早期末 (茅山式期)の上器片が出上していること

及び遺構の性格から,本跡の時期は早期末 (茅山式期)と考えられる。

⑭ l

0

第81・ 82号土坑出土遺物実測・拓影図
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第82号土坑 (第 194図 )

位置 Ll蒟 2区。

規模と平面形 長径2.26m・ 短径1.90mの

楕円形で,深さ27cmの炉穴である。

壁面 緩く外傾して立ち上がっている。

底面 平坦である。南壁側に径27cmの 円形

のピットが掘られており,底面からの深さ

は12cmである。

炉床部 1か所。東壁側に位置し,長径80

cm。 短径50cmの楕円形である。

覆上 4層に分層される。 4層は焼土層で

締まりがある。 3層 も締まりがあり,焼土

粒子 。ロームブロックを少量含んでいる。

1・ 2層は土器片を含む層である。

遺物 覆土上層から,2・ 3の表裏条痕文土

器の胴部片が出上している(前ページ下図)。

所見 4層下が炉である。覆土中から縄文時代早期末 (茅山式期)の上器片が出土していること

及び遺構の性格から,本跡の時期は早期末 (茅山式期)と考えられる。

第96号土坑 (第 195図 )

位置 M15bltt。

規模と平面形 長径3.52m・ 短径2.95mの精円形で,深さ20clnである。

壁面 緩く外傾して立ち上がっている。

底面 平坦である。

ビット 2か所。Plは長径62cm・ 短径54c14の 不整楕円形で深さ33cln,P2は径24cmの円形で深さ12

cmであり,北東と南西壁に分かれて位置している。性格は不明である。

覆± 2層に分層される。 1層は褐色上で土器片 。木炭片を含み, 2層は鈍い褐色上である。両

層にもに焼土粒子・ローム粒子が含まれ,締まりがある。

遺物 覆土上層から縄文式上器片が出上している。1の底部,4の石製品は覆土中の出土である。

所見 上器は縄文時代早期末から前期末にかけての時期であるが,本跡の時期の特定は難しく,

性格も不明である。

照

―

‐

‐

ｔ

〆

ｒ

一

ぃヤ          箇|

生 17.4m        ~

SK-82 土層解説

1 暗褐色  ローム小プロック少量

2 褐 色 焼土粒子・炭化粒子。明褐色土プロック少量

3 明褐色 焼上粒子・ ロームイヽプロック少量

4 赤褐色 焼土粒子多量

第 194図 第82号土坑実測図

③
嵯

-252-



∞
|

―

第196図 2・ 3は覆

土中から出上した縄

文式上器片である。

いずれも胴部片で,

2は表裏条痕文でア

ナグラ属の貝殻背圧

痕文が見られる。早

期末 (茅山式)の時

期である。 3は結節

縄文の施文された胴

部片で,前期末 (粟

島台式)の時期であ

る。

A_17.4m

1 褐   色 ローム粒子・焼土粒子・炭化材細片少量

2 にぶい褐色 焼土粒子・ローム粒子微量,明褐色土プロック少量

第195図 第98号土坑実測図

第96号上坑出上遺物観察表

堪|ザ |

第196図 第96号土坑出土遺物実測・拓影図

第96号上坑出土石製品一覧表 (PL67)

第107号上坑 (第 197図 )

位置 M15el区。

規模と平面形 長径1.96m・ 短径1.22mの不整楕円形で,深さ30cmの炉穴である。

図版番号 器  種 法量 (an) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・ 色調・焼成 備  考

第196図

1

深  鉢
縄文式土器

Ｂ

Ｃ

底部から胴部下端にかけての破片。平底と思われる底部

から外傾して立ち上がる。外面は横ナデで内面はナデ。

砂粒,繊維
橙色 普通

２５

％

Ｐ

　

５

図版番号 器   種
法 量

石   質 備 考

長 さ (cln) 幅 (cln) 厚さ (cm) 重量 (g)

第196図  4 不 明 石 製 品 砂   岩 Q149,打製石斧の未製品か
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壁面 緩 く外傾して立ち上がっている。

底面 皿状にくばんでいる。

炉床部  1か所。北東壁側で傾斜面に位置し,径

42cmの 円形である。

覆上  5層に分層される。 5層は橙色で焼土ブロ

ックが含まれ,締まった土層である。 4層 も橙色

であるが,焼土ブロックは含まれてない。 2・ 3

層は褐色上で焼土ブロックをわずかに含んでいる。

1層は暗褐色土である。各層に焼土粒子が含まれ

ている。

遺物 出上していない。

所見 周囲の覆土中から,縄文時代早期末 (茅山

式期)の上器片が出上していること及び遺構の性

▲17.2

-
SK-107 土層解説
I 暗褐色 ローム粒子・焼土粒子少量
2 褐 色 焼土粒子少量 ,ロ ーム粒子微量
3 褐 色 焼土小プロック・ ローム小プロック少量
4 橙 色 焼土粒子・ ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック中量
5 橙 色 焼土粒子・焼土小ブロック少量,ロ ームブロック中量

第197図 第107号土坑実測図

格から,本跡の時期は早期末 (茅山式期)と考えられる。

第108号土坑 (第198図 )

位置 M15d3区。

規模と平面形 長径3.30m。 短径2.71mの不整楕円形で,深さ20cmの炉穴である。

壁面 外傾して立ち上がっている。

底面 平坦である。炉床は掘り込まれている。

炉床部 3か所。炉 1は南西壁側に位置している。長径70cm・ 短径58cmの楕円形で,17cmの厚さ

で焼上が堆積している。炉 2は炉 1の東側に位置し,長径74cm・ 短径60cmの楕円形で,15cmの厚

さで焼上の堆積が見られる。炉 3は北壁寄りに位置し,長径64cm・ 短径40cmの楕円形で, 5 cmの

厚さで焼上の堆積が見られる。

覆± 3層に分層される。 3層は明褐色土, 1・ 2層は褐色上で,各層に焼土粒子・炭化粒子が

含まれている。

遺物 覆土中から1～ 3の底部を含め,縄文時代早期末の上器片が出上している。 5は覆土中か

ら出土した表裏条痕文の胴部片である。 4も 表裏条痕文で口唇上に刺突文が巡っている。

所見 炉 2は炉 1に よって足場が掘り込まれており,炉 2が先行する。炉 3と の前後関係は不明

である。本跡の時期は,覆土中から縄文時代早期末 (茅山式期)の上器片が出土していること及

び遺構の性格から,早期末 (茅山式期)と考えられる。
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第198図 第108号土坑実測図

SK-108 土層解説
1 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量,ロ ーム小ブロック少量

2 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量,ロ ーム粒子中量

3 明褐色 焼土粒子・焼土小ブロック・炭化粒子微量

SK-08 炉()土層解脱

1 にぶい赤褐色 焼土粒子多量,焼土小ブロック中量

2 極 暗 赤 褐 色 焼土粒子・焼土小ブロック中量

3 赤  褐  色 焼土粒子・焼土プロック多量

SK-108 炉 12)土 層解説

1 にぶい赤掲色 焼土粒子・焼土小ブロック少量

2 暗赤褐色 焼土ブロック中量,ロ ームブロック微量

3 赤褐色 焼土粒子・焼土小ブロック多量

SK-108 炉(3)上層解説

1 にぶい赤褐色 焼土粒子少量 ,

2 にぶい赤褐色 焼土粒子・焼上小ブロック多量

―

第199図 第100号土坑出土遣物実測・拓影図

第108号上坑出土遺物観察表

訂撃

0              10Cm

鶴

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・ 色調・焼成 備  考

第199図

1

深  鉢

縄文式土器

B(48)
C[40]

半球状に凹んだ上げ底の底部片。胴部は外傾して立ち上

がる。外面は荒れがひどいが,縦に条痕文を施している。

底部外面及び内面はナデ。

白色彩砂粒,繊維
明赤褐色

普通

P286       PL51
10%

2 深  鉢
縄文式土器

B(32)
C[81]

底部片。凸レンズ状の底面で不安定。胴部下端は横の条

痕文で,内面は横・斜位の条痕文である。繊維脱痕有り。

白色細砂粒 ,繊維多

量

橙色     普通

P287

10%

3 深  鉢

縄文式土器

B(54) 尖底土器の底部片。外面は斜位の条痕文である。繊維脱
痕が甚だしい。

白色細砂粒,繊維多

量

暗褐色    普通

P288     PL51
10%
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第110号土坑 (第200図 )

位置 M14f。区。

規模と平面形 長径2.30m。 短径1.70mの 楕円形 A
で,深さ40cmの炉穴である。

壁面 なだらかに外傾して立ち上がっている。   多

底面 西側に緩く傾斜している。

炉床部 1か所。西壁に接して位置し,径60cmの

円形である。

覆± 3層に分層される。 3層は褐色上で,ロ ー

ムブロックを多く含んでいる。 1・ 2層は暗褐色

上である。各層に焼土粒子・焼土ブロック・炭化

粒子が含まれている。

遺物 覆土中から縄文時代早期末の上器片が出土

している。 1・ 2はいずれも表裏条痕文の上器で,

1は口縁部片である。2は胴部との境に段を持ち,

刺突文が施されている。

/Q

生刊■4m

劃 壽 |

尊

¬
                   m

SK― ‖0 上層解説

1 暗褐色 ローム粒子中量,焼土粒子・ 炭化粒子微量
2 暗褐色 焼土粒子・焼土小プロック・炭化粒子微量,ロ ーム

粒子・ ローム小プロック少量

3 褐 色 焼上桂子 。焼土小ブロック・ 炭化粒子微量,ロ ーム

小ブロック多量

第200図 第110号土坑実測図

所見 本跡の時期は,覆土中から縄文時代早期末 (茅山式期)の上器片が出上していること及び

遺構の性格から,早期末 (茅山式期)と考えられる。

0               10Cm

第201図 第110号土坑出土遺物実測・拓影図

第111号土坑 (第202図 )

位置 M14fOtt。

重複関係 第35号住居跡によって,西側が掘り込まれている。

規模と平面形 長径4.50m・ 短径3.05mの不整形で,深さ40cmの炉穴である。

壁面 なだらかに外傾して立ち上がっている。

底面 わずかに起伏があり,北西側に緩く傾斜している。

炉床部 2か所。炉 1は北壁寄りに位置し,径50cmT■の円形で,15cmの厚さで焼上が堆積してい
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SK― ‖I 土層解説
1 暗  褐  色 焼土小プロック・炭化粒子微量,ロ

ーム小ブロック少量

2 極 暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量,焼土小グロ
ック・ローム小ブロック中量 ,ロ ーム

紘子多量

3 褐    色 焼土粒子・炭化粒子少量,焼上小ブ
ロック微量,ロ ーム粒子中量

4 にぶい赤褐色 焼土粒子・ローム粒子多量,焼土小ブ
ロック中量,炭化粒子。ロームプロッ

ク微量

5 褐    色 焼上粒子 。ローム小プロック少量 ,
焼上小ブロック・ 炭化粒子微量,ロ
ーム粒子中量

6 褐    色 焼土粒子・炭化粒子微量 ,ロ ーム小
プロック少量

7 褐    色 焼土粒子,炭化物少量

SK-111 炉(2)上層解説

1 極 暗 赤 褐 色 焼土粒子・焼土小プロック・ 炭化粒
子少量,ロ ーム粒子多量

2 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量,焼土小ブロック・ ロ
ーム粒子少量

3 赤  褐  色 焼土粒子・焼上小ブロック多量,ロ
ーム小ブロック少量

4 暗  褐  色 焼土粒子・焼土小ブロック・ ローム
プロック少量,コ ーム粒子中量

5 褐    色 暗褐色土 。明褐色土プロック少量

▲17.4m

Eと17.Om

第202図 第111号土坑実測図

る。炉 2は西壁に接して位置し,長径170cmの瓢箪形で,10cmの厚さで焼上が堆積している。

覆± 7層に分層される。 2層は厚い土層で40cln程あり,粘土ブロックもやや多く含まれる極暗

褐色上である。 3・ 5～ 7層は褐色上で,焼土粒子・炭化粒子が少量含まれている。 4層は鈍い

赤褐色上で, 1層は暗褐色土である。

遺物 覆土中から縄文時代早期末の上器片が出上している。1～ 3は表裏条痕文の胴部片である。

Ⅷ姶I

0             10Cmミさ§ささささSSS:昇7奪予く
第203図 第111号土坑出土遺物実測・拓影図
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所見 本跡の時期は,覆土中から縄文時代早期末 (茅山式期)の上器片が出土していること及び

遺構の性格から,早期末 (茅山式期)と 考えられる。

第■5号土坑 (第204図)       `  (

≦雇関猿

14督

許号住居     《ζ]ヨ)
跡によって掘り込まれ         ぶ
ている。          A

-17.2m
規模と平面形 長径     _N=耳 ッを一 ヒ____ギ
0.91m・ 短径0.89mの    第204図 第115号土坑実測図
円形で,深さ35cmである。

壁面 外傾して立ち上がっている。

底面 皿状をしている。

覆± 3層に分層される。 1層 は赤褐色である。 2・ 3層は鈍い赤褐色の焼土層であり,炭化物・

焼土ブロックの有無で分層した。

遺物 1層中から縄文時代前期後半～中期後半にかけての上器片が出上している。

所見 焼土に混じつて土器片が出土している。土器片は火熱を受けた様子はなく,焼上の中への

投棄である。 1・ 3層上に床と同質のロームブロックがあり,第27号住居跡構築時に本上坑は床

面の高さまで掘り込まれたものと考えられる。出土遺物及び規模から,炉穴というよりは火焚き

場状遺構としておく。時期の特定はできないが,土器は縄文時代中期後半までであり,それ以降

は含まれていない。

第205図 第115号土坑出土遣物実測・拓影図

第205図 1・ 2

は覆土中から出

土した縄文時代

中期後半 (加曽

利 EⅢ式)の上

器片である。 1

は内彎する国縁

部片で,沈線で

区画された口縁

部は無文で,以

下に縦走する縄文 (単節RL)が施文されている。 2は縦位に条線文の施された胴部片である。

0              10Cm
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第116号上坑 (第206図 )

位置 L14gs区。

重複関係 第27号住居跡によって掘り込まれている。

規模と平面形 長径1.54m。 短径1.50mの 円形で,

深さ68cmである。

壁面 円筒状で,ほぼ垂直に立ち上がっている。

底面 平坦である。

覆上 4層に分層される。 4層 は明褐色で褐色土

ブロックを含んでいる。 2・ 3層は褐色上でロー

ムプロックの有無で分層した。 1層の暗褐色上に

は炭化粒子・焼土粒子 。ロームブロックが多く含

まれている。

遺物  1・ 2層中から縄文式上器片が多く出上し

ている。 1～ 3の深鉢は 1層中の出上である。

所見 1層中には焼土粒子が多い。遺物には縄文

▲17.2m

SK一 日6 上層解説

1 暗褐色 焼土粒子・炭化粒子・ローム小プロック多量

2 褐 色 炭化粒子・ローム粒子少量

3 褐 色 ローム粒子・ ロームブロック多量

4 明褐色 褐色土ブロック中量

第206図 第116号土坑実測図

_N_

時代早期末の上器片もわずかに含まれるが,大半は中期後半 (加曽利EⅢ式期)であり,本跡の

時期は該期と考えられる。性格については不明である。

第■6号土坑出上遺物観察表

第207図 4～ 9は覆土中から出上した縄文式上器片で,1～ 3と ともに本跡に伴うものと考えら

れる。 4～ 7は口縁部片で, 4は 口縁直下に隆線が巡っており,胴部は単節縄文RLの縦回転で

ある。 5は幅の狭い無文の口縁部で,縄文地文の胴部になぞりによる磨消帯を持っている。 6は

縄文地文に沈線によるモチーフが描かれている。 7は口縁下に沈線が巡り,縄文 (単節RLの縦回

転)地文に磨消帯が垂下する。 8はゆるい曲線の条線文が施された胴部片である。 9も胴部片で,

l

器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・ 焼成 備  考

酔
齢式
床
緻 B(178) 隆線によって区画される文様帯は胴くびれ部の無文帯で

上下に三分される。上下はそれぞれ微隆線によって渦巻

文を構成している。微隆線間には縄文 (単節RL)を 充
壊している。微隆線によって区画された回縁部は無文で

ある。内面斜位のヘラミガキ
^

にぶい橙色

普通

60%

胴部下半二次焼成著し

しゝ。

第
齢式
４
敏

19 6

(23 4)

E5 4]

Ａ

Ｂ

Ｃ

胴部中位で一部欠損。突出気味の底部は平厘。胴部中位

でわずかにくびれ,日縁部は緩く内彎する。無文の回縁

部は一条の沈線によって区画される。胴部上半は縄文 (単

節RLの縦回転)地文上に,沈線による縦長楕円形の区
画文が16単位構成される。区画内は磨消している。胴部

下半は無文でナデ。内面積位のナデ。

白色細砂粒,スコリア

浅黄橙色

普通

Ｐ２５

％

Ｐ

８０

3 第
齢式
株
緻 C

(36)

[70]

B 厩部から胴部下端にかけての破片。平ほでやや突出員味

の底部から外傾して立ち上がる。無文の外面はヘラミガ

日 gttυ 柾

橙色
導 】冨

２５

％
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縄文 (単節RLの縦回転)地文に磨消帯によって曲線的なモチーフが描かれている。

ヒ  1主

捗 餌
辟
伊
灯 8    

ヒ __十
一 -4°

Cm

第207図 第116号上坑出上遺物実測・拓影図

第118号土坑 (第208図 )

位置 M14e6区。

規模と平面形 長径1.93m・ 短径1.78mの不整円形で,炉床部までの深さ46cmの炉穴である。

壁面 なだらかに外傾して立ち上がっている。

底面 起伏のある皿状をしている。

集石部  1層中に集石遺構がある。長径0.65m。 短径0.57mの楕円形で,0,17mの深さで石が詰ま
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っていた。火熱で赤くなっている石が 1個見られたが,他は被熱した状態ではない。石の間に縄

文時代早期末の上器片が含まれている。

炉床部 1か所。西壁側に位置し,長径50cm・ 短径26cmの楕円形で,15cmの厚さで焼上が堆積し

Ｂ
一

Ａ
一

第208図 第118号土坑実測図

A17.4m° |

SK-18 土層解説

1 極 暗 褐 色  ローム粒子多量,焼土粒子・ ローム小ブロック微量

2 褐   色 ローム粒子多量,焼土粒子 。ローム小ブロック微量

3 暗 褐 色 焼上粒子・ ローム粒子少量,炭化泣子微量

4 暗 褐 色 ローム粒子多量,焼土絃子 。ローム小ブロック少量

5 明 褐 色 ロームプロック中量

6 にぶい褐色 焼土粒子・ ローム粒子少量

7 暗 赤 褐 色 焼上粒子 。焼土小ブロック多量

8 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量,焼土小ブロック少量

9 明 赤 褐 色 焼土粒子多量,焼土プロック中量

10 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量,焼土ブロック・ ローム小ブロック少量

11 赤 褐 色 焼土泣子中量,焼土プロック・ ロームブロック少量

12 明 赤 褐 色 焼土粒子・焼上小プロック少量

Ｂ
一

0         1m

―

0              10Cm

罫野 辞

第209図 第118号上坑出土遣物実測・拓影図
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ている。

覆上 12層に分層される。 6～■層は炉の堆積層である。 1層は集石を含む極暗褐色の上層で,

2・ 3層を掘り込み,その中に堆積している。 2層は褐色土, 3・ 4層は暗褐色上で,いずれも

焼土粒子ローム粒子を含んでいる。 5層は明褐色上で,ロ ームブロックを含む締まりのある土層

である。 6層は焼土粒子を含む鈍い褐色上である。

遺物 集石の中から縄文時代早期末の上器片が出上している。 1～ 3の土器片及び 4の礫石斧は

集石中の出上である。 1・ 2は表裏条痕文の上器で, 1は平坦な口唇上にキザミが施されている。

3は縄文条痕文土器で条痕地文に単節LR縄文を維に施文している。

所見 炉穴が埋まってから集石遺構が掘り込まれており,炉穴は集石遺構に先行する。集石遺構

は,含まれていた土器片から縄文時代早期末 (茅山式期)の時期である。炉穴はそれに先行して

使用されたものである。

第119号土坑 (第210図 )

位置 M14gstt。

規模と平面形 長径4.73m・ 短径2.24mの不整形で,炉床部までの深さ68clnの 炉穴である。

壁面 なだらかに外傾して立ち上がっている。

底面 緩やかな起伏がある。

炉床部 4か所。炉 1は北壁側に位置し,長径74cln・ 短径60cmの精円形で,20cmの厚さで焼土が

堆積している。炉 2は中央部に位置し,径68cm程の不整円形で,16cmの厚さで焼上の堆積が見ら

れる。炉 3は西壁寄りに位置し,長径66cm・ 短径46clnの 楕円形で, 5 cmの 厚さで焼上の堆積が見

られる。炉 4は南壁側に位置し,長径52cm・ 短径34clnの 楕円形で焼上が 7 cmの厚さで堆積してい

る。

覆上 11層に分層される。 6・ 9層 は焼土粒子・焼土ブロックを含み,炉の上層になる。各層中

には焼土粒子が少量ずつ含まれている。 4・ 10層は極暗褐色上で,土器片の有無で分層した。

遺物覆土中から縄文時代早期末の上器片が出上している。

遺物 及び遺構の性格から,本跡の時期は早期末 (茅山式期)と考えられる。

第211図 1～ 3は覆土中から出上した縄文式上器片で,本跡に伴うものと考えられる。いずれも

表裏条痕文の胴部片で, 1は半我竹管による爪形文の施された段が巡っている。 2は 2列の円形

押圧文が巡っている。

所見 炉の先後関係は不明であるが,覆土中の遺物は縄文時代早期末 (茅山式期)の時期である。
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SK一 ‖9 土層解説
1 にぶい褐色 焼土粒子・ 炭化粒子微量,ロ ームブロック少量
2 褐   色 ローム粒子・焼土粒子少量,ロ ーム小プロック微量
3 暗 褐 色 焼土粒子・ コーム粒子少量・ ローム小ブロック微量
4 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
5 暗 褐 色  ローム粒子中量
6 明 褐 色 焼上粒子 。ローム粒子少量,焼土小プロック微量
7 褐   色 焼上粒子・ ローム粒子少量
8 暗 褐 色 焼上粒子・焼土小プロック中量,ロ ームプロック微量
9 明 褐 色 焼土粒子多量,焼上ブロック少量
10 極 暗 褐 色 焼土粒子・ ローム粒子微量
11 褐   色 焼上粒子微量

第210図 第119号土坑実測図

第211図 第119号土坑出土遺物実測・拓影図

第123号土坑 (第212図 )

位置 N14c5区。

重複関係 第44号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形 長径3.16m・ 短径2.54mの 不整形で,

SK― ‖9 炉(3)土層解説

1 にぶい赤褐色 焼土粒子・焼土小ブロック多量
2 赤  褐  色 焼土泣子・ローム小プロック少量

ー

0              10cm

―
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壁面 なだらかに外傾して立ち上が

っている。

底面 東側は平坦で,北西側が皿状

に下がっている。

ビット 炉 1の西側に位置し,径40

cmの円形で深さ68cmであるが,性格

は不明である。

炉床部  2か所。炉 1は北西壁側に

位置し,長径56cm。 短径40cmの楕円

形で,12cmの厚さで焼土が堆積して

いる。炉 2は南壁寄 りに位置し,径

44硼程の円形で薄い焼土層である。

覆±  3層に分層される。 3層 は焼

土層である。 1・ 2層はロームブロ

ック・ ローム粒子を含む締まりのあ

る土層で,焼上の有無で分層した。

遺物  1層中から縄文時代早期末の

上器片が出土している。

所見 炉の前後関係は不明であるが,

SK-123 土層解説
1 暗 褐 色 焼土粒子・ 焼土小プロック少量,ロ ーム粒子・ ロームJヽプロッ

ク中量

2 褐  色  ローム粒子中量,ロ ームプロック微量

3 暗赤褐色 焼土粒子・焼上小ブロック中量,ロ ーム粒子 。ロームイヽ プロッ

ク少量

第212図 第123号土坑実測図

-

覆土中の遺物は縄文時代早期末 (茅山式期)の時期である。遺物及び遺構の性格から,本跡も該

期と考えられる。

0            10Cm

第213図 第123号土坑出土遺物実測・拓影図

第213図 1・ 2は覆土中から出上した縄文式上器片で,本跡に伴うものと考えられる。 1は表面

条痕文で,ゆるい段を持ち,段上にアナグラ属の貝殻背圧痕文が巡っている。 2は表裏条痕文の

胴部片である。
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第128号土坑 (第214図 )

位置 N14el区。

規模と平面形 長径1.14m。 短径0.94mの

楕円形で,深さ118cmで ある。

壁面 わずかに外傾して立ち上がっている。

底面 平坦である。

覆± 5層 に分層される。 1・ 2層は焼土

粒子を含むしまりのある土層である。下層

はローム粒子を多く含む。

遺物 2・ 3層から縄文式上器片が出上し

ている。第239図 1の尖底土器は土坑すぐ脇

の覆土中の出上である。

所見 上器は縄文時代早期中葉 (三戸式)

の沈線文系土器である。土坑の性格は不明

であるが,時期は該期であろう。

ml

0         1m
十

一２８

褐

褐

Ｋ一

暗

暗

　

褐

熊琴∵I藝
~ガ
2

阿

‐―

‐―

灯

一

~′

3

第215図 第128号土坑出土遺物実測・拓影図

第215図 1～ 4は覆土中から出上した縄文式上器片で,

部片で, 3本単位の横沈線間に爪形状の短沈線を配し,

文が描かれている。

第132号土坑 (第216図 )

位置 N14i3区。

規模と平面形 長径2.48m・ 短径1.85mの不整楕円形で,

壁面 なだらかに外傾して立ち上がっている。

底面 平坦である。

生 17.4m

土層解説

色 ローム粒子少量,焼土粒子極少量

色 ローム小ブロック・焼土粒子極少量 ,
ローム粒子少量,土器片を含む

色 ローム粒子多量,ロ ーム粒子多量 ,

上器片を含む

4 にぶい褐色 ローム粒子多量 ,ロ ーム小ブロック・

ローム粒子中量

5 褐   色 ローム粒子少量

第214図 第128号土坑実測図

0           10Cm

本跡に伴うものであろう。同一個体の胴

3, 4に はさらに細沈線によって梯子状
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覆± 2層に分層される。 1層 は暗褐色上で

焼土粒子・炭化粒子を含んでいる。 2層は褐

色上で炭化粒子をごくわずか含んでいる。

遺物 1層中から縄文時代中期後半の上器片  A

が多く出上している。 1の深鉢は東壁に接し

て, 1層中から正位で出上している。

① l

_＼ ＼、

所見 本跡の時期は,出土遺物から縄文時代

中期後半 (加曽利EⅣ式期)である。性格は

不明である。 0         1m

-SK-132 上層解説

1 嗜褐色 焼土粒子・ ローム粒子・炭化粒子少量
2 褐 色 ローム粒子少量,炭化粒子微量

第216図 第132号土坑実測図

第217図 第132号土坑出土遣物実測・拓影図

第217図 2・ 3は覆土中から出上した縄文式上器片で,1と ともに本跡に伴うものと考えられる。

2・ 3は 回縁部片で,微隆線によってモチーフが描かれており,日縁部は無文である。 2の縄文

は単節LR, 3は単節RLである。

Al.4m

第132号出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎上・色詞・焼成 備   考

第217図

1

深  鉢
縄文式上器

B 底部及び胴部上半欠損。外傾の強い胴部下半である。胴

部の立ち上がりは無文で斜位のヘラナデ,胴部に縄文(単

節LRの縦回転)を施文する。内面は縦位のヘラミガキ。

砂粒,ス コリア

にぶい黄橙色

普通

Ｌ２５

％

Ｐ

３０

第132号土坑出土石製品一覧表

図版番号 器   種
法 量

石   質 備    考
長 さ (cm) 幅 (cln) 厚さ (cln) 重量 (g)

第217図  4 石 鏃 チャー ト 155,一部欠損     PL66
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第135号土坑 (第218図 )

位置 N14i4区。

規模 と平面形 長径3.00m・ 短径
A

1.37mの不整形で,深 さ12cmで ある。  ~

壁面 外傾して立ち上がっている。

底面 平坦である。

ビット 南東壁側に径76cmの 円形の

ピットがあり,28cmの深さである。

覆上 3層 に分層される。 1・ 2層

とも焼土粒子・炭化粒子を含んでい

る。 3層は明褐色上でロームブロッ

クを含んでいる。いずれも締まりの

ある土層である。

生17.4m

遺物 1層中から多量の縄文時代中期後半の上器片が出上している。 2層中もわずかに土器片を

含んでいる。 1は深鉢の口縁部片である。

所見 本跡の時期は,出土遺物から縄文時代中期後半 (加曽利EⅣ式期)である。性格は不明で

あるが,第132号土坑と近接しており関連が考えられる。

第135号土坑出土遺物観察表

第219図 2～ 8は覆土中から出上した縄文式上器片で,1と ともに本跡に伴うものと考えられる。

2は 口縁部無文で小波状をなし,胴部は微隆線によって曲線的モチーフが描かれ単節RLの縄文を

充填している。 3は無文の口縁部に舌状突起を持ち,縄文は単節 LRの縦回転である。 4も 微隆

線によって無文の口縁部が区画されている。5は橋状の把手で単節LR縄文が施されている。6～ 8

も口縁部片である。 6は 2と 同様の口縁部形態である。 7は縄文 (単節LR)の施文された逆「の」

字状隆帯が付いている。 8も 「の」字状隆帯が組み合わさつている。 7・ 8は後期初頭の時期に

はいる可台ヒ性もある。

に

ゝ

‐

‐

‐

ｌ

ｒ

SK-35 上層解説                   ~~

1 暗 褐 色 ローム粒子多量,焼土粒子・炭化粒子少量

2 にぶい褐色 焼土粒子・炭化粒子微量

3 明 褐 色 ロームブロック中量

第218図 第135号土坑実測図

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・ 色調・焼成 備  考

第219図

1

深  鉢

縄文式土器

[226]

(70)

Ａ

Ｂ

口縁部片。断面三角形の微隆線によって口縁部が区画さ

れる。日縁部は無文で横位のナデ。胴郡は縄文 (単節R
L)を施文しており,隆線下は縦回転でその下は横回転
である。内面ヘラミガキ。

砂粒

にぶい褐色

普通

２５

％

Ｐ

ｌ０
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0               10Cm

第219図 第135号土坑出土遺物実測・拓影図

第140号土坑 (第220図 )

位置 M14g6区。

重複関係 第40号住居跡に一部掘り込まれている。

規模と平面形 長径1.78m・ 短径1.20mの 不整形で,深さ37cmの炉穴である。

壁面 外傾して立ち上がっている。

底面 平坦である。

炉床部 1か所。南東壁側に位置し,長径70cm。 短径62cmの楕円形で,掘り込みはほとんど見られ
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ない。

覆± 6層に分層される。 5層は炉穴の焼

土層である。 6層 も焼土ブロック・焼土粒

子を含む明赤褐色土である。 2・ 4層は暗

赤褐色上で焼土粒子・焼土ブロック・炭化

粒子などを含んでおり,そ の量で分層した。

3層は明褐色上で,ロ ームブロックを含ん

でいる。また, 1・ 4層 は土器片を含む層

である。

遺物 覆土上層から縄文時代中期後半の土

器片がわずかに出土している。 1は雑な条

線文の深鉢口縁部片である。覆上下層から

は縄文時代早期末の上器片が出上している。

I G

口
|

口
|

所見 本跡の時期は,覆上下層出上の上器及び遺構の性格から縄文時代早期末 (茅山式期)で ,

炉の北西側は足場になるものと考えられる。

0              10Cm

第221図 第140号土坑出土遺物実測・拓影図

A
一-17.2m             ――

♀   im
SK-140 土層解説
1 暗 褐 色 ローム粒子中量,焼土粒子少量
2 暗赤褐色 焼土粒子中量,焼上小ブロック・炭化粒子・ ローム粒子少量
3 明 褐 色  ロームプロック中量
4 暗赤褐色 焼土粒子多量,焼土小ブロック中量,炭化粒子・ ローム粒少量
5 赤 褐 色 焼土粒子・焼土小プロック多量
6 明赤褐色 焼土粒子微量,焼土小プロック少量

第220図 第140号土坑実測図

く

Ｉ

Ｊ

ｒ

第140号土坑出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

第221図

1

深  鉢

縄文式上器

Ａ

Ｂ

[168]

(67)

胴部上半から口縁部にかけての破片。国縁部は緩い波状

である。無文で横位のナデ。口縁部にあたる部分は横の

条線文,胴部は雑な条線文を縦に施す。内面はナデ。

細砂粒

にぶい黄褐色

普通

ＬＰ２６

％

Ｐ

５
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第221図 2～ 5は覆土中から出上した縄文式上器片で, 2～ 4が本跡に伴うものと考えられる。

2は段上にキザミが巡らされている。 3・ 4は :同部片で 3が表裏条痕文, 4は擦痕文である。 5

は中期後半の時期であろう。第219図 7に類似し「の」字隆帯及び口縁部に単節LRが施されている。

第143号土坑 (第222図 )

位置 M14e夕 区。

重複関係 第40号住居跡に,南半が掘り込まれている。

規模と平面形 長径2.16m・ 短径1.56mの 不整楕円形で,深さ55cmの炉穴である。

壁面 外傾して立ち上がっている。

底面 平坦である。炉床部がわずかに掘り込まれている。

炉床部 1か所。北壁に接して位置し,長径110cm。 短径60cmの楕円形で ,約20cmの厚さで焼上が

堆積している。炉床は火熱で硬くなっている。

覆± 5層 に分層される。 4層下が炉である。 5層は明褐色土で焼土粒子を含んでいる。 1・ 2

層は暗褐色上でロームブロック・ローム粒子などを含んでおり,焼土粒子の有無で分層した。 3

層は褐色上で, 1～ 3層が土器片を含む層である。

遺物 縄文時代早期末の土器片が出上している。 2層からは器形の分かる 1・ 2の深鉢が横位の

状態で出土している。 3～ 6は覆土中から出上した胴部片で, 1・ 2と ともに本跡に伴うもので

ある。 3～ 5は表面には条痕が施されているが,裏面には見られない。 6は表裏条痕文土器であ

る。 7の台石は中層からの出土である。

」
＼　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ａ01

Ｌ♪

A17.4m  °キ

♀         im

SK-143 土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子多量,ロ ームイヽ ブロック少量

2 暗 褐 色 焼土粒子・ ローム小ブロック少量,ロ ーム

粒子多量

3 褐  色 ローム粒子・ ローム小ブロック多量,焼土

粒子・焼土」ヽ ブロック微量

4 明赤褐色 焼土粒子・ ローム粒子多量 , ローム小ブロ

ック微量

5 明 褐 色 焼土粒子微量 ,ロ ーム粒子多量

SK-43 炉土層解説

1 にぶい赤褐色 焼上粒子・焼土イヽ ブロック中量

2 明 赤 褐 色 焼上粒子多量,焼土ガヽプロック少量

3 赤  褐  色 焼上粒子・焼土イヽ プロック多量

4 暗 赤 褐 色 焼上粒子・焼土小プロック少量

5 暗  褐  色 焼上粒子・ ローム粒子少量

6 赤  褐  色 焼土粒子・焼土小プロック少量

第222図 第143号土坑実測図
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0               10Cm

第223図 第143号土坑出土遺物実測・拓影図

第143号土坑出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第223図

1

深  鉢
縄文式上器

A[244]
B(192)

胴部下半から口縁部にかけての破片。胴部下半から外傾

して立ち上がる。平縁の回縁下に段を持つ。日唇部は内

そぎ状で上面に条痕文。口縁部内外面横位の条痕文。胴

部上半横位の条痕文,下半斜位の条痕文で内面斜位条痕

文。内面下半繊維脱痕甚だしい。条痕はアナグラ属の貝

殻による。

砂粒,織維

明赤褐色

普通

P266       PL52
30%

2 深  鉢
縄文式上器

A[310]
B(236)

胴部下半から平縁の口縁部にかけての破片。胴部下半か

ら外傾して立ち上がる。国唇上面に貝殻背圧痕文を巡ら

している。胴部上半から回縁部横位の条痕文,胴部下半

は斜位の条痕文である。胴部内面はナデで下半にスス付

着。条痕はアナグラ属の貝殻によるが,施文は浅い。胴

部下半は二次焼成で赤変。

白色細砂粒,繊維少

量

橙色

普通

P267       PL52
20%
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図版番号 器  種
法 量

石  質 備 考
長 さ (cm) 幅 (帥 ) 厚 さ (an) 重量 (g)

第223図  7 石 10 7 520 3 安 山 岩 Q159,上 面平滑

所見 本跡の時期は覆土中の上器及び遺構の性格から,縄文時代早期末 (茅山式期)である。炉

の南側は平坦で,足場になるものと考えられる。

第143号土坑出上石製品一覧表

第144号土坑 (第224図 )

位置 M14a9区。

重複関係 第31号住居跡によって西側部分が,第 3号溝によって中央部が掘り込まれている。

規模と平面形 長径1.82m・ 短径1.29mの不整楕円形で,深さ27cmの炉穴である。

壁面 外傾して立ち上がっている。

底面 やや起伏があり,中央部分がわずかに掘り込まれている。

/④ l

Ｅ
Ｎ
ド
呵

Ｅ
劇
．■
引

SK-144 土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子多量, もろい貝細片少量
2 極暗褐色 焼上粒子・ ローム粒子中量,焼土小プロック少量
3 赤 褐 色 焼上粒子多量,焼土小プロック中量
4 赤 褐 色 焼土粒子・焼土小プロック多量
5 暗 褐 色 ローム粒子・ ローム小プロック多量,も ろい貝細片少量
6 混土貝層 ハイガイ主体でカキ・オキシジミなどに灰・炭化材細片少量
7 黒 褐 色 ローム粒子多量,焼土粒子・ ローム小プロック少量

SK-145 上層解説
1 極 暗 褐 色 ローム粒子多量,焼土粒子少量
2 暗  褐  色 ローム粒子多量,焼土粒子少量
3 褐   色  ローム粒子・焼土粒子中量
4 暗  褐  色 ローム粒子多量,焼土粒子・ ローム小ブロック少量
5 にぶい赤褐色 焼土粒子・焼土小プロック多量,ロ ーム粒少量
6 にお い褐色 ローム粒子多量,焼土粒子少量
7 褐    色 焼土粒子・焼土小ブロック・ ローム小プロック中量
8 褐    色 明褐色土ブロック中量

第224図 第 144・ 145号土坑実測図

ー
-145 風 1)上層解説

明赤褐色 焼土粒子・焼土小ブロック・ ロームイヽプロック少量

赤 褐 色 焼土粒子・焼上小プロック多量
赤 褐 色 焼土粒子・焼土小ブロック多量
明 褐 色 焼上粒子少量,ローム粒子 。ローム小プロック中量

褐  色 焼土粒子・焼土小プロック少量,ロ ーム粒子・ ローム

小ブロック中量

SK

1

2

3

4

5
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覆上  7層に分層される。 2～ 4層は炉穴の堆

積上で,こ の上坑に重なるように 1・ 5～ 7層

が堆積している土坑が掘 り込まれていると考え

られる。 6層は混土貝層で,小さな貝ブロック

2か所 (1・ 2ブロック)が接しており,貝種

は同じである。只はハイガイが主体であり,ウ

ミニナ類・カキ・ハマグリなどがわずかに入っ

ている。二枚貝はみな殻がばらばらで,保存 も

良 くない。灰も含まれている。 1・ 5層は暗褐

色上であるが,わずかに風化貝片が混じっている。 3

暗褐色上であり,焼土粒子が多く含まれている。

・ 4層 は赤褐色の焼土層である。 2層 は極

遺物 3層及び 6層の貝に混じって縄文時代早期末の上器片が出土している。

所見 炉の南東側は足場として使われたと考えられる。また,炉穴が機能しなくなり埋まってか

ら,南側が掘り込まれ,貝が投棄されたものと考えられる。土器からは両者の時期差がほとんど

認められない。本跡の時期は,貝層中及び覆土中の上器や遺構の性格から,縄文時代早期末 (茅

山式期)と考えられる。貝以外の獣骨魚骨等は検出されなかった。なお,貝 はすべて取 り上げ,

炉床部 1か所。北壁に接して位置し,長径100 表 9

cm・ 短径50cmの楕円形で,15cmの厚さで焼上が

堆積している。炉床は火熱で硬くなっている。

第144号土坑内貝塚動植物遺存体

組成表

員 種 名

1ブ ロック 2ブ ロック

総重量(g) に成比 (%) 総重量(g) 但成比 (%)

オオ ノガイ / /

ヤマ トシジミ / /

オキシジ ミ 09

マ グ リ 27

イ ガ イ 368 5 1019 5

カ キ 55

ウ ミニ ナ類

炭 化 物 ○ ○ / /

計 1091 4

第225図 第144号土坑出土遣物実測 。拓影図
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それぞれの総重量と組成比は表 9に表した。

第225図 1～ 6は覆土中から出上した縄文式上器片で,本跡に伴うものである。1は口縁部片で,

アナグラ属の只殻腹縁による波状文が施されている。補修孔があり,裏面にわずかに条痕が認め

られる。 2・ 3は表裏擦痕文土器の胴部片, 4～ 6は表裏条痕文土器の胴部片である。

第145号土坑 (第224図 )

位置 M14aO区。

重複関係 第 3号濤によって北西側が掘り込まれている。

規模と平面形 長径2.90m・ 短径0,98mの 不整楕円形で,深さ45cmの炉穴である。

壁面 外傾して立ち上がっている。

底面 やや起伏がある。

炉床部 2か所。炉 1は北壁に接して位置し,長径74cm。 短径44cmの楕円形で, 8 cmの 厚さで焼

上が堆積している。炉 2は南壁に接して位置し,長径138cm。 短径54cmの楕円形で,16cmの厚さで

焼上が堆積している。炉床は火熱で硬くなっている。

覆± 8層に分層される。 5層下に薄い焼上の広がりが見られ,炉 2か らの焼上の掻き出しと思

われる。 3～ 8層が堆積してから 1・ 2層が入っている。また,各層中には焼土粒子が含まれて

ミ§ミこ息§§§慈
―飼一‖ 3

第226図 第143号土坑出土遺物実測・拓影図
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いる。

遺物 縄文時代早期末の上器片が出上している。 1は覆土中の出上である。

所見 炉 1・ 2の前後関係は不明である。土器は縄文時代早期末 (鵜ヶ島台・茅山式期)であり,

遺構の性格とも合わせて,時期は該期と考えられる。

第145号土坑出土遺物観察表

第226図 2～ 4は覆土中から出上した縄文式上器片で,1と ともに本跡に伴うものである。2は

口縁下に段を持ち,条痕地文に沈線による区画文で,縦位の沈線上に円形刺突文が付く。段の下

にも斜位沈線による区画文があるがはっきりしない。 3・ 4は表裏条痕文の胴部片である。

図版番号 器   種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

第226図

1

深  鉢
縄文式上器

B(163) 外傾して立ち上がる胴部片。内外面に縦・斜位条痕文を
施している。条痕はアナグラ属の貝殻による。

砂粒,織維
赤褐色    普通

ＬＰ２６

％

Ｐ

ｌ０

表 10 上坑一覧表
土坑

番 号
位置
長 径 方 向

(長軸方向)
平  面  形

規 模
壁面 底面 覆土 出 土 遺 物 備 考

長径X短径(m) 壁高(c耐

1 J12,3 N-15・―E 不整楕円形 300× 265 緩斜 平坦 自然 縄文式上器

2 K■ ee N-28°一E 惰  円  形 080× 067 17 緩斜 llllk 自然 縄文式上器

3 K12bЭ 円 形 172X168 舶 平坦 自然 縄文式土器

4 J ll hl 橋  円  形 176× 164 舶 凹凸 自然 縄文式土器

5 J12i2 N-65°一Ⅵ「 楕 円 形 305× 244 緩斜 凹凸 自然

7 K12g二 N-47° Vヽ 不 整 円 形 347× 315 緩斜 平坦 自然 縄文式上器

8 K12五 N-50° ―E 不  整  形 250× 233 緩斜 凹凸 自然 炉穴

9 J ll 12 N-3° Aヽr 不整 楕 円形 221× 116 聴 凹凸 自然 縄文式上器

J■ h? 円 形 097X089 垂直 平坦 人為 縄文式上器,貝,磨石 土坑内貝塚

48号土坑と重複

J ll'2 N-51° 一ヽV 不 整 楕 円形 [372]× 121 外傾 凹凸 自然 縄文式土器,弥生式上器 21号住居と重複

J lli] N-54°一E 不整楕円形 383× 340 緩斜 平坦 自然 縄文式上器,凹石

J ll g3 N20°―E 精  円 形 [220]× 196 緩斜 皿状 自然 縄文式上器

J ll e0 N-72°―W 不整楕円形 外傾 凹凸 自然 縄文式上器

K n fB N-64°一E 楕  円  形 093× 071 翻 凹凸 自然

J ll h3 N■ 2°一E 楕 円 形 (230)× 155 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器

17 J ll ge 円 形 137X136 内傾 平坦 人為 縄文式上器,貝 土坑内貝塚

J n h2 N-25°―E 情 円 形 098X075 外傾 凹凸 自然

J n h5 N-46°―W 楕  円  形 077X065 外傾 平坦 自然

N-51° W 楕 円 形 157X100 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器,砥石

J ll cs N-80° 一ヽV 楕  円  形 188× 150 外傾 平埋 自然 縄文式上器,磨石

チ1l c( 円 形 161× 150 緩斜 凹凸 自然 炉六

J ll C4 円 形 183× 167 綬斜 雌 自然 縄文式上器
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土坑

番 号
位置
長 径 方 向

(長軸方向)
平  面  形

規 模
壁面 底面 覆土 出 土 遺 物 備 考

長径X短径(m) 壁高(cm)

J N69°一E 不整楕円形 303× 196 外傾 凹凸 自然 縄文式上器

J 1l e2 N-11° 汀ヽ 不整 精 円形 184× 134 緩斜 四凸 自然 縄文式上器 炉穴

K lla6 N42°一E 精 円 形 128× 108 緩斜 皿状 自然 縄文式上器

J ll h4 円 形 137X130 緩斜 平坦 自然 縄文式上器

J lli N-33°―E 楕  円  形 176× 140 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器

J ll el N73°一¶r 楕  円 形 (180)× 126 緩斜 凹凸 自然

J 1l ed N-51°―W 楕  円  形 163× 120 細 平坦 自然 縄文式上器

31 K llc6 N-0° 楕 円 形 085X078 17 緩斜 平坦 自然

J lli 円 形 122 X l17 内傾 平坦 自然 16号住居と重複

K12' N-32°―W 楕 円 形 143× 099 舶 叫 自然 6号住居と重複

J lli N-80°―W 不整 楕 円形 222× 106 姉 凹凸 自然 縄文式上器 炉穴、21号住居と重複

J lli N-34° W 不整精円形 320× 198 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器 炉久

K ll,9 N-20° 一ヽV 楕 円 形 175× 130 夕順 雌 自然 縄文式土器,掻器

L H a9 円 形 075X068 夕順 冊伏 自然 縄文式上器,石皿

L H ca N-33° 一ヽV 不整 楯 円形 140X075 14 緩斜 平坦 自然 縄文式上器

L12b2 円 形 204× 200 垂直 平坦 自然 縄文式上器,土師器,陶器,

磨石

22号住居と重複

41 K ll18 N-80° W 橋  円 形 065X050 外傾 冊 伏 自然 縄文式上器

L■ b8 N-38°一E 惰  円  形 130× 090 緩斜 平坦 自然

L H c9 N-20° Aヽ「 不整 楕 円形 120× 070 外傾 平坦 自然 縄文式上器

L llb8 N-23° 一ヽV 不整精円形 114X085 緩斜 平坦 自然

L12d2 円 形 130× 119 外傾 峨 自然 縄文式上器

L■ be N-5° 一ヽV 不整精円形 135X095 外傾 llll■ 自然 縄文式上器

L■ a8 不 整 円 形 150X140 緩斜 皿伏 自然 縄文式上器

L■ h7 不 整 円 形 120 X l12 緩斜 平坦 自然 10号土坑と重複

L■ b8 N41°一E 楕 円 形 052X044 夕順 平坦 自然

K llj8 円 形 090× 084 緩斜 平坦 自然 縄文式上器

K llja N-53° ―W 楕 円 形 100× 075 垂直 凹凸 自然 縄文式上器

K lljs N41°一E 楕  円  形 101X084 外傾 凹凸 自然 縄文式上器

K llj7 円 形 099× 098 緩斜 胆伏 自然 縄文式上器

K llie N-43° パヽ「 不整 楕 円形 100× 084 垂直 平坦 自然 縄文式上器

K lli, N-67'一 Vヽ 楕 円 形 082× 070 垂直 平坦 自然 縄文式上器

Kllh7 N-10° Aヽ「 楕  円  形 084X051 州頃 峨 自然 縄文式土器

K lli4 N47°一E 不整精円形 223× 180 183 内傾 平坦 人為 縄文式上器,打製石斧,貝 ,

獣・魚骨等

土坑内只塚

K lli5 円 形 100× 098 外傾 平坦 自然 37号住居と重複

Kllhs N-64° 1〃 橋  円  形 067× 053 垂直 凹凸 自然 37号住居と重複

K n i6 N-83・―hI 楕 円 形 095× 073 垂直 Ⅱ引犬 自然 37号住居と重複

K■ i7 円 形 080X075 垂直 平坦 自然

K nis N-0° 不整楕円形 124× 059 垂直 凹凸 自然 37号住居と重複

K ll16 N-87W 楕 円 形 053× 046 外傾 凹凸 自然 縄文式上器,磨石
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土坑

番 号
位置
長 径 方 向

(長軸方向)
平  面  形

規 模
壁面 属面 覆土 出 土 遺 物 備 考

長径X短径(m) 壁高(cn)

K■ ic 円 形 045X042 細 平坦 自然 縄文式上器

K■ hε N-82° W 楕  円 形 200× 090 期 凹凸 自然 縄文式上器,打製石斧

L h as 円 形 076× 072 17 緩斜 平坦 自然 縄文式上器

L■ bs 円 形 081× 078 紳 平坦 自然 縄文式土器

K■ ic N-21七 E 不整 楕 円形 090× 064 垂直 凹凸 自然

,■ ha N-70°一E 不整 楕 円形 080× 058 舶 平坦 自然 炉穴,12号住居と重複

K■ ,7 N49°―Ⅵ「 不整 楕 円形 80X109 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器 炉穴,23号住居と重複

L■ i2 円 形 08× 102 8 緩斜 平坦 自然

L15h N-78°―E 楕  円 形 02× 089 緩斜 平坦 自然

L15五 N41° E 楕  円  形 47X085 緩斜 峨 自然 縄文式上器

L14 iB N85-W 楕 円 形 16X080 緩斜 雌 自然 縄文式上器

M15C2 N20°一E 楕  円 形 [172]X135 紳 皿状 自然 縄文式土器,敲石 33号住居と重複

L14'3 N-26°一E 不 整 褥 円形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器 炉穴

78 L14'7 N-34七 M「 不整 楕 円形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器,磨石 炉穴

円 形 緩斜 平坦 自然

し15'1 N55°一W 不整楕円形 緩斜 凹凸 自然 炉穴

L15h2 不 整 円 形 14 緩斜 平坦 自然 縄文式土器 炉穴

L15j2 N65°一E 惰 円 形 226× 緩斜 平坦 自然 縄文式上器 炉六

L1410 N10°―W 楕  円 形 250× 105 緩斜 平坦 自然 縄文式上器

L15J4 N-57°―E 楕 円 形 080 緩斜 平坦 自然 縄文式上器

L15i3 不 整 円 形 56× 154 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器,磨石

L15'3 N-0・ 楕  円  形 50× 210 綬斜 平坦 自然 縄文式土器

と15'2 円 形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器

M15 ag N ll・―E 不整 情 円形 122 17 緩斜 平坦 自然 縄文式上器

M15a2 N-90° 楕  円  形 05× [265] 綬斜 凹凸 自然 縄文式上器 33号住居と重複

M14a9 N52° W 楕 円 形 66× 120 緩斜 平坦 自然 縄文式土器 炉穴

M14 aB N25°一E 楕 円 形 20X146 緩斜 平坦 自然 縄文式上器,礫器

M14 bα N28°一E 楕 円 形 75× 120 綬斜 平坦 自然

M14a7 N83°―E 楕 円 形 74X107 緩斜 皿伏 自然 礫石斧

M14b8 N-76°一W 不整楕円形 74X144 緩斜 平坦 自然 縄文式上器,蔽石

M14b8 不 整 円 形 230× 215 綬斜 平坦 自然 縄文式上器

M15 bi N-41°―E 楕  円 形 352X295 緩斜 平坦 自然 縄文式上器,不明石製品

M15C2 円 形 105× 100 緩斜 平坦 自然 縄文式土器

98 M14 Cc N90° 不整楕円形 220X132 綬斜 凹凸 自然 縄文式上器

M15 Cl 不 整 円 形 60X345 綴斜 凹凸 自然 縄文式上器

M14d9 N-0° 橋  円 形 60X128 綬斜 平坦 自然

M14 dB N72°―E 楕  円  形 48× 122 緩斜 凹凸 自然

102 M14d8 N50°―E 不整 楕 円形 95X125 舶 峨 自然 縄文式上器

103 M14e9 N-35° ―ヽV 橋  円  形 200X125 緩斜 峨 自然 縄文式上器,土師器

M14 ee N-67・ パヽ「 楕  円  形 12X077 外傾 平坦 自然

M14e8 円 形 16X106 緩斜 平坦 自然 縄文式土器

M14 ec N32° IV 橋  円  形 10× 244 緩斜 平坦 自然 縄文式上器

M15 el N-66°一E 不整楕円形 96× 122 緩斜 m伏 自然 炉穴

M15d8 N-37・ ―ヽV 不整 楕 円形 330× 271 緩斜 平坦 自然 縄文式上器 炉穴
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土坑

番 号
位置
長 径 方 向

(長軸方向)
平  面  形

規 模
壁面 底面 覆土 出 土 遺 物 備 考

長径X短径(m) 望高(cm)

M15 Ct N88°―E 楕 円 形 121 12 緩斜 平埋 自然

M14亀 N69°一W 楕  円  形 170 緩斜 皿状 自然 縄文式上器 炉穴

M14 fe N65°一W 不  整  形 450× 305 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器 炉穴,35号住居と重複

M14h0 N-90° 不整 楕 円形 2 垂直 凹凸 自然 縄文式上器,敲石

M14e7 N78°一MI 不整 楕 円形 115X075 緩斜 胆伏 自然 縄文式上器

M14ち N20°一E 不 整  形 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器

L14お 円 形 091X089 榊 皿状 自然 縄文式上器 27号住居と重複

L14g8 円 形 154X150 垂直 平坦 自然 縄文式上器,弥生式上器 27号住居と重複

117 M14b0 円 形 189× 177 緩斜 皿状 自然 縄文式上器

M14e8 N-76° 一M「 不 整 円 形 193× 178 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器,礫石斧 炉穴

M N30°―E 不 整  形 473× 224 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器 炉穴

N14b9 円 形 122× [115] 外傾 凹凸 自然 縄文式上器 41号住居と重複

N14b6 N51° W 楕  円  形 235× 162 27 外傾 平坦 自然 縄文式土器

N14f2 N37° W 楕  円  形 116× 102 垂直 平 坦 自然 縄文式上器

N14c` N-54・ ―W 不  整  形 316× 254 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器 炉穴,44号住居と重複

N14f9 円 形 135× 133 外傾 平坦 自然 縄文式上器,石鏃,凹石

N14 de N90° 楕  円  形 177× 120 外傾 凹凸 自然 縄文式上器

N1412 N90° 不整 楕 円形 174× 142 夕順 平坦 自然 縄文式上器,土器片錘, 敲石

N14 ea 円 形 120 X l15 夕順 凹凸 自然 縄文式土器

N14 es N-60° Aヽr 楕  円  形 114X094 垂直 平坦 自然 縄文式上器

N14g4 N-18°一E 不整 楕 円形 148× 094 外傾 凹凸 自然 縄文式上器

N14g9 N-82° W 楕  円  形 097× 085 外傾 平坦 自然 縄文式上器,凹石

N14 fs N90° 楕  円  形 154× 117 外傾 叫 自然 縄文式上器

N14i3 N90° 不整 楕 円形 248× 185 緩斜 平坦 自然 縄文式上器,石鏃,磨石

N14f, 円 形 078× 076 州 頃 冊伏 自然

N lo,8 N-65°一E 楕  円 形 194X158 緩斜 平坦 自然 縄文式上器

N14i4 N-30°―E 不  整  形 300X187 12 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器,磨石

N14 hs N-42°一E 楕  円  形 210X150 垂直 凹凸 自然 縄文式上器,土器片鍾

N14お N-16°一E 楕  円  形 192 X l17 緩斜 平坦 自然 縄文式上器

N loj。 N-79°一M「 楕  円  形 152 X l10 緩斜 平坦 自然 縄文式上器

N14e, N-50° Aヽ「 不整楕 円形 110X090 州頃 平坦 自然 縄文式上器

M14 ge N-57°―E 不整 楕 円形 178× 120 緩斜 平坦 自然 縄文式上器 炉穴,40号住居と重複

N14 ac N-25° W 不整 楕 円形 203 X l16 外傾 凹凸 自然 縄文式上器

N14e4 N-34° W 楕  円 形 166× 108 緩斜 凹凸 自然 縄文式土器

M14e? N-14°一E 不整 惰 円形 216× 156 州 頃 凹凸 自然 縄文式上器,台石 炉穴,40号住居と重複

M14a, N-7°―Ⅵ/ 不整 楕 円形 182× 129 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器,貝 ,磨石 炉穴,上坑内只塚,31

号住居・3号溝と重複

M14a0 N-9°―E 不整楕円形 290× 098 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器 炉穴, 3号溝と重複

N57°一E 不整楕円形 130× 105 内傾 平坦 自然 縄文式上器,磨石 44号住居と重複

N lo f8 N-0° 楕 円 形 285× 113 綬斜 平坦 自然 縄文式上器

N lo e8 N-0° 楕 円 形 271× 164 緩斜 凹凸 自然

N lof] N-90° 不整惰円形 253× 159 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器

N lo eα N-58° ―MI 不整楕円形 緩斜 平坦 自然 縄文式上器

N lo g6 N-90° 不整楕円形 229× 080 緩斜 凹凸 自然
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土坑

番 号
位置
長 径 方 向

(長軸方向)
平  面  形

規 模
壁面 底面 覆土 出 土 遺 物 備 考

長径X短径(m) 壁高(cm)

152 N loe7 不  整  形 256× 245 緩斜 平坦 自然 縄文式上器

N lod7 N-83° 汀ヽ 楕  円  形 230× 130 緩斜 平坦 自然 縄文式上器

N918 N-57・―E 不整楕円形 228× 130 緩斜 凹凸 自然 縄文式上器

Nloh二 N-70°一E 不整精円形 255× 205 夕順 平坦 自然 縄文式上器,石皿

Nlohl 円 形 086× 084 外傾 平坦 自然 縄文式上器

N9he N-43° ―E 不 整 円 形 150X142 垂直 凹凸 自然 縄文式上器,敲石

162 N loel N-64七 w 不整措円形 222X177 緩斜 峨 自然 縄文式上器

163 N lod2 円 形 141× 130 緩斜 llll■ 自然

Nlog2 N-57° ―W 不整楕円形 184× 152 外傾 胆伏 自然

N9,7 N12°一E 楕 円 形 096× 078 外傾 凹凸 自然 縄文式土器,敲石,磨石

J ll g9 N-57° W 不整情円形 437× 315 緩斜 凹凸 自然

第 2号土坑出上遣物観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第227図

1

深  鉢
縄文式土器

(65)

E64]

Ｂ

Ｃ

底部から胴部下半にかけての破片。底部は平底で,胴部
は底部から直立気味に立ち上がる。胴部下半に沈線によ

る直線的懸垂帯が施されている。懸垂帯関は縄文である

が、原体は不明。

粒

色

通

砂

橙

普

Ｐ２３９
賜

第21号土坑出上遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

第227図

2

鉢
齢式
深
緻

A[160]
B(195)

胴部上半から口縁部にかけての破片。平縁で強く内彎す

る。口縁部は太い沈線によって胴部と区画され,無文帯
となっている。胴部は縄文 (単節RL)を 不規貝」に施文
している。内面横位のナデ。

白色細砂粒多量

にぶい橙色

普通

Ｌ２８

％

Ｐ

ｌ０

第43号土坑出土遺物観察表

器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調。焼成 備  考

第227図

3

鉢
錦式
深
緻

A[256]
B(267)
C [94]

底部から口縁部にかけての破片。底部から外傾して立ち

上がり,胴部中位で緩い膨らみを持つ。平縁の口縁部は

外反して開く。施文は縄文 (単節RLの横回転)のみで
全面に施している。

砂粒多量

赤褐色

普通

P283       PL51

40%

外画スス付着。

第48号土坑出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調。焼成 備  考

第227図

4

深  鉢
縄文式上器

B(43) 尖底上器の底部片。底部外面は縦ヘラナデ。 白色細砂粒

浅黄橙色   普通
P285       PL51

5%

第85号土坑出土遣物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

第227図

5

深  鉢

縄文式上器

(85)

[52]

Ｂ

Ｃ

底部から胴部下半の破片。胴部はやや突出気味の底部か

ら外傾して立ち上がる。施文はなく,胴部は縦 。斜位の
ヘラナデ。繊維脱痕が甚だしい。

砂粒,繊維
橙色

普通

P248       PL51
10%
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第141号土坑出上遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

第227図

6

深  鉢
縄文式上器

(33)

70

Ｂ

Ｃ

上げ底気味の底部片で,張り出しが見られる。底部外面
ヘラミガキで,底部からの立ち上がりは無節縄文が施文
されているように見える。繊維脱痕が見られる。

維繊粒

色

通

砂

橙

普

P264       PL52

5%
内面黒色

一覧表 (表10)で示し,遺構実測図を掲載しなかった各土坑から第227～229図 1～69の縄文式

上器片が出上している。

21・ 22は縄文の縦走する胴部片で早期前葉 (井草式),12は横位の沈線が施された口縁部片で早

期中葉 (田戸下層式), 4も 同時期であろう。13・ 19。 31～ 33・ 36～ 45・ 51は条痕文系土器片で早

期末の時期である。19は区画文に円形刺突が施された胴部片で鵜力島台式期,他は茅山式期であ

ろう。33・ 51は口縁部片で,口唇上に貝殻背圧痕文が施されている。 5は早期に入ると思われる。

6・ 8・ 14・ 17・ 23・ 25。 27・ 46～50・ 55は前期前半の時期である。14・ 46～50・ 55は関山式期

で50のみ口縁部片,他は胴部片であり縄文が多用されている。46～48の縄文は前々段多条であろ

う。47・ 49・ 50はループ文で,特に49・ 50は多段構成である。48は縄文地文にコンパス文,55は

組紐文である。 6～ 8・ 17・ 23・ 25。 27は黒浜式期で, 7の み口縁部片で他は胴部片である。 7

は竹管文のみで幾何学文,27は縄文地文に雑な波状文,23は絡条体による縄文である。15・ 16・

18・ 20・ 24。 28～ 30・ 34・ 60は前期後半の時期で,29・ 60の み口縁部片で他は胴部片である。16・

28は撚糸文地文に竹管文が施されており,浮島正式期である。18。 20・ 29は貝殻腹縁文が施され

ており,浮島H式期であろう。34・ 60は三角刺突文に特徴があり,浮島Ⅲ式期である。15は磨消

只殻文で興津式期,24は木葉文で30と ともに諸磯式期であろう。 3も 前期後半であろう。

35は中期中葉 (阿玉台式)の時期で,隆帯区画に角押文が巡っておりさらに横沈線を充填して

いる。口縁部にかけての破片であろう。 2は中期後半 (加曽利EH式 ),52・ 56・ 57は中期後半 働日

曽利EⅣ式)の時期で,52・ 56は回縁部片,57は胴部片である。56・ 57は微隆線によってモチー

フが描かれており,縄文は単節LRである。52は把手の部分である。

53・ 64は後期初頭 (称名寺式)の時期で,53は波状口縁部分に逆「の」字状隆帯が付いている。

64は沈線区画内に列点文が施された胴部片である。 9～ 11・ 26・ 54・ 61～63・ 65～69は後期前半

(堀之内 1式)の時期で,63・ 65・ 66・ 69が胴部片,他は口縁部片である。 9・ 63・ 66・ 67は縄

文地文に蛇行沈線や蕨手文が施されている。また,11・ 26・ 54は縄文地文に沈線によるモチーフ

が描かれ, 9は無文地に円形の貼付刺突文と沈線文である。61・ 62・ 65・ 68・ 69は条線文が施さ

れたグループである。10は口縁部に円形押圧文が巡り,胴部は雑な縄文である。58・ 59は胴部片

であり,後期中棄 (力日曽利Bl式)の時期で,横帯区画の磨消縄文が特徴的である。59には縦線

区画がある。同一個体になるか。
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3 井戸跡

当遺跡からは6基 (A地区 1基・ B地区 5基)の井戸跡が確認されている。それらの井戸は形

状や規模にはわずかに差異は認められるものの,井戸の時期に伴うと考えられる遺物はなく,時

期については不明である。

(A地区)

第 1号井戸 (第230図 )

位置 K12el区。

規模と形状 掘り方は上面が長径1.96m・ 短径1.76mの不整円形で,調査できた深さは1.60mま で

である。深さ40cmま でラッパ状をしており,それ以下は径1.12mの楕円筒状に掘り込まれている。

覆上 10層に分層される。 3層 は炭化材などを含んだ極暗褐色上で, 6層には焼土・灰が多量に

入っている。 8～ 10層にはロームブロックが多量に入っている。また,各層中には焼土粒子・炭

化粒子も含まれている。

遺物 覆土上層から縄文式上器片が出上している。

所見 確認面下1.60mまで調査したが,危険が伴うため,それ以下の掘り込みは断念した。本跡か

ら蛇行しながら南側の第 7号土坑に向かって第 1号溝が延びており,本跡に伴うものと考えられ

る。なお,本跡の時期は不明である。

一―
SE一 1 土層解説

1 暗  褐  色 ローム粒子・炭化粒子・ロームプロッ
ク少量

2 暗  褐  色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子多量
3 極 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子中量,炭化材少量
4 褐    色 焼土粒子 。ローム小プロック・炭化

材細片少量

にぶ い褐 色 ローム小プロック・炭化粒子少量
にぶい赤褐色 焼上粒子多量,炭化粒子・ ローム粒

子少量

にぶい赤褐色 焼土粒子・ ローム小プロック多量,
焼土小プロック・炭化粒子少量

暗  褐  色 ローム小プロック多量,焼土粒・炭
化粒子微量

暗  褐  色 ローム小プロック多量,焼土粒子少

量,炭化粒子微量

暗  褐  色 ローム小プロック多量,焼土粒子・

炭化粒子少量

▲18.5m

~7

O         im
卜__ 卜 _J

第230図 第 1号井戸実測図
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(B地区)

第 2号井戸 (第231図 )

位置 N10c3区。

規模と形状 掘り方は上面が径2.80mの ほぼ円形である。確認面から1.20mの深さまでラッパ状で,

それ以下は径70cm4の 円筒形に掘り込まれている。

覆± 4層に分層される。各層ともロームブロックを多く含んでいる。 1・ 3層には灰が含まれ

ている。 3・ 4層の褐色土は締まりがなく,さ らさらした感じである。

遺物 覆土中から縄文式上器片がわずかに出上している。

所見 確認面下1.80mま で調査したが,危険が伴うため,そ れ以下の掘り込みは断念した。本跡か

ら東へ第 6号溝が延びており,井戸に付属する溝と考えられる。本跡の時期は不明である。

ё

A18.Om _∞ 1   9   1m
!一 ― !一

―

剰

SE-2 土層解説

1 暗 褐 色 ロームイヽブロック多量,焼上小プロック・炭化粒子少量,灰微量
2 にぶい褐色 焼土小ブロック・炭化粒子微量,ロ ームプロック多量
3 掲   色 ロームブロック多量,焼土小プロック・炭化粒子・灰微量
4 褐   色 焼土粒子・炭化粒子微量,ロ ームプロック中量,砂少量

第231図 第 2号井戸実測図

第 3号井戸 (第232図 )

位置 N10g3区。

規模と形状 掘り方は上面が長径1.88m・ 短径1.24mの不整楕円形で,二段掘り込み状をしている。

確認面から60cm以下は径80cmの円筒状に掘り込まれている。

覆± 3層に分層される。 1層が暗褐色土, 2・ 3層は褐色上で各層中に焼土粒子・炭化粒子・

ロームブロックが含まれている。いずれも締まりのある土層である。
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遺物 覆土上層から縄文式上器片が出上し

ている。

所見 確認面下 lmまで調査したが,それ以

下の掘り込みは断念した。なお,本跡の時

期は不明である。

第 4号井戸 (第233図 )

位置 N9h9区。

規模と形状 掘り方は上面が長径1。 18m・短

径1.00mの楕円形で,確認面からほぼ円筒状

に掘り込まれている。

覆上 3層に分層される。褐色上で各層中

に焼土粒子・炭化粒子 。ロームブロックな

どが含まれる。

遺物 出上していない。

所見 確認面下0,9mま で調査したが,それ

以下の掘り込みは断念した。なお,本跡の

時期は不明である。

咀 ____

生18.2m口
|

口 l r―

―

-

⑭ l

V
▲18.4m

0         1m

-SE-3 土層解説
1 購掲色 ローム粒子中量,焼土粒子・炭化粒子・ ローム小プロック少量
2 褐 色 ローム粒子多量,ロ ームプロック少量,焼土粒子・炭化粒子微量
3 褐 色 ロームプロック中量,焼土粒子・炭化粒子微量

第232図 第 3号井戸実測図

I QI

A18.2m口 |

口
|

．
√

ｆ

SE-4 土層解説

0         1m
|    

―

SE-5 土層解説
1 暗褐色 ローム小プロック多量,焼土粒子中量,焼土小プロッ

ク少量
2 褐 色 ローム小プロック多量,焼土粒子・焼土小プロック・炭

化粒子少量
3 褐 色 ローム小プロック多量,焼上粒子・焼土小ノロック・炭

化粒子微量
4 褐 色 ローム小プロック多量 ,焼土粒子・ 炭化粒子少量

第234図 第 5号井戸実測図

1 褐 色 ローム粒子多量,ロ ーム小プロック中量,焼土粒子・
炭化粒子微量

2 褐 色 ローム粒子多量,コ ームプロック少量,焼土粒子微量
3 褐 色 ローム粒子多量,ロ ーム小プロック中量,焼土粒子・

炭化粒子微量・ ローム中プロック少量

第233図 第 4号井戸実測図

第 5号井戸 (第234図 )

位置 Ml釘 3区。

規模と形状 掘り方は上面が径1.40mの不整円形

で,確認面から円筒状に掘りまれている。

覆上 4層に分層される。1層が暗褐色土・2～ 4

層は褐色上である。各層中にはロームブロックが

多量に含まれている。

-286-



遺物 1層中から第235図 1・ 2の縄文式上器の底部片が出土しているが,後世の混入である。

所見 確認面下0.66mま で調査したが,そ れ以下の掘り込みは断念した。なお,本跡の時期は不明

である。

蛮ポー⑦―∠郵s
〇
‐瓜 ~凧 7

第235図 第 5・ 6号井戸 。第 2号溝出土遺物実測・拓影図

第 6号井戸 (第236図 )

位置 N9g7区。

規模と形状 掘り方は上面が径1.24mの ほぼ円形で,確認面から24cm前後の深さまでなだらかに掘
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り込まれ,それ以下は円筒状をしている。

覆± 10層 に分層される。各層中にはロームブロック・焼土粒子・炭化粒子が含まれている。 3

～ 5・ 10層 は褐色土, 6～ 9層は暗褐色上である。

遺物  4・ 9層から第235図 3～ 7の縄文式上器片が出上しているが,後世の混入である。

所見 確認面下1.10mま で調査したが,そ れ以下の掘り込みは断念した。なお,本跡の時期は不粥

である。

０
．
留

く―

SE-6 土層解説
1 褐  色 ローム粒子多量,焼土粒子・炭化粒子・ ローム小ノロ

ック少量
2 暗褐色 ローム粒子中量 ,炭化粒子少量 .焼土粒子・ローム小ブロ

ック少遺
3 褐 色 ローム粒子中量 ,焼土粒子微量 ,炭化粒子・ ローム小ノ

ロック少量
4 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・ 炭化粒子少量,ロ ーム小プロ

ック微量
5 褐 色 ローム小プロック多量,焼土粒子・ 炭化粒子・炭化材

細片微量
6 暗褐色 ローム紅子多量,ロ ーム小ブロック中量,廃土粒子微

量,炭化粒子少量
7 暗褐色 ローム小ブロック多量,焼土粒子・ 炭化粒子少量
8 暗褐色 ローム粒子多量 ,ローム小ブロック中量 ,焼土粒子・炭化

粒子少量
9 暗褐色 ローム小ブロック中量 ,焼土粒子・焼土小ノロック・炭化

粒子少量
10 褐 色 ロームプロック少量,焼土粒子・炭化粒子・炭化材細

片微量

ー第236図 第 6号井戸実測図

第 5・ 6号井戸出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調。焼成 備  考

第 235図

1

深  鉢
縄文式土器

Ｂ

Ｃ

底部から胴部下半にかけての破片。やや上げ底気味の底

部から外傾して立ち上がる。胴部下半は無文◆僚ナデ。

内面は剣離痕が著しい。

白色彩砂粒,ス コリア

にぶい黄橙色

普通

２７

％

2 深  鉢
縄文式上器

(75)

[11 0〕

Ｂ

Ｃ

底部から胴部下半にかけての破片。平底の底部から外傾

して立ち上がる。胴部下半は無文でヘラミガキ。底面に

は植物質の圧痕がわずかに見られる。

白色細砂粒多量

橙色

普通

２７

％

Ｐ

ｌ０

3 深  鉢
縄文式上器

[194〕

(20 3)

Ａ

Ｂ

胴部下半から口縁部にかけての破片。胴部下半から外傾

して口縁部までそのまま立ち上がっている。国縁部は無

文で横ヘラミガキ。胴部は6本単位の櫛歯状工具による

縦の条線文で,下半は無文である。内面ヘラミガキ。

白色彩砂粒,ス コリア

褐色

普通

２７

％

Ｐ

４０

4 深  鉢
縄文式土器

B(109) 胴部上半から波状の口縁部にかけての破片。口縁部は直
角に内側に折れ,幅広の回唇上面は平滑である。国縁部
に沿って沈線が巡り,幅狭の無文帯となる。胴部には縄
文 (単節LRの横回転)地文上に蕨手文が数単位垂下す
る。また,蕨手文と対応するように沈線上には円形刺突
文が付される。波頂部には環状把手が付く。

白色細砂粒

にぶい黄橙色

普通

２７

％

Ｐ

Ю

5 深  鉢
縄文式上器

1631

[94]

Ｂ

Ｃ

底部から胴部下半にかけての破片。平底の底部から外傾

して立ち上がる。外面は無文で縦ヘラミガキ。

砂粒

橙色     普通

２８

％

第235図 6・ 7は縄文時代後期前半 (堀之内 1式)の時期で,口縁部片である。 6の波頂部には円

孔が見える。 7の波頂部には「の」字状隆帯がある。

4溝

当遺跡からは6条 (A地区 1条・ B地区 3条・ C地区 2条)の溝が確認されている。溝は規模

にそれぞれ差異は認められるものの,遺構の時期に伴うと考えられる遺物もなく,時期や性格が

不明である。
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(A地区)

第 1号溝 (第237図 )

位置 K12el区～K12gi区。

規模と形状 全長9.2m,上幅0.60m～1.26m・ 下幅0.42m～0,74m,深さ0.48m～1.02mである。

断面は逆台形状をしているが,底面はやや起伏があり,中央がやや盛り上がっている。

方向 K12el区 から南方向へ蛇行しながら延びている。

覆± 5層に分層される。 1～ 3層には焼土粒子 。炭化粒子 。ロームブロックが含まれている。

遺物覆土中から縄文式上器・土師器片が出上している。

所見 第 1号井戸に付属する溝と考えられるが,時期は不明である。

(B地区)

第 4号溝 (第238図 )

位置 N10a5区～N10bO区。

規模と形状 調査できた範囲で全長25m,上幅0.80m～ 1.05m・ 下幅0.40m～ 0.86m,深さ0.14m

～0.20mである。底面はほぼ平坦で,断面形は皿状をしている。

方向 N10bO区から北西方向に20m直線的に延び,そ こから南方向に直角に折れて延びている。

覆上 3層に分層される。いずれも褐色上で焼土粒子・炭化粒子 。ロームブロックがわずかに含

まれている。

遺物 覆土中から縄文式上器 。内耳土器片が出上している。

所見 遺物は流れ込みであろう。時期及び性格については不明である。

第 5号溝 (第238図 )

位置 N9g6区～N10h2区。

規模と形状 調査できた範囲で全長17m,上幅0.40m～0.60m。 下幅0。 14m～0.30m,深さ0.34m

である。底面は平坦で,断面形は皿状をしている。

方向 N10h2区から北西方向に直線的に延びている。

遺物 出上していない。

所見 遺物もなく,時期及び性格については不明である。

第 6号溝 (第238図 )

位置 N9g7区～N10g9区。

規模と形状 調査できた範囲で全長9.5m,上幅0.25m～0.46m。下幅0。 12m～0.25m,深 さ0.10m

である。底面は平坦で,断面形は皿状をしている。
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方向 第 6号井戸から南東方向に直線的に延びている。

遺物 覆土中から縄文式上器片がわずかに出土している。

所見 遺物は流れ込みであろう。第 6号井戸に付属する溝と考えられるが,時期及び性格につい

ては不明である。

(C地区)

第 2号溝 (第237図 )

位置 L15h4区～M14b9区。

重複関係 第26・ 28号住居跡,第 144・ 145号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 調査できた範囲で全長43m,上幅0.60m～ 1.00m・ 下幅0.15m～0.30m,深さ0.33m

～0.48mである。断面形は深い皿状で,南方向へ延びる部分は二段に掘り込まれている。

方向 L15i4区から北西方向に15m延び,第26号住居跡を掘り込んでいる所から南方向へ直角に折

れて,23m延びてさらに西方向へ折れている。

覆± 2層に分層される。ローム小ブロック・焼土小ブロックをわずかに含む。にぶい褐色上である。

遺物 覆土中から縄文式土器・土師器片がわずかに出上している。第235図 8の底部片。9の磨石

も覆土中の出上である。

所見 遺物は流れ込みであろう。規格性のある溝である。切り合いから古墳時代以降の溝である

が,時期の特定はできない。溝の形状は根きり溝のようにも見える。

第 3号溝 (第237図 )

位置 L14fs区～ L15gitt。

重複関係 第26号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 調査できた範囲で全長13.4m,上幅0.33m～ 0.62m。下幅0.10m～ 0。 40m,深さ0.30

m～0,45mで,断面形は逆台形状をしている。

方向 L15gl区から西方向に直線的に延びている。

遺物 土師器片がわずかに出上している。

所見 第 2号清に接続するように延びていることから,同 じような性格の溝と考えられる。時期

は不明である。

第 2号溝出土遺物観察表

図版謡 器  種 法量 (on) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調 。焼成 備  考

第235図

8

深  鉢
縄文式土器

B (38)
C[120]

底部から胴部下端にかけての破片。平底の底部から外傾

して立ち上がる。無文の外面は縦ヘラミガキで内面ナデ。

砂粒

にぶい橙色  普通
２８

％
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二18,6m

ぃ  SD lψ

Al.2m

マ

―

SD 2

SD― 1 土層解説
1 暗 褐 色 ローム粒子多量
2 褐   色 ローム粒子・ ロームプロック少量
3 褐   色 ロームブロック中量
4 にぶい褐色 ローム粒子中量
5 明 褐 色 焼土粒子・ ローム粒子少量

SD-2 土層解説
1 にぶい褐色 ロームJヽプロック・焼土小プロック微量
2 にぶい褐色 ローム小プロック少量,炭化粒子・焼土小プロック微量

ど

ユ1&6m          _＼寛一＼デ i

ー第237図 第 1・ 2・ 3号滞実測図
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°I  SD 4

A18.4m     
―

―
ユ       _

,
C

SD-4 上層解説
1 褐 色 ロームガヽプロック少量,燒

土粒子・炭化粒子微量

2 褐 色 ローム小プロック中量,焼

土粒子・炭化粒子少量

3 褐 色 ローム小ブロック中量 ,焼土

粒子・炭化粒子微量

第238図 第 4・ 5・ 6号溝実測図
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第 2号溝出土石製品一覧表

図版番号 器  種
法 量

石   質 備   考
長 さ (cln) 幅 (cln) 厚さ (cln) 重量 lg)

第235図  9 磨 石 86 6 安 山 岩 Q178,覆 土中

5 遺構外 出土遺物                       
′

各調査区からは,直接遺構に伴わない土器や土製品,石器 。石製品,古銭が出上している。こ

こではそれらについて実測図 (第239～ 247図 )及び観察表,一覧表で一括して報告する。

1は縄文時代早期中葉 (田戸下層式), 7・ 8も 早期の底部片である。 2・ 3は前期前半 (黒浜

式), 6は中期後半 (加曽利EⅣ式), 4・ 5は後期前半 (堀之内 1式)の時期である。 9は時期

不明である。12～39は遺構外出上の縄文式上器片である。12～ 14は前期前半 (関山式)の時期で,

12は梯子状の沈線区画にいば状突起の付された口縁部片,13は組紐文の施文された胴部片,14は

合撚の縄文の口縁部片である。15～26は前期後半 (浮島・諸磯
。興津式)の時期である。15～ 17

は撚糸文地文に竹管による円形刺突文・沈線文の施されたグループで,15は胴部,16・ 17は口縁

部片である。18は アナグラ属の貝殻腹縁による波状文の施された胴部片である。19・ 20は縄文地

文にキザミのある浮線が施された口縁部片で,20は 口縁端部が強く内屈曲する。21～23は無文地

に沈線による平行線文や弧線文・木葉文の施されたグループで,23は 口縁部片である。24～26は

貝殻腹縁文及び磨消貝殻文が施されており,24・ 25は口縁部,26は胴部片である。27・ 28は後期

初頭 (称名寺式)の時期で,沈線区画に列点文が施された胴部片である。28は列点が密である。

29～35は後期前半 (堀之内 1式)の時期である。29～33は縄文地文に蕨手文や蛇行沈線が垂下し

ている。34は縄文 (単節LR)地文に, 2本単位の沈線により幾何学的モチーフが描かれている。

35は口縁部に円形押圧文が巡り,胴部は単節縄文LRの横回転である。36は口縁部にキザミのあ

る隆起線が巡っている。37も 口縁部に押圧の施された降起線がめぐっており,胴部は単節縄文LR

の横回転である。36・ 37は堀之内 2式の時期であろうか。38・ 39は後期中葉 (加曽利Bl式)の

時期で,横帯区画の磨消縄文の口縁部片である。39は横帯に区画孤線文が入る。また,内面にも

3本の沈線が巡っている。40～46は後期初頭から前半の時期の口縁突起部である。47～62は底部

片で,47～52が前期前半の時期であろう。48は上底状で半我竹管による斜位沈線が見える。50は

無節縄文が施文されている。53～62は時期の特定は難しい。55の底面は網代痕でザ
ル編みである

が,素材の本数がはっきりしない。10・ 11は古墳時代前期 (五領式)の時期である。
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遺構外出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎上・色調・焼成 備   考

第239図

1

深  鉢
縄文式上器

B(123) 逆円錐形状の尖底土器で,胴部上半欠損。胴部下半縦・

斜位ヘラケズリ,胴部中位は斜位の太沈線が施されてい

る。内面は縦ナデ。

自色細砂粒多量

橙色

普通

P254

40%

128号土坑脇。

2 深  鉢
縄文式上器

A [99]
B(92)

胴部下半から口縁部にかけての破片。日縁部は波状であ

る。竹管状工具による沈線で文様を構成する。沈線で区

画された口縁部は無文で,胴部には肋骨文・鋸歯文を施

している。繊維脱痕有り。

細砂粒,繊維
にぶい橙色

普通

P290       PL53
10%

A地区

3 深  鉢
縄文式上器

A[206]
B(195)

胴部下半から口縁部にかけての破片。胴部は外傾して立

ち上がり口縁部に至る。全面に縄文 (単節LRの横回転)
を施文する。原体の長さは2 7cmで ある。内面ナデ。

自色細砂粒,ス コリア,

繊維

にぶい橙色  普通

P298

20%
A地区 (K■ )

4 深  鉢
縄文式上器

A 172
B(173)
C 60

胴部一部欠損。やや突出気味の底部から外傾して立ち上

がり,日縁部に4単位の山形突起を持つ。突起頂部は楕

円形にくぽむ。施文は一切なく,内外面縦・横位のナデ。

大粒の長石・石英多

量

にぶい赤褐色 普通

P313       PL53

90%,A地 区内面炭化
物付着。

5 深  鉢

縄文式上器

A[234]
B(167)

胴部中位から口縁部にかけての破片。平縁の深鉢で胴部

上半でわずかにくびれ,外傾して立ち上がる。日縁部に

は円形刺突文を配し,そ こから一条の凹線が巡る。胴部

は縄文 (単節LRの横回転)地文に蕨手文が数単位垂下
する。日縁部内面に指による四線状のなぞりが見られる。

内面横位のナデ。

自色細砂粒,ス コリア

にぶい橙色

普通

P317       PL53
20%
A地区

6 深  鉢
縄文式上器

A[372]
B(128)

胴部上半から口縁部にかけての破片。日縁部は緩い波状

である。断面三角形の微隆線によって文様帯を区画する。

国縁部は無文で横ヘラミガキ,波頂下に微隆線によって

逆U字形,V字形のモチーフを構く。微隆線間は無文で,
モチーフ内に縄文 (単節RL)を 充填している。内面横
位のヘラナデ。

白色細砂粒

暗褐色

普通

P324       PL53
10%

C地区

7 深  鉢
縄文式上器

B (38) 尖底土器の底部片。施文はなく,縦位のナデ。 砂粒

にぶい橙色  普通
P322

5%,A地 区

8 深  鉢
縄文式上器

B (22) 尖底土器の底部片。厚みはない 白色細砂粒

橙色     普通
P312

5%,A地 区

9 深  鉢
縄文式上器

B (53)
C[102]

底部から胴部下半にかけての破片。平底で張り出し気味

の底部から,外傾して立ち上がる。

砂粒,ス コリア

にぶい橙色  普通
P319       PL53
5%,A地 区

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

台 付 甕

土 師 器

D [98]
E (45)

「ハ」字状に開く台部のみ。

密との接合部に空洞がある。

台部内外面ハケロ整形。 長石,石英

橙色     普通
P297       PL53
10%,A地区

11 粗製器台

土 師 器

A[104]
B (80)

粗製器台で,脚部下半を欠

損。脚部は「ハ」字状に開き,

器受部は外傾して立ち上が

る。

脚部外面縦ハケロ整形後横

ナデ,内面斜位ハケロ整形。

器受部外面ナデ,内面積ハ

ケ後一部横ナデ。

砂粒

にぶい橙色

普通

P323       PL53

30%
A地区
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第242図 土坑・遺構外出土石器実測図(1)
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第243図 土坑・遺構外出土石器実測図(2)
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第245図 土坑・遺構外出土石器実測図(4)



土坑及び遺構外出土石製品一覧表

図版番号 器  種
法 量

石  質 備 考
長さ (cm) 幅 (cln) 厚 さ (cln) 重量 (g)

第244図 34 凹 石 266 2 安 山 岩 Q134112号土坑       PL68
第243図 30 砥 石 (78) (66 7) 安 山 岩 Q174,20号土坑1層中,欠損品PL68

第244図 36 磨 石 (30) (45) (413) 砂 岩 Q175,21号土坑,破片

第242図 16 掻 器 44 4 砂 岩 Q135,37号土坑,石箆状であるPL67

第243図 28 石 皿 (99) (115) (5471) 安 山 岩 Q137,38号 上坑 ,欠損品  PL68
第244図 39 磨 石 (53) (40) (724) 砂 岩 Q140,63号土坑1層中,破片

磨 石 50 5 粘 板 岩 Q145,85号土坑,先端に磨り面

第242図 15 礫 器 390 7 安 山 岩 Q146,91号 土坑     PL67
第243図 18 礫 石 斧 96 9 Q147,93号 土坑覆土中  PL67
第245図 47 敲 石 71 結晶片岩 Q148,94号 土坑

敲 石 (73) (702) 凝 灰 岩 Q176,112号土坑,欠損品

第242図  4 礫 石 斧 71 95 3 Q177,118号土坑    PL67
第244図 32 凹 石 (79) (60) (1570) 緑泥片岩 Q152,124号土坑,破片  PL68

凹 石 (97) (5093) 安 山 岩 Q154,130号土坑2層中,破片 PL68

第245図 43 磨 石 (60) (2297) 半花 闘岩 Q164,146号土坑覆土中,欠損品 PL69
第243図 29 石 皿 (38) (38) (465) 安 山 岩 Q165,158号土坑,破片

第245図 45 敲 石 461 8 砂 岩 Q166,161号土坑,被熱  PL69
磨 石 264 1 安 山 岩 Q167,166号 土坑    PL69
磨 石 10 3 5249 安 山 岩 Q160,M14aO     PL69

第242図  5 石 鏃 (14) (16) (06) チャー ト Q200,A地区,欠損品  PL66
4 石 鏃 (14) (07) チャー ト Q201,A地区,欠損品  PL66

第245図 44 磨 石 209 9 安 山 岩 Q185,K■ ,欠損品   PL69
第242図 13 石 匙 チャート Q186,K12el      PL66

7 石 鏃 (19) (23) (21) 黒 曜 石 199,A地区 ,欠損品   PL66
局部磨製石斧 12 6 (3194) 半花開岩 Q194,A地区,一部欠損 PL67

第245図 46 敲 石 10 8 339 9 礫 岩 Q196,M15,磨 石兼用  PL69
第242図 17 礫 石 斧 74 2 頁 岩 Q197.106号土坑周辺.石箆状 PL67

第243図 22 磨 製 石 斧 (777) 蛇 紋 岩 Q204,A地区,定角式,一部欠損 PL67
磨 製 石 斧 (61) (1582) 蛇 紋 岩 Q205,A地 区,定角式,欠損品 PL67

打 製 石 斧 (110) (948) 安 山 岩 Q206,A地 区,綾型,一部欠損 PL67

磨 製 石 斧 (52) (834) 凝 灰 岩 Q207,A地 区,定角式,欠損品 PL67

第245図 49 石 (67) (404) 角 閃 岩 Q208,A地区,欠損品  PL67
第243図 19 礫 石 斧 77 Q209,A地区      PL67

礫 石 斧 49 0 頁 岩 Q210,A地区      PL67
打 製 石 斧 70 72 6 緑泥片岩 Q2■ ,A地区,綾型   PL67
打 製 石 斧 ■35 砂 岩 Q212.A地 区・片刃石斧片か PL67

第245図 ■ 磨 石 10 9 4007 安 l● 岩 Q214,A地区,敲石兼用 PL69
第244図 31 石 皿 126 114 552 6 緑泥片岩 Q218,A地区,凹石兼用  PL68
第242図 10 石 鏃 チャー ト Q202,A地区,変形品  PL67

2 石 措 (49) (144) 頁 岩 Q203,A地区,欠損品  PL67
9 石 鏃 (26) (20) チャー ト Q222,B地区,一部欠損  PL67
石 匙 チャート Q29,J ll          PL67
磨 石 (63) (2439) 安 山 岩 Q172,一部欠損,J■   PL69

第242図  8 石 鏃 11 黒 曜 石 Q151,124号土坑    PL66
石 鏃 未 製 品 チャー ト Q181,C地区      PL66

6 石 鏃 未 製 品 チャー ト Q182,K■        PL66
l 器 16 3 安 山 岩 Q183,K■        PL65
3 石 槍 (30) (17) (26) チャー ト Q24,一部欠損,J■   PL66

第243図 27 砥 石 108 314 4 砂 岩 Ql12,両面に溝状のくぽみ有り

第244図 38 磨 石 399 8 安 山 岩 Q156,N14       PL69
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図版番号 器  種
法        量 (cln) 径

ｍ
重 量
(g)

現存率
(%)

備 考
最大長 最大幅 最大厚

第246図  1 土 玉 DP78,A地 区

2 土 玉 DP79,同 上

3 土 玉 22 DP80,同 上

4 土 三 31 DP81.C地 区

5 土 玉 DP82,同 上

6 土 玉 DP83,同 上

7 上 器 片 錘 4 DVO,126号と坑1層 ,胴部片利用

8 上 器 片 錘 (33) 2 (224) DPil,126号塑崩世 ,廓片利用

9 土 器 片 錘 4 DPr2 10SI■a■ .隔部片利用

土 器 片 鍾 3 D口 3,M14aO,腕部片利用

土 器 片 錘 2 (303) DP74同と,日縁部片利用

土 器 片 鍾 (44) 3 (342) DP76,C地 区,胴部片利用

土 器 片 錘 (39) 2 (154) DP77,同 上,嗣部片利用

土 器 片 錘 2 DP84,同 上,胴部片利用

球 状 土 製 品 7 DP75,A地 区
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第24,図 古銭拓影図

2

遺構外出上古銭一覧表

図版番号 鋳  名 初鋳年 (西暦) 鋳造地名 出土地点 備  考

第247図  1 寛永通費 1736 江戸深川十万坪 N10h4 Ml

2 政和通費 北宋 M10, M2 SI‐ 55Aピット内
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第 6章 ま と め

高崎貝塚の調査により明らかにされた遺構の内訳は以下のとおりで,大きくI～Ⅸ期に区分す

ることができる。

竪穴住居跡59軒

I期 縄文時代早期末  7軒 (SI-28・ 29・ 30・ 32・ 33・ 36・ 60… C地区)

H期 縄文時代前期前半 7軒 (SI―■・ 20・ 21・ 24・ 25… A地区,SI-54・ 55B… B地区)

Ⅲ期 縄文時代前期後半 3軒 (SI-12・ 14・ 18… A地区)

Ⅳ期 縄文時代中期後半 9軒 (SI-9・ 16・・A地区,SI-40・ 42・ 43・ 44・ 47・ 50・ 61… C地区)

V期 縄文時代中期末  1軒 (SI-51… C地区)

Ⅵ期 縄文時代後期前半 10軒 (SI-15・ 22・ 23・ 37… A地区,SI-52・ 56・ 57・ 58・ 59・

62… B地区)

〈縄文時代後期前半～後半 4軒 (S119・・A地区,S146・・C地区,S153・ 55A… B地区)〉

Ⅷ期 弥生時代後期中葉 4軒 (SI-8・ 10… A地区,SI-27・ 31… C地区)

Ⅷ期 古墳時代前期   ■軒 (SI-1・ 2・ 3・ 4・ 5・ 6… A地区,SI-35・ 39・ 41・

45。 49… C地区)

Ⅸ期 古墳時代中期   3軒 (SI-7… A地区,SI-26・ 34… C地区)

土坑跡 159基 (縄文時代の炉穴24基 。土坑内貝塚 4基を含む)

井戸跡  6基

溝    6条

ここでは,高崎貝塚の北側に菅生沼から延びる谷津に対して,極めて特徴的な分布を示してい

るA・ BoC各地区で調査された59軒の住居跡と一部の上坑との関係について,集落の構成 と変

遷を中心にふれ,ま とめとしたい。

高崎貝塚では縄文時代早期前棄 (撚糸文系土器群)の上器片がわずかながらA・ C地区から出

上しているが,それらが伴うと考えられる遺構は確認できなかった。また,早期中葉 (沈線文系

土器群)は三戸式土器を出土する第128号土坑がC地区南半に見られるが,遺跡全体を見ても他に

田戸下層式上器片がわずかに出上しているのみで,住居跡は確認できなかった。

撚糸文系土器・沈線文系土器の出土は,それらを使用した人々の存在を示しており,この時期 ,

高崎只塚一帯が地形的に狩猟などの活動の場になっていたことが考えられる。この時期の遺構に

ついては,開発エリア外に存在する可能サ陛が指摘できる。

集落の構成が見られるようになるのは, I期の早期末からである。居住地域として占地された

のはC地区の北半で, 7軒の住居跡 (形態に規格性は見られない)と 15基の炉穴 (第 5章第 2節
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2の中で土坑の性格を炉穴としたものは,ま とめでは炉穴と表現していく)が大きなまとまりと

してある(第248図 )。 集落の構成は第60号住居跡を除いて,それぞれ 3～10mの 間隔で西側に広場

を持つように,弧状に組まれ,第 60号住居跡はそれらの南側に20m以上離れて位置している。弧状

に展開する住居跡の内側には 7基の炉穴 (SK-77・ 78・ 80・ 81・ 82・ 144・ 145),外側には8m～16

m離れたところに 8基の炉穴 (SK-107・ 108・ ■0。 111・ 118。 119。 140。 143)が住居跡に沿う

ように位置しており,群集型の分布である。出上した土器では時期差はあまり認められず,住居

跡と炉穴の強い関連性がうかがわれる。第144号土坑 (炉穴)は廃絶後,貝が投棄されており,当

該地方では類例の少ない早期末の小地点貝塚になる。投棄された貝の量は少なく,数回の分量で

あろう。鬼怒川水系に属する早期末の只塚としては水海道市の花島貝塚 。築地貝塚があげられる

が, これらはいずれも小型のヤマトシジミ。マガキを主体とする汽水性の小地点貝塚であるのに

対し,本貝塚はハイガイが大半を占める戯水性のものである。水海道市の両貝塚は直線距離にし

て高崎貝塚とは10km未満であるが,本貝塚が南に位置している分,水域の淡鹸度の違いによる貝

類生息環境が貝塚構成貝種に表れたものと考えられる。A地区では 7基の炉穴 (SK-8・ 22・ 25・

34・ 35・ 70・ 71)を調査したが,C地区のようなまとまりは見られず散在型の分布であり,住居

跡も確認できなかった。また,A地区における該期の上器片は少なく,狩猟採集に伴うキャンプ

サイトとしての炉穴の可能性が:旨摘できる。

H期の集落はA・ B地区で確認された (第248図 )。 C地区には見られないことから,居住地域

が小さな谷津を挟んだ西側に移ったようである。A・ B両地区間の未調査部分を含めれば,細長

い台地の西側に,南北に長く集落が構成されるものと思われる。両地区のグループ構成は第■・

20・ 21号住居跡,24・ 25号住居跡 (24号住の上器には竹管文が多用されており,黒浜式期内での

若干の時間差が考えられる。近接しているのも併存というより,時間差のあることを示している。),

第54・ 55B号住居跡の 3グループに分けられる。第10。 17号土坑はいずれも貝が入っており,第■・

20・ 21号住居跡の内側に囲まれるように位置している。それらの上坑から出上した土器からも,

いずれかの住居に属する貝塚と考えられる。同時期の貝塚としてカキ 。オキシジミ・ハマグリが

主体貝種であることは同じであるが,第24・ 25号住居跡は住居内地点貝塚であり,土坑内貝塚と

は異なった投棄のされ方である。両住居跡の地点貝塚については,谷津を挟んで北側に位置する

北前遺跡の第25。 26・ 30号住居跡内地点貝塚と時期も同じであり,同様のあり方を示している。

Ⅲ期はA地区の北端に, 3軒で集落が構成されている(第248図 )。 集落は北端に偏って見られ,

覆土からは前半の上器片も多く出上している。HoⅢ期の住居形態は■号住居跡を除き,方形状

である。C地区でも,わずかではあるが該期の上器片が出上している。調査区外に住居跡の存在

も予想されるが,むしろH・ III期 にはC地区の台地は狩猟採集の場として利用されたものと考え

られる。
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前期末から中期後半 (加曽利EⅢ式)ま では,高崎貝塚に集落は営まれていない。調査区域内

で該期の違構は確認されなかった。前期末から中期中葉にかけての上器片の出土もごくわずかで

ある。集落がしばらくの間,高崎貝塚から離れた時期であったようである。

Ⅳ期になって,再びA・ C両地区に集落が構成されるようになるが (第248図 ),A地区では調

査区中央で, 2軒確認しただけである。C地区では調査区南半で 7軒確認した。第40号住居跡だ

けやや離れているが,第44・ 47・ 50号住居跡とともにほぼ同一等高線上で,西側の谷津に面して

いる。また,住居形態も円形状である。第42・ 43・ 61号住居跡はそれらの東側に位置しており,

西側に広場を持つ配置である。第40号住居跡の住居廃絶後の上器の投棄は吹上パターンに該当し

よう。完形になるものは 1個 もなく,投棄された量は他の住居跡に比べ際立っていた。この時期 ,

炉は地床炉がほとんどであるが,唯一第50号住居跡は土器埋設炉である。集落内で 1軒だけ径が

およそ50cmの大きな土器を埋設炉に使っていること,第42,43,44,47,61号 住居跡に囲まれる

ように位置していることからすると,共同利用というような特殊な住居であったのであろうか。

V期はC地区の第51号住居跡 1軒のみとなる (第248図 )。 西側に位置する第132・ 135号土元は

同一時期である。Ⅳ期の集落内ではあるが, 1軒のみというのは環境変化に伴う結果であろう。

前期の集落のあり方と似ている。

Ⅵ期は,A・ B地区に再び集落が営まれるようになる。A地区では 4軒,B地区では6軒であ

るが,いずれも南狽」が調査区外であるため,さ らに軒数は増えるものと思われる (第248図 )。 こ

の中で,第 15・ 23・ 56号住居跡は南側に柄部を持ついわゆる柄鏡形住居跡で,堀之内式期の特徴

とされる矢作型 (SI-23・ 時期を特定していないSI-19も このタイプ)・ 深沢型 (SI-15・ 56)と

いうタイプである。一般的な住居のあり方かどうかは類例を検討しなければならないが,A・ B

両地区の住居跡をそれぞれ 1グループと考えたとき,グループの中央に柄鏡形住居が位置してい

るということを指摘しておきたい。上器片のほとんど出上しなかった第19号住居跡は住居廃棄パ

ターンから見れば,平和台パターンと言えるものである。A地区の第57号土坑はヤマトシジミを

主体とする汽水性の貝塚で,原口遺跡第35号土坑とは同一時期の貝塚である。A地区の住居に伴

う貝塚と考えられるが,貝や魚骨・小動物骨 (ネズミ類など)に比べて獣骨は非常に少なく,砕

かれた焼骨を含めわずかであった。小動物骨が非常に多く遺存していたことからすると,大。中型

獣の骨も土元内に捨てられたとすれば遺存しかるべきであるが,遺存していなかったのは,別な

場所に捨てられたものと考えられる。

縄文時代後期中葉から後半の遺物は調査区からわずかに出上しており,高崎貝塚の位置する台

地が原口遺跡 (後期中葉の住居跡 3軒が調査されている)な どの縄文人の活動領域として利用さ

れていたものと考えられる。その後,縄文時代晩期から弥生時代後期前半までの遺構・遺物は,

高崎貝塚において確認されていない。しばらくの間,人々の活動領域外とされていたのであろう。
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VII期は弥生時代後期中葉になって,A地区の台地中央にやや離れて 2軒,C地区の台地西縁に

2軒の計 4軒の住居が集落を構成する (第249図 )。 住居形態は方形状で, 4本主柱と出入り口施

設と思われるピットを持つ点で規格性のある住居である。また,A地区の 2軒が離れているが,

両地区とも住居の規模は20m2未満と25m2以上の組み合わせであり,小集団の集落構成の 1例 と考

えると興味深い。県西地方での弥生時代の住居跡調査例は,今までのところ熊の宮遺跡 2軒 (真

壁町)・ 倉持遺跡 3軒 (明野町)・ イ中道遺跡 2軒 (関城町)。 尾崎前山遺跡 1軒 (八千代町)。 姥ケ

谷津遺跡 1軒 (岩井市)の計 9軒で,縄文時代や古墳時代の住居跡調査例と比べると非常に少な

い。これは県西地方の弥生時代遺跡の少なさもその一因であり,高崎貝塚の 4軒は貴重な追加例

となる。しかも,尾崎前山遺跡が中期末で,姥ケ谷津遺跡を除く他の 7軒が後期後半の時期であ

ることを考えると,その間を埋める時期のものである。第 8号住居跡出土壷の頸部に見られる縄

文原体を押圧した縦区画線の手法は,笹原遺跡 (柏市)や姥ケ谷津遺跡に類似例があり,利根川

を狭んで地域的に限られた分布を示す土器群なのか,今後の周辺地域での類例増加に期待したい。

高崎貝塚では弥生時代後期後半の遺構は確認されておらず,古墳時代前期との間に,ま た若干

の空白期間が置かれることになる。

ⅦI期はA地区で 6軒。C地区で 5軒の計11軒の住居跡 (第249図 )で,方形及び長方形の住居形

態である。当期は土器からさらに細分が可能であり,C地区が先行する様相を示している。住居

形態及び規模にはばらつきがあるが 5軒で 1グループと考えられる。 5軒は西側の谷津に沿った

配置であり,その後,対岸のA地区に集落が移っていく。A地区は6軒で 1グループと考えられ,

東側に谷津を望むように,弧状に集落が構成されている。主軸方向はほぼ同じで,規模も面積が

15.5m2か ら27.5m2の 間である。また,谷津寄りの 5軒 (SI-1・ 2・ 3・ 4・ 6)は溝状掘り方

を持つ住居跡である。やはりC地区の谷津寄りに位置する第35・ 41号住居跡に同様の溝が認めら

れおり,立地的に住居内の除湿等にかかわりを持った施設ではないかとの指摘 (橋本澄朗氏の班

内研修時の指摘 。1991年 )も ある。

Ⅸ期はA地区に 1軒,C地区に 2軒の住居跡のみとなる (第249図 )。 同一主軸方向でほぼ同規

模の第 7・ 26号住居はⅥI瑚の住居から外れたところに住居域を求めているが,面積が60m2を超え

る規模の第34号住居跡は東コーナー部分で第49号住居跡を掘り込んでいる。東側が未調査であり

集落の広がりは不明であるが,第34号住居跡は規模及び内部施設において,高崎貝塚においては

傑出した住居跡である。また;第 7号住居跡については高不の出土状況などが特異 (第69図)で

あり,周辺に該期の遺構もないことから一般の住居とは違った性格のものであったのであろう。
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員計測風景

土器実測風景
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工早付

第24号住居Ltt・ 貝(サルボウ)ブロック
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高崎貝塚出土動物遺体について

埼玉大学教養部 教授 小池裕子

ウラジオストック・ロシア科学アカデミー

極東民族研究所 研究員 Vera Tolostonogova

〈高崎貝塚第10号土坑内貝層〉

縄文時代前期前半 (黒浜式期)に属する直径80c14ほ どの第10号土坑覆土内に,マガキを主体と

する貝層が検出された。第10号土坑の覆土は中央セクションで半割され,それまでの一括貝サン

プル (SK 10-括)と覆± 6層 (混土貝層)。 7層 (混土貝層)が分析された (第250図 )。

第10号の貝層はいずれのサンプルでもマガキを主体とし,ハマグリ・オキシジミがこれに混じ

り,シオフキやウミニナ類が含まれていた。獣骨魚骨は特に検出されなかった。

ハマグリの殻高は2011ullか ら3611ullま での範囲にあり,ハマグリとしては小型であった (第250図 )。

ハマグリの年齢は分析貝すべて 1つ の冬輪を伴う2年貝で構成されていた。その成長経過を見る

と,第 1年目に成長は早く順調な成育を示していたが,第 1冬輪近くから急速に成長が落ち,第

2年目の春期から採集までもいくつか成長遅延が見られた。貝殻成長線の示す採集季節は第10号

土坑一括では冬輪中心から60日 目から150日 目の範囲にあり,ま た 6層では分析例は少ないが70日

目から110日 目であった。上記の成長経過は,第 10号土坑一括サンプルと6層サンプルのいずれの

分析貝でも認められ, ともに同一年の春期から初夏にかけて採取されたものと推定される。

(高崎貝塚第57号土坑内貝層〉

縄文時代後期前半 (堀之内 1式期)に属する第57号土坑はいわゆる巾着型で,土坑覆土からは

ヤマトシジミを主体とする貝層が検出され,ま たその直下から発見された堀之内 1式期に比定さ

れる小型土器内には魚骨が多数発見された。第57号土坑の貝サンプルは,中央セクションまでの

一括貝サンプル (SK-57-括 )と 6層混土貝層, 7層混土貝層, 8層混土貝層が分析された (第

251図 )。

6層貝層内から長骨破片の獣骨 (血473・ PL70)が出上している。

7層貝層内獣魚骨サンプルは小型げっ歯類の獣骨と小型魚の魚骨,お よび焼骨破片 (シカかイ

ノシシの脊椎破片)が含まれていた。小型げっ歯類の獣骨は右下顎骨 1,左右上顎切歯,寛骨左

右各 2,上腕骨左右各 1,大腿骨破片 1,脊椎骨 8からなり,最小個体数は 2個体と推定され,

ほぼ全身の部位が出上していることから植物残滓とは考えにくい。イヽ型魚の魚骨には,前上顎骨

左右各 1,前縄蓋骨 8,椎体34,咽頭骨 6な どが含まれいた。椎体はすべて 5～ 7 cmの小型魚の

もので,種同定は困難であった。咽頭骨も 5 11ull以 下で形態から未成熟魚ではないかと思われる。

8層只層内獣魚骨サンプルもその上層の 7層獣魚骨サンプルと同様に,小型げっ歯類の獣骨と
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第 10号上坑

ハマグリの採取季節

SK― 10      6月 畳

第250図 第10号土坑出土貝分析図

小型魚の魚骨が含まれていた。小型げっ歯類の獣骨では左下顎骨 1,睡骨破片 1,脊椎骨 7な ど

が検出され,上層と同質のものと推定される。小型魚の魚骨には,前上顎骨左右各 1,前縄蓋骨

8,椎体34,咽頭骨 6な どが含まれていた。椎体では 2個のウナギロに属すると思われる椎体を

除いて小型魚のもので,種同定は困難であつた。

また 9層上部の小型上器内魚骨サンプル (No.472・ PL73)は前上顎骨左 2右 1,歯骨左 2,椎

体29な どが含まれていた。椎体はウナギロに属すると思われる 1個を除いてすべて 5前後の小型

魚のもので,やはり種の同定はできなかった。頭部・体部とほば全身の骨は集中して出上してい

ることから,こ れらの魚骨も植物残滓とは考えにくい。第57号土坑の貝層の貝サンプルはヤマト

ＳＰ

Ｏ

ＳＰ

Ｏ

SK-10
ハマグリ

SK-10
ハマグリ

-315-



第57号土坑 SK-57  6)雷
ヤマ トシジミ
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第251図 第57号土坑出土貝分析図
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シジミを主体とし,それ以外の貝種は非常に少なく,わずかにマガキ・ハマグリやカワニナ・ウ

ミニナが検出された。ヤマトシジミの殻高は 6。 7・ 8層で多少異なり,下層に位置する8層で

は平均1211ullか ら261nlllま での範囲にあり平均18.31Hllであり,上層の 7層では 9 1nlllか ら2711ullま で平均

19.51nlllと やや大きくなるものの,ヤマトシジミとしてもやや河ヽ型の殻高分布であつた。ヤマトシ

ジミの年齢は殻高2511ull以 上の個体を除いてほとんど1つの冬輪しか検出されなかった。成長経過

は全般的に順調な成育を示していた。

只殻成長線の示す採取季節は下層に位置する8層では大半は第 1年目の冬輪が形成されるころ

であった。 7層のヤマトシジミにもそのような冬輪形成期に採取された個体が含まれていたが,

新たに60日 目から90日 目の春期前半を示す貝が見られ,その上層の 6層は80日 目から130日 目の春

期後半に推移していた。なお,第57号土坑一括サンプルのヤマトシジミは下層の 8層 に準ずる冬

輪形成期に採取されたものが大半であった。

(ま とめ〉

縄文時代前期前半 (黒浜式期)に属する第10号土坑内貝層では,獣骨・魚骨が検出されなかっ

た。貝類組成はマガキを主体とし,ハマグリ・アサリなど干潟河口域に生息する種を幅広く含ん

でいた。ハマグリはやや小型でほぼ 2年貝で構成されていた。殻成長は捕獲前年までは順調であ

つたが,捕獲付近に障害輪が多く認められた。

縄文時代後期前半 (堀之内 1式期)に属する第57号土坑内貝層は,ヤマトシジミが優先した汽

水域の貝類が主体となり,縄文時代前期の干潟河口の種組成から環境が大きく変遷したことを示

唆した。そのヤマトシジミは非常に小型でその大半が 1年目の冬輪のみの 2年貝であつた。殻成

長が順調なことから生息環境の変化はあまり考えられず,捕食圧の増大が若齢化ひいては貝の小

型化に関連したものと考えられる。

また獣骨・魚骨の出土もわずかながら伴うのも後期の特徴のひとつである。第57号土坑からハ

ツカネズミのげっ歯類のほぼ全身部位の骨が出土した。今回検出された魚骨遺体は5～ 7111111の小

型魚の全身部位に属するもので,ボラ科およびコイ科のウダイ・タナゴなどいずれもその稚魚が

相当する可能性が考えられるが,こ の時期の貝塚でよく見られるマダイ・クロダイ・アジ・サヨ

リなどの成魚は今回検出されなかった。
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高崎貝塚遺構内出土炭化材の樹種同定について

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

高崎貝塚 (岩井市大字大崎所在)は ,菅生沼西岸の台地上に立地する。台地を東西に開析する

谷を挟んだ北側には,縄文時代及び古墳時代の集落址である北前遺跡が存在する。

高崎貝塚では, これまでの発掘調査による縄文時代～古墳時代にわたる遺構 。遺物が検出され

た。その中でも,A区第 3号住居址 (古墳時代五領式期)お よびA区 8号住居址 (弥生時代後期

中葉)は ,住居址床面直上から炭化材が検出された。これらの住居址は遺物の出土状況などから

焼失住居址と考えられている。

同定試料とされた炭化材は,A区 3号住居址が垂木,A区 8号住居址が柱材とされている。ま

た,SI-01(古墳時代五領式期)の住居址床面上から土玉が検出された。上玉は祭祀用具あるい

は錘として用いられたなど,用途について様々な説があるが,現時点では明確な用途は不明とさ

れている。土玉内には材と思われる炭化物が認められ,検出状態から土玉に装着されていたもの

と考えられている。

今回の分析調査では,A区 3号住居址およびA区 8号住居址から検出された炭化材について材

同定を行い,建築材の樹種を明らかにする。また,SI-01内 より検出された土玉に装着されてい

た材についても材同定を行い,その素材について検討する。

1.削

試料は,SI-01(古墳時代五領式期)出土土玉から検出された 5点 (配23,24,25,27,SI一

〇1土玉内)の炭化材,A区 8号住居址 (弥生時代後期中葉)の床面直上から検出された炭化材 1

点 (床直丸材),A区 3号住居址 (古墳時代五領式期)の床面直上から検出された炭化材 1点 (丸

材の割木材)である。

2.方法

試料を乾燥させたのみ横断面 (木口)・放射断面 (柾目)・接線断面 (板目)の 3断面を作製し,

走査型電子顕微鏡 (無蒸着・反射電子検出型)で観察 。同定した。

3.結果

同定結果を表11に示す。A区 3号住居址床直の試料には 2種類の材が認められたため, a, b

にわけて表記した。同定根拠とした主な解剖学的特徴や現生種の一般的な性質を以下に記す。な

お,一般的的性質などについては,「木の事典,第 2巻,第 4巻」 (平井,1979,1980)を参考にした。
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・ハンノキ属の一種 (A励熔 sp.) カバノキ科

散孔材で,管孔は放射方向に2～ 4個が複合または単独,横断面では楕円形,管壁は薄い。道

管は階段穿孔を有し,段 (bar)数 は10～30,壁孔は密に対列状に配列,放射組織との間では網目

状となる。放射組織は同性,単列, 1～ 30細胞高のものと集合組織よりなる。柔組織は短接線状

～散在状。年輪界はやや不明瞭。

ハンノキ属は国内に約10種が自生し,ハンノキ (4腸熔 力知%ゲθα)の仲間 (=ハ ンノキ亜属)

とヤシャブシ (4.ヵ夕η%α)や ミヤマハンノキ (A.夕欲ウ紹ο″滋″)の仲間 (=ヤ シャブシ亜属)

に分けられる。後者についてはミヤマハンノキ属 (う吻sθカカカ)と して独立させる見解もある。い

ずれも根に根瘤菌が共生しているため痩地でもよく生育する。材はやや軽軟～やや重硬で,加工

は容易,薪炭材や各種器具材などとして用いられるほか,炭が黒色火薬の原料となる種類もある。

また樹皮や果実を染料とすることもある。

・コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種 (⑫ι%囲 subgen.L砂″οbα力%熔 Sect.Cι夕ηtt sp.)

ブナ科

環孔材で孔圏部は 1～ 3列,孔圏外で急激に管径を減じのち漸減しながら放射状に配列する。

大道管は管壁は厚く,横断面では円形,小道管は管壁は中庸～厚く,横断面では角張った円形,

ともに単独。単穿孔を有し,壁孔は交互状に配列,放射組織との間では柵状となる。放射組織は

同性,単列, 1～20細胞高のものと複合組織よりなる。柔組織は周囲状および短接線状。柔細胞

はしばしば結晶を含む。年輪界は明瞭。

クヌギ節は,コ ナラ亜属 (落葉ナラ類)の中で,果実 (いわゆるドングリ)が 2年目に熟する

グループで,ク ヌギ (O%%熔 αε妨溢滅α)と アベマキ (O υαηαうケぬ)の 2種類がある。クヌギ

は本州 (岩手・山形県以南)。 四国 。九州に,アベマキは本州 (山形・静岡県以西)・ 四国・九州

(北部)に分布するが,中国地方に多い。クヌギは樹高15mに なる高木で,材は重硬である。古く

から薪炭材として利用され,人里近 くに萌芽材として造林されることも多く,薪炭材としては国

産材中第一の重要材である。このほかに器具・杭材,悟木などの用途が知られる。樹度・果実は

タンニン原料となり,果実は染料・飼料ともなった。アベマキはクヌギによく似た高木で,樹皮

のコルク層が発達して厚くなる。材質はクヌギに似るが,さ らに重い。用途もクヌギと同様であ

るが,樹皮が厚いため薪材にはむかず,災材としてもクヌギ・コナラより劣るとされる。

-319-



・イネ科タケ亜科の一種

“

物%力切ゼ賜 物.励吻う塞οゲ冴ιαθ ψ.)

維管束が基本組織の中に散在する不斉中心柱をもつ。

タケ亜科は,タ ケ・ササ類であるが,現時点では解音J学的特徴で両者を区別することはできて

いない。

表11 高崎貝塚出上炭化材の樹種

検出遺構・試料名 時  代 樹  種  名
SI-01土玉内出土炭化材 血23
SI-01土玉内出土炭化材 h24
SI-01土玉内出土炭化材 配25
SI-01土玉内出土炭化材 h27
SI-01土玉内
A地区第 3号住居址床直丸材 a
A地区第 3号住居址床直丸材 b
A地区第 8号住居址床直丸材

古墳時代五領式期

古墳時代五領式期

古墳時代五領式期

古墳時代五領式期

古墳時代五領式期

古墳時代五領式期

古墳時代五領式期

弥生時代後期中葉

タケ亜科の一種

タケ亜科の一種

タケ亜科の一種

タケ亜科の一種

タケ亜科の一種
ハンノキ属の一種

タケ亜科の一種

コナラ属ヨナラ亜属クヌギ節の一種

4.考察

SI-01か ら出上した土玉に付着していた試料 (血23,24,25,27,SI-01土玉内)は ,全てタ

ケ亜科であった。タケ亜科は,繊維質で弾力性があるため曲げにも強い。したがって,土玉を包

むような形で使用することも可能と考えられるが,上玉にどのような状態で付着していたのかな

ど検出状況が不明なため,詳細はわからない。

A区 3号住居址とA区 8号住居址から検出された試料は,検出状況から柱や垂木等の建築材で

ある可能性が指摘されている。同定されたハンノキ属とクヌギ節はいずれも堅い材質であり,推

定されている用途に使用されたとしても,充分に耐え得ると思われる。

今回の分析調査では,いずれの住居址についても同定点数が限られており,住居址の建築材に

対する樹種構成を知ることはできない。しかし,同定されたハンノキ属とクヌギ節は,他地域の

遺跡で行われた住居址建築材の分析調査例 (例えば,高岡,1984:パ リノ・サーヴェイ株式会社 ,

1984,1987な ど)に従えば,いずれも当時建築材に使用されていたことが知られている樹種であ

る。とくにクヌギ節は,関東地方において同属のコナラ節やクリとともに最も一般的な建築材で

あったと考えられる樹種である。この 2種類は,現在の植生から考えて,遺跡周辺で,ヒ較的入手

し易い樹種であったと思われ,建築材は遺跡周辺で生育していたものの中から選択され,利用さ

れていたと考えられる。

A区 3号住居址からハンノキ属とともに検出されたタケ亜科は,そ の材質から柱などに用いら

れていたとは考えにくく,屋根材,壁材,敷物等に用いられたものと思われる。

焼失住居址では,建築材の多くは火災とその後の埋積過程で失われており,建築材の樹種構成

を調べるのは困難であることが多い。したがって,建築材の検討を行う際には多数の住居址から
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少数ずつ試料を選択するのではなく,一軒の住居址について部材が異なると思われる試料を可能

な限り採取し同定することにより,当時の建築材の樹種構成により近い結果が得られると考える。
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Ⅶ国章童



菅生沼と高崎貝塚 (中央 )・ 北前遺跡 (手前 )

高崎貝塚上空から菅生沼を臨む



PL2

試掘 (A地区)

表土除去 (B地区)

遺溝確認状況(C地区)



調査風景(C地区)

第 20号住居跡

第24号住居跡



第24号住居跡
貝 。遺物出土状況(1)

第24号住居Ltl
貝・遺物出土状況 (2)

第24号住居 Ltl

遺物出土状況



第24号住居跡

第 1貝ブロック層断面

第25号住居跡

貝ブロック出土状況

第25号住居跡

遺物出土状況



第25号住居跡

第 3貝ブロック

第12号住居跡

遺物出上状況

第 9号住居跡
遺物出土状況



第 9号住居跡
磨製石斧出土状況

第16号住居跡

第16号住居跡

遺物出土状況



第15号住居跡

第15号住居跡

遺物出土状況

第22号住居跡



第 22号住居跡

ミニチュア土器

出土状況

第23号住居跡

遺物出土状況

第 10。 11号住居跡



PL1 0

第10号住居 LTI

遺物出土状況

第 8号住居跡

第 8号住居跡
遺物・炭化材出土状況



第 8号住居Ltl
紡錘車出土状況

第 8号住居跡
磨製石斧出土状況

第 1号住居跡
溝状掘り方確認状況



PL1 2

第 1号住居跡

第 1号住居跡
遺物出土状況

第 2号住居跡
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第 3号住居跡

第 3号住居Ltt
遺物出土状況

第 4号住居跡



PL1 4

第 4号住居跡
剣形模造品出土状況

第 5号住居跡

第 5号住居跡
遺物出土状況



PL1 5

第 6号住居 LTl
遺物出土状況

第 7号住居跡

第 7号住居跡
遺物出土状況
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第 7号住居跡
遺物出土状況

第54号住居跡

第52号住居跡



PL1 7

第52号住居跡
遺物出土状況

第56号住居詠

第58号住居跡



第29号住居跡

第30号住居跡

第32号住居跡



PL1 9

第60号住居跡 葉翻毅

第28号住居跡

第28号住居跡

遺物出土状況
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第40号住居跡

第40号住居跡

遺物出土状況

第47号住居跡



PL21

第50号住居跡

第50号住居跡

炉掘り方

第50号住居跡

埋養炉
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第50号住居 Ltl
埋養炉と石

第51号住居跡

遺物出土状況

第51号住居跡

磨製石斧出土状況



第43号住居跡

第61号住居跡

遺物出土状況

第27号住居跡

遺物出土状況
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一塊 第31号住居跡

第35号住居跡

第39号住居跡
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第41号住居跡

第41号住居跡

遺物出土状況

■ギ    
ー

韓 |

露

第46号住居跡
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第45・ 51・ 61号住居跡

第45号住居跡
遺物出土状況

第45号住居跡

粗製器台出土状況



第49号住居跡

土層セクシヨン・

遺物出土状況

第28号住居跡

第28号住居跡

遺物出土状況



第26号住居跡

遺物・ 炭化材出土状況

第34号住居跡

第34号住居跡

遺物出土状況



第 4号土坑 第 8号土坑

第18号土坑貝出土状況 第17号土坑

第17号土坑貝出土状況 第22号土坑

第25号土坑 第34号土坑



第35号土坑 第45号土坑

第5,号上坑 第57号土坑 (6層 内)長骨出土状況

第57号土坑 (9層 内)土器出土状況 第57号土坑貝出土状況

第77号土坑遺物出土状況 第78号土坑



第81号土坑 第82号土坑

第96号土坑

第 108号 土坑遺物出土状況 第116号土坑

第116号土坑遺物出土状況 第118号土坑集石状況
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第 119号土坑 第132号土坑遺物出土状況

第135号土坑遺物出土状況 第140号 土坑遺物出土状況

第143号土坑

第

難

第 144号上坑貝ブロック出土状況

第145号土坑遺物出土状況
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第 1号溝 。第 1号井戸 第 2号井戸

第 3号井戸

第 6号井戸

第 4号井戸

遣構外(A地区)遺物出土状況

遺構外(C地区)遣物出土状況 第 6号井戸遺物出土状況
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SI。 25-5

第 9。 11・ 12・ 20・ 24・ 25号住居跡出土縄文式上器
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喩
】

。23-3

第16・ 22・ 23号住居跡出土縄文式土器



第 1・ 8・ 10・ 23・ 37号住居蹴出土縄文式上器 。弥生式上器・土師器



PL3フ

第 1・ 2号住居跡出土上師器

SI・ 2-2 SI・ 2-3
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SI・ 4-3

SI・ 5-2

第 4・ 5・ 6・ 7号住居跡出土土師器
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SI・ 7-10

PL39

SI・ 7-12

SI 。7-13

第 7号住居跡出土土師器

SI・ 7-18
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二

SI。 40-78

SI・ 40-2

・ 30・ 33・ 40号住居跡出土土師器 。縄文式上器第 7
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第40号住居謝出土縄文式上器
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SI。 47-2

S卜 512

第40・ 47・ 50・ 51・ 61号住居詠出上縄文式上器



PL43



PL44

SI・ 35-9

SI。 39-2

第35。 39号住居跡出土土師器
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第39・ 41号住居跡出土土師器
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第41・ 45号住居跡出土土師器



St。 45-5

SI・ 45-6

SI・ 45-14

SI。 45-12

PL4フ

SI・ 45-7

SI。 45-8

Si・ 45-10

第45・ 49号住居跡出土土師器

SI。 49-3
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SI。 49-4

SI。 49-2

SI・ 49-6

Sl・ 49-7

第26・ 49号住居跡出土土師器

SI 。26-3
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SI 。26-13

第26号住居LII出土土師器
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Sl・ 26-14

SI ・ 26-19

SI ・34-2

SI ・34-4

SI ・26-20

St・ 126-18

SI ・34-3

Sl・ 34-5

11.(― |||!● I.I

I
SI・ 34・3

第26・ 34号住居謝出土土師器



SK・ 2-l

SK・ 43-3

SK・ 85-5

|け

SK・ 57-l

SK。 21-2

SK・ 48-4

第 2・ 3・ 10・ 21・ 43・ 48・ 57・ 85・ 108号土坑出土縄文式上器

SK・ 108-3
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SK・  143-1

145号土坑及び遣構外出土縄文式上器

遺構外―|

第 116・ 132・ 140・ 141・ 143・



遺構外(A地区)5

遺構外(K12)

遺構外 6

・上師器

PL53

遺構外

(」 12区 )10

選構外(A地区)-9

爾

遺構外(KH)2

第 5・ 6・ 号井戸及び遺構外出上縄文式上器
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飴3Ⅷ4に
-1

7

≧鰯2躍魔
第 8号住居跡出土弥生式上器片(1)

9
藤

ゴ

|

L_

第 8号住居跡出土弥生式上器片(2)
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第10号住居gFl出土弥生式上器片

幹鯵Ⅷ

第27・ 31号住居LTt出土弥生式上器片
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第26・ 27・ 31号住居跡出土弥生式上器片

第28号住居Ltl出土縄文式上器片
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第29・ 30号住居跡出土縄文式上器片

第32・ 33号住居跡出土縄文式上器片
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SK・ 108-4     SK・  108-5

第77・ 78・ 108・ 110号土坑出土縄文式上器片

第111・ 118号土坑出土縄文式上器片



第 119・ 123・ 128号土坑出上縄文式上器片

第 140・ 143・ 144号土坑出土縄文式上器片
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第24号住居跡出土縄文式上器片(1)

第24号住居跡出土縄文式上器片(2)
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第25号住居跡出土縄文式上器片(1)

第25号佳居跡出土縄文式上器片(2)
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第40号住居跡出土縄文式上器片(1)

第40号住居跡出土縄文式上器片(2)
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第22号住居跡出土縄文式上器片

12
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ヤ
　

２

第23号住居跡出土縄文式土器片

!i
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SI・ 4-6
SI。 4-8
SI・ 5-3
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SI。 4-7   SI・ 4-3   SI・ 4-9
SI・ 4-12  SI・ 4-13  SI・ 4-14
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SI・ |-9  SI・ I-10
SI・ |-14 SI。 |― 15

SI・  I― 19  SI・  I-20
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SI・ 5-4    SI ・ 5-5    SI 。5-6    SI ・ 5-7    SI・ 5-8
SI・ 5-9    SI ・ 5-10   SI 。5-II   SI ・ 6-22   SI・ 6-33
SI ・ 6-44   SI ・ 39-12  SI ・ 39-13  SI ・ 39-14  SI ・39-15
SI・ 3916引 。39-17 SI・ 4112遺 構外 1 遺構外-2

斑雪有野タトー3。 4 ・ 5 '6
SI。 45-15

各遺構及び遺構外出土土製品 (土玉 )



SI・ 40-83

鱒
遺構外．２SI。 4-16

各遺構及び遣構外出土上製品・石器・石製品・古銭

遺構外-1

SI・ 26-21
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濾
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鰯
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SI 。40-87         SI° 3-2

ぬ 々
Si。 35-10     sI.40-85

SI。 23-31      SK・  124-3

%凸
SI ・ 60-12      SI。 40-86

遺構外-6  逮構外-12

虻
餓

に

Ｓ‐。５‐．‐２
負  ▼ 転

SI ・ 16-34          SI・  I-39

占� 鳥会
遺構外-4  遺構外-7  遺構外-5  遺構外-10

聰氣SK。 132-4

遺構外-9

SI・  16-32

．〔▲風聰暮尊中一遺構外．‐‐
鑑

遺構外．３

SI。 47-19

各遣構及び遺構外出土石器(1)
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Si。 9-3    SI。 24-37

フ６
Ｌ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

８

Ｐ　　丞攘鞠醒麗▼呻鶏

遺構外．

鯵
遺構外-49

SI・ 8-47

鰺
|

St。 42-1ョ

SI ・8-46 遺構外-14

SI・ 40-92

SI・ 4-17
SI。 22-16

SK。 57-10

SI・ 52-l召 SI。 33-16

各遺構及び遺構外出土石器(2)
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SI。 47
-22A

SI。 47
-228

各遣構及び遺構外出土石器(3)
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SI・ 31-33

SK・ 161-45
SI,61-14

SI・ 52-14
遺構外-46

SI。 18-22

◇

醐SI・ 37-i3SIi 8-44

各遣構及び遺構外出土石器(4)
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第57号土坑 9層出土獣焼骨細片(左 )・ クロダイ歯骨(右 )

醸

第57号土坑出土獣骨 (Nα 473は 6層中出土長骨片・下はイノシシの″:骨 )
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第57号土坑 9層出土魚骨片など(左 )・ 魚椎体 (右 )
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第57号土坑 9層出土魚骨片など(左 )・ 魚椎体 (右 )



第57号土坑 9層出上の上器内魚骨 (Nα472)

第57号土坑出土ネズミ顎骨・ 寛骨 。大腿骨など
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第24号住居跡 (第 1貝ブロック出土貝類 )
1オ オノガイ 2シオフキ 3.ヤマ トシジミ 4,オ キシジミ
7.サルボウ 8.カ キ 9.ウ ミニナ類 10.ア カニシ 11.巻貝

揺
翌

4

攣馨

5.ハマグリ G.アサリ
12.ウ ミニナ類付カキ

4

Ⅷ

れ

第24号住居跡 (第 2貝ブロック出土貝類 )
1.オ キシジミ 2.シオフキ 3ヤマ トシジミ
8ウ ミニナ類 9.ウ ミニナ類付カキ

4.オ キシジミ 5.ハマグリ 6.アサリ 7.カ キ
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第25号住居跡 (第 3貝プロック出土貝類)1,シオフキ 2.オ キシジミ 3.ハマグリ 4.アサ リ
5.サルボウ S.カ キ 7。 ウミニナ類 8.アカニシ

第37号住居跡出土貝類 1.ヤマ トシジミ

第10号土坑出土貝類 1.シオフキ 2.オ キシジミ 3.ヤマ トシジミ

5.カ キ 6.ウ ミニナ類

2.ハマグリ 3.サルボウ 4.アカニシ

4.ハマグリ
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第17号土坑出土貝類 1.オオノガイ 2.オ キシジミ 3,ハマグリ 4アサリ
5サルボウ 6.カ キ 7.ウ ミニナ類 8.ウ ミニナ類付カキ 9,小巻貝類

け議61

第57号 土坑出土貝類
6カ キ 7.ウ ミニナ類

９

　

　

４ ハマグリ 5,サルボウ

泌
2

1.オオノガイ 2.オ キシジミ 3ヤマ トシジミ
8.ウ ミニナ類 (フ トヘナタリ)9.小巻貝類

¢

第 144号土坑出土貝類 1オ キシジ ミ 2ヤマ トシジ ミ 3.ウ ミニナ類 4.カ キ 5,ハイガイ
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第34号住居謝貯蔵穴出土果実の種子

第17号土坑 (5層中)出土 ドングリ

第15号住居跡炉出土クルミ

土菱(3)内面概痕

第34号住居跡
出土カャ
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1.ハ ンノキ属の一種 (8号住居 床直)
2.ヨ ナラ属コナラ亜属クヌキ節の一種 (3号住居 床直)
3.タケ亜科の一種 (1号住居 土玉内)
a:木口,bi柾 目,c:板目,3:横断面

炭化材の顕微鏡写真

一】一

200μ :la, 2a

200μ :3

200μ :lb― c, 2b―c
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